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ご
挨
拶

　
日
本
の
自
然
は
、
本
来
と
て
も
豊
か
で
す
。
気
候
や
地
形
が
地
域
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

違
い
ま
す
し
、
四
季
の
変
化
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
ま
す
。
陸
と
海
に
は
多
様
な
生
態
系

が
広
が
り
、
多
様
な
生
物
が
す
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
豊
か
な
自
然
が
も
た
ら
す
多
く
の
恵

み
を
も
と
に
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
社
会
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
自
然
は
、
災
害

な
ど
の
災
い
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
自
然
が
、
恵
み
と
災
い
の
ど
ち
ら
を

も
私
た
ち
に
も
た
ら
す
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
応
し
つ
つ
多
く
の
恵
み
を
活
か

す
知
識
・
知
恵
・
技
術
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
先
人
に
よ
っ
て
伝
統
知
・
地
域
知
と
し

て
築
か
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
災
害
へ
の
伝
統
的
な
対
応
が
日
本
各
地
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
よ
く

見
て
み
る
と
、
自
然
が
も
た
ら
す
豊
か
な
恵
み
も
一
緒
に
見
え
て
き
ま
す
。
自
然
が
も
た

ら
す
災
い
と
恵
み
の
深
い
関
わ
り
が
よ
く
考
慮
さ
れ
た
災
害
対
応
な
の
で
す
。
災
い
を
受

け
止
め
つ
つ
恵
み
を
活
か
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
、
と
い
う
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
考
え
方
は
、現
代
で
は
、「
生
態
系
を
活
用
し
た
防
災
減
災
（Eco–D

RR

）」
や
「
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、日
本
に
古
く
か
ら
あ
る
考
え
方
な
の
で
す
。

伝
統
的
な
災
害
対
応
で
は
、
自
然
が
も
た
ら
す
災
い
が
起
き
る
場
所
や
そ
の
特
性
を
よ
く

理
解
し
た
う
え
で
、
自
然
が
も
た
ら
す
豊
か
な
恵
み
を
失
わ
な
い
配
慮
や
工
夫
が
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
災
害
へ
の
伝
統
的
な
対
応
は
、
災
害
を
避
け
被
害
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
災
害
か
ら

の
復
旧
復
興
に
も
活
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
伝
統
知
・
地
域
知
に
は
、
過
去
の
災
害
か
ら

の
復
旧
復
興
の
記
憶
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
あ
り
方
が
長
期
的
な
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視
点
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
結
果
が
、
伝
統
知
・
地
域
知
と
し
て
生
き
残
っ
て
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
な
ど
多
く
の
災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
は
、
私
た
ち
に
そ
の
こ
と
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
伝
統
知
・
地
域
知
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
が
、

本
シ
リ
ー
ズ
に
収
録
さ
れ
た
日
本
各
地
の
多
く
の
事
例
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。し
か
し
、

た
い
へ
ん
残
念
な
が
ら
、
伝
統
知
・
地
域
知
は
失
わ
れ
て
い
く
一
方
で
す
。
伝
統
知
・
地

域
知
を
受
け
継
い
で
い
く
に
は
、
見
え
に
く
い
こ
と
や
目
に
見
え
な
い
こ
と
も
含
め
て
、

自
然
の
恵
み
と
災
い
の
存
在
を
感
じ
と
り
受
け
止
め
て
い
く
感
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
人
々
の
感
性
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
、
伝
統
知
・
地
域
知
と
い
う
地
域
の
共
有

財
産
が
築
か
れ
て
い
く
の
で
す
。

　
シ
リ
ー
ズ
「
地
域
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
災
害
対
応
」
の
第
五
回
と
し
て
、
日
本
各
地
に
つ

た
わ
る
伝
統
知
・
地
域
知
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
紡
が
れ
て
き
た
人

と
自
然
の
関
わ
り
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
、
進
み
つ
つ
あ
る
気
候
変
動
や
社
会
経
済
変
化

の
な
か
で
、
よ
り
良
い
人
と
自
然
の
関
わ
り
を
築
く
こ
と
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
、

本
シ
リ
ー
ズ
発
刊
に
携
わ
っ
た
多
く
の
関
係
者
の
労
が
報
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
道
の
り
は
遠
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
社
会
の
至
る
と
こ
ろ
で
、
確
実
に
歩
み
が
進

み
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

吉
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束
稲
山
麓
地
域
世
界
農
業
遺
産
認
定
推
進
協
議
会　
　
　

佐
藤　
真
澄

岩
手
県
束
稲
山
麓
地
域
の

　
　
　
伝
統
的
な
土
地
利
用

　
束
稲
山
麓
地
域
は
、
岩
手
県
の
南
に
位
置

す
る
一
関
市
、
奥
州
市
、
平
泉
町
の
三
つ
の

市
町
に
ま
た
が
る
農
村
地
域
で
す
（
図
１
）。

　
当
地
域
の
先
人
た
ち
は
、
洪
水
害
や
干
ば

つ
な
ど
の
自
然
災
害
に
も
負
け
ず
、
生い

の
ち命

と

生く
ら
し活
を
守
る
た
め
、
共
同・共
助
の
精
神
で
、

地
域
に
特
有
の
土
地
利
用
シ
ス
テ
ム
を
築
き

上
げ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
概
要

　
束
稲
山
麓
地
域
は
、
東
側
に
束
稲
山
、
西

側
を
東
北
地
方
最
大
の
北
上
川
が
流
れ
、
東

西
の
水
平
距
離
で
六
km
ほ
ど
の
狭
い
エ
リ
ア

に
、
低
平
地
と
山
麓
地
、
山
地
が
存
在
す
る

地
域
で
す
。
生
活
の
拠
点
と
な
る
集
落
は
、

山
麓
地
に
立
地
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　
北
上
川
を
挟
ん
で
対
岸
に
、
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
「
平
泉
」
が
あ
り
、
当
地
域
に

は
、奥
州
藤
原
氏
と
の
関
わ
り
を
示
す
神
社・

仏
閣
や
、
文
化
伝
統
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

リ
ス
ク
分
散
型
の
土
地
利
用

　
束
稲
山
麓
地
域
の
人
々
は
、
古
く
か
ら
山

麓
地
に
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
地
形
的
要
因

か
ら
、
台
風
や
大
雨
に
よ
る
洪
水
害
が
二
年

に
一
度
は
起
き
、
土
砂
災
害
の
危
険
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
山
麓
地
は
大
き
な
水
源
が
な

い
こ
と
か
ら
、
干
ば
つ
に
も
見
舞
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
自
然
災
害
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
、
食
料
と
収
益
を
確
保
す
る
た
め
に
、

暮
ら
し
と
営
農
に
必
要
な
た
め
池
や
森
林
の

共
同
管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
山

麓
地
と
低
平
地
の
両
方
に
農
地
を
所
有
し
、

営
農
の
工
夫
を
行
い
な
が
ら
、
複
数
の
災
害

リ
ス
ク
を
分
散
す
る
土
地
利
用
シ
ス
テ
ム
を

築
き
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
支
え

て
い
る
の
は
、
地
域
の
人
々
の
営
み
に
よ
っ

て
育
ま
れ
て
き
た
共
同・共
助
の
精
神
で
す
。

土
地
の
所
有
と
利
用

　
束
稲
山
麓
地
域
の
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
と
な

る
「
土
地
の
所
有
と
利
用
」
の
仕
組
み
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

　

図
３–

１
の
ピ
ン
ク
色
で
示
す
よ
う
に
、

「
土
地
の
所
有
と
利
用
」
は
、
個
人
を
基
本

と
し
な
が
ら
も
、
束
稲
山
麓
地
域
の
山
地
か

ら
低
平
地
に
広
が
る
、
立
体
的
な
土
地
利
用

を
支
え
る
共
同
・
共
助
の
仕
組
み
が
、
当
地

域
に
は
あ
り
ま
す
。

　
図
３–

２
の
緑
色
で
示
す
よ
う
に
、
低
平

地
で
の
農
地
の
利
用
調
整
は
営
農
組
合
が
担

い
、
麦
や
豆
な
ど
の
転
作
作
物
の
作
付
は
農

業
法
人
が
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
麓
地

図 2　北上川と束稲山麓地域

図 1　束稲山麓地域の位置

1

図１ 束稲山麓地域の位置

※一関市（南側）から平泉町長島地区を眺望

標標高高115500  mm  以以上上

山山 地地

針針葉葉樹樹とと広広葉葉樹樹がが混混在在

山山麓麓地地 ((中中山山間間地地))

標標高高3300  〜〜115500  mm

集集落落､､棚棚田田､､畑畑､､たためめ池池

低低平平地地 ((沖沖積積地地))

標標高高2200〜〜3300  mm

氾氾濫濫原原、、肥肥沃沃なな土土壌壌

北北上上川川とと山山々々のの間間にに挟挟ままれれたたエエリリアア
（（幅幅約約44〜〜66  kkmm  ))

［［束束稲稲山山］］

［［北北上上川川］］

図２ 北上川と束稲山麓地域

2
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の
た
め
池
な
ど
の
水
利
施
設
や
、
山
地
の
森

林
は
、地
域
の
共
有
財
産
と
い
う
意
識
の
下
、

共
同
で
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
・
共
助
の
仕
組
み

が
、
こ
の
地
域
の
土
地
利
用
を
立
体
的
な
も

の
と
し
て
い
る
の
で
す
。

災
害
の
リ
ス
ク
分
散

⑴　
地
域
の
災
害
リ
ス
ク

　
束
稲
山
麓
地
域
に
は
、
災
害
リ
ス
ク
が
三

つ
あ
り
ま
す
（
表
１
）。
い
ず
れ
も
水
が
関

係
す
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
対
策
は
そ
れ
ぞ

れ
大
き
く
異
な
り
、
洪
水
害
は
「
水
を
避
け

る
」、
干
ば
つ
は
「
水
を
守
る
」、
土
砂
災
害

は
「
水
か
ら
守
る
」、
と
い
う
視
点
で
の
対

策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　

図
４
の
緑
色
の
部
分
が
共
同
の
取
組
で

す
。
低
平
地
で
は
、
農
業
法
人
が
、
作
物
の

組
合
せ
や
作
付
場
所
の
工
夫
を
行
い
な
が

ら
、
洪
水
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
山
麓
地
で
は
、
た
め
池
管
理
組
合
が
た
め

池
の
点
検
・
修
繕
を
行
い
、
山
地
で
は
、
生

産
森
林
組
合
が
災
害
危
険
箇
所
の
森
林
保
全

を
行
い
、
干
ば
つ
や
土
砂
災
害
に
備
え
て
い

ま
す
。

図 3–1　土地の所有と利用（個人 : ピンク）図 3–2　土地の所有と利用（共同 : 緑）

⑵　
災
害
の
リ
ス
ク
分
散

　
災
害
の
リ
ス
ク
分
散
に
は
、
個
人
と
共
同

の
取
組
が
あ
り
ま
す
。
図
４
の
ピ
ン
ク
色
の

部
分
が
示
す
よ
う
に
、
農
地
の
分
散
所
有
が

個
人
の
取
組
で
、
洪
水
リ
ス
ク
が
あ
り
つ
つ

も
収
益
性
の
あ
る
低
平
地
と
、
洪
水
の
お
そ

れ
の
な
い
山
麓
地
の
両
方
に
、
農
地
を
所
有

表 1　水にまつわる 3 つの災害

図 4　重層的なリスク分散

山
麓
地

低
平
地

山

地

＜所有＞ ＜調整・管理＞＜利用＞

図３－１ 土地の所有と利用（個人:ピンク）

米
:個人・担い手
麦・豆等
:農業法人(委託)

米・園芸・畜産
:個人・担い手

木材・栗・竹
:個人・共同

営
農
組
合
等

農地の
利用調整

生
産
森
組
等

森林の
保全管理

管
理
組
合
等

水利施設
の維持・
管理

個人

共同

3

山
麓
地

低
平
地

山

地

＜所有＞ ＜調整・管理＞＜利用＞

図３－２ 土地の所有と利用（共同:緑）

米
:個人・担い手
麦・豆等
:農業法人(委託)

米・園芸・畜産
:個人・担い手

木材・栗・竹
:個人・共同

営
農
組
合
等

農地の
利用調整

生
産
森
組
等

森林の
保全管理

管
理
組
合
等

水利施設
の維持・
管理

個人

共同

4

災害 対策 対応
低
平
地

洪水害 水を
避ける

・農地を分散所有する
・洪水時期を避ける
・作付場所を選ぶ

山
麓
地

干ばつ 水を
守る

・ため池・水路を保全する
・水を無駄にしない
・水を平等に分ける

山
地 土砂災害 水から

守る
・森林を保全する
・危険箇所に植林する

表１ 水にまつわる３つの災害

絵

5

山
麓
地

低
平
地

山

地

＜個人（自助）＞＜災害＞ ＜共同（共助）＞

・番水のルール
・江払い、点検、修繕
・放水量の調整

管
理
組
合
等

・森林の保全管理
・災害危険箇所への

広葉樹植栽

生
産
森
組
等

洪水害

土砂災害

干ばつ

・作物の組合せ(米＋麦・豆等)
・作付場所の選定

高地:主食用米、
低地:麦、飼料用米等

農
業
法
人
等

図４ 重層的なリスク分散

農地の
分散所有

6

図 5　農地の分散所有状況

図６ 全農家の分散所有状況を図示化
（奥州市生母地区の例）

図５ 農地の分散所有状況

奥州市生母地区

平泉町長島地区

一関市舞川地区

非分散所有農地

分散所有農地

【凡 例】

低平地と山麓地
の境

分散所有している農家352戸ごとに色分け

7
図 6　全農家の分散所有状況を図示化（奥州市
生母地区の例）

・低平地に農地を所有する農家の 87％が山麓地にも農地を所有
9



　
当
地
域
で
は
、
図
３
で
説
明
し
た
、
個
人

の
立
体
的
な
土
地
利
用
を
支
え
る
共
同
の
仕

組
み
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
図
４
の
と
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
に
対
応
し
た
リ
ス
ク
分
散

を
、「
重
層
的
」
に
行
っ
て
い
る
点
が
、
大

き
な
特
徴
と
な
り
ま
す
。

ア　
個
人
に
よ
る
農
地
の
分
散
所
有

　
図
５
は
、
地
域
全
体
の
農
地
分
散
所
有
の

状
況
を
示
し
た
も
の
で
、
黄
色
が
分
散
所
有

さ
れ
て
い
る
農
地
で
す
。
赤
い
点
線
の
左
が

低
平
地
、
右
が
山
麓
地
で
す
。
低
平
地
に
農

地
を
所
有
す
る
農
家
の
八
七
％
、約
九
割
が
、

山
麓
地
に
も
農
地
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

こ
の
黄
色
の
農
地
を
、
所
有
者
ご
と
に
色
分

け
し
た
も
の
が
図
６
で
、
奥
州
市
生
母
地
区

の
場
合
、
三
五
二
戸
が
分
散
所
有
し
て
い
ま

す
。

イ　
共
同
に
よ
る
リ
ス
ク
分
散

①　
低
平
地
で
の
﹁
水
を
避
け
る
﹂

　
図
７
は
、
月
ご
と
に
、
洪
水
の
回
数
※
を

水
色
の
棒
グ
ラ
フ
で
、
作
物
ご
と
に
、
収
穫

期
間
を
オ
レ
ン
ジ
色
の
四
角
い
囲
み
で
、
表

し
て
い
ま
す
。

　
洪
水
の
多
く
が
七
～
九
月
に
発
生
（
写
真

１・２
）
し
て
お
り
、
被
害
を
抑
え
る
た
め
、

収
穫
時
期
が
異
な
る
作
物
を
組
み
合
わ
せ
て

い
ま
す
。

※
洪
水
回
数
は
、
明
治
以
降
に
お
け
る
洪
水
害
の
時

期
別
の
回
数
。

　
図
８
は
、
低
平
地
の
作
付
状
況
を
図
に
し

た
も
の
で
す
。
写
真
３
の
よ
う
に
、
洪
水

が
発
生
す
る
際
に
は
、
下
流
側
の
低
い
土

地
か
ら
浸
水
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
土
地

に
は
、
洪
水
が
発
生
す
る
時
期
を
避
け
て

収
穫
で
き
る
小
麦
や
飼
料
用
米
な
ど
を
作

付
け
し
て
い
ま
す
。

　
主
食
用
米
以
外
の
転
作
作
物
は
、
委
託

を
受
け
た
農
業
法
人
が
、
作
物
の
組
合
せ

や
作
付
場
所
を
工
夫
し
て
洪
水
害
の
リ
ス

ク
を
分
散
し
て
い
ま
す
。

②　
山
麓
で
の
﹁
水
を
守
る
﹂

　
山
麓
地
に
は
、
約
九
〇
〇
カ
所
の
た
め

池
が
あ
り
、
写
真
４
の
よ
う
に
農
地
周
辺

に
数
多
く
分
布

し
て
い
ま
す
。

　
図
９
は
、
現

在
の
農
地
の
水

源
を
色
分
け
し

た
図
に
な
り
ま

す
。
山
麓
地
に

は
、
湧
き
水
や

沢
水
、
た
め
池

な
ど
を
水
源
と

す
る
、
水
色
に

色
分
け
さ
れ
た

農
地
が
多
い
こ

と
か
ら
、
水
利

施
設
の
維
持
・

保
全
を
地
域
の

図 7　収穫期の異なる作物の組合せ

写真 1　令和 2 年 7 月大豆ほ場の浸水

写真 2　平成 14 年 7 月洪水時の状況（地域内の低平地はほぼ浸水）

写真１ 令和２年７月大豆ほ場の浸水

図７ 収穫期の異なる作物の組合せ

・洪水の多くが７～９月に発生
・被害を抑えるため、収穫時期が異なる
作目を組合せ

写真２ 平成14年７月洪水時の状況
（地域内の低平地（沖積地）はほぼ浸水）

６月 ７月 ８月 ９月 10月

4

21

18

13

3

栽培 収穫

【凡例】
小麦

WCS用稲

米

飼料用稲

大豆

洪

水

回

数

20

15

10

5

0

8
写真１ 令和２年７月大豆ほ場の浸水

図７ 収穫期の異なる作物の組合せ

・洪水の多くが７～９月に発生
・被害を抑えるため、収穫時期が異なる
作目を組合せ

写真２ 平成14年７月洪水時の状況
（地域内の低平地（沖積地）はほぼ浸水）

６月 ７月 ８月 ９月 10月

4
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栽培 収穫

【凡例】
小麦

WCS用稲

米
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洪

水

回

数

20

15
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5

0
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写真１ 令和２年７月大豆ほ場の浸水

図７ 収穫期の異なる作物の組合せ

・洪水の多くが７～９月に発生
・被害を抑えるため、収穫時期が異なる
作目を組合せ

写真２ 平成14年７月洪水時の状況
（地域内の低平地（沖積地）はほぼ浸水）

６月 ７月 ８月 ９月 10月

4

21

18

13

3

栽培 収穫

【凡例】
小麦

WCS用稲

米

飼料用稲

大豆

洪

水

回

数

20

15

10

5

0

8

図８ 低平地の作付状況（平泉町⾧島地区）

写真３ 洪水時の状況
（令和元年10月⾧島地区低平地）

・水が浸く低い土地には主食用米ではなく、
小麦、飼料用米などを作付

9

図 8　低平地の作付状況（平泉町長島地区）

・洪水の多くが 7 ～ 9 月に発生
・被害を抑えるため、収穫時期が異なる作目を

組合せ
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こ
の
よ
う
に
、
長
年
の
経
験
を
生
か
し
た

生
命
と
生
活
を
守
る
た
め
の
知
恵
が
、
伝
統

的
知
識
と
し
て
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
ま

す
。

兼
業
農
家
Ｍ
さ
ん
の
事
例
（
図
11
）

　
Ｍ
さ
ん
は
、
山
麓
地
に
す
み
続
け
て
一
五

代
目
の
兼
業
農
家
で
す
。

人
々
が
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

干
ば
つ
時
の
対
応
と
し
て
、
受
益
者
に

よ
っ
て
水
の
流
れ
を
よ
く
す
る
た
め
の
江
払

い
の
ほ
か
、
た
め
池
の
水
漏
れ
が
無
い
よ
う

に
点
検
・
修
繕
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
写
真

５
）。

③　
山
地
で
の
﹁
水
か
ら
守
る
﹂

　
図
10
は
、
奥
州
市
生
母
地
区
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
、
赤
い
箇
所
が
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
で
す
。
同
地
区
の
生
母
生
産
森
林
組

合
で
は
、
上
流
部
の
ス
ギ
を
伐
採
し
、
広
く

根
を
張
る
広
葉
樹
を
植
え
て
い
ま
す
（
写
真

６
）。
地
域
が
共
同
で
森
林
を
管
理
し
、「
水

か
ら
守
る
」
こ
と
で
、
土
砂
災
害
防
止
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
低
平
地
で
、
販
売
用
の
米
を
作
る
ほ
か
、

農
業
法
人
に
作
業
を
委
託
し
、
麦
を
作
っ
て

い
ま
す
。

　
山
麓
地
で
は
、
自
家
用
の
米
と
野
菜
を
栽

写真 3　令和元年 10 月洪水時の状況（平泉町長島地区）

写真 4　ため池位置図（奥州市生母地区を一部抽出）

図 9　現況用水受益図（奥州市生母地区を一部抽出）写真 5　水路の点検・補修

図 10　土砂災害特別警戒区域とイロハモミジの森の位置図（奥州市生母地区を一
部抽出）
※赤い点線内がイロハモミジの森

図８ 低平地の作付状況（平泉町⾧島地区）

写真３ 洪水時の状況
（令和元年10月⾧島地区低平地）

・水が浸く低い土地には主食用米ではなく、
小麦、飼料用米などを作付

9

写真４ ため池位置図（奥州市生母地区を一部抽出）

写真５ 水路の点検・補修

※ため池（●）

図９ 現況用水受益図（奥州市生母地区を一部抽出）

10

写真４ ため池位置図（奥州市生母地区を一部抽出）

写真５ 水路の点検・補修

※ため池（●）

図９ 現況用水受益図（奥州市生母地区を一部抽出）

10

写真４ ため池位置図（奥州市生母地区を一部抽出）

写真５ 水路の点検・補修

※ため池（●）

図９ 現況用水受益図（奥州市生母地区を一部抽出）

10

図10 土砂災害特別警戒区域とイロハモミジの森の位置
図（奥州市生母地区）
※赤い点線内がイロハモミジの森

11

写真６ イロハモミジの森写真 6　イロハモミジの森図10 土砂災害特別警戒区域とイロハモミジの森の位置
図（奥州市生母地区）
※赤い点線内がイロハモミジの森

11

写真６ イロハモミジの森

・水が浸く低い土地には主食用米ではなく、小麦、飼料用
米などを作付

※ため池（ ● ）

11



的
に
所
有
し
て
い
る
こ
と
で
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
共
同
で

支
え
る
仕
組
み
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
個
人
の

立
体
的
な
土
地
利
用
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と

も
言
え
る
の
で
す
。

リ
ス
ク
分
散
の
歴
史

　
リ
ス
ク
分
散
を
し
て
い
る
現
在
の
土
地
利

用
の
仕
組
み
は
、
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。

⑴　
農
地
の
利
用
調
整

　
図
13
は
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
書

か
れ
た
絵
図
で
、
約
三
〇
〇
年
前
に
は
農
地

の
利
用
調
整
が
集
落
や
村
単
位
で
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

⑵　
土
地
の
所
有

　
表
３
は
、
一
〇
代
以
上
続
く
旧
家
を
抽
出

し
、
一
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
継
承
さ
れ

て
い
る
土
地
所
有
状
況
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
古
く
か
ら
各
エ
リ
ア
に
土
地
を
所
有
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

⑶　
た
め
池
・
棚
田
や
森
林
の
利
用

　
た
め
池
や
森
林
に
つ
い
て
も
、
古
い
絵
図

に
書
か
れ
て
い
ま
す
（
図
14
）。
た
め
池
の

多
く
が
、
現
在
も
継
承
さ
れ
、
江
戸
時
代
当

時
の
姿
を
残
す
金
山
棚
田
で
も
、
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
（
写
真
７
）。

　
仙
台
藩
が
森
林
を
管
理
保
護
す
る
公
益
的

な
取
組
で
あ
る
「
御
林
」
や
共
有
財
産
と
し

て
の
「
入
会
山
」
の
考
え
方
は
、
現
在
に
も

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
８
は
、
共
同
萱

野
を
管
理
し
て
い
た
組
合
の
名
簿
で
す
が
、

こ
の
組
合
は
、
生
産
森
林
組
合
に
名
前
を
変

え
、
現
在
も
、
森
林
の
保
全
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
共
同
・
共
助

　
こ
の
よ
う
に
、
自
然
災
害
が
多
い
厳
し
い

条
件
下
で
、
平
泉
文
化
と
の
関
わ
り
を
大
事

に
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
文
化
伝
統
を

培
し
、
山
地
で
は
ス
ギ
の
間
伐
に
よ
る
木
材

生
産
が
、
臨
時
的
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
Ｍ
さ
ん
の
土
地
利
用
を
支
え
る
共
同
組
織

と
し
て
、
低
平
地
で
は
、
農
業
法
人
と
営
農

組
合
が
、
山
麓
地
と
山
地
で
は
、
Ｍ
さ
ん
が

代
表
を
務
め
る
営
農
環
境
保
全
会
が
あ
り
ま

す
。

　
も
し
、
大
雨
に
よ
り
洪
水
害
が
発
生
し
て

も
、
山
麓
地
で
食
料
確
保
が
可
能
で
す
。
干

ば
つ
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
低
平
地
が
あ

り
ま
す
（
図
12
）。
複
数
の
農
地
を
、
立
体

図 13–2　低平地の耕地図（1731（享保 16）年）

図11 兼業農家Ｍさんの事例

山
麓
地

低
平
地

山

地

＜個人（自助）＞＜災害＞ ＜共同（共助）＞

管
理
組
合
等

生
産
森
組
等

洪水害

土砂災害

干ばつ

農
業
法
人
等

70a（米）
5a（麦）

140a（米）
19a（野菜）

100a
（スギ）

営農環境保全会

農業法人、営農組合

営農環境保全会

12図 11　兼業農家Ｍさんの事例図12 洪水害が発生した場合

山
麓
地

低
平
地

山

地

＜個人（自助）＞＜災害＞ ＜共同（共助）＞

管
理
組
合
等

生
産
森
組
等

洪水害

土砂災害

干ばつ

農
業
法
人
等

70a（米）
5a（麦）

140a（米）
19a（野菜）

100a
（スギ）

営農環境保全会

農業法人、営農組合

営農環境保全会

13図 12　洪水害が発生した場合

図13-1 東山分間絵図（1698（元禄11）年）
※枠内（ピンク色）が束稲山麓地域

・旧家22戸を抽出、法務局の旧土地台帳及び
閉鎖登記簿で確認

表３ 概ね100年継承されている旧家の土地所有

図13-2 低平地の耕地図（1731（享保16）年） 14

図 13–1　東山分間絵図（1698（元禄 11）年）
※枠内（ピンク色）が束稲山麓地域

12



図14-2 円内:御林（東山分間絵図）図14-1 円内:金山棚田周辺（東山文間
絵図）

ため池

写真７ ため池・棚田が現
在も継承（金山棚田）

写真８ 萱刈順番人名簿
（二子萱野組合事務所）

15

守
り
抜
い
て
き
た
共
同
・
共
助
の
精
神
が
、

束
稲
山
麓
地
域
の
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
土
台

と
な
っ
て
い
ま
す
（
写
真
９
）。

「
日
本
農
業
遺
産
※
」
に
認
定
（
令
和
五
年

一
月
）

　
個
人
に
よ
る
農
地
の
分
散
所
有
と
、
地
域

の
共
同
組
織
に
よ
る
共
有
林
や
た
め
池
、
水

路
の
管
理
が
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と

で
、災
害
に
対
す
る
高
い
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
適

応
力
）
を
持
っ
た
土
地
利
用
シ
ス
テ
ム
が

三
〇
〇
年
前
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ

と
等
が
評
価
さ
れ
、
令
和
五
年
一
月
に
、

「
束
稲
山
麓
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
分
散
型

土
地
利
用
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
、「
日
本

農
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
束
稲
山
麓
地
域
は
、
左
記
の
よ
う
な
特

徴
の
あ
る
地
域
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

⑴　
食
料
及
び
生
計
の
保
障
（
図
15
）

　
長
年
に
わ
た
り
、
米
と
商
品
作
物
を
組

み
合
わ
せ
た
複
合
農
業
が
継
承
さ
れ
、
食

図13-1 東山分間絵図（1698（元禄11）年）
※枠内（ピンク色）が束稲山麓地域

・旧家22戸を抽出、法務局の旧土地台帳及び
閉鎖登記簿で確認

表３ 概ね100年継承されている旧家の土地所有

図13-2 低平地の耕地図（1731（享保16）年） 14

表 3　概ね 100 年継承されている旧家の土地所有

写真 7 　ため池・棚田が現在も継承（金山棚田）

図 14–1　円内 : 金山棚田周辺（東山分間絵図） 図 14–2　円内 : 御林（東山分間絵図）

・旧家 22 戸を抽出、法務局の旧土地台帳および閉鎖登記簿で確認
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料
及
び
生
計
の
保
障
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵　
多
様
な
生
態
系
の
維
持
（
図
16
）

　
立
体
的
な
土
地
利
用
に
よ
り
、
多
様
な
生
態
系
が
維
持

さ
れ
て
お
り
、
環
境
省
や
県
の
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ

る
希
少
な
動
植
物
を
は
じ
め
、
約
六
六
〇
種
以
上
の
動
植

物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

⑶　
特
徴
的
な
景
観
（
写
真
10
）

　
人
々
が
自
然
災
害
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
長
い
時
間
を

か
け
て
築
き
上
げ
て
き
た
土
地
利
用
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
特
徴
的
な
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら

和
歌
な
ど
に
も
詠
ま
れ
、
地
域
の
象
徴
と
し
て
親
し
ま
れ

図14-2 円内:御林（東山分間絵図）図14-1 円内:金山棚田周辺（東山文間
絵図）

ため池

写真７ ため池・棚田が現
在も継承（金山棚田）

写真８ 萱刈順番人名簿
（二子萱野組合事務所）

15

写真 8　萱刈順番人名簿（二子萱野
組合事務所）

かつての共同作業（結い） 雨乞いに関する史跡 伝統的な民俗芸能

写真９ システムを支える共同・共助

16

麻の収穫 雨請石

箱石麻桑の高樹高栽培

田頭讃念仏

蓬田神楽

写真 9　システムを支える共同・共助図15 束稲山麓地域における農林業の変遷

低平地
（沖積地）

山麓地
（中山間地）

山 地

● 菜種

● 米
● 麦・豆
● 飼料用米

● 麻
● 桑 (養蚕)

● 米

● 桑 (養蚕)
● たばこ

● りんご
● 野菜

● 畜産

● 薪炭

藩政時代 明治～
昭和前期

昭和後期
～現在

● 木材・竹

● 麦・豆

● 筍・栗

17

大文字りんご山麓地（りんご）

低平地（米）

低平地（麦）

図 15　束稲山麓地域における農林業の変遷

かつての共同作業（結い） 雨乞いに関する史跡 伝統的な民俗芸能

き
き
も
せ
ず　
束
稲
山
の　
さ
く
ら
花

吉
野
の
外
に　
か
か
る
べ
し
と
は（

西
行
法
師
：
山
家
集
）

国
破
れ
て
山
河
あ
り
、
城
春
に
し
て
草
青
み
た
り
と
、

笠
打
敷
て
、
時
の
う
つ
る
ま
で
泪
を
落
し
侍
り
ぬ

（
松
尾
芭
蕉
：
奥
の
細
道
）

14



※
日
本
農
業
遺
産
と
は
、
社
会
や
環
境
に
適
応
し
な
が
ら

何
世
代
に
も
わ
た
り
継
承
さ
れ
て
き
た
独
自
性
の
あ

る
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
と
、
そ
れ
に
密
接
に
関
わ
っ

て
育
ま
れ
た
文
化
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
及
び
シ
ー
ス

ケ
ー
プ
、
農
業
生
物
多
様
性
な
ど
が
相
互
に
関
連
し

て
一
体
と
な
っ
た
、
我
が
国
に
お
い
て
重
要
な
伝
統

的
農
林
水
産
業
を
営
む
地
域
（
農
林
水
産
業
シ
ス
テ

ム
）
で
あ
り
、
農
林
水
産
大
臣
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま

す
（
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。

て
い
ま
す
。

⑷　
現
代
的
な
課
題
解
決
へ
の
貢
献

　
自
然
災
害
か
ら
生
命
と
生
活
を
守
る
土
地
利
用
シ

ス
テ
ム
は
、
社
会
経
済
の
変
化
に
対
し
て
も
強
い
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
持
ち
、
持
続
可
能
な
食
料
生
産
や
生

物
多
様
性
の
保
全
、
と
い
っ
た
課
題
解
決
へ
の
貢
献

も
期
待
さ
れ
る
も
の
で
す
。

未
来
へ
つ
な
ぐ

　
先
人
た
ち
が
、
共
同
・
共
助
の
精
神
の
下
、
災
害

か
ら
生
命
と
生
活
を
守
り
、
引
き
継
い
で
き
た
土
地

利
用
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
的
価
値
や
現
代
的
な
意
義
を

広
く
共
有
し
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に
、
こ
の
「
中

山
間
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
農
林
業
モ
デ
ル
」

を
、
未
来
へ
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

山地

山麓地

低平地

北上川

森林

トウホク
サンショウウオ（卵）
（NT*）

ミミガタ
ナンテンショウ
（C**）

キクタニギク
（NT*）

トウホク

（昆虫類等）

サクラタデ（C**）サクラタデ（

ハクチョウ、
マガン

大区画大区画水田

棚田・ため池

トウキョウダルマ
ガエル（NT*）

ヒメビシ（VU*）ヒメビシヒメビシ

トウキョウダルマ

キキョウ
（VU*）

捕食地
（両生類・爬虫類等）

繁殖期前期
（春～初夏）捕食地

繁殖期後期
（初夏～夏）営巣・繁殖地

山地

サシバ（VU*）サシバ

*環境省レッドリストにおけるカテゴリー **岩手県レッドリストにおけるカテゴリー

図16 地域が育む多様な生態系

図 16　地域が育む多様な生態系

平泉大文字送り火管理された森林

山麓地の棚田低平地の水田

山麓地に広がる集落

西行桜の森

写真11 立体的な土地利用が生み出す特徴的な景観

19

写真 10　立体的な土地利用が生み出す特徴的な景観

15



利
根
川
・
荒
川
中
流
域
の
水
害
対
応
と

　
　
　
土
地
利
用
の
変
化

　
　
深
町　
加
津
枝

王　
聞

謝　
于
松

京
都
大
学

は
じ
め
に

　
利
根
川
と
荒
川
は
関
東
平
野
を
貫
流
す
る

一
級
河
川
で
あ
り
、
現
在
の
利
根
川
は
加

須
低
地
か
ら
鬼
怒
川
下
流
低
地
へ
本
流
を

移
し
、
幹
川
流
路
延
長
は
三
二
二
km
、
流

域
面
積
が
一
六
，
八
四
〇
㎢
で
す
。
荒
川
は

荒
川
低
地
か
ら
東
京
低
地
に
流
下
し
、
幹
川

流
路
延
長
は
一
七
三
km
、
流
域
面
積
は
二
，

九
四
〇
㎢
と
な
り
ま
す
。

　
両
河
川
は
、首
都
圏
の
水
源
と
し
て
社
会・

経
済
活
動
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
水
害
に
対
処

し
て
き
た
苦
難
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
一
九
一
〇
年
八
月
の
洪
水
で
は
、
利
根

川
の
中
下
流
部
・
吾
妻
川
・
烏
川
・
渡
良
瀬

川
・
荒
川
な
ど
の
低
地
が
広
範
囲
に
わ
た
り

氾
濫
し
ま
し
た
。
ま
た
一
九
四
七
年
九
月
の

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
る
河
川
氾
濫
に
よ
る

被
害
は
甚
大
で
し
た
。
写
真
１
は
、『
昭
和

二
二
年
埼
玉
縣
水
害
誌
附
録
写
真
帳
』
に
あ

る
埼
玉
県
久
喜
市
栗
橋
の
人
々
が
堤
防
に
避

難
し
た
り
揚
舟
で
移
動
す
る
様
子
で
す
。

利
根
川
・
荒
川
中
流
域
の
地
形

　
治
水
地
形
分
類
図
（
国
土
交
通
省
作
成
）

は
、
治
水
対
策
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

河
川
の
流
域
の
う
ち
主
に
平
野
部
を
対
象
と

し
て
、
扇
状
地
、
自
然
堤
防
、
旧
河
道
、
後

背
湿
地
な
ど
の
詳
細
な
地
形
分
類
及
び
堤
防

な
ど
の
河
川
工
作
物
等
を
示
し
て
い
ま
す
。

治
水
地
形
分
類
図
か
ら
土
地
の
成
り
立
ち
を

理
解
し
、
そ
こ
か
ら
起
こ
り
う
る
水
害
や
地

震
災
害
な
ど
に
対
す
る
自
然
災
害
リ
ス
ク
を

推
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
利
根
川
中
流
域
と
荒
川
中
流
域
の
治
水
地

形
分
類
図
（
図
１
）
を
見
る
と
、
河
川
沿
い

に
自
然
堤
防
で
あ
る
微
高
地
が
存
在
し
、
そ

し
て
河
川
の
両
側
へ
氾
濫
平
野
と
後
背
湿
地

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
人
口
や
資
産
の
大
半

が
集
中
し
て
い
る
地
域
の
ほ
と
ん
ど
は
平
野

に
立
地
し
、
そ
の
平
野
の
大
部
分
は
河
川
が

運
ん
だ
砂
礫
な
ど
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
堆

積
平
野
に
あ
り
ま
す
。
台
地
・
段
丘
の
段
丘

面
は
、
河
川
の
間
や
河
川
付
近
に
広
く
分
布

し
て
い
ま
す
。
利
根
川
と
荒
川
が
大
き
く
改

修
さ
れ
る
以
前
の
旧
河
道
は
蛇
行
し
、
人
工

改
変
地
形
で
あ
る
干
拓
地
や
盛
土
地
・
埋
立

地
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
荒
川
中
流
域
で
は

山
地
と
崖
（
段
丘
崖
）
が
存
在
し
て
地
形
の

変
化
が
大
き
く
、
熊
谷
市
周
辺
に
は
扇
状
地

が
あ
り
ま
す
。

 

利
根
川
・
荒
川
中
流
域
の
水
害
対
応

　
近
世
以
前
、
利
根
川
と
荒
川
は
関
東
平
野

中
央
部
で
合
流
し
、
東
京
湾
に
流
入
し
て
い

ま
し
た
。
江
戸
期
に
入
る
と
氾
濫
・
乱
流
を

繰
り
返
す
両
河
川
を
治
め
、
利
水
を
促
進
す

る
た
め
の
事
業
が
進
展
し
ま
し
た
。
例
え

ば
、
江
戸
に
お
け
る
洪
水
の
防
御
や
関
東
平

野
で
の
新
田
開
発
、
舟
運
の
開
発
な
ど
を
目

的
と
し
た
「
利
根
川
の
東
遷
」「
荒
川
の
西

遷
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
治
期
以
降
も
両

河
川
の
河
川
改
修
事
業
が
行
わ
れ
、
耕
地
も

含
め
広
い
地
域
を
囲
堤
す
る
な
ど
の
堤
防
築

造
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
利
根
川
と
荒
川

中
流
域
の
低
湿
地
は
穀
倉
地
帯
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
ま
た
、
舟
運
に
よ
る
物
資
の
大
量
輸

送
は
大
都
市
・
江
戸
の
繁
栄
を
支
え
、
江
戸

の
発
展
は
後
背
地
の
村
々
の
暮
ら
し
を
向
上

さ
せ
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
堤
防
の
高
さ
以
上
に
増

水
し
決
壊
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
上
述
の
共

同
的
な
防
御
だ
け
で
は
対
応
で
き
ず
、
水
害

が
頻
発
し
て
き
た
地
域
で
は
住
居
レ
ベ
ル
で

の
水
防
建
築
や
屋
敷
林
な
ど
の
水
害
対
策

が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
水
防
建
築
と

は
、
水
害
常
襲
地
帯
に
み
ら
れ
る
水
屋
・
水

塚
・
段
蔵
の
よ
う
な
嵩
上
げ
し
整
地
し
た
土

写真 1　水害時に堤防に避難する様子（『昭和 22 年埼玉
縣水害誌附録写真帳』より）
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地
の
上
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
、
蔵
や
倉
庫
な

ど
の
総
称
で
す
。
利
根
川
・
荒
川
中
流
域
の

低
地
地
帯
で
あ
る
氾
濫
平
野
と
後
背
湿
地
で

は
、
盛
土
部
分
と
そ
の
上
に
た
つ
建
物
を
合

わ
せ
て
水
塚
と
呼
ぶ
水
防
建
築
が
発
達
し
て

き
ま
し
た
。
屋
敷
林
は
、
農
家
の
屋
敷
の
境

界
を
明
示
し
、
家
屋
の
一
方
向
ま
た
は
複
数

方
向
に
配
列
さ
れ
た
樹
木
群
で
す
。
防
風
や

洪
水
防
止
、
防
雪
、
防
火
な
ど
の
機
能
を
果

た
す
と
と
も
に
、
資
材
や
燃
料
な
ど
の
供
給

源
と
し
て
地
域
住
民
の
暮
ら
し
と
密
接
に
関

わ
り
、
動
植
物
の
生
息
空
間
や
景
観
上
も
重

要
な
要
素
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
写
真
２
は
利
根
川
中
流
域
に
位
置
す
る

埼
玉
県
加
須
市
北
川
辺
の
水
塚
と
屋
敷
林
が

あ
る
家
屋
で
す
。

利
根
川
・
荒
川
中
流
域
の
水
塚
と
屋
敷
林
の

分
布

　
図
２
に
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
の
合
流
点
付

近
の
水
塚
の
分
布
を
示
し
ま
す
。
こ
の
地
域

は
利
根
川
本
流
と
渡
良
瀬
川
に
挟
ま
れ
る
平

野
と
な
り
、
群
馬
県
板
倉
町
、
明
和
町
、
館

林
市
、
埼
玉
県
加
須
市
な
ど
の
利
根
川
沿
い

だ
け
で
な
く
、
河
川
か
ら
離
れ
た
地
域
に
も

水
塚
が
あ
る
集
落
が
存
在
し
ま
す
。
揚
舟
を

も
つ
集
落
は
渡
良
瀬
遊
水
地
の
周
辺
な
ど
の

地
域
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
図
３
に
荒
川
中

流
域
の
水
塚
の
分
布
を
示
し
ま
す
。
北
部
の

図 1　利根川中流域（上）と荒川中流域（下）の治水地形分類図（地理院地図より）

写真 2　加須市北川辺の水塚・屋敷林のある家屋（2022 年 5 月）　

図 2　利根川・渡良瀬川の合流点付近における水塚の分布（佐藤
1963）
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埼
玉
県
熊
谷
市
か
ら
、鴻
巣
市
、吉
見
町
、川
島
町
、

川
越
市
、
志
木
市
、
東
京
都
北
区
南
部
な
ど
多
く

の
市
区
町
村
に
水
塚
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
吉
見

町
、
川
島
町
お
よ
び
志
木
市
で
は
囲
堤
が
築
造
さ

れ
、
水
塚
を
備
え
る
こ
と
で
減
勢
治
水
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。

　
治
水
地
形
分
類
図
（
図
１
）
に
重
ね
合
わ
せ
て

み
る
と
、
利
根
川
・
荒
川
中
流
域
の
水
塚
が
低
地

部
分
に
ま
と
ま
っ
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
利
根
川
と
荒
川
の
流
域
圏
内
の
低
地
地

帯
に
は
、
旧
河
川
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
自
然
堤
防

が
列
状
に
存
在
し
、
そ
の
自
然
堤
防
状
に
水
塚
を

備
え
た
屋
敷
が
多
く
立
地
し
ま
し
た
。
伝
統
的
な

集
落
は
、
水
害
に
対
応
す
る
た
め
自
然
堤
防
な
ど

の
微
高
地
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
利
根
川
中
流
域
の
屋
敷
林
の
分
布
を
み
る
と
、

板
倉
町
や
埼
玉
県
羽
生
市
な
ど
の
地
域
で
は
冬
型

気
圧
配
置
が
強
く
、
北
西
季
節
風
が
関
東
山
地
を

越
え
平
野
に
卓
越
す
る
た
め
、
多
く
の
屋
敷
林
は

家
屋
の
北
側
と
西
側
に
配
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一

部
の
地
域
に
は
、
北
側
、
西
側
、
東
側
の
三
面
に

配
す
る
屋
敷
林
も
あ
り
ま
し
た
。
古
利
根
川
と
元

荒
川
の
乱
流
す
る
地
域
で
も
あ
り
、
洪
水
に
よ
る

被
害
を
防
ぐ
た
め
屋
敷
林
は
高
木
層
か
ら
低
木
層

ま
で
多
様
な
樹
木
で
構
成
さ
れ
、
生
垣
と
石
垣
と

の
組
み
合
わ
せ
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
利
根
川
中

流
域
の
屋
敷
林
で
は
、
シ
ラ
カ
シ
・
ケ
ヤ
キ
が
優

占
し
ま
す
が
、
高
木
層
に
は
エ
ノ
キ・ム
ク
ノ
キ・

ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
・
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
ス
ギ
・
ク
リ
・

カ
ヤ
・
シ
ュ
ロ
・
タ
ケ
類
（
真
竹
、
淡
竹
、

孟
宗
竹
）
も
多
く
分
布
し
ま
す
。
写
真
３
は

羽
生
市
に
位
置
す
る
屋
敷
林
と
そ
の
周
辺
の

農
地
の
様
子
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
荒
川
中
流
域
で
は
北
西
な
い
し
は
北
か
ら

の
乾
燥
し
た
季
節
風
が
強
く
た
め
、
多
く
の

屋
敷
林
は
北
西
側
あ
る
い
は
北
側
に
配
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
主
要
な
樹
種
構
成
は
利
根
川

流
域
の
屋
敷
林
と
共
通
し
て
い
ま
す
。
屋
敷

林
の
外
周
に
生
垣
を
植
え
る
家
屋
が
多
く
、、

シ
ラ
カ
シ
な
ど
の
カ
シ
類
・
ヒ
バ
・
サ
ン
ゴ

図 3　荒川中流域の水塚の分布。下図の白い点が水塚
（上：青木ら 2015，下：渡邊ら 2016）

写真 3　羽生市の屋敷林と農地（2022 年 5 月）　
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ジ
ュ
・
マ
キ
・
カ
ナ
メ
・
ツ
ゲ
・
マ
サ
キ
・

ヒ
ノ
キ
・
ネ
ズ
ミ
モ
チ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

カ
シ
類
の
生
垣
は
防
火
機
能
が
優
れ
て
い
ま

す
の
で
、
隣
家
と
の
間
に
つ
く
ら
れ
る
場
合

が
多
く
、
ヒ
バ
の
生
垣
は
見
た
目
に
よ
く
仕

上
が
る
の
で
道
路
に
面
し
た
屋
敷
の
正
面
に

多
く
あ
り
ま
す
。
竹
垣
や
板
垣
、
石
垣
も
存

在
し
ま
す
。
写
真
４
は
吉
見
町
の
屋
敷
林
と

石
垣
が
あ
る
家
屋
の
様
子
で
す
。
屋
敷
林
は

戦
時
中
の
供
木
と
し
て
伐
採
さ
れ
た
り
、
近

年
の
維
持
管
理
の
困
難
さ
な
ど
か
ら
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

 

利
根
川
・
荒
川
中
流
域
の

土
地
利
用
の
変
化

　

図
４
は
、
利
根
川
・

荒
川
中
流
域
に
お
け
る

二
〇
〇
六
～
二
〇
一
一

年
か
ら
二
〇
一
八
～

二
〇
二
〇
年
の
土
地
利
用

の
変
化
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
土
地
利

用
図
は
、
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構 (JAXA) 

地

球
観
測
研
究
セ
ン
タ
ー 

(EO
RC) 

のALO
S/

ALO
S–2

解
析
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
「
課
題

分
野
型
研
究
：
生
態
系

研
究
グ
ル
ー
プ
」
に
よ

る
「
高
解
像
度
土
地
利
用

土
地
被
覆
図
」（
一
〇
ｍ

解
像
度
）
に
基
づ
き
作

成
し
ま
し
た
。
表
１
、２

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
利

用
類
型
ご
と
の
面
積
の
変

化
を
示
し
て
い
ま
す
。
利

根
川
中
流
域
で
は
、
利
根

川
本
流
が
南
部
に
流
れ
、

北
部
に
支
流
で
あ
る
渡
良

瀬
川
と
渡
良
瀬
遊
水
地
が

写真 4　吉見町の屋敷林と石垣（2022 年 12 月）

図 4　利根川中流域（上、横並びの 2 枚）と荒川中流域（中央、下）の土地利用の変化（2006 ～ 2011 年、2018 ～ 2020 年、ALOS 利
用推進研究プロジェクト「高解像度土地利用土地被覆図」を加工）
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あ
り
ま
す
。
群
馬
県
館
林
市
や

板
倉
町
、
栃
木
県
栃
木
市
、
藤

岡
市
な
ど
の
市
街
地
は
台
地
や

段
丘
に
分
布
し
、
樹
林
地
は
市

街
地
の
周
辺
や
河
川
沿
い
の
一

部
の
地
域
、
渡
良
瀬
遊
水
地
の

東
側
に
小
規
模
に
あ
り
ま
す
。

水
田
は
低
地
の
氾
濫
平
野
に
大

規
模
に
広
が
っ
て
お
り
、
畑
地

が
各
市
街
地
と
隣
接
し
て
分
布

す
る
ほ
か
、
水
田
の
中
に
も
散

在
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
六
～

二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
八
～

二
〇
二
〇
年
ま
で
の
土
地
利
用

の
変
化
を
み
る
と
、
面
積
増
加

の
値
が
大
き
い
順
に
市
街
地
・

草
地
・
竹
林
・
畑
地
で
あ
っ
た

一
方
、
水
田
・
樹
林
地
・
水
域

が
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
市

街
地
の
面
積
は
、
二
〇
一
八
～

二
〇
二
〇
年
（
四
五
．
〇
九

㎢
）
に
一
七
．
〇
四
㎢
が
増
加

し
て
お
り
、
増
加
率
は
三
七
．

七
八
％
で
す
。
市
街
地
面
積
の

増
加
は
、
主
に
二
〇
〇
六
～

二
〇
一
一
年
の
市
街
地
が
周
囲

へ
と
拡
張
し
た
こ
と
、
周
辺
の

農
地
が
市
街
地
に
転
換
し
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。
写
真
５
は
加

須
市
の
市
街
化
が
進
行
し
て

い
る
地
域
の
様
子
を
示
し
て
い
ま
す
。
利

根
川
本
流
と
渡
良
瀬
川
の
河
川
両
側
で
は

草
地
が
増
加
し
て
お
り
、
渡
良
瀬
遊
水
地

で
は
湿
地
保
全
整
備
活
動
に
伴
い
草
地
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
竹
林
の
増
加
率
が

一
〇
〇
％
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
二
〇
〇
六

～
二
〇
一
一
年
に
は
「
竹
林
」
の
分
類
が
な

か
っ
た
も
の
の
、
竹
林
面
積
の
増
加
に
伴
い

二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
に
「
竹
林
」
が
新

た
な
土
地
利
用
の
分
類
に
加
え
ら
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
草
地
は
二
〇
〇
六

～
二
〇
一
一
年
（
一
五
．
四
二
㎢
）
か
ら

二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
（
三
八
．
八
八

㎢
）
に
か
け
二
三
．
四
六
㎢
増
加
し
て
お

り
、
増
加
率
は
六
〇
．
三
四
％
で
す
。
そ
れ

に
対
し
て
、
水
田
の
面
積
は
二
〇
〇
六
～

二
〇
一
一
年
（
一
一
〇
．
六
七
㎢
）
か
ら

二
〇
〇
六
～
二
〇
一
一
年
（
六
七
．
九
九
八

㎢
）
に
四
二
．
六
八
㎢
が
減
少
し
、
減
少
率

は
六
二
．
七
七
％
で
す
。
樹
林
地
の
面
積
は

四
四
．
七
六
％
減
少
し
ま
し
た
。

　
荒
川
中
流
域
の
土
地
利
用
を
み
る
と
、
荒

川
は
北
か
ら
南
へ
流
れ
、
支
流
の
水
域
が
多

く
存
在
し
ま
す
。
市
街
地
は
北
部
の
熊
谷
市

周
辺
か
ら
南
部
の
さ
い
た
ま
市
、
東
京
都
北

区
に
か
け
て
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
市
街

地
は
主
に
台
地
・
段
丘
地
に
位
置
し
て
い
ま

す
が
、
低
地
で
あ
る
扇
状
地
と
氾
濫
平
野
に

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
樹
林
地
は
北
部
の
山

地
と
台
地
に
広
く
分
布
す
る
と
同
時
に
、
河

川
沿
い
と
市
街
地
の
中
に
散
在
し
て
い
ま

す
。
農
地
は
荒
川
と
西
側
の
台
地
の
間
に
大

規
模
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
六
～

二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年

ま
で
の
土
地
利
用
の
変
化
を
み
る
と
、
面

積
増
加
の
値
が
大
き
い
順
に
市
街
地
・
畑

地
・
草
地
・
竹
林
・
そ
の
他
で
あ
り
、
面
積

表 1　利根川中流域の土地利用類型ごとの面積

表 2　荒川中流域の土地利用類型ごとの面積　

写真 5　加須市の市街化が進行している地域（2022 年 5 月）
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の
減
少
が
激
し
い
順
に
水
田
・
樹
林
地
・
水

域
で
し
た
。
市
街
地
の
面
積
は
二
〇
〇
八

～
二
〇
二
〇
年
（
四
〇
一
．
二
七
㎢
）
に

一
七
．
九
％
が
増
加
し
、
扇
状
地
や
氾
濫
平

野
で
の
市
街
化
が
進
行
し
て
い
る
様
子
が
み

ら
れ
ま
し
た
。
畑
地
は
河
川
沿
い
と
市
街
地

周
辺
に
多
く
増
加
し
、
主
に
水
田
か
ら
転
換

さ
れ
ま
し
た
。
草
地
は
河
川
沿
い
に
広
く

分
布
し
て
お
り
、
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇

年
（
六
〇
．
一
五
㎢
）
に
二
九
．
六
㎢
が
増

加
し
、
増
加
率
は
四
九
．
二
一
％
と
な
り
ま

す
。
そ
の
他
の
増
加
は
主
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
増
設
に
よ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
水
田
は

二
〇
〇
六
～
二
〇
一
一
年
（
二
三
九
．
四
六

㎢
）か
ら
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年（
九
九
．

五
三
㎢
）
に
か
け
て
大
幅
に
減
少
し
、
市
街

地
と
畑
地
に
な
っ
た
箇
所
が
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。
樹
林
地
も
市
街
地
の
拡
大
に
伴
い
、

二
〇
〇
六
～
二
〇
一
一
年
（
七
六
．
〇
一

㎢
）か
ら
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年（
五
三
．

二
四
㎢
）
に
か
け
大
幅
に
減
少
し
、
減
少
率

は
四
二
．
七
六
％
で
し
た
。
写
真
６
は
荒
川

中
流
域
の
吉
見
町
の
民
家
と
屋
敷
林
の
様
子

で
あ
り
、
大
木
の
あ
る
屋
敷
林
が
減
少
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。 

写
真
７
は
、
熊
谷

市
内
を
流
れ
る
荒
川
の
堤
防
沿
い
の
住
宅
地

で
す
。

今
後
に
向
け
て

　
利
根
川
・
荒
川
中
流
域
は
水
害
が
多
発
し

た
地
域
で
あ
り
、
氾
濫
平
野
・
後
背
湿
地
の

低
地
地
帯
の
災
害
対
応
策
と
し
て
水
塚
や
屋

敷
林
な
ど
の
地
域
の
伝
統
的
な
知
恵
が
引
き

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
水
塚
や
屋
敷
林
な
ど

の
伝
統
的
な
災
害
対
応
策
は
、
各
地
域
の
地

形
や
気
候
に
対
応
す
る
配
置
に
な
っ
て
お

り
、防
災
減
災
機
能
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

地
域
固
有
の
文
化
や
景
観
を
形
成
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
化
の
進
展
や

写真 6　吉見町の民家と屋敷林（2022 年 12 月）

図 5　渡良瀬遊水地（利根川上流河川事務所資料より）と渡良瀬遊水地
コウノトリ交流館（2022 年 5 月）

写真 7　熊谷市の荒川堤防沿いの住宅地（2020 年 1 月）
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生
活
様
式
の
変
化
、
治
水
事
業
の
進
展
な
ど

に
伴
い
、
両
河
川
の
流
域
圏
内
に
お
け
る
土

地
利
用
が
大
き
く
変
化
し
、
水
塚
や
屋
敷
林

の
必
要
性
や
人
々
の
暮
ら
し
と
の
関
わ
り
も

希
薄
化
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
利
根
川
・
荒
川
中
流
域
の
中
で
自

然
災
害
に
対
応
し
な
が
ら
、
生
物
多
様
性
や

地
域
文
化
な
ど
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
保

全
、
活
用
す
る
た
め
の
活
動
や
事
業
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
利
根
川
中
流
域

に
あ
る
面
積
三
，
三
〇
〇
ha
程
の
渡
良
瀬
遊

水
地
（
図
５
）
で
は
、
利
根
川
本
流
の
流
れ

に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
、
三
つ
の
洪
水
調

節
池
と
渇
水
時
に
生
活
用
水
を
補
給
す
る

ハ
ー
ト
形
を
し
た
渡
良
瀬
貯
水
池
が
整
備
さ

れ
、
豊
か
な
湿
地
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
ヨ
シ
群
落
、
オ
ギ
群
落
を
中
心
に
、
水

辺
に
は
マ
コ
モ
や
ス
ゲ
の
群
落
、
河
川
沿
い

に
は
低
木
林
な
ど
の
多
様
な
植
生
が
あ
り
、

絶
滅
危
惧
種
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
地
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
に
は
渡
良
瀬

遊
水
地
に
関
す
る
情
報
発
信
や
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
、
地
域
活
性
化
を
図
る
「
渡
良

瀬
遊
水
地
コ
ウ
ノ
ト
リ
交
流
館
」が
開
館
し
、

関
連
す
る
市
民
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
根
川
、
渡
良
瀬
川
合
流
域
の
水
場

景
観
は
、
水
と
共
生
す
る
生
活
生
業
の
文
化

と
し
て
評
価
さ
れ
、
板
倉
町
の
水
場
景
観
が

国
の
「
重
要
文
化
的
景
観
」
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
（
図
６
）。
板
倉
町
で
は
地
域
の
囲
堤

や
水
塚
な
ど
を
対
象
に
保
全
活
動
や
情
報
発

信
が
行
わ
れ
て
お
り
、
見
学
コ
ー
ス
も
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
８
・
図
７
）。
加
須

市
の
北
川
辺
郷
土
資
料
館
に
は
、
水
害
の
歴

史
や
水
塚
の
分
布
、
水
場
の
産
業
と
低
地
の

暮
ら
し
に
関
す
る
展
示
が
あ
り
ま
す
（
写
真

９
）。
地
域
の
郷
土
文
化
を
伝
承
す
る
拠
点

と
な
り
、
市
内
小
学
校
な
ど
の
社
会
科
見
学

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
荒
川
中
流
域
で
は
、「
荒
川
大
麻
生
公
園
」

で
の
市
民
活
動
、
災
害
対
応
や
自
然
再
生
を

目
指
し
た「
荒
川
の
自
然
を
守
る
会
」や「
荒

川
太
郎
右
衛
門
地
区
自
然
再
生
協
議
会
」
な

ど
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。「
荒
川
大
麻

生
公
園
」（
写
真
10
）
は
河
川
沿
い
の
生
態

系
を
保
全
す
る
た
め
の
県
営
公
園
で
あ
り
、

「
野
鳥
の
森
」
と
し
て
野
鳥
が
一
〇
〇
種
以

上
、
植
物
が
約
四
〇
〇
種
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。「
荒
川
の
自
然
を
守
る
会
」
は
、
行
政

や
市
民
団
体
、企
業
、学
校
な
ど
が
連
携
し
、

埼
玉
県
上
尾
市
、
川
越
市
、
川
島
町
に
ま
た

が
る
三
ツ
又
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
周
辺
を
対
象
に

し
た
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
荒
川

太
郎
右
衛
門
地
区
自
然
再
生
協
議
会
」
は
、

荒
川
中
流
域
で
良
好
な
湿
地
環
境
が
残
る
太

郎
右
衛
門
橋
下
流
約
四
km
区
間
で
の
自
然
再

生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
図
８
）。
対
象

地
に
は
水
塚
や
屋
敷
林
が
多
く
分
布
す
る
地

域
が
含
ま
れ
て
お
り
、荒
川
旧
流
路
の
保
全
、

湿
地
や
止
水
環
境
の
拡
大
、河
畔
林
の
保
全
、

環
境
学
習
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
対
象
地
区
域
内
は
上
池
、
中

図 6　群馬県板倉町の水場景観と案内板（2022 年 5 月）

図 7　板倉町の水塚の分布図と水塚の説明板（2022 年 5 月）

写真 8　沼除堤の景観とその説明板（2022 年 5 月）
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荒
川

太
郎
右
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門
地
区
自
然
再
生
事
業
実
施
計
画
書
」

池
、
下
池
に
分
け
ら
れ
、
出
水
時
に
水
量
を
調
節
す
る

機
能
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
や
タ
ゲ

リ
、
ノ
ウ
ル
シ
、
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
の
動
植
物
の
保
全
の

場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
想
定
を
超
え
た
気
象
や
自
然
災
害
が
多
発
す

る
中
で
は
、
河
川
堤
防
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
て
い
ま
す
。
流
域
治
水
の

考
え
方
に
基
づ
く
施
策
や
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
今

日
に
お
い
て
は
、
地
域
主
体
の
防
災
・
減
災
を
進
め
る

上
で
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
の
自
然
や
文
化
に

根
ざ
し
た
伝
統
的
な
災
害
対
応
策
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

図 8　荒川太郎右衛門地区自然再生事業実施計画（荒川太郎右衛門地区自然再生協議会より）

写真 9　加須市北川辺郷土資料館（2022 年 3 月）写真 10　荒川大麻生公園「野鳥の森」（2022 年 3 月）
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利
根
川
中
流
域
の
水
塚

は
じ
め
に

水
害
が
多
発
し
た
地
域
で
は
垂
直
避
難
を

目
的
と
し
た
水
防
建
築
が
多
く
見
ら
れ
、
こ

れ
ら
の
地
域
で
は
水
害
の
発
生
を
前
提
と
し

た
暮
ら
し
、
避
難
体
制
が
見
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
利
根
川
流
域
で
は
、
水
塚
と
呼
ば
れ
る

水
防
建
築
が
多
く
存
在
し
、
特
に
中
流
域
に

発
達
し
て
き
ま
し
た
。
写
真
１
は
利
根
川
中

流
域
に
位
置
す
る
埼
玉
県
北
川
辺
地
域
の
水

塚
の
あ
る
家
屋
で
あ
り
、
写
真
２––

１
、２

––

２
、２––

３
は
そ
の
家
屋
が
所
有
す
る
水
塚

と
屋
敷
林
の
現
在
の
様
子
で
す
。
二
〇
一
三

年
に
利
根
川
中
流
域
に
位
置
す
る
埼
玉
県
東

部
地
域
の
水
塚
を
対
象
と
し
た
「
東
部
地
域

文
化
財
担
当
者
会
」
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
調
査
の
結
果
で
は
、
立
地
か

ら
み
た
水
塚
の
分
布
を
、「
大
河
川
沿
岸
低

地
型
」
及
び
「
内
陸
湖
沼
周
辺
型
」
に
類
型

区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
大
河
川
沿

岸
低
地
型
」は
、「
大
河
川
自
然
堤
防
タ
イ
プ
」

「
後
背
湿
地
周
辺
タ
イ
プ
」「
散
居
村
落
タ
イ

プ
」と
い
う
３
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す（
図

１
）。「
大
河
川
沿
岸
低
地
型
」
は
、
利
根
川

や
そ
の
支
流
で
あ
る
渡
良
瀬
川
の
流
路
（
旧

流
路
を
含
む
）
沿
い
に
発
達
し
た
自
然
堤
防

上
及
び
そ
の
周
辺
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
類
型

で
す
。
そ
の
中
で
「
大
河
川
自
然
堤
防
タ
イ

プ
」
の
特
徴
は
、
自
然
堤
防
は
あ
っ
て
も
規

模
は
大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
大
部
分
が
長

さ
は
二
〇
〇
～
三
〇
〇
ｍ
程
度
に
と
ど
ま
り

ま
す
。
一
方
、
大
河
川
沿
い
に
あ
っ
て
も
水

塚
が
発
達
し
な
か
っ
た
地
域
（「
大
河
川
自

然
堤
防
タ
イ
プ
」
で
は
な
い
地
域
）
で
は
、

自
然
堤
防
の
長
さ
は
一
～
二
km
に
及
び
、
堤

防
も
比
較
的
に
高
く
、
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た

場
合
は
堤
防
伝
い
に
避
難
し
た
り
物
資
を
確

保
す
る
こ
と
が
可
能
な
地
域
で
す
。「
後
背

湿
地
周
辺
タ
イ
プ
」
の
特
徴
と
し
て
、
主
要

河
川
か
ら
あ
る
程
度
の
距
離
が
あ
る
後
背
湿

地
で
、
湿
地
周
辺
に
は
埋
没
し
て
い
る
も
の

の
ロ
ー
ム
台
地
由
来
の
微
高
地
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
近
世
以
降
の
新
田
開
発
に
よ
り
、

沼
地
が
耕
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
く
中
で

居
住
域
が
広
が
っ
た
地
域
で
す
。「
散
居
村

　
　

王　
聞

深
町　
加
津
枝

京
都
大
学

写真 1　水塚のある屋敷の南側正面からみる風景と聞き取り調査
の様子（埼玉県北川辺地域、2022 年 5 月撮影）

写真 2-1　聞き取り調査対象とした家屋の水塚と屋敷林の現状
（埼玉県北川辺地域、2022 年 5 月撮影）

写真 2-2

写真 2-3
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落
タ
イ
プ
」
は
、
江
戸
期
の
新
田
開
発
に
伴
っ
て
低
地
に

散
居
型
の
村
落
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
の
度
重
な
る
水
害

に
対
応
す
る
た
め
、
比
較
的
高
さ
の
あ
る
規
模
の
大
き
な

水
塚
が
築
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
対
し
て
「
内
陸
湖
沼

周
辺
型
」
の
地
域
で
は
細
長
い
島
状
の
ロ
ー
ム
台
地
が
発

達
し
て
お
り
、
ロ
ー
ム
台
地
間
の
開
析
谷
に
沼
地
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
沼
地
は
江
戸
時
代
以
降
、
排
水
路
を

掘
り
、
掘
上
げ
田
の
手
法
を
用
い
る
流
こ
と
に
よ
り
次
々

に
新
田
開
発
が
行
わ
れ
、
低
地
に
居
住
域
が
拡
大
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
水
塚
が
比
較
的
に
狭
い

範
囲
に
集
中
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、低
地
部
に
展
開
す
る「
後

背
湿
地
周
辺
タ
イ
プ
」「
散
居
村
落
タ
イ
プ
」
に
比
べ
る
と
遊
水
機

能
を
持
つ
水
田
面
積
が
狭
い
分
、
常
時
滞
る
悪
水
（
悪
水
と
は
、
田

ん
ぼ
か
ら
排
水
で
き
ず
に
作
物
の
生
育
に
害
を
為
す
水
）
対
策
に
苦

労
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
悪

水
の
滞
水
対
策
と
し
て
の
機
能
を
併
せ
持
つ
水
塚
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

利
根
川
中
流
域
に
位
置
す
る
埼
玉
県
北
川
辺
地
域
の
水
塚

埼
玉
県
北
川
辺
地
域
の
水
塚
は
、
利
根
川
中
流
域
に
多
く
分
布
す

る
「
大
河
川
沿
岸
低
地
型
」
の
「
大
河
川
自
然
堤
防
タ
イ
プ
」
の
代

表
例
で
す
。
北
川
辺
地
域
（
図
２
）
は
、
埼
玉
県
の
北
東
端
に
あ
っ

た
人
口
約
一
三
，〇
〇
〇
人
（
二
〇
一
九
年
時
点
）
の
町
で
し
た
が
、

二
〇
一
〇
年
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
現
在
は
加
須
市
と
な
り
、
総
面

積
は
約
二
〇
．九
六
㎢
で
す
。利
根
川
と
渡
良
瀬
川（
利
根
川
の
支
流
）

と
の
間
に
挟
ま
る
北
川
辺
地
域
は
低
地
で
あ
り
、「
水
場
」と
呼
ば
れ
、

平
均
標
高
は
一
三
～
一
五
ｍ
で
す
。
肥
沃
な
土
地
で
あ
り
、
関
東
の

米
ど
こ
ろ
と
し
て
拓
か
れ
、
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
オ
ニ
バ
ス
が
自
生

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
北
川
辺
地
域
は
堤
防
決
壊
に
よ
る
水
害
が
頻

繁
に
起
こ
り
、
四
方
が
堤
防
に
よ
り
囲
ま
れ
た
「
輪
中
の
地
」
と
し

て
知
ら
れ
る
皿
状
の
土
地
で
す
。
そ
の
た
め
、
洪
水
克
服
を
目
的
と

し
た
利
根
川
改
修
工
事
や
湛
水
害
防
除
の
た
め
の
排
水
機
場
の
建
設

が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
洪
水
時
の
各
家
の
避
難
所
と
し

て
水
塚
が
築
造
さ
れ
、
普
段
は
物
置
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

二
〇
一
三
年
の
「
東
部
地
域
文
化
財
担
当
者
会
」
の
調
査
結
果
で

は
、
対
象
地
に
九
九
基
の
水
塚
が
確
認
さ
れ
、
周
縁
と
中
央
部
に
多

く
存
在
し
、
自
然
堤
防
上
の
ほ
ぼ
全
域
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
（
図
３
）。
北
川
辺
は
氾
濫
土
砂
堆
積
に
よ
っ
て
造
り
出

さ
れ
た
自
然
堤
防
の
上
に
形
成
さ
れ
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
地
域
の

図 1　利根川中流域（埼玉県東部地域）の水塚の分布状況（「埼葛・北埼玉の水塚」より）
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外
周
は
囲
堤
と
呼
ば
れ
る
伝
統

的
工
法
の
堤
防
に
よ
り
取
り
囲

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
囲
堤

は
、
利
根
川
、
渡
良
瀬
川
と
両

河
川
を
結
ぶ
合
の
川
の
堤
防
に

よ
っ
て
築
造
さ
れ
、
高
さ
は
約

四
ｍ
で
周
囲
の
長
さ
は
約
二
〇

km
で
す
。
図
４
に
示
し
た
よ
う

に
、
北
川
辺
地
域
に
お
け
る
空

間
構
成
を
み
る
と
、
河
川
・
囲

堤
・
水
田
・
自
然
堤
防
・
屋
敷

が
存
在
し
、
屋
敷
の
中
に
母
屋

や
付
属
屋
、
水
塚
が
含
ま
れ
ま

し
た
。
屋
敷
の
周
辺
に
水
田
を

配
置
す
る
こ
と
で
、
洪
水
発
生

時
、
水
田
は
遊
水
池
と
し
て
の

貯
水
機
能
が
発
揮
さ
れ
、
洪
水

の
影
響
を
緩
和
す
る
大
事
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
各
空
間
要
素
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、
洪
水
被
害
へ
の

防
災
・
減
災
効
果
を
発
揮
し
、

災
害
対
策
と
し
て
機
能
し
て
い

ま
し
た
。

水
塚
の
構
造

北
川
辺
地
域
に
お
け
る
水
塚

を
有
す
る
屋
敷
の
典
型
的
な
平

面
の
配
置
構
成
を
図
５
で
示
し

て
い
ま
す
。
各
家
の
敷
地
内
に

図 3　北川辺地域における 2013 年時点の水塚の分布（『埼葛・北埼玉の水塚』より）

図 2　北川辺地域の位置（2022 年時点、MapTiler を加工）
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は
、
母
家
や
水
塚
、
付
属
屋
、
屋
敷
林
、

構
え
堀
、
庭
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
各

建
物
の
配
置
を
見
る
と
、
各
屋
敷
へ
の
出

入
口
は
南
側
の
道
路
に
接
道
す
る
よ
う
に

配
し
て
お
り
、母
家
は
南
側
向
き
で
あ
り
、

そ
の
南
側
に
庭
と
農
作
業
の
た
め
の
作
業

空
間
を
設
け
て
い
ま
す
。屋
敷
内
の
水
塚
、

屋
敷
林
お
よ
び
構
え
堀
な
ど
の
空
間
構
成

要
素
を
見
る
と
、
北
川
辺
は
水
害
常
襲
地

域
と
し
て
の
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。
水
塚

は
集
落
や
地
域
に
お
い
て
庄
屋
や
豪
農
と
し

て
の
地
位
を
持
つ
家
に
建
て
ら
れ
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
全
て
の
住
戸
に
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
水
塚
を
有
す
る
屋
敷

で
は
、
屋
敷
の
北
西
側
に
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
水
塚
の
建
物
の
規
模
は
二
×
三
間
（
六

坪
）
の
も
の
が
最
も
多
く
、中
に
は
三
×
八
．

五
間（
二
五
．
五
坪
）、三
．
五
×
六
間（
二
一

坪
）
の
大
型
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

屋
敷
林
が
あ
る
場
合
は
、
水
塚
を
囲
む
よ
う

に
北
西
側
に
位
置
し
て
お
り
、
冬
季
の
北
西

側
か
ら
吹
く
季
節
風
を
防
ぐ
役
割
と
共
に
、

水
害
時
の
水
勢
緩
和
を
機
能
す
る
よ
う
に
密

集
し
て
植
樹
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。

屋
敷
林
に
は
、
ケ
ヤ
キ
や
エ
ノ
キ
、
カ
シ
な

ど
の
大
木
が
多
く
あ
り
ま
す
。
構
え
堀
は
水

塚
の
盛
土
を
採
取
す
る
た
め
に
掘
ら
れ
た
も

の
で
す
が
、
機
能
的
に
は
水
害
時
の
水
勢
を

緩
和
す
る
効
果
と
消
防
用
水
と
し
て
の
利
用

が
あ
り
ま
す
（
写
真
４
）。
水
塚
を
築
造
し

た
と
き
に
、
構
え
堀
や
水
田
か
ら
掘
っ
た
土

が
足
り
な
い
場
合
は
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

水
塚
、
母
屋
、
敷
地
お
よ
び
堤
防
の
高
さ

の
関
係
を
図
６
に
示
し
て
い
ま
す
。
水
塚
の

土
盛
り
の
高
さ
は
約
三
～
五
ｍ
が
あ
り
、
水

塚
の
建
物
の
一
階
の
地
盤
面
の
高
さ
は
母
屋

の
二
階
の
地
盤
面
と
ほ
ぼ
同
等
と
な
り
（
写

真
５
）、
洪
水
時
で
も
災
害
を
被
ら
な
い
位

置
を
確
保
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
囲
堤

の
高
さ
は
水
塚
の
土
盛
り
よ
り
や
や
高
く

図 4　北川辺地域の空間構成（播磨 2003）

図 5　北川辺地域の水塚のある屋敷の典型的な配置構成（横田ら 2016）

写真 3　屋敷林の様子（2022 年 5 月撮影）写真 4　現存する構え堀の様子（2022 年 5 月撮影）
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な
っ
て
い
ま
す
。
母
屋
の
高
さ
は
約
二
～
三

ｍ
で
あ
り
、
付
属
屋
（
敷
地
）
は
母
屋
と
同

じ
程
度
の
高
さ
を
持
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
比
較
的
低
く
一
～
二
ｍ
と
な
る
場
合
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
母
屋
や
付
属
屋
（
敷

地
）
の
盛
土
を
最
小
限
の
高
さ
に
す
る
こ
と

で
、
日
常
生
活
に
お
け
る
段
差
に
よ
る
支
障

を
無
く
す
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日

常
生
活
の
利
便
性
と
水
害
対
策
を
考
慮
す
る

中
で
付
属
屋
（
敷
地
）
盛
土
、
母
家
盛
土
、

水
塚
盛
土
の
間
に
高
低
差
の
あ
る
構
造
が
生

み
出
さ
れ
て
お
り
、
浸
水
の
影
響
を
短・中・

長
期
に
分
け
な
が
ら
災
害
対
策
を
行
な
っ
て

き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

水
塚
の
多
く
は
二
階
建
て
と
な
っ
て
お

り
、
備
蓄
食
料
や
寝
具
類
な
ど
を
揃
え
、
水

害
時
の
浸
水
か
ら
収
納
物
を
保
護
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
建
物
の
外
に
は
味
噌
樽
が

吊
ら
れ
、
建
物
中
の
一
階
部
分
に
米
や
麦
、

醤
油
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
避
難
物
資

と
し
て
供
出
さ
れ
ま
し
た
。
非
常
食
と
し
て

の
干
し
た
タ
ニ
シ
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
母
家
や
水
塚
の
軒
の
下
に
「
揚
げ
舟
」

が
吊
ら
れ
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た（
写
真
６・

７
）。
こ
の
揚
げ
舟
は
水
害
時
の
避
難
や
食

糧
を
運
搬
す
る
際
の
移
動
手
段
と
し
て
使
わ

れ
ま
し
た
。
上
述
し
た
水
塚
の
建
物
の
形
態

は
一
つ
の
典
型
例
で
あ
り
、
地
域
内
に
は
多

様
な
形
態
の
水
塚
が
見
ら
れ
ま
す（
写
真
８・

９
・
10
）。
食
糧
保
管
機
能
に
特
化
し
た
も

の
や
、
避
難
生
活
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活

に
お
け
る
居
住
機
能
を
有
す
る
も
の
も
存
在

し
ま
し
た
。
現
存
す
る
水
塚
の
建
築
・
改
造

年
代
は
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
二
）
年
の
大

洪
水
直
後
お
よ
び
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）

年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
の
直
後
に
集
中
し
て

い
ま
し
た
。
水
塚
の
建
物
の
屋
根
は
瓦
葺
が

最
も
多
く
、
そ
れ
以
外
は
ト
タ
ン
葺
、
草
葺

も
あ
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

利
根
川
中
流
域
は
洪
水
の
常
襲
地
帯
で
あ

り
、
水
塚
は
各
家
屋
の
水
害
へ
の
重
要
な
対

策
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
北
川
辺

地
域
で
は
、
河
川
や
囲
堤
、
水
田
、
自
然
堤

写真 5　北川辺地域の水塚と母屋の屋根の高さ（佐藤 1956）

写真 6　昭和の水害時に活躍していた揚げ舟（北川辺郷土資料館の
展示資料より）

写真 7　現存する軒先に吊られている揚げ舟（2022 年 5 月撮影）

図6　水塚、母屋、敷地と堤防の高さ（北川辺郷土資料館の展示資料より）
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瀬
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築
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ら
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築
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さ
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写真 9　北川辺地域の水塚の例その１（北川辺郷土資料館の展示
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国
立
環
境
研
究
所　
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー　
　
　

西
廣　
淳

遊
水
地
か
ら
価
値
を
引
き
出
す

　
　
　
伝
統
知
・
地
域
知

遊
水
地
の
自
然

　
遊
水
地
は
河
道
に
隣
接
し
、
大
雨
の
際
に

河
川
か
ら
溢
れ
て
き
た
水
を
い
っ
た
ん
貯
留

す
る
こ
と
で
、
河
川
の
ピ
ー
ク
流
量
を
低
減

さ
せ
る
施
設
で
す
。
河
道
と
遊
水
地
の
間
に

は
越
流
堤
と
呼
ば
れ
る
周
辺
の
堤
防
よ
り
も

高
さ
が
低
い
堤
防
が
あ
り
、
河
川
の
水
は
そ

こ
か
ら
流
れ
込
み
ま
す
（
図
１
）。
ま
た
遊

水
地
の
外
周
は
周
囲
堤
と
呼
ば
れ
る
堤
防
で

囲
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
上
に
水
が
広
が
ら

な
い
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
大

雨
の
時
に
河
川
の
水
が
安
全
に
溢
れ
て
く
る

場
所
」
と
し
て
設
け
ら
れ
た
空
間
で
あ
り
、

周
辺
や
下
流
で
の
水
害
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
河
川
の
流
量
を
調

節
す
る
機
能
を
も
っ
た
場
所
で
あ
り
「
調
節

地
」「
調
節
池
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
日
本

全
国
、
約
一
四
〇
箇
所
の
遊
水
地
が
あ
り
ま

す
（
諏
訪
・
西
廣 
二
〇
二
〇
）。

　
明
治
時
代
以
降
、
河
川
に
お
け
る
治
水
対

策
と
し
て
は
、
高
い
連
続
堤
で
の
氾
濫
抑
制

や
上
流
に
設
け
た
ダ
ム
で
の
流
量
の
調
節

が
、
標
準
的
な
方
法
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
洪
水
の
氾
濫
が

許
容
さ
れ
て
い
る
場
所
を
確
保
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
る
遊
水
地
は
、
特
別
な
価
値
を

持
ち
ま
す
。「
洪
水
」（
＝
河
川
の
水
位
が
平

常
時
よ
り
高
く
な
る
事
態
）
は
、
そ
こ
に
人

の
住
居
や
財
産
が
存
在
す
れ
ば
「
水
害
」
と

な
り
ま
す
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
恩
恵
を
も

た
ら
す
面
も
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、
大
雨
の
時
だ
け
川
と
つ
な
が
る

空
間
で
あ
る
遊
水
地
は
、
現
在
で
も
氾
濫
原

と
し
て
の
特
徴
を
備
え
た
貴
重
な
場
所
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

遊
水
地
の
利
活
用
と
植
生
の
人
為
撹
乱

　
し
か
し
、
遊
水
地
さ
え
作
ら
れ
れ
ば
氾
濫

原
の
自
然
の
要
素
が
保
全
さ
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
元
来
、
氾
濫
原
は
多
様
な
特

徴
の
生
態
系
を
内
包
し
て
い
ま
す
。
氾
濫
原

は
、
水
や
土
砂
に
よ
る
強
い
撹
乱
を
受
け
る

植
生
が
疎
ら
な
場
所
、
浅
く
冠
水
す
る
池
、

撹
乱
が
弱
く
樹
林
が
成
立
す
る
場
所
な
ど
を

含
む
複
合
的
な
場
所
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ら
が
長
期
的
に
は
変
化
す
る
（
以
前
に
池

だ
っ
た
場
所
が
時
間
と
と
も
に
樹
林
化
す

る
、
樹
林
だ
っ
た
場
所
が
裸
地
に
な
る
、
な

ど
）と
い
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
動
こ
そ
、

本
来
の
氾
濫
原
の
姿
で
す
。
遊
水
地
は
洪
水

の
時
で
も
、
越
流
堤
を
乗
り
越
え
た
河
道
に

比
べ
れ
ば
流
速
の
遅
い
水
し
か
ら
入
ら
な
い

た
め
、
強
い
撹
乱
は
生
じ
に
く
く
、
全
体
と

し
て
安
定
し
た
環
境
に
な
り
や
す
い
特
徴
が

　
洪
水
の
時
だ
け
本
流
の
河
道
と
接
続
す
る

湿
地
、
す
な
わ
ち
氾
濫
原
に
は
、
肥
沃
な
土

壌
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
化
学
肥
料
が
普
及
す

る
以
前
に
は
、
河
川
が
洪
水
で
運
ぶ
栄
養
は

農
業
を
支
え
る
貴
重
な
資
源
で
し
た
。
ま
た

氾
濫
原
は
、
ウ
ナ
ギ
や
コ
イ
・
フ
ナ
類
の
よ

う
な
有
用
魚
の
生
息
に
と
っ
て
も
重
要
で

す
。
初
期
の
水
田
稲
作
は
河
川
の
氾
濫
原
で

開
始
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
稲
作
を
中

心
と
し
た
人
間
活
動
が
多
様
な
動
植
物
を
支

え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
稲
以
外
の
動
植
物

も
食
べ
物
と
し
て
利
用
し
て
き
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
（
西
廣
ほ
か 

二
〇
二
一
）。
こ

の
よ
う
に
、
氾
濫
原
は
生
物
多
様
性
と
文
化

に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
場
所
で
す
。

　
連
続
堤
の
建
設
と
河
川
周
辺
の
湿
地
の
開

発
や
、
ダ
ム
に
よ
る
流
量
調
節
な
ど
の
影
響

で
、
氾
濫
原
は
全
国
的
に
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た
。
ま
た
か
つ
て
は
氾
濫
原
と
共
通
し
た

動
植
物
相
を
有
し
て
い
た
水
田
は
、
圃
場
整

備
に
よ
る
乾
田
化
に
よ
り
、
コ
メ
の
生
産
効

率
の
向
上
と
引
き
換
え
に
、
生
育
・
生
息
場

所
と
し
て
の
機
能
を
大
き
く
失
い
ま
し
た
。

図 1　遊水地の越流堤．周辺の堤防よりも低くなっており洪水の
時は河川の河道（右側）から遊水地内（左側）に水が入る
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あ
り
ま
す
。
ま
た
洪
水
の
た
び
に
植
物
の
種

子
や
栄
養
が
土
砂
と
と
も
に
遊
水
地
内
に
運

び
込
ま
れ
る
た
め
、
植
物
の
成
長
や
樹
林
化

が
進
行
し
や
す
い
環
境
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
遊
水
地
は
氾
濫
原
に
含
ま
れ
る
多
様

な
立
地
の
う
ち
、
撹
乱
が
弱
く
安
定
し
た
場

所
ば
か
り
が
残
さ
れ
た
場
所
に
な
り
が
ち
な

の
で
す
。

　
か
つ
て
の
生
活
・
農
業
の
中
で
は
、
植
物

が
旺
盛
に
育
つ
氾
濫
原
環
境
は
、
洪
水
に
よ

る
撹
乱
が
起
き
な
く
と
も
、
農
地
と
し
て
利

用
し
た
り
、
ヨ
シ
を
刈
り
取
っ
て
茅
葺
き
屋

根
の
材
料
に
用
い
た
り
、
樹
木
を
燃
料
と
し

て
利
用
し
た
り
と
、
人
為
に
よ
る
撹
乱
が
加

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
氾
濫
原
の
自
然
は
、

洪
水
と
人
為
の
両
方
の
撹
乱
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
「
人
為
撹
乱
」
は
、
現
代
の

遊
水
地
に
導
入
し
た
場
合
で
も
、
生
物
多
様

性
保
全
へ
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
撹
乱
に
よ
っ
て
樹
林
化
を
抑
制
す
る
こ
と

は
、
遊
水
地
の
治
水
機
能
の
維
持
に
も
役
立

ち
ま
す
。
樹
林
化
が
進
み
す
ぎ
る
と
、
水
を

貯
め
る
容
量
を
減
ら
し
た
り
、
洪
水
の
時
に

樹
木
が
流
出
し
て
被
害
を
も
た
ら
し
た
り
す

る
リ
ス
ク
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
生
物
多
様
性
に
も
治
水
に
と
っ
て
も
有
意

義
な
「
遊
水
地
の
生
態
系
の
撹
乱
」
は
、
ど

う
す
れ
ば
実
現
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ

で
は
伝
統
的
技
術
で
あ
る
「
火
入
れ
」
と
、

地
域
に
根
差
し
た
あ
り
方
と
い
え
る
「
多
様

な
主
体
に
よ
る
利
活
用
」の
二
つ
に
分
け
て
、

ア
イ
デ
ィ
ア
を
紹
介
し
い
ま
す
。

（
１
）
火
入
れ
の
意
義

　
植
生
を
撹
乱
す
る
要
因
の
一
つ
に
「
火
」

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
人
間
が
氾
濫
原
に
お
い

て
植
生
を
火
で
焼
き
払
う
と
い
う
行
為
に

は
、
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
初

期
の
水
田
を
造
成
す
る
際
に
は
、
火
に
よ
っ

て
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
の
樹
木
を
抑
制
し
て
い
た

こ
と
が
、
土
壌
中
の
花
粉
や
微
粒
炭
の
分

析
か
ら
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
（Zong et al. 

2007

）。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
屋
根
材
や

簾
の
材
料
と
し
て
有
用
な
ヨ
シ
な
ど
の
植
物

を
、
良
好
な
状
態
に
維
持
す
る
た
め
の
火
入

れ
（
野
焼
き
、
ヨ
シ
焼
き
）
は
、
日
本
各
地

で
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
近
年
で
は
、
ヨ
シ
の
利
用
だ
け
で
な

く
、
絶
滅
危
惧
植
物
の
保
全
が
目
的
の
場
所

も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
茨
城
県
の
小
貝
川

の
河
畔
や
菅
生
沼
周
辺
の
ヨ
シ
原
で
は
、
タ

チ
ス
ミ
レ
な
ど
の
絶
滅
危
惧
植
物
の
保
全
を

目
的
と
し
た
火
入
れ
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
（
図
２
）。

　
利
活
用
の
対
象
で
あ
る
ヨ
シ
や
、
保
全
す

べ
き
絶
滅
危
惧
植
物
の
生
育
地
で
火
入
れ
を

す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
植
物
に
も
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
冬
季
に
ヨ
シ
原
な
ど
の
草
原

で
行
う
火
入
れ
で
は
、
そ
の
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。
枯
れ
た
草
を
焼
く
火
は
同
じ
場
所
に

は
と
ど
ま
ら
ず
、
素
早
く
燃
え
広
が
っ
て
い

く
の
で
、
火
の
温
度
が
地
中
に
は
ほ
と
ん
ど

伝
わ
ら
な
い
た
め
、
地
下
に
あ
る
種
子
や
地

図 2　小貝川の河畔で行われる火入れ

図 3–1　火入れをした場所としていない場所の地表面温度、火入れをすると昼と夜の温度の格差が大きくなる

図 3–2　火入れをした場所でたくさんの実生が出現している様子
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下
茎
は
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
な
い
の
で
す
。
む

し
ろ
枯
れ
草
が
な
く
な
る
こ
と
で
、
撹
乱
に

依
存
し
た
生
活
史
を
持
つ
植
物
の
発
芽
や
成

長
が
促
さ
れ
ま
す
。
撹
乱
後
の
環
境
を
利
用

し
て
生
育
す
る
植
物
の
多
く
は
、
昼
と
夜
の

温
度
差
が
大
き
く
な
る
こ
と
で
発
芽
が
促
進

さ
れ
ま
す
（
図
３
）。

　
野
生
植
物
を
利
用
し
た
り
守
っ
た
り
す
る

目
的
の
火
入
れ
と
は
逆
に
、
地
中
に
あ
る
雑

草
の
種
子
や
地
下
茎
を
無
く
す
こ
と
を
目
的

の
一
つ
と
し
て
行
う
焼
き
畑
農
業
で
の
火
入

れ
で
は
、
地
中
に
ま
で
温
度
が
伝
わ
る
よ
う

に
燃
え
広
が
る
速
度
が
遅
く
な
る
よ
う
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。
植
物
を
地
面
に
刈
り

倒
し
て
か
ら
火
を
つ
け
た
り
、
斜
面
の
場
合

は
斜
面
の
上
部
か
ら
火
を
つ
け
て
下
部
に
向

け
て
広
が
る
よ
う
に
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

火
の
動
き
を
遅
く
す
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
火
を
目
的
に
応
じ
て
活
用
す
る
技
術
は
、

価
値
あ
る
伝
統
知
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
野
外
で
安
全
に
火
を
扱
う
た
め
に
は
正
し

い
知
識
と
技
術
が
必
要
で
す
。
不
要
な
範
囲

に
火
を
拡
げ
な
い
た
め
の
防
火
帯
の
作
成

や
、
不
測
の
飛
び
火
な
ど
を
消
火
す
る
た
め

の
背
負
式
消
火
水
嚢
等
の
準
備
が
不
可
欠
で

す
（
図
４
）。
ま
た
当
日
の
風
向
風
速
な
ど

の
条
件
か
ら
、
点
火
・
消
火
の
担
当
者
の
配

置
や
、
火
を
つ
け
て
い
く
順
序
を
判
断
す
る

こ
と
も
重
要
で
す
。

　
ま
た
現
代
の
社
会
に
お
い
て
野
外
で
大
規

模
に
草
を
焼
く
た
め
に
は
、
行
政
的
な
手
続

き
や
地
域
で
の
理
解
が
必
要
で
す
。「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
通

称
：
廃
掃
法
）」
で
は
、
野
外
で
「
廃
棄
物
」

を
焼
却
す
る
こ
と
が
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
廃
掃
法
に
お
い
て
も
、

「
公
共
上
若
し
く
は
社
会
の
慣
習
上
や
む
を

得
な
い
廃
棄
物
の
焼
却
」
は
例
外
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
農
作
業
の
一
環
と
し

て
の
焼
却
や
、
ど
ん
ど
焼
き
・
左
義
長
な
ど

と
呼
ば
れ
る
新
年
の
火
祭
り
等
の
行
事
は
認

め
ら
れ
ま
す
。
高
水
敷
や
遊
水
地
な
ど
で
の

火
入
れ
も
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
行
為
に
該
当

す
る
も
の
と
解
釈
し
、
手
続
き
を
経
て
実
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
地
域
に

よ
っ
て
は
条
例
等
で
よ
り
厳
し
く
規
制
さ
れ

て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
確
認
が
必
要
で

す
。
ま
た
煙
や
煤
が
で
る
た
め
、
周
辺
住
民

へ
の
周
知
・
理
解
は
不
可
欠
で
あ
り
、
丁
寧

な
調
整
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
留
意
点
は
あ
る

も
の
の
、
火
入
れ
に
よ
る
植
生
管
理
は
、
樹

林
化
を
防
ぎ
、
草
を
利
用
で
き
る
状
態
を
維

持
す
る
上
で
、
草
刈
り
よ
り
も
低
コ
ス
ト
で

あ
り
、
か
つ
氾
濫
原
の
生
物
多
様
性
の
保
全

な
ど
に
効
果
が
大
き
い
も
の
で
す
。
植
生
の

撹
乱
が
不
足
し
が
ち
な
遊
水
地
の
管
理
に
も

適
し
た
手
法
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

国
内
最
大
の
遊
水
地
（
約
三
，三
〇
〇

ha
）
で
あ
る
渡
良
瀬
遊
水
地
で
は
、
毎
年
三

月
に
火
入
れ
（
ヨ
シ
焼
き
）
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
渡
良
瀬
遊
水
地
で
は
一
，〇
〇
〇
種

を
超
え
る
植
物
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ

に
は
ト
ネ
ハ
ナ
ヤ
ス
リ
、
エ
キ
サ
イ
ゼ
リ
、

タ
チ
ス
ミ
レ
な
ど
六
〇
種
を
超
え
る
絶
滅
危

惧
種
が
含
ま
れ
ま
す
（
図
５
）。
オ
オ
セ
ッ

カ
や
チ
ュ
ウ
ヒ
な
ど
の
鳥
の
生
息
場
所
と
し

て
も
重
要
で
す
。
渡
良
瀬
遊
水
地
内
に
広
く

生
育
す
る
ヨ
シ
は
、
ヨ
シ
ズ
の
材
料
と
し
て

も
活
用
さ
れ
ま
す
。
渡
良
瀬
遊
水
地
の
ヨ
シ

を
使
っ
た
ヨ
シ
ズ
は
、
昭
和
三
〇
年
ご
ろ
に

は
、
全
国
の
生
産
の
約
七
割
を
占
め
て
い
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
深
津 

二
〇
一
）。
現

在
で
は
輸
入
の
増
加
な
ど
様
々
な
要
因
の
た

め
ヨ
シ
ズ
作
り
は
わ
ず
か
に
し
か
行
わ
れ
な

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来
の
利
用
に
備
え

て
ヨ
シ
原
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
に

も
、
毎
年
の
火
入
れ
は
有
意
義
で
す
。

　

渡
良
瀬
遊
水
地
は
上
述
の
よ
う
に
広
大

で
、
ま
た
ヨ
シ
の
サ
イ
ズ
が
大
き
く
、
火
入

れ
は
迫
力
の
あ
る
行
事
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
火
入
れ
の
際
に
は
多
く
の
カ
メ
ラ
マ

ン
が
訪
れ
、「
お
祭
り
」
の
様
相
を
呈
し
ま

す
（
図
６
）。
野
外
に
お
け
る
大
き
な
火
は
、

安
全
性
へ
の
配
慮
を
怠
ら
な
け
れ
ば
、
魅
力

の
あ
る
資
源
で
す
。
火
入
れ
の
楽
し
さ
、
美

し
さ
も
認
識
し
、う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
が
、

生
物
多
様
性
と
文
化
の
多
様
性
を
維
持
す
る

上
で
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

図 4　背負式消火水嚢（「ジェットシューター」）を背負った人

図 5　渡良瀬遊水地の景観
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（
２
）
多
様
な
主
体
に
よ
る
遊
水
地
空
間
の

利
活
用

　
遊
水
地
は
土
地
の
区
分
と
し
て
は
河
川
区

域
に
該
当
し
、
国
や
都
道
府
県
な
ど
の
行
政

機
関
が
管
理
主
体
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
普

通
で
す
。
ま
た
一
部
の
遊
水
地
で
は
、
市
町

村
な
ど
が
主
体
と
な
り
、
遊
水
地
内
に
公
園

の
区
域
を
設
定
し
、
平
常
時
に
は
一
般
の
人

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
河
川
や
公
園
で
の
草
刈
り
な
ど
の
管
理
作

業
は
、「
行
政
が
税
金
で
管
理
す
る
」
こ
と

が
当
た
り
前
と
思
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
市

民
が
主
体
と
な
り
、
遊
水
地
の
空
間
を
活
か

し
た
遊
び
や
自
然
環
境
教
育
な
ど
を
目
的
と

し
た
活
動
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
、
植
生
が

適
度
に
撹
乱
さ
れ
、
樹
林
化
の
抑
制
や
生
物

多
様
性
保
全
が
実
現
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
静
岡
市
の
麻
機
遊
水
地
は
、
多
様
な
主
体

に
よ
る
利
用
が
特
に
盛
ん
に
進
め
ら
れ
て
い

る
場
所
で
す
。
静
岡
県
が
管
理
す
る
巴
川
の

遊
水
地
で
あ
る
麻
機
遊
水
地
は
、
そ
の
一
部

が
静
岡
市
に
よ
っ
て
公
園
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
二
〇
二
一
年
に
は
遊
水
地
内
に
、「
自

然
と
ふ
れ
あ
う
体
験
型
の
都
市
緑
地
」
と
し

て
「
あ
さ
は
た
緑
地
」
の
供
用
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
大
雨
の
時
に
は
遊
水
地
に
な
る
た

め
立
ち
入
り
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
平
常
時
は

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
都
市
公
園
で
す
（
図

７
）。

　
あ
さ
は
た
緑
地
内
に
あ
る
木
道
沿
い
の
湿

地
で
は
、
原
則
と
し
て
月
に
一
回
、
鎌
や
刈

払
い
機
で
湿
地
の
草
を
刈
り
取
り
、
鍬
や
ス

コ
ッ
プ
で
小
川
や
池
を
つ
く
る
「
湿
地
づ
く

り
」
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
の

中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
公
園
の
管
理
団

体
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た
市
民
の
方
々

で
、
筆
者
も
湿
地
づ
く
り
の
方
針
を
決
め
る

相
談
や
作
業
を
い
っ
し
ょ
に
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
定
期
的
に
行
わ
れ
る
自
然
環
境

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
小
学
生
の
お
子
さ
ん
を

連
れ
て
き
た
ご
両
親
が
、
多
く
参
加
し
て
い

ま
す
。
多
様
な
動
植
物
が
生
息
し
、
子
供
が

虫
取
り
を
し
て
遊
べ
る
空
間
づ
く
り
を
意
識

し
た
作
業
で
す
（
図
８
）。

　
活
動
は
手
作
業
で
行
う
た
め
、
多
様
な
生

物
が
共
存
し
や
す
い
環
境
を
考
慮
し
、
地
形

や
水
の
動
き
を
細
や
か
に
管
理
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
設
置
さ
れ
て
い
る

木
道
は
車
椅
子
で
も
通
れ
る
形
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
車
椅
子
か
ら
で
も
ト
ン
ボ
と

り
が
で
き
る
よ
う
に
、
木
道
に
近
い
と
こ
ろ

に
開
放
水
面
が
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
し
よ
う

と
い
う
工
夫
や
、
侵
略
的
外
来
種
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
や
ウ
シ
ガ
エ
ル
の
増
殖
を

防
ぐ
た
め
に
、
水
深
が
深
く
流
速
が
遅
い
場

所
が
で
き
な
い
よ
う
に
水
深
や
流
速
を
管
理

す
る
工
夫
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
の
結
果
、
二
〇
二
二
年
に
は
八
種
の
ト

ン
ボ
、
六
種
の
鳥
類
、
八
一
種
の
植
物
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ズ
ア
オ
イ
、
タ
コ
ノ
ア

シ
、
オ
オ
ア
ブ
ノ
メ
、
ア
ズ
マ
ツ
メ
ク
サ
な

ど
、
撹
乱
が
生
じ
る
環
境
を
好
む
絶
滅
危
惧

種
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
図
９
）。
適
度
な

人
為
撹
乱
に
よ
り
、
生
物
多
様
性
が
保
全
さ

れ
て
い
る
状
態
と
い
え
ま
す
。
活
動
し
て
い

る
場
所
で
は
樹
林
化
も
進
行
し
な
い
た
め
、

遊
水
地
の
施
設
管
理
に
も
貢
献
し
て
い
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
活
動
に
参
加
し
た
方
か
ら
は
「
鎌
を
持
つ

の
も
初
め
て
だ
っ
た
が
土
と
植
物
に
触
れ
る

作
業
は
楽
し
か
っ
た
」「
専
門
家
か
ら
植
物

の
名
前
な
ど
を
教
わ
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」「
来
年
も
継
続
し
た
い
」
と
い
う

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
湿
地
づ

図 6　渡良瀬遊水地の火入れを見物（撮影）する人々（撮影
2009 年 3 月）

図 7　麻機遊水地内に設けられた公園「あさはた緑地」

図 8　麻機遊水地での市民の手作業による湿地づくりの作業
（撮影：小池祥平氏）
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く
り
の
活
動
は
、「
行
政
が
や
る
べ
き
公
園

管
理
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
っ
て
い
る
」
の

で
は
な
く
、「
湿
地
づ
く
り
と
い
う
公
園
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
市
民
に
提
供
し
た
結
果

と
し
て
施
設
管
理
の
一
部
が
実
現
し
て
い

る
」
状
態
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
麻
機
遊
水
地
内
で
は
、
こ
の
他
に
も
植
生

や
土
壌
の
適
度
な
人
為
撹
乱
と
み
な
せ
る
活

動
が
複
数
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

あ
さ
は
た
緑
地
が
存
在
す
る
第
一
工
区
に
隣

接
す
る
第
三
工
区
内
で
は
、
福
祉
へ
の
貢
献

を
重
視
し
た
水
田
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ

こ
で
は
遊
水
地
に
隣
接
す
る
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
が
、
市
民
団
体
の
協
力
の
も
と
田
植

え
、
草
取
り
、
周
囲
の
草
刈
り
、
稲
刈
り
な

ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
田
植
え
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
的
な
活
動
に
は
地
元
企
業
も
参

加
し
ま
す
。
地
域
住
民
、
企
業
、
学
校
な
ど

地
域
の
多
様
な
主
体
の
連
携
の
取
組
み
で
あ

り
、
同
時
に
障
が
い
者
の
職
業
訓
練
、
自
立

支
援
も
重
視
し
た
活
動
で
す
（
図
10
）。
こ

の
福
祉
水
田
で
も
、
シ
ャ
ジ
ク
モ
や
ミ
ル
フ

ラ
ス
コ
モ
な
ど
、
希
少
な
水
生
植
物
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
（N

ishihiro et al. 2021

）。

利
活
用
の
結
果
と
し
て
、
遊
水
地
の
管
理
と

生
物
多
様
性
保
全
へ
の
貢
献
が
実
現
し
て
い

る
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
適
度
な
人
為
撹
乱
に
よ
る
、
治
水
、
生
物

多
様
性
保
全
、
公
園
利
用
の
同
時
実
現
。
麻

機
遊
水
地
に
お
け
る
こ
の
実
現
に
は
、
自
然

的
背
景
と
社
会
的
背
景
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
自
然
の
背
景
と
し
て
は
、
遊
水
地
が

立
地
し
て
い
る
場
所
が
、
も
と
も
と
沼
地
・

湿
田
が
存
在
す
る
氾
濫
原
で
あ
り
、
多
様
な

動
植
物
が
生
育
・
生
息
す
る
場
所
だ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
土
壌
中
に
は
過
去
に

生
育
し
て
い
た
湿
地
性
の
植
物
の
種
子
が
多

数
存
在
す
る
た
め
、
適
度
な
撹
乱
を
加
え
る

こ
と
で
そ
れ
ら
が
発
芽
し
、
生
態
系
の
基
盤

が
構
成
さ
れ
ま
す
。
も
し
表
土
の
撤
去
や
埋

立
が
行
わ
れ
て
し
ま
う
と
、
い
く
ら
適
度
な

撹
乱
を
加
え
て
も
元
来
の
植
生
が
復
活
す
る

こ
と
は
困
難
に
な
り
ま
す
。

　
社
会
的
な
背
景
と
し
て
は
、
自
然
再
生
協

議
会
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
麻
機
遊
水

地
は
、
自
然
再
生
推
進
法
に
基
づ
く
「
麻
機

遊
水
地
保
全
・
活
用
推
進
協
議
会
」
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
静
岡
県
と
静
岡
市
が
事
務
局

と
な
り
、
多
数
の
市
民
団
体
や
民
間
企
業
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
設
立
当
初
は
生
物
多
様

性
保
全
が
主
要
な
話
題
で
あ
り
、
そ
の
時
代

は
参
加
者
も
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
福
祉

や
教
育
、
地
域
活
性
化
を
視
野
に
入
れ
た
活

動
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
二
〇
一
三
年

ご
ろ
か
ら
、
急
速
に
参
加
者
が
増
加
し
ま
し

た
（
西
廣 

二
〇
一
八
）。

　
協
議
会
が
存
在
す
る
だ
け
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
上
手
く
い
く
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
目
的
や
内
容
の
異
な
る
提
案
を
、
行

政
計
画
と
整
合
性
を
と
り
つ
つ
支
援
・
許
可

す
る
行
政
の
対
応
も
重
要
で
す
。
た
と
え
ば

上
記
し
た
公
園
で
の
「
湿
地
づ
く
り
」
の
よ

う
に
、
利
用
者
が
公
園
の
一
部
の
構
造
を
変

え
る
よ
う
な
利
活
用
は
、
都
市
公
園
の
利
活

用
と
し
て
は
例
外
的
で
す
。
し
か
し
公
園
本

来
の
意
義
で
あ
る
住
民
・
利
用
者
の
ア
メ
ニ

テ
ィ
の
向
上
と
い
う
点
に
は
、
し
っ
か
り
と

合
致
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
、
指
定
管
理
者
と
の
信
頼
関
係
の

も
と
に
認
め
る
行
政
の
姿
勢
は
、
自
然
か
ら

多
面
的
な
価
値
を
引
き
出
す
う
え
で
重
要
な

も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
目
的
や
背

景
が
異
な
る
団
体
や
個
人
の
意
見
を
汲
み
取

り
、
整
合
さ
せ
る
上
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ハ
ブ
に
な
る
人
も
重
要
で
す
。
麻
機
遊
水

地
は
、
こ
の
よ
う
な
人
材
に
も
恵
ま
れ
て
、

多
様
な
主
体
の
連
携
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

こ
の
体
制
や
関
係
性
を
持
続
さ
せ
る
こ
と

は
、
今
後
の
課
題
で
す
。

図 9　麻機遊水地のミズアオイとタコノアシ

図 10　麻機遊水地内の福祉水田
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岐
阜
県
羽
根
谷
の

　
　
　
伝
統
的
砂
防
技
術
と
谷
替
え

　
　
　

嵯
峨　
創
平

深
町　
加
津
枝

羽
根
谷
が
流
れ
る
養
老
山
地
は
、
断
層
活

動
に
よ
り
東
側
が
陥
没
し
た
た
め
、
濃
尾
平

野
に
面
す
る
斜
面
は
断
層
崖
と
な
り
、
非
常

に
急
峻
な
地
形
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ

の
東
側
斜
面
を
流
れ
て
い
る
大
小
四
〇
あ
ま

り
の
渓
流
は
、
急
な
斜
面
が
降
雨
に
よ
り
浸

食
さ
れ
て
で
き
た
も
の
で
、洪
水
の
た
び
に
、

大
量
の
土
砂
が
流
れ
出
し
、
谷
の
出
口
付
近

に
堆
積
し
て
扇
状
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

た
。
江
戸
時
代
初
期
の
宝
永
元（
一
七
〇
四
）

元)

年
の
「
宝
永
の
大
取
り
払
い
」、
享
保

三
（
一
七
一
八
）
年
に
始
ま
る
「
定
洲
浚
え

工
事
」
で
は
河
川
の
土
砂
を
取
り
除
く
工
事

を
五
五
年
間
に
二
三
回
も
行
な
っ
た
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
改
善
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

ま
た
、
羽
根
谷
の
川
筋
の
上
部
で
は
、
山

地
の
土
砂
流
出
を
止
め
る
た
め
の「
山
腹
工
」

が
地
元
民
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
近

代
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
な
い
時
代
で
す
か

ら
、
土
砂
が
流
出
し
て
岩
石
が
剥
き
出
し
に

な
っ
た
跡
に
、「
粗そ

だ朶
」（
直
径
四–

五
cm
の

広
葉
樹(

い
わ
ゆ
る
柴)

を
伐
っ
て
束
ね
た

も
の
）
を
等
高
線
に
沿
っ
て
何
段
も
埋
め
込

む
工
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
や
る

と
山
腹
に
下
草
が
生
え
、
や
が
て
樹
林
と

な
っ
て
斜
面
を
保
持
す
る
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

羽
根
谷
砂
石
走
出
図
（
図
１
）
は
、
明

治
四(

一
八
七
一)

年
か
ら
同
八
八

（
一
八
七
五
）
年
の
間
に
製
作
さ
れ
た
絵
図

（
昭
和
五
七
年
編
纂
『
南
濃
尾
町
史
』
資
料

編
に
収
録
）
で
、
山
中
の
境
界
や
呼
称
、
領

有
す
る
範
囲
を
定
め
た
も
の
で
す
。
目
を
引

く
の
は
、
羽
根
谷
に
は
周
囲
の
山
林
の
緑
色

と
は
明
ら
か
に
異
な
る
に
ぶ
い
褐
色
が
彩
色

さ
れ
、
岩
石
を
表
現
し
た
と
思
わ
れ
る
点
々

が
記
さ
れ
て
い
て
、
土
砂
が
馳
出
し
て
い
る

様
子
が
分
か
り
ま
す
。

図 1　羽根谷砂石走出図（岐阜県さぼう遊学館蔵）

図 2　羽根谷（川原立会谷）
砂留普請図（岐阜県さぼう
遊学館蔵）

図 3　羽根谷砂留普請図 砂留喰違石堤付箋と明和 3 年
砂留喰違石堤延長付箋（岐阜県さぼう遊学館蔵）

写真 1　養老山地の地形・断面図

こ
の
土
砂
流
出
の
た
め
、
羽
根
谷
（
養
老

山
地
）
の
直
下
を
流
れ
る
揖
斐
川
と
支
流
の

津
屋
川
で
は
し
ば
し
ば
物
資
輸
送
の
動
脈
で

あ
っ
た
舟
運
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し

羽
根
谷（
川
原
立
会
谷
）砂
留
普
請
図（
図

２・
３
）
は
、
江
戸
時
代
（
弘
化
三
年
頃
）

の
絵
図
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
西
を
天
に
し
、

京
都
大
学　
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東
西
が
長
く
強
調
さ
れ
、
南
北
の
距
離
は
短

く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
羽
根
谷
末
端
と
津
屋

川
の
合
流
部
に
は
、
扇
状
に
土
砂
が
溜
ま

り
、
両
岸
に
は
洲す

さ
ら浚
い
普
請
に
よ
っ
て
取
り

除
か
れ
た
大
量
の
土
砂
が
投
棄
さ
れ
、
小
山

と
な
っ
た
通
称
「
黄
金
山
」
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。

津
屋
川
と
揖
斐
川
の
舟
運
の
安
定
化
を
図

る
た
め
、
大
垣
藩
は
安
政
三
（
一
八
五
六)

年
に
「
安
政
の
羽
根
谷
改
修
」（「
谷
替
え
」）

を
行
い
、
扇
央
部
の
流
路
を
南
側
に
変
え
て

集
落
を
守
り
、
津
屋
川
・
揖
斐
川
へ
緩
や
か

に
合
流
さ
せ
て
、
東
海
道
筋
（
桑
名
か
ら
京

江
戸
へ
の
）
物
流
路
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。

今
も
残
る
付
け
替
え
後
の
流
路
は
、
素
掘

り
に
多
く
の
材
木
を
打
ち
込
ん
で
維
持
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
羽
根
谷
の
ス
ギ
、
マ
ツ
を
伐

採
し
、
石
材
は
揖
斐
川
最
上
流
部
の
徳
山
村

か
ら
船
で
運
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

羽
根
谷（
川
原
立
会
谷
）谷
替
変
遷
図(
古
、

新)

（
図
４・
５
）
は
、
明
治
初
年
代
に
描

か
れ
た
、
安
政
年
間
か
ら
初
頭
か
ら
明
治
時

代
初
頭
に
か
け
て
の
土
砂
災
害
と
一
連
の
砂

防
工
事
の
変
遷
を
著
し
た
絵
図
で
す
。
大
小

二
点
一
組
の
絵
図
で
、
大
き
い
方
の
図
は
、

西
を
天
に
し
て
津
屋
川
と
揖
斐
川（
伊
尾
川
）

の
合
流
部
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
隣
接
す

る
輪
中
と
そ
の
排
水
路
、
排
水
樋
門
の
位
置

関
係
と
基
数
が
分
か
り
、
羽
根
谷
の
古
い
呼

称
で
あ
り
付
替
え
前
の
川
原
立
会
谷
が
直
線

的
に
揖
斐
川
（
伊
尾
川
）
に
つ
な
が
り
、
土

砂
が
馳
出
し
て
い
る
状
況
が
分
か
り
ま
す
。

小
さ
い
絵
図
の
方
は
、
立
会
古
谷
を
紙
の
中

心
に
配
置
し
、
揖
斐
川
（
伊
尾
川
）
に
土
砂

が
馳
出
し
、「
明
治
元
年
辰
馳
出
」と
記
さ
れ
、

古
谷
よ
り
南
側
の
羽
根
村
地
内
寄
り
に
谷
筋

を
湾
曲
さ
せ
て
、
現
在
の
合
流
状
況
と
同
様

に
、
揖
斐
川
と
並
行
さ
せ
て
か
ら
合
流
す
る

よ
う
に
付
替
ら
れ
て
い
ま
す
。
谷
川
の
部
分

は
間
隔
を
開
け
て
、
階
段
状
に
横
工
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
帯
工
か
背
の
低
い
床
固
工
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
谷
川
流
路
が
南
に
屈

曲
し
、
揖
斐
川
の
河
道
に
近
接
し
た
場
所
で

は
堤
を
潰
し
て
、
土
砂
を
溜
め
て
い
る
よ
う

で
す
。

明
治
時
代
に
入
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
土
木
技

師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
イ
・
デ
レ
ー
ケ
の
建
白
書
に

よ
り
、
養
老
山
地
で
も
岐
阜
県
が
「
般
若
谷

砂
防
工
事
」
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

羽
根
谷
で
は
デ
レ
ー
ケ
が
設
計
監
修
し
た

「
羽
根
谷
巨
石
積
堰
堤
（
第
一
堰
堤
）」
が
明

治
二
一（
一
八
八
八
）年
に
竣
工
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
工
法
や
人
夫
は
地
元
の
人
達
の
伝

統
技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
堰
堤
の
中
は
粘

土
で
、
表
面
を
石
積
み
で
造
り
、
水
逃
す
水

路
を
付
設
、
掘
っ
た
土
砂
は
河
口
部
に
ぼ
た

山
を
作
っ
て
詰
む
な
ど
の
伝
統
工
法
が
使
わ

れ
ま
し
た
（
岐
阜
大
学
名
誉
教
授
・
木
村
正

信
博
士
の
研
究
に
よ
る
）。
現
在
は
、
国
の

登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
日
本
の
近
代
初
期

の
土
木
遺
構
の
技
術
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

岐
阜
県
さ
ぼ
う
遊
学
館
が
設
置
さ
れ
て
砂
防

水
害
の
歴
史
と
技
術
を
学
べ
る
エ
リ
ア
と

な
っ
て
い
ま
す
。

図 4　羽根谷（川原立会谷 ) 谷替変遷図（古）（岐阜県さぼう遊学館蔵）図 5　羽根谷（川原立会谷 ) 谷替変遷図（新）（岐
阜県さぼう遊学館蔵）
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阜
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研
究
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』　https://cir.nii.ac.jp/
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研
究
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https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000030108063/

岐
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ち
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平
成
五
年

写真 2　砂防堰堤から濃尾平野を望む

37



岐
阜
県
輪
之
内
町
の
輪
中
堤

濃
尾
平
野
の
西
南
部
は
、
木
曽
三
川
と
い

わ
れ
る
木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
三
大

河
川
が
低
湿
地
に
集
中
し
、
大
雨
の
た
び
に

溢
れ
て
、
流
路
を
変
え
る
こ
と
を
繰
り
返
し

て
い
ま
し
た
。
氾
濫
し
た
河
川
は
土
砂
を
堆

積
さ
せ
、
旧
河
道
と
自
然
堤
防
と
後
背
湿
地

が
網
の
目
の
よ
う
に
発
達
し
て
い
ま
し
た
。

農
民
た
ち
は
古
く
か
ら
自
然
堤
防
な
ど
の

微
高
地
に
集
落
と
耕
地
を
作
っ
て
き
ま
し
た

が
、そ
う
し
た
土
地
を
水
害
か
ら
守
る
た
め
、

周
囲
を
堤
防
で
囲
っ
た
と
こ
ろ
を
「
輪
中
」

と
い
い
、
そ
の
堤
防
を
「
輪
中
堤
」
と
い
い

ま
す
。

輪
之
内
の
地
形
と
輪
中
の
発
祥

輪
之
内
町
の
あ
た
り
は
南
西
部
の
養
老
断

層
線
に
向
か
っ
て
地
形
が
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
古
来
よ
り
網
の
目
の
よ
う
に
絡
み
合
い

な
が
ら
当
地
を
流
れ
て
い
た
三
つ
の
河
川
が

大
雨
の
た
び
に
溢
れ
、
大
量
の
土
砂
を
堆
積

さ
せ
、
流
路
を
変
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
過

程
で
、
中
村
川
や
大お

お
ぐ
れ榑

川
と
い
っ
た
い
く
つ

も
の
分
流
を
生
み
出
し
、「
川
中
島
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
輪
之
内
町
の

原
型
と
な
る
地
形
で
す
。

今
の
輪
之
内
町
の
地
に
集
落
が
で
き
た
の

は
弥
生
時
代
後
半
（
三
世
紀
前
後
）
で
し

た
。
発
見
さ
れ
た
当
時
の
集
落（
四
郷
遺
跡
）

で
、
人
々
は
乱
流
す
る
川
の
真
っ
只
中
で
稲

作
を
育
ん
で
い
た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
揖
斐

川
と
長
良
川
に
は
さ
ま
れ
、
い
く
ど
も
河
川

の
氾
濫
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
き
た
輪
之

内
町
で
は
、自
然
災
害
に
立
ち
向
か
う
た
め
、

人
々
が
一
致
団
結
し
、
町
を
堤
防
で
囲
む
と

い
う
、
ま
る
で
要
塞
の
よ
う
な
輪
中
を
築
き

ま
し
た
。
こ
れ
が
輪
中
の
発
祥
で
す
。

福
束
輪
中
の
誕
生

江
戸
時
代
に
入
り
、
世
の
中
が
落
ち
着
い

て
く
る
と
、
農
民
た
ち
は
新
田
開
発
に
力
を

入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
耕
地
の
拡
大
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
輪
之
内
町
の
南
部

は
、
普
段
は
広
々
と
し
た
草
原
と
湿
地
で
し

た
。
そ
こ
に
目
を
つ
け
た
美
濃
国
幕
府
直
轄

の
代
官
・
岡お

か
だ
し
ょ
う
げ
ん
よ
し
あ
つ

田
将
監
善
同
が
、
元
和
元
年

（
一
六
一
五
年
）
に
幕
府
か
ら
新
田
開
発
の

許
可
を
得
て
七
年
後
に
着
工
、
二
年
後
に
新

田
開
発
を
終
え
ま
す
。
福
束
新
田
の
誕
生
で

す
。
ま
た
、
周
辺
で
も
熱
心
に
新
田
開
発
を

進
め
、
元
和
七
年
（
一
六
一
二
年
）
か
ら
寛

永
年
間
（
一
六
二
四
年
～
）
の
は
じ
め
頃
に

福
束
新
田
以
外
に
も
七
つ
の
新
田
村
が
開
発

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
開
発
さ
れ
た
八
つ
の

新
田
村
の
石
高
は
五
〇
六
〇
石
で
、
面
積
に

換
算
す
る
と
五
km2

で
し
た
。

新
田
開
発
と
合
わ
せ
て
大
榑
川
の
改
修
と

堤
防
の
工
事
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
耕
地
と
集

落
を
ぐ
る
り
と
囲
む「
切
れ
目
の
無
い
堤
防
」

が
築
か
れ
ま
す
。
最
初
期
の
輪
中
に
し
て
、

天
領
（
幕
府
直
轄
地
）
ゆ
え
に
高
度
な
水
防

技
術
が
投
入
さ
れ
た
福
束
輪
中
（
大
榑
輪
中

と
も
呼
ば
れ
る
）
に
比
べ
て
、
す
ぐ
下
流
の

伊
尾
川
（
現
在
の
揖
斐
川
）
を
挟
ん
だ
中
洲

に
は
ま
だ
未
開
墾
地
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

図 2 寛 延 3 ～ 4 年（1750 ～ 51） 川
筋村々絵図：輪之内學研究第 5 号（田
中論文）p 10 の図 5

図 1 寛文末年（1670 年頃）の福束輪中概略図：
輪之内學研究第 5 号（田中論文）p7 の図 1 
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図 3 大榑川口洗堰絵図（鹿児島県立図書館蔵）：輪之内學研究第 8
号（田中論文）p 12 の図 1

を
名
古
屋
の
町
医
者
・
山
内
承
玄
と
福
束
村

の
地
主
が
開
発
を
行
い
、輪
中
化
し
ま
す（
大

吉
輪
中
）。
そ
れ
ぞ
れ
大
吉
新
田
、
豊
喰
新

田
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

輪
状
の
堤
防
を
盾
と
し
て
水
に
囲
ま
れ
た

土
地
で
暮
ら
す
人
々
は
、
た
と
え
所
属
す
る

村
が
異
な
っ
て
も
一
心
同
体
で
す
。
福
束
輪

中
で
は
本
村
一
〇
ヶ
村
に
新
田
村
八
ヶ
村
の

一
八
ヶ
村
が
ま
と
ま
っ
て
、
治
水
共
同
体
と

し
て
輪
中
内
の
悪
水（
余
り
水
）排
除
業
務
、

堤
防
の
保
全
、
水
害
時
の
御
普
請
願
い
（
幕

府
へ
の
対
策
願
い
）
を
行
う
「
輪
中
組
合
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
ぐ
る
り
を
囲
む
堤
防
が

完
成
し
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
土
、
石
、
木

杭
、
竹
籠
な
ど
で
築
い
た
も
の
。
ま
た
、
輪

中
内
か
ら
の
排
水
手
段
も
自
然
の
力
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
時
代
。
人
々
の
結
束
に
よ
る

日
常
の
地
道
な
堤
防
補
修
作
業
や
、
水
路
の

浚し
ゅ
ん
せ
つ

渫
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
保
全
作
業
が
重

要
で
し
た
。

輪
中
の
ジ
レ
ン
マ

輪
之
内
の
洪
水
史
を
ひ
も
解
く
と
、
輪
中

が
完
成
し
て
以
降
二
〇
年
は
洪
水
の
記
録
が

あ
り
ま
せ
ん
。
輪
中
完
成
以
降
、
飛
躍
的
に

米
の
収
穫
量
が
増
え
、
洪
水
に
も
合
わ
な

か
っ
た
福
束
輪
中
の
安
定
期
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
年
）、

江
戸
前
期
最
悪
と
も
言
わ
れ
る
濃
州
大
洪
水

が
発
生
し
て
甚
大
な
被
害
を
こ
う
む
り
ま

す
。
そ
し
て
以
降
、
江
戸
幕
府
が
終
焉
を
迎

え
る
二
二
六
年
の
間
で
二
六
回
の
洪
水
に
見

舞
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
新
田
開
発
に

よ
っ
て
遊
水
地
と
し
て
機
能
し
て
い
た
草
原

や
湿
地
が
堤
防
で
締
め
き
ら
れ
、
大
水
の
時

の
水
の
逃
げ
場
を
奪
う
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
し
た
。ま
た
、

輪
中
の
増
加
は
、
上
流
か
ら
自
然
に
運
ば
れ

る
土
砂
の
堆
積
に
も
影
響
し
、
河
道
閉
塞
も

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
環
境
変
化
に
つ
い
て
は
、
輪
中

が
木
曽
三
川
の
中
に
一
〇
ヶ
所
で
き
た
程

度
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
と

は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

一
七
〇
〇
年
代
半
ば
の
木
曽
三
川
周
辺
は
、

大
小
一
〇
〇
以
上
の
輪
中
が
ひ
し
め
き
合
う

状
況
に
な
っ
て
お
り
、
一
旦
、
水
か
さ
が
増

す
と
、
ど
こ
か
で
必
ず
破
堤
す
る
と
い
う
環

境
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
過
度
の
自
然
改
変

に
よ
る
大
規
模
災
害
発
生
が
、
江
戸
時
代
前

期
か
ら
木
曽
三
川
で
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

「
堤
外
の
川
水
の
脅
威
に
備
え
つ
つ
、
堤

内
の
悪
水
を
堤
外
に
排
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
こ
の
こ
と
は
、
江
戸
初
期
に
輪
中
が

完
成
し
た
後
、
明
治
の
時
代
に
至
る
二
〇
〇

年
以
上
の
時
が
経
過
し
て
も
、
変
わ
ら
な
い

課
題
で
し
た
。
輪
中
の
暮
ら
し
は
、
治
水
・

排
水
（
余
り
水
の
処
理
）・
用
水
（
堤
防
を

守
り
な
が
ら
取
水
す
る
）
三
す
く
み
の
難
題

の
解
決
す
る
「
水
と
の
戦
い
」
の
歴
史
で
し

た
。

「
宝
暦
治
水
」「
木
曽
三
川
分
流
工
事
」
と
輪

之
内宝

暦
三
年
（
一
七
五
三
年
）、
幕
府
は
木

曽
三
川
の
水
害
多
発
を
解
決
す
る
た
め
美
濃

（
岐
阜
）・
尾
張
（
愛
知
）・
伊
勢
（
三
重
）

の
三
国
に
ま
た
が
る
「
宝
暦
治
水
工
事
」
を

直
轄
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
を
決
め
、
そ
の

資
金
調
達
と
工
事
を
九
州
の
薩
摩
藩
に
命
じ

ま
し
た
。
薩
摩
藩
は
四
〇
万
両
の
巨
費
と

九
四
七
人
の
家
臣
を
投
入
し
、
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
な
が
ら
、
木
曽
川
・
揖
斐
川
の
分

流
を
は
じ
め
と
す
る
大
工
事
を
や
り
遂
げ
ま

し
た
。
輪
之
内
付
近
で
も
四
〇
件
に
の
ぼ
る

工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
難
工

事
と
さ
れ
た
の
が
長
良
川
の
水
が
大
榑
川
に

落
ち
る
の
を
制
限
す
る
洗あ

ら
い
ぜ
き堰の
設
置
工
事
で

し
た
。
こ
れ
ら
の
治
水
工
事
に
よ
り
川
下
住

民
の
水
の
脅
威
は
大
幅
に
低
減
し
ま
し
た
。

明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）、
政
府
の
招

き
で
来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
土
木
技
師
ヨ
ハ

ネ
ス
・
イ
・
デ
レ
ー
ケ
は
、
明
治
一
一
～

一
六
年
に
か
け
て
木
曽
川
水
系
改
修
工
事
の

現
地
調
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
時
、

福
束
輪
中
周
辺
調
査
の
際
に
案
内
役
を
務
め

た
片
野
満
右
衛
門
は
、
自
身
の
治
水
事
業
の

経
験
を
も
と
に
大
榑
川
の
締
め
切
り
と
三
川

分
流
の
重
要
性
、
さ
ら
に
輪
中
の
た
ま
り
水

対
策
に
つ
い
て
デ
レ
ー
ケ
に
強
く
訴
え
ま
し

た
。
こ
の
願
い
が
通
じ
て
、
デ
レ
ー
ケ
は
三

川
の
完
全
分
流
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
輪
中

の
排
水
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
組
み
込
ん

だ
改
修
計
画
を
作
り
ま
し
た
。
明
治
二
〇

（
一
八
八
七
）
年
か
ら
二
五
年
か
け
て
行
わ

れ
た
国
家
事
業
の
中
で
、
福
束
輪
中
に
も
蒸

気
機
関
に
よ
る
排
水
機
場
が
設
置
さ
れ
、
輪

中
内
の
悪
水
（
余
り
水
）
の
動
力
排
水
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
と
し
て
残
る
「
現
代
の
輪
中
」

こ
れ
ら
の
歴
史
に
残
る
大
工
事
と
近
代
的

土
木
技
術
に
よ
り
、
輪
之
内
町
の
治
水
・
排
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水
・
用
水
の
課
題
が
解
消
し
、
輪
之
内
町
が

一
般
的
な
陸
地
の
生
活
と
同
質
に
な
っ
た
の

は
昭
和
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
す
が
、
現

在
も
水
害
の
記
憶
と
先
人
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
は
、住
民
の
中
に
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

輪
之
内
町
の
輪
中
農
家
で
は
、
母
屋
と
別

棟
で
洪
水
時
に
避
難
生
活
を
す
る
た
め
の

「
水
屋
」
を
持
つ
家
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

福
束
輪
中
堤
の
周
囲
に
は
水
防
倉
庫
が
配
置

さ
れ
水
防
団
（
消
防
団
）
が
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
堤
上
の
遊
歩
道
に
は
、
昭
和

五
一
年
の
水
害
後
に
住
民
が
建
て
た
報
恩
碑

が
設
置
さ
れ
、
桜
並
木
や
あ
じ
さ
い
が
植
栽

さ
れ
て
人
々
の
憩
い
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま

引
用
・
参
考
資
料

田
中
國
昭
、「
櫻
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郎
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の
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」『
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大
地
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の
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水
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土
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写真 4　治水事業の報恩之碑

写真 1 福束輪中の切り割り

写真 2　輪中内の水田風景と福束輪中堤

写真 5 　輪之内町の水防倉庫　

写真 3　福束輪中堤上の散歩道

す
。
輪
中
は
今
も
輪
之
内
町
の
住
民
に
と
っ

て
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
基
盤
と
し
て
守
り

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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元
南
砺
市
平
市
民
セ
ン
タ
ー　
　
　

城
道　
徹
司

五
箇
山
地
域
の
雪
持
ち
林
の
特
徴
と
意
義

五ご
か
や
ま

箇
山
と
は
現
在
の
富
山
県
南な

ん
と

砺
市
の

南
部
に
位
置
し
、
旧
平
村
・
旧
上
平
村
・
旧

利
賀
村
で
構
成
さ
れ
て
い
た
地
域
の
総
称
で

す
。庄

川
と
そ
の
支
流
の
利
賀
川
に
ひ
ろ
が

り
、
南
か
ら
赤
尾
谷
、
上
梨
谷
、
下
梨
谷
、

小
谷
、
利
賀
谷
の
五
つ
の
谷
か
ら
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
明
治
の
町
村
制
で
上
梨
谷
が
南

北
に
旧
平
村
と
旧
上
平
村
に
別
れ
、
赤
尾
谷

と
上
梨
谷
南
部
で
旧
上
平
村
、
上
梨
谷
北
部

と
下
梨
谷
と
小
谷
で
旧
平
村
、
利
賀
谷
は
旧

利
賀
村
に
な
り
ま
し
た
。

南
砺
市
は
ほ
ぼ
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
の
面
積

に
匹
敵
し
ま
す
が
、
五
箇
山
は
そ
の
半
分
を

占
め
ま
す
の
で
広
さ
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
く
か

と
思
い
ま
す
。

但
し
そ
の
大
半
が
険
し
い
山
地
を
形
成
し

ブ
ナ
を
優
勢
樹
と
す
る
落
葉
広
葉
樹
林
と

な
っ
て
い
ま
す
。

近
世
ま
で
五
箇
山
は
加
賀
藩(

現
富
山
県

と
石
川
県)

に
属
し
ま
し
た
。

加
賀
藩
は
七
木
の
制
を
定
め
て
森
林
の
保

護
を
厳
し
く
し
て
お
り
ま
し
た
。

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
旧
平
村
に
は
オ
オ
ハ

イ
・
オ
オ
バ
イ
・
オ
オ
バ
エ
・
ユ
キ
モ
チ
と

称
す
る
雪
持
ち
林
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
旧
・
森
林
法
（
明
治
四
〇
年
）
制

定
時
か
ら
継
承
す
る
保ほ

あ
ん
り
ん

安
林
制
度
に
基
づ
く

「
な
だ
れ
防
止
保
安
林
」
の
こ
と
で
す
。

フ
リ
ー
百
科
事
典
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
で
は

そ
の
目
的
と
し
て
「
森
林
に
よ
っ
て
雪
崩
の

原
因
と
な
る
雪
庇
が
で
き
る
こ
と
を
防
ぐ
。

山
腹
斜
面
で
樹
木
が
抵
抗
し
て
雪
が
滑
り
出

す
こ
と
を
防
ぎ
、雪
崩
の
発
生
を
防
止
す
る
。

雪
崩
が
発
生
し
た
時
に
は
、
森
林
が
障
害
と

な
っ
て
勢
い
を
弱
め
、
ま
た
被
害
の
少
な
い

方
向
へ
誘
導
し
て
被
害
を
防
ぐ
。」
と
し
て

い
ま
す
。

近
世
末
期
の
越
後
塩
沢
の
人
鈴
木
牧
之
の

北
越
雪
譜
で
も
「
さ
て
雪
崩
は
吹
雪
に
並
べ

て
雪
国
の
難
儀
と
す
」
と
し
恐
れ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

五
箇
山
で
も
昭
和
九
年
三
月
に
利
賀
新
山

で
集
落
の
男
た
ち
全
員
（
五
人
）
と
女
性
一

人
が
産
物
を
背
負
っ
て
売
り
に
出
て
の
帰
り

道
に
ア
ワ
（
表
層
雪
崩
）
で
遭
難
し
全
員
死

亡
す
る
と
い
う
大
災
難
に
遭
遇
し
、
昭
和

一
五
年
一
月
に
は
上
平
漆
谷
で
一
週
間
ほ
ど

降
り
続
い
た
乾
燥
し
た
粉
雪
に
よ
り
大
規
模

な
ア
ワ
が
発
生
し
五
戸
倒
壊
二
二
名
が
生
き

埋
め
と
な
り
一
三
名
が
な
く
な
る
と
い
う
惨

事
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
事
な
が
ら
「
雪ゆ

き
も
ち
り
ん

持
林
（
な
だ
れ
防
止
林
）

の
概
要
調
査
」
に
は
役
場
奉
職
直
後
の
林
政

担
当
者
と
し
て
当
時
の
調
査
員
の
現
地
案
内

雪持ち林で優勢なブナの黄葉
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を
し
て
い
ま
す
。

林
野
庁H

P

に
よ
れ
ば
全
国
に
「
な
だ
れ

防
止
保
安
林
」
は
実
面
積
一
六
．
五
二
二
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
り
全
保
安
林
面
積
の
わ
ず
か

〇
．
一
四
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

そ
の
内
旧
平
村
の
雪
持
ち
林
は
約
九
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
す
の
で
全
国
の
〇
．
六
％
に
な

り
ま
す
。
わ
ず
か
一
村
で
こ
の
面
積
で
す
か

ら
五
箇
山
全
体
で
は
全
国
の
数
％
を
占
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

豪
雪
地
帯
・
特
別
豪
雪
地
帯
は
日
本
海
側

に
広
く
あ
り
ま
す
が
雪
持
ち
林
は
か
な
り
希

少
な
も
の
と
い
え
ま
す
。
加
賀
藩
の
厳
し
い

森
林
保
護
・
規
制
制
度
が
遠
因
か
も
し
れ
ま

せ
んち

な
み
に
こ
の
林
野
庁
Ｈ
Ｐ
で
は
「
人
々

の
暮
ら
し
を
守
る
保
安
林
」
の
典
型
と
し
て

次
の
通
り
五
箇
山
の
雪
持
ち
林
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す

富
山
県
南
砺
市
の
五
箇
山
地
区
は
、
豪
雪

地
帯
で
あ
り
、
古
来
よ
り
集
落
の
背
後
の
森

林
を
禁
伐
の
「
雪
持
林
」
と
し
て
管
理
す
る

こ
と
で
、
な
だ
れ
に
よ
る
被
害
を
防
い
で
き

た
。
ー
中
略
ー
こ
の
雪
持
林
は
、
世
界
文
化

遺
産
で
あ
る
「
白し

ら
か
わ
ご
う

川
郷
・
五
箇
山
の
合
掌
造

り
集
落
」
の
う
ち
、
相

あ
い
の
く
ら倉
集
落
と
菅す

が
ぬ
ま沼
集
落

に
も
あ
り
、同
遺
産
の
登
録
に
当
た
っ
て
は
、

合
掌
造
り
の
伝
統
的
集
落
だ
け
で
な
く
、
田

園
や
周
囲
の
森
林
も
含
め
た
景
観
が
評
価
さ

れ
て
い
る
。
ブ
ナ
・
ト
チ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
等
で

構
成
さ
れ
た
森
林
は
、
な
だ
れ
等
の
山
地
災

害
の
防
止
や
、
水
源
の
涵か

ん
養
等
の
公
益
的
機

能
を
発
揮
し
、
地
域
を
支
え
て
い
る
。

以
上
抜
粋

五
箇
山
の
雪
持
ち
林
の
特
徴
と
し
て
ま
ず

地
域
内
に
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。

五
箇
山
は
狭
義
の
意
で
は
旧
平
村
と
上
平

村
を
指
し
ま
す
が
最
南
部
の
楮
か
ら
最
北
の

祖
山
ま
で
分
布
し
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
全
て
が
保
安
林
指
定
を
受
け

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
例
寿
川
）

普
通
林
と
な
っ
て
い
る
の
は
規
制
を
嫌
っ
て

指
定
を
回
避
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

集
落
の
上
部
に
位
置
す
る
こ
と
は
当
然
な

が
ら
そ
の
ほ
と
ん
ど
人
家
に
近
接
し
て
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

五
箇
山
で
は
大
半
が
谷
地
形
を
有
し
な
い

緩
斜
面
に
集
落
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
集
落
内
に
渓
流
が
乏
し
い
こ
と
を

意
味
し
管
路
等
の
導
水
手
段
に
頼
れ
な
い
当

時
と
し
て
は
相
当
の
不
便
に
甘
ん
じ
て
も
雪

崩
を
恐
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

集
落
内
の
谷
地
形
が
明
瞭
な
集
落
（
例
え

ば
大
島
）
は
雪
持
ち
林
が
上
部
に
遠
く
位
置

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
谷
地
形
が
雪
崩
を
誘
引
・
誘
導
す

る
こ
と
か
ら
そ
の
発
生
源
と
な
る
斜
面
の
樹

木
を
保
全
し
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

集
落
と
谷
と
の
境
に
は
ア
ワ
が
集
落
に
流

れ
込
ま
な
い
よ
う
に
石
垣
が
積
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
石
垣
は
上
平
細
島
、
平
田
向
、
平

上
梨
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

五
箇
山
の
雪
持
ち
林
の
意
義
と
し
て
人
家

の
近
く
に
見
事
な
樹
林
が
あ
る
こ
と
で
す
。

深
山
幽
谷
の
人
跡
ま
れ
な
原
生
林
で
は
な

く
長
い
歴
史
の
中
で
住
民
が
協
力
し
て
継
承

し
て
き
た
自
然
景
観
で
あ
り
緑
の
環
境
で
あ

り
大
径
木
で
あ
り
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

五
箇
山
は
保
安
林
率
が
高
く
林
業
が
盛
ん

と
は
言
い
難
く
素
材
生
産
業
と
し
て
の
林
業

の
歴
史
は
浅
い
も
の
で
す
。

日
本
森
林
学
会
が
提
唱
・
選
定
し
て
い
る

林
業
遺
産
が
あ
り
ま
す
が
、
富
山
県
に
は
ま

だ
あ
り
ま
せ
ん
。

林
業
遺
産
は
林
業
発
展
の
歴
史
を
示
す
景

観
、
施
設
、
跡
地
等
や
、
体
系
的
な
技
術
、

特
徴
的
な
道
具
類
、
古
文
書
等
の
資
料
群
で

あ
り
二
〇
一
九
年
度
ま
で
に
四
一
件
が
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

林
業
遺
産
は
生
業
と
し
て
の
産
業
遺
構
の

側
面
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

「
五
箇
山
の
雪
持
ち
林
」
を
人
間
が
自
然

雪持ち林内で保護を受けてきた栃の木の実

雪持ち林内で保護を受けてきた栃の木の実
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に
働
き
か
け
て
作
っ
て
き
た
遺
産
と
し
て

「
森
林
遺
産
」
と
し
て
と
ら
え
な
お
す
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す

最
後
に
五
箇
山
の
不
思
議
に
つ
い
て
で

す
。合

掌
造
り
と
塩
硝
（
焔
硝
）
製
造
と
雪
持

ち
林
が
五
箇
山
を
特
徴
づ
け
る
三
要
素
と
す

れ
ば
こ
れ
ら
の
成
立
が
偶
然
の
一
致
な
の

か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
整
合
し
て
説
明
で
き

る
仮
説
が
成
り
立
つ
の
か
を
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

日
本
で
は
黒
色
火
薬
の
原
料
と
な
る
塩
硝

（
焔
硝
）
生
産
法
と
し
て
五
箇
山
だ
け
が
培

養
法
と
呼
ば
れ
る
干
し
草
と
土
と
蚕
糞
を
床

下
の
穴
へ
交
互
に
入
れ
塩
硝
土
を
作
り
、
発

酵
さ
せ
て
抽
出
し
硝
酸
塩
を
取
り
出
す
方
法

を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
労
働
力
と

豊
富
な
山
草
と
薪
が
必
須
で
し
た
。

加
賀
藩
の
五
箇
山
支
配
は
、
天
正
一
三
年

（
一
五
八
五
）
か
ら
と
い
わ
れ
、
五
箇
山
で

は
そ
れ
以
前
か
ら
塩
硝
の
生
産
が
行
わ
れ
、

石
山
本
願
寺
防
衛
等
、
一
向
一
揆
側
へ
供
給

し
て
い
ま
し
た
。

加
賀
藩
の
塩
硝
は
関
係
文
献
が
残
っ
て
い

る
よ
う
に
五
箇
山
が
産
地
と
し
て
秘
匿
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
で
す
し
、
そ
も
そ
も
外
様

の
雄
藩
が
戦
略
物
資
た
る
火
薬
の
質
量
と
も

に
国
内
第
一
の
生
産
者
で
あ
る
こ
と
に
公
儀

の
隠
密
の
出
番
も
な
く
幕
府
は
あ
ま
り
疑
念

を
か
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

参
考
文
献

平
村
一
九
八
七
年
、「
雪
持
林
（
な
だ
れ
防
止
林
）
の

概
要
調
査
」『
越
中
五
箇
山
平
村
史
下
巻
』

平
村
一
九
八
五
年
、
越
中
五
箇
山
平
村
史
上
巻
』

上
平
村
一
九
八
二
年
、『
上
平
村
誌
』

利
賀
村
二
〇
〇
四
年
、『
利
賀
村
史
３
近
・
現
代
』

川
崎
市
立
日
本
民
家
園
、
二
〇
一
七
年
、『
日
本
民

家
園
叢
書
１
３　

合
掌
造
り
は
い
つ
建
て
ら
れ
た

か
ー
炭
素
１
４
に
よ
る
民
間
年
代
調
査
ー
』

桂
書
房
二
〇
〇
九
年
、『
合
掌
造
り
民
家
成
立
史
考
』

実
際
太
平
の
世
が
続
い
た
こ
と
で
玉
屋
・

鍵
屋
の
花
火
か
有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
し
か
火

薬
の
需
要
が
な
く
在
庫
処
理
に
苦
慮
す
る
加

賀
藩
へ
買
い
控
え
し
な
い
よ
う
嘆
願
書
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

五
箇
山
の
合
掌
造
り
は
元
禄
年
間
に
ほ

ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
概
ね

三
五
〇
年
前
に
な
り
ま
す
。
合
掌
造
り
以
前

は
掘
立
柱
で
自
立
し
た
合
掌
小
屋
造
り
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
合
掌
造
り
の
成
立
に
は

大
窪
大
工
が
大
き
く
関
わ
り
ま
し
た
。

大
窪
大
工
と
は
天
正
一
五
年（
一
五
八
七
）

加
賀
藩
祖
前
田
利
家
が
出
身
地
尾
張
か
ら
連

れ
て
き
た
大
工
集
団
で
、
五
箇
山
の
社
寺
や

合
掌
造
り
民
家
は
大
窪
大
工
が
棟
梁
と
な
り

造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

つ
ま
り
一
階
の
軸
部
は
大
窪
大
工
と
い
う

一
流
の
技
能
集
団
が
組
み
立
て
て
地
元
村
民

が
屋
根
の
小
屋
組
み
を
作
り
乗
せ
た
の
が
合

掌
造
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

成
立
順
で
は
、
雪
持
ち
林
、
塩
硝
、
合
掌

造
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
無
論
後
世

に
成
立
し
た
も
の
が
先
行
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

従
来
か
ら
五
箇
山
を
支
え
た
三
白
と
し

て
、「
塩
硝
」「
和
紙
」「
生
糸
」
を
数
え
て

き
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
に
「
雪
」
を
加
え
て
四
白
に
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

従
来
「
雪
」
と
い
え
ば
災
い
の
元
で
あ
り

厄
介
者
扱
い
で
し
た
。

し
か
し
、「
雪
」
は
五
箇
山
に
お
い
て
可

住
地
を
制
限
し
土
地
と
資
源
の
高
度
利
用
を

促
し
ま
し
た
。

雪
持
ち
林
に
よ
る
雪
崩
防
御
域
の
み
に
可

住
地
が
制
約
さ
れ
た
た
め
住
居
は
高
層
化
し

合
掌
小
屋
は
合
掌
造
り
と
な
り
、
床
下
か
ら

高
層
階
ま
で
高
度
利
用
化
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
塩
硝
製
造
に
み
ら
れ
る
労
働
力
の

集
約
化
と
階
層
化
を
図
り
当
時
と
し
て
は
莫

大
な
燃
料
（
薪
）
資
源
が
投
下
さ
れ
た
商
品

を
開
発
し
ま
し
た
。

つ
ま
り
「
雪
」
が
「
選
択
」
と
「
集
中
」
を

促
し
た
と
い
え
ま
す
。

加
賀
藩
支
配
が
苛
政
か
善
政
か
の
評
価
は
脇

に
置
い
て
こ
の
選
択
と
集
中
が
五
箇
山
を
形

作
っ
た
と
す
れ
ば
「
雪
持
ち
林
」
が
そ
の
要

因
と
い
う
仮
説
も
一
考
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

相倉の雪持ち林（手前は大島の雪持ち林）

44



45



　
　

王　
聞

深
町　
加
津
枝

五
箇
山
旧
平
村
の
雪
持
林
の
分
布
と
管
理

は
じ
め
に

富
山
県
五
箇
山
は
世
界
的
に
み
て
も
有
数

の
豪
雪
地
帯
に
位
置
し
、
急
峻
な
山
々
に

挟
ま
れ
た
庄
川
の
谷
間
に
あ
り
、
積
雪
は

最
深
時 

三
ｍ
～
四
ｍ
に
達
し
、
融
雪
時
期

は
五
月
下
旬
ご
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
風
土

に
よ
り
、
独
特
な
自
然
風
景
や
伝
統
文
化
が

生
ま
れ
た
一
方
で
、
五
箇
山
で
は
か
つ
て
か

ら
表
層
雪
崩
が
多
発
し
、
雪
崩
の
被
害
が

多
く
発
生
し
ま
し
た
１)

。
こ
の
地
域
で
は
、

一
九
三
一
年
～
一
九
九
〇
年
の
間
に
発
生
し

た
総
計
五
七
件
の
雪
崩
被
害
で
死
者
総
数

六
一
名
、
負
傷
者
一
六
一
名
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
し
た
２)

。
集
落
を
雪
崩
に
よ
る
災
害
か

ら
守
る
た
め
に
、地
域
住
民
が「
雪
持
林
」（
写

真
１
～
６
）と
い
う
な
だ
れ
防
止
林
を
設
け
、

江
戸
期
か
ら
代
々
に
わ
た
り
守
っ
て
き
ま
し

た
３)

。
雪
持
林
は
雪
崩
な
ど
の
山
地
災
害
の

防
止
や
水
源
の
涵
養
な
ど
と
い
っ
た
公
益
的

機
能
を
発
揮
し
４)

、
建
築
材
や
燃
料
資
源
と

し
て
も
利
用
さ
れ
３)

、
建
築
材
料
の
供
給
源

で
あ
る
茅
場
の
環
境
を
保
つ
上
で
も
重
要
な

存
在
で
あ
り
ま
す
５)

。
ま
た
、
世
界
遺
産
で

あ
る
相
倉・菅
沼
集
落
の
雪
持
林
の
一
部
は
、

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
い
て
指
定
さ
れ
た
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
５)

。

五
箇
山
の
雪
持
林
に
関
す
る
既
存
研

究
に
は
、
一
九
八
七
年
発
刊
の
「
雪
持

林
（
な
だ
れ
防
止
林
）
概
要
調
査
」（
以
下

「
一
九
八
七
年
概
要
調
査
」と
略
す
）が
あ
り
、

一
九
七
四
年
の
雪
持
林
の
分
布
を
記
録
し
て

い
ま
す
６)

。
五
箇
山
で
は
、
旧
平
村
以
外
の

村
で
の
雪
持
林
に
関
す
る
詳
細
調
査
の
実
施

例
が
な
い
た
め
、
既
存
資
料
は
存
在
し
ま
せ

ん
。
本
稿
は
、「
一
九
八
七
年
概
要
調
査
」・

二
〇
一
八
年
森
林
計
画
図
．
一
九
五
三

年
測
量
地
形
図
を
ベ
ー
ス
に
し
、
五
箇
山

旧
平
村
に
お
け
る
一
九
四
七
年
以
降
の
雪
持

林
の
分
布
お
よ
び
管
理
の
変
遷
を
把
握
す
る

こ
と
を
試
み
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
五
箇
山
旧
平
村
の
雪
持

林
を
、
①
雪
持
林
（
一
九
四
七
年
）
：

「
一
九
八
七
年
概
要
調
査
」
で
明
ら
か
に
さ

れ
た
一
九
四
七
年
時
点
の
雪
持
林
、
②
雪
持

林（
二
〇
一
八
年
）：
雪
持
林（
一
九
四
七
年
）

の
範
囲
内
に
位
置
し
、
二
〇
一
八
年
時
点
で

「
な
だ
れ
防
止
保
安
林
」
に
指
定
さ
れ
る
雪

持
林
、計
二
種
類
に
区
分
し
ま
し
た
。
ま
た
、

二
〇
一
八
年
時
点
で「
な
だ
れ
防
止
保
安
林
」

で
あ
る
範
囲
に
つ
い
て
は
、「
な
だ
れ
防
止

保
安
林
」（
二
〇
一
八
年
）と
表
記
し
ま
し
た
。

雪
持
林
の
分
布
と
そ
の
変
化

１
）
雪
持
林
（
一
九
四
七
年
）
の
分
布

雪
持
林
（
一
九
四
七
年
）
の
分
布
は
、

「
一
九
八
七
年
概
要
調
査
」
に
基
づ
く
範
囲

６)

を
図
１
に
示
し
て
い
ま
す
。
表
１
は
旧

平
村
に
お
け
る
雪
持
林
の
一
覧
に
な
り
ま

す
。
旧
平
村
に
属
す
る
二
二
集
落
の
う
ち
、

一
九
四
七
年
時
点
で
雪
持
林
が
あ
っ
た
集
落

は
、
上
梨
・
田
向
・
相
倉
・
見
座
・
下
梨
・

小
来
栖
・
梨
谷
・
大
島
・
篭
渡
・
東
中
江
・

下
出
・
入
谷
・
寿
川
・
大
崩
島
・
渡
原
・

杉
尾
・
祖
山
の
一
七
集
落
で
し
た
。
雪
持

林
（
一
九
四
七
年
）
の
総
面
積
は
三
五
七
．

一
七
ha
で
、集
落
ご
と
の
雪
持
林（
一
九
四
七

年
）
の
面
積
は
、
最
小
で
一
．
二
四
ha
、

最
大
七
七
．
八
五
ha
で
し
た
。
雪
持
林

（
一
九
四
七
年
）
の
標
高
に
つ
い
て
は
、
全

体
的
で
は
二
五
〇
ｍ
～
一
〇
三
九
ｍ
の
範
囲

に
あ
り
ま
す
が
、
約
三
〇
〇
ｍ
～
八
〇
〇
ｍ

に
多
く
分
布
し
ま
し
た
。

雪
持
林
（
一
九
四
七
年
）
は
、
主
に
庄
川

沿
岸
に
位
置
す
る
集
落
背
後
の
急
斜
面
に
分

布
し
て
い
る
が
、
梨
谷
の
雪
持
林
は
庄
川
の

支
流
で
あ
る
梨
谷
川
沿
い
に
あ
る
な
ど
、
各

集
落
の
雪
持
林
分
布
は
異
な
る
特
徴
が
あ
り

ま
し
た
。
一
集
落
に
つ
き
一
箇
所
の
雪
持
林

の
み
の
事
例
は
一
〇
集
落
で
あ
り
、
そ
の
他

の
七
集
落
で
は
複
数
箇
所
に
分
か
れ
て
あ
り

ま
し
た
。
雪
持
林
と
集
落
居
住
域
と
の
位
置

関
係
に
も
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
上
梨
で
は

標
高
三
一
〇
ｍ
～
一
〇
三
九
ｍ
、
大
島
は

三
二
〇
ｍ
～
一
〇
三
一
ｍ
の
範
囲
に
分
布
し

て
い
ま
す
。
他
の
集
落
と
比
べ
広
範
囲
で
高

い
標
高
に
雪
持
林
が
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、

雪
崩
発
生
リ
ス
ク
が
比
較
的
高
い
集
落
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
一
九
八
七
年
概
要
調
査
」
に
よ
る
と
、

集
落
に
近
い
山
林
は
雪
持
林
以
外
に
薪
炭
林

と
し
て
多
く
利
用
さ
れ
６)

、
一
九
四
〇
年
代

京
都
大
学
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前
後
に
は
戦
争
中
の
軍
需
物
資
と
し
て
大
量

の
木
材
が
必
要
と
な
り
、
森
林
は
大
量
に
伐

採
さ
れ
ま
し
た
７)

。
聞
き
取
り
調
査
の
結
果

か
ら
も
、
一
九
四
七
年
頃
の
旧
平
村
で
は
大

部
分
が
合
掌
造
り
民
家
で
あ
り
、
集
落
に
近

い
土
地
は
急
斜
面
で
も
畑
地
や
茅
場
、
薪
炭

林
に
細
分
化
し
て
利
用
さ
れ
、
雪
持
林
以
外

の
森
林
は
伐
採
地
や
若
齢
林
で
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
五
〇
年
代

以
降
の
合
掌
造
り
の
建
替
時
期
に
、
各
家
庭

は
自
分
の
集
落
が
有
す
る
雪
持
林
か
ら
大
木

（
ブ
ナ
や
ケ
ヤ
キ
、
ク
リ
）
を
一
本
伐
採
し
、

新
築
の
梁
な
ど
に
使
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

ま
し
た
６)

。
食
糧
不
足
の
時
代
で
は
、
ト
チ

ノ
キ
な
ど
の
種
子
は
重
要
な
食
料
と
し
て
地

域
住
民
の
生
活
を
維
持
し
８)

、
現
在
で
も
食

用
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

２
）「
な
だ
れ
防
止
保
安
林
」（
二
〇
一
八
年
）

の
分
布

二
〇
一
八
年
時
点
で
「
な
だ
れ
防
止
保
安

林
」
を
有
す
る
集
落
は
、上
梨・田
向・相
倉・

見
座
・
下
梨
・
中
畑
・
小
来
栖
・
梨
谷
・
大

島
・
篭
渡
・
東
中
江
・
高
草
嶺
・
下
出
・
入
谷
・

大
崩
島
・
渡
原
・
杉
尾
・
障
子
倉
・
祖
山
の

総
計
一
九
集
落
で
し
た
（
図
１
）。「
な
だ
れ

防
止
保
安
林
」（
二
〇
一
八
年
）
の
総
面
積

は
三
六
九
．
二
一
ha
で
、
集
落
ご
と
の
「
な

だ
れ
防
止
保
安
林
」
の
面
積
は
、最
小
で
〇
．

四
五
ha
、
最
大
七
四
．
八
九
ha
で
し
た
（
表

写真 1　相倉集落の雪持林内の天然林 (2020 年 8 月 10 日撮影 )写真 2　入谷集落の雪持林内の人工林 (2020 年 8 月 11 日撮影 )

写真 3　相倉集落の雪持林内にあるトチノキの大木 (2020 年 8 月
10 日撮影 )

写真 4　大島集落の雪持林内にあるブナの大木 (2020 年 11 月 1 日
撮影 )

写真 5　上梨集落とその背後の雪持林（2020 年 11 月 8 日撮影）写真 6　篭渡集落とその背後の雪持林（2020 年 11 月 6 日撮影）
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図 1 　旧平村における雪持林（1947 年）・「なだれ防止保安林」（2018 年）・雪持林（2018 年）の分布
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１
）。「
な
だ
れ
防
止
保
安
林
」（
二
〇
一
八
年
）
の
標
高
に

つ
い
て
み
る
と
、
全
体
的
で
は
二
一
五
ｍ
～
一
〇
三
九
ｍ
の

所
に
分
布
し
て
い
ま
し
た
（
表
１
）。

「
な
だ
れ
防
止
保
安
林
」（
二
〇
一
八
年
）
の
分
布
は
、
一

部
が
集
落
の
背
後
の
傾
斜
地
に
位
置
し
、雪
持
林（
一
九
四
七

年
）
の
分
布
状
況
と
重
複
し
ま
し
た
。
雪
持
林
（
一
九
四
七

年
）
の
標
高
の
分
布
と
比
較
す
る
と
、分
布
域
は
や
や
広
く
、

二
一
五
ｍ
～
二
五
〇
ｍ
の
標
高
の
低
い
箇
所
に
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
加
え
、
集
落
か
ら
離
れ
た
奥
山
や
、
庄
川
と
そ

の
支
流
沿
い
で
の
「
な
だ
れ
防
止
保
安
林
」
の
指
定
区
域
が

増
加
し
、
散
在
す
る
事
例
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

３
）
雪
持
林
（
二
〇
一
八
年
）
の
分
布

二
〇
一
八
年
時
点
で
雪
持
林
を
有
す
る
集
落
は
、
上
梨
・

田
向
・
相
倉
・
下
梨
・
小
来
栖
・
梨
谷
・
大
島
・
篭
渡
・
東

中
江
・
下
出
・
入
谷
・
大
崩
島
・
渡
原
・
杉
尾
・
祖
山
の

一
五
集
落
で
し
た
（
図
１
）。
雪
持
林
（
二
〇
一
八
年
）
の

総
面
積
は
一
二
三
．
二
一
ha
で
あ
り
、
集
落
ご
と
に
み
た
最

小
面
積
は
〇
．
一
七
ha
、最
大
は
二
四
．
九
三
a
で
し
た（
表

１
）。
雪
持
林
（
二
〇
一
八
年
）
の
標
高
は
、
全
体
的
で
は

二
八
〇
ｍ
～
一
〇
三
九
ｍ
の
範
囲
に
あ
り
、
主
に
三
〇
〇
ｍ

～
七
〇
〇
ｍ
の
範
囲
に
分
布
し
ま
し
た
（
表
１
）。
雪
持
林

（
二
〇
一
八
年
）
の
面
積
は
雪
持
林
（
一
九
四
七
年
）
の
約

三
分
の
一
と
な
り
、
分
布
す
る
標
高
の
範
囲
も
縮
小
し
ま
し

た
。雪

持
林
（
二
〇
一
八
年
）
は
、
主
に
集
落
背
後
の
急
斜
面

に
存
在
し
、雪
持
林
（
一
九
四
七
年
）
の
分
布
と
比
べ
る
と
、

居
住
地
付
近
（
標
高
二
五
〇
ｍ
～
二
八
〇
ｍ
）
の
雪
持
林
が

大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
上
梨
で
は
複
数
箇
所
の
雪
持
林
が

確
認
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
で
は
、
一
集
落
に
つ
き
一
箇
所

の
雪
持
林
が
分
布
す
る
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

雪
持
林
の
箇
所
数
や
面
積
が
減
少
し
た
要
因
と
し
て
は
、

戦
後
の
伐
採
に
よ
り
荒
廃
し
た
森
林
の
復
旧
や
高
度
経
済
成

長
期
に
お
け
る
木
材
需
要
の
増
大
な
ど
、
各
時
代
の
社
会
・

経
済
的
要
請
に
応
え
る
た
め
、
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
を
中
心
と
す

る
造
林
が
推
進
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
食

糧
が
不
足
し
た
時
代
に
は
、
地
域
住
民
の
生
活
を
維
持
す
る

た
め
に
集
落
付
近
の
雪
持
林
の
中
で
雪
崩
リ
ス
ク
が
低
い
雪

持
林
を
畑
に
し
ま
し
た
。

雪
持
林
の
管
理
形
態
と
そ
の
変
化

１
）
雪
持
林
（
二
〇
一
八
年
）
は
「
な
だ
れ
防
止
保
安
林
」

へ
の
指
定
経
緯

旧
平
村
に
お
け
る
雪
持
林
（
二
〇
一
八
年
）
の
森
林
法
・

保
安
林
制
度
９)

に
よ
る
「
な
だ
れ
防
止
保
安
林
」
に
指
定

さ
れ
た
年
を
表
１
に
示
し
て
い
ま
す
。
一
八
九
六
年
に
発
生

し
た
全
国
的
な
大
洪
水
は
旧
平
村
に
も
未
曾
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
一
八
九
八
年
に

は
、
上
梨
や
大
島
、
祖
山
な
ど
を
含
む
一
三
集
落
の
雪
持

林
（
二
〇
一
八
年
）
の
一
部
が
森
林
法
に
基
づ
く
保
安
林

（「
頽た

い
せ
つ雪
防
止
林
」）
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

森
林
法
の
改
正
に
伴
い
、
災
害
発
生
な
ど
と
の
関
係
で
、
旧

平
村
地
域
の
雪
持
林
（
二
〇
一
八
年
）
は
部
分
的
で
は
あ
る

が
、
徐
々
に
「
な
だ
れ
防
止
保
安
林
」
と
し
て
指
定
さ
れ
る

区
域
が
増
え
続
け
ま
し
た
。
一
九
〇
七
年
～
一
九
九
二
年
の

間
に
上
梨
や
相
倉
、
下
梨
、
梨
谷
な
ど
の
七
集
落
で
追
加
指

定
が
あ
り
ま
し
た
。

２
）
雪
持
林
（
二
〇
一
八
年
）
の
管
理
形
態

一
九
〇
七
年
旧
森
林
法
の
改
正
に
伴
い
森
林
組
合
制

表 1　旧平村における雪持林の一覧
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度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
10)

。
そ
の
後
、

一
九
五
一
年
で
の
現
行
森
林
法
の
制
定
に
よ

り
生
産
森
林
組
合
が
創
設
さ
れ
、
集
落
共
有

林
で
あ
っ
た
雪
持
林
（
二
〇
一
八
年
）
の
一

部
は
生
産
費
事
業
に
よ
る
補
助
金
制
度
を
利

用
し
た
管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

二
〇
一
八
年
に
お
い
て
、
雪
持
林

（
二
〇
一
八
年
）
を
有
す
る
一
五
集
落
で
は
、

公
有
林
、
私
有
林
お
よ
び
国
有
林
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
、
一
〇
集
落
で
は
生
産
森

林
組
合
が
所
有
管
理
す
る
公
有
林
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
生

産
森
林
組
合
の
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
き
、

二
〇
一
〇
年
以
降
、
旧
平
村
の
複
数
の
集
落

で
は
、「
な
だ
れ
防
止
保
安
林
」
の
管
理
に

使
え
る
補
助
金
が
利
用
で
き
な
い
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
公
共
施

設
の
安
全
確
保
の
た
め
（「
な
だ
れ
防
止
保

安
林
」
の
場
合
、
倒
木
や
落
石
が
下
方
に
存

在
す
る
施
設
に
被
害
を
も
た
ら
す
た
め
）、

「
な
だ
れ
防
止
保
安
林
」
の
下
に
防
止
柵
を

作
成
し
た
こ
と
に
よ
り
景
観
の
変
質（
田
向
）

や
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
よ
り
「
な
だ
れ
防
止

保
安
林
」
内
の
大
木
損
失
（
入
谷
）
に
よ
る

補
助
金
大
幅
減
少
が
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
田

向
、
入
谷
、
大
崩
島
と
杉
尾
の
四
集
落
で
は

二
〇
一
九
年
に
組
織
変
更
を
行
い
、
生
産
森

林
組
合
が
所
有
・
管
理
し
て
い
た
雪
持
林
を

認
可
地
縁
団
体
の
経
営
に
変
更
、
あ
る
い
は

変
更
予
定
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

お
わ
り
に

五
箇
山
旧
平
村
に
お
け
る
雪
持
林

（
一
九
四
七
年
）
は
、
表
層
雪
崩
の
恐
れ
が

あ
る
集
落
背
後
の
急
斜
面
に
分
布
し
ま
し

た
。
面
積
や
標
高
域
、
箇
所
数
は
、
各
集
落

の
立
地
に
応
じ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
時
期
の
五
箇
山
で
は
、
薪
炭
利
用
に
よ
っ

て
伐
採
が
繰
り
返
さ
れ
、
茅
場
な
ど
の
草
地

が
広
が
り
、
集
落
周
辺
に
は
雪
持
林
以
外
に

は
高
齢
の
広
葉
樹
林
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

一
八
九
七
年
森
林
法
が
制
定
さ
れ
た
以

降
、雪
持
林
（
一
九
四
七
年
）
の
一
部
が
「
な

だ
れ
防
止
保
安
林
」（
一
九
五
一
年
前
は「
頽

雪
防
止
林
」
と
い
う
名
称
）
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
一
九
五
一
年
の
森
林
法
の
改

正
以
降
に
な
る
と
、
道
路
建
設
や
タ
テ
ヤ
マ

ス
ギ
な
ど
の
人
工
林
の
増
加
に
伴
い
、
雪
持

林
（
一
九
四
七
年
）
以
外
に
位
置
す
る
針
葉

樹
林
を
対
象
に
し
た「
な
だ
れ
防
止
保
安
林
」

の
指
定
地
域
が
拡
大
し
ま
し
た
。雪
持
林
は
、

集
落
の
み
な
ら
ず
、
他
の
雪
崩
災
害
が
発
生

す
る
リ
ス
ク
が
高
い
場
所
や
公
共
事
業
に
よ

り
自
然
災
害
に
対
す
る
安
全
性
を
高
め
る
と

い
っ
た
、
広
い
範
囲
で
の
雪
崩
災
害
防
止
を

図
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

一
方
、
雪
持
林
（
一
九
四
七
年
）
の
中
に

は
「
な
だ
れ
防
止
保
安
林
」
に
指
定
さ
れ
な

か
っ
た
区
域
を
中
心
に
、
畑
地
や
人
工
林
に

変
化
し
た
森
林
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
特
に

法
的
な
担
保
が
な
い
天
然
林
は
、
食
糧
難
や

植
林
政
策
、
な
だ
れ
防
止
対
策
の
た
め
の
公

共
事
業
の
進
展
な
ど
社
会
・
経
済
の
変
化
に

影
響
を
受
け
て
土
地
利
用
や
林
種
が
変
化
し

や
す
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
森
林

保
全
や
林
業
の
持
続
的
な
経
営
を
推
進
す
る

た
め
の
対
策
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
代
々
受

け
継
が
れ
て
き
た
生
態
系
を
活
用
し
た
伝
統

知
識
と
し
て
の
再
認
識
、
今
後
に
向
け
た
活

用
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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福
井
県
里
山
里
海
湖
研
究
所　
　
　
　
　
　
　

宮
本　
康

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
・
東
京
大
学　
　
　

吉
田　
丈
人

福
井
県
三
方
五
湖
の
伝
統
知
・
地
域
知

は
じ
め
に

　
福
井
県
の
小
学
生
は
、
江
戸
時
代
に
三
方

五
湖
で
行
わ
れ
た
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
そ
れ
は
、
大
地
震
が
原
因
で
発

生
し
た
洪
水
か
ら
の
復
旧
工
事
で
す
。
寛
文

二
年
五
月
一
日
（
一
六
六
二
年
六
月
一
六

日
）、
近
畿
地
方
北
部
を
中
心
に
推
定
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
七
．
五
の
大
地
震「
寛
文
近
江・

若
狭
地
震
」
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の

地
殻
変
動
で
、
三
方
五
湖
の
東
岸
か
ら
東
へ

数
km
に
わ
た
り
、
地
盤
が
最
大
で
三
．
六
m

隆
起
し
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
流
出
河
川
の

ひ
と
つ
、
気
山
古
川
（
図
１
）
が
干
上
が
っ

た
た
め
、
上
流
側
の
湖
で
は
排
水
機
能
が
失

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
方

湖
・
水
月
湖
・
菅
湖
（
図
１
）
の
水
位
は
上

昇
を
続
け
、
湖
辺
の
村
々
が
次
々
と
水
没
、

最
終
的
に
一
三
七
軒
の
家
庭
が
非
難
生
活
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の

後
、難
工
事
の
末
に
人
工
水
路
の
浦
見
川（
図

１
）
が
完
成
し
、
湖
の
水
位
が
低
下
し
て
、

集
落
の
浸
水
も
治
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
過
程

で
湖
辺
の
浅
い
水
域
だ
っ
た
場
所
ま
で
陸
地

化
し
た
た
め
、
新
た
に
二
つ
の
村
が
誕
生
す

る
と
と
も
に
、
新
田
も
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
こ
の
地
を
治
め
て
い
た
小
浜
藩
は
寛

永
飢
饉
か
ら
の
復
興
途
上
に
あ
っ
た
た
め
、

新
田
の
増
加
は
復
興
を
支
え
る
藩
の
財
政
の

大
き
な
助
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
災
害
復
旧
の
顛
末
は
、
数
々
の
情
報

媒
体
（
古
文
書
や
石
碑
な
ど
）
を
通
じ
て

図 1　三方五湖の地図

図 2　元の流出河川（気山古川）でどんな魚種が漁獲されてい
たのかを記した江戸時代の古文書　寛永 19 年（1639）（宇波
西神社文書） 52



か
し
て
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
自
然
再
生
と
防
災
・

減
災
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
三
方
五
湖
の
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

恵
み
の
湖
・
癒
し
の
湖

　
三
方
五
湖
の
湖
岸
は
、
福
井
県
の
南
部
地
域
で
人

類
が
最
初
に
定
住
し
た
場
所
で
す
。
そ
れ
は
今
か
ら

約
一
三
七
〇
〇
年
前
、
最
終
氷
期
が
終
わ
り
に
近
づ

き
、
縄
文
時
代
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
頃
の
こ
と
。

こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ
人
々
に
と
っ
て
、
三
方
五
湖

の
豊
富
な
魚
介
類
は
、
資
源
と
し
て
と
て
も
魅
力
的

三
五
〇
年
以
上
を
経
た
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
、
歴
史
の

副
読
本
に
掲
載
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、

干
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
湖
岸
の
浅
場
や
元
の
流
出
河
川

な
ど
が
、
実
は
多
種
多
様
な
魚
介
類
の
棲
み
処
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
漁
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
史
実
は

（
図
２
）、
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
す
が
、
先
人
た
ち
が
自
然
の
恵
み
を
い
か

に
享
受
し
て
き
た
の
か
を
伝
え
る
史
料
は
数
多
く
存
在

し
、
そ
の
知
恵
や
技
術
の
一
部
は
現
代
に
も
活
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
章
で
は
、
こ
う
し
た
自
然
の
恵
み
と
災

い
に
向
き
合
う
地
域
の
知
恵
や
技
術
と
、
こ
れ
ら
を
活

写真 1　三方五湖の畔で発掘された最古（約 13,700 年前）の土器（上、福井県
立若狭歴史博物館蔵）と湖で漁獲されたコイ（下）

写真 2　三方五湖　複雑な地形に囲まれた汽水湖沼群（下側が北）
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だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
事
実
、
こ
の
地
に

人
が
住
み
始
め
た
頃
に
は
、
土
器
を
用
い
た

フ
ナ
や
コ
イ
の
煮
炊
き
料
理
が
既
に
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
後
の
九
〇
〇
〇
年
間
、
湖
辺

の
集
落
が
終
焉
を
迎
え
る
ま
で
煮
炊
き
料
理

は
受
け
継
が
れ
ま
し
た
（
写
真
１
）。
こ
の

こ
と
は
、
発
掘
さ
れ
た
土
器
片
に
付
着
し
た

リ
ン
脂
質
の
成
分
を
調
べ
る
こ
と
で
判
明
し

ま
し
た
。そ
の
後
、ず
い
ぶ
ん
と
時
間
が
下
っ

て
江
戸
時
代
、
三
方
五
湖
産
の
ウ
ナ
ギ
が
京

都
で
最
高
級
の
評
価
を
獲
得
、
関
係
者
に
大

き
な
富
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
、
当
時
の
本

草
学
の
書
物
、
そ
し
て
京
都
ま
で
生
き
た
ウ

ナ
ギ
を
運
ん
だ
先
人
の
自
伝
か
ら
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
昭
和
時
代
に
は
、
シ
ジ
ミ
漁

の
収
益
で
豪
邸
が
建
ち
、
フ
ナ
や
コ
イ
を

狙
っ
た
地
引
網
漁
や
ボ
ラ
の
追
込
み
漁
も
地

域
に
大
き
な
富
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
、
年

配
の
漁
師
さ
ん
は
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
て
地
域
の
歴
史
を
整
理
す
る
と
、
一
万

年
以
上
の
長
き
に
渡
り
、
先
人
た
ち
が
豊
か

な
湖
の
恵
み
を
享
受
し
続
け
て
き
た
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　
三
方
五
湖
の
自
然
の
豊
か
さ
は
、
塩
分
環

境
の
多
様
さ
を
反
映
し
た
も
の
で
す
。
そ
の

面
積
は
琵
琶
湖
の
わ
ず
か
六
〇
分
の
一
に
す

ぎ
ま
せ
ん
が
、こ
の
限
ら
れ
た
面
積
の
中
に
、

ほ
ぼ
淡
水
か
ら
海
水
レ
ベ
ル
ま
で
の
幅
広
い

塩
分
環
境
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
め
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
こ
う
な
る
の
か
。
そ
れ
は
、
複
雑

当
時
の
居
住
地
を
飲
み
込
み
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
人
々
は
災
害
前
の
約
八
〇
〇
〇
年
間

に
わ
た
り
住
み
続
け
た
場
所
を
去
り
、
傾
斜

が
穏
や
か
な
場
所
へ
の
移
住
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
時
代
が
下
り
、
文
書
記
録
が
残

る
中
世
以
降
も
、
災
害
の
記
録
が
絶
え
ま
せ

ん
。
後
に
「
卯
年
の
洪
水
」
と
呼
ば
れ
た
享

保
二
〇
年
六
月
（
一
七
三
五
年
七
月
）
に
発

生
し
た
大
洪
水
で
は
、
多
く
の
家
々
や
寺
が

壊
れ
て
流
出
す
る
と
と
も
に
、
人
馬
が
濁
流

に
飲
み
込
ま
れ
た
と
い
う
、
生
々
し
い
記
録

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
洪
水

に
備
え
て
掘
ら
れ
た
嵯
峨
隧
道
（
図
１
）
ま

で
も
が
崩
落
し
、
そ
の
後
の
数
十
年
間
、
こ

の
隧
道
が
再
建
さ
れ
る
ま
で
、
少
な
い
雨
で

写真 3　豪雨時に湖岸の急斜面で発生した土砂崩れ（2013 年 9 月）

な
地
形
が
所
々
で
淡
水
と
海
水
の
流
入
を
遮

る
か
ら
で
す
。
リ
ア
ス
海
岸
に
で
き
た
五
つ

の
汽
水
湖
沼
群
、
そ
れ
が
三
方
五
湖
な
の
で

す
（
写
真
２
）。

　
三
方
五
湖
の
複
雑
な
地
形
は
人
の
心
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
起
伏
に
富
ん
だ
地

形
は
絶
景
と
し
て
人
々
の
目
に
映
り
、
長
く

愛
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和

時
代
に
は
名
勝
に
指
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、

国
定
公
園
の
一
部
に
な
り
ま
し
た
。
万
葉
集

に
は
三
方
五
湖
の
美
し
い
景
観
を
詠
ん
だ
、

こ
ん
な
詩
が
あ
り
ま
す
。「
若
狭
な
る
三
方

の
海
の
浜
清
み
い
往
き
還
ら
ひ
見
れ
ど
飽
か

ぬ
か
も
」
長
き
に
わ
た
り
、
三
方
五
湖
の
自

然
は
人
々
に
食
を
与
え
、
富
を
与
え
、
そ
し

て
癒
し
を
与
え
て
き
た
の
で
す
。

災
害
多
発
地
帯

　
起
伏
に
富
む
地
形
は
良
い
こ
と
ば
か
り
を

も
た
ら
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
が

発
生
し
や
す
い
と
い
う
悩
ま
し
い
側
面
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
三
方
五
湖
周
辺
の
複

雑
な
地
形
は
、
断
層
が
動
き
、
大
き
な
地
震

が
起
き
る
た
び
に
創
り
出
さ
れ
て
き
ま
し

た
。冒
頭
で
紹
介
し
た
江
戸
時
代
の
水
害
も
、

断
層
の
活
動
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
起
伏
に
富
む
地
形
は
、
そ
れ
自
体
が

災
害
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
縄
文
時
代
の
前

期
（
約
五
八
〇
〇
年
前
）
に
は
、
豪
雨
が
原

因
と
考
え
ら
れ
る
土
砂
崩
れ
（
写
真
３
）
が

も
浸
水
災
害
が
起
き
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。
近
年
、
洪
水
に
よ
る
財

産
の
損
失
と
人
命
の
犠
牲
は
、
科
学
技
術
の

発
展
で
ず
い
ぶ
ん
と
軽
減
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
完
全
に
防
ぐ
ま
で
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
三
～
五
年
に
一
度
の
頻
度
で
洪
水

が
発
生
し
浸
水
被
害
が
起
こ
る
、
と
い
う
の

が
こ
の
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
認
識
で
す
。

生
き
抜
く
た
め
の
知
恵
と
技
術

　
し
か
し
、
人
々
は
自
然
の
猛
威
に
無
抵
抗

だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
の
被

害
を
受
け
に
く
い
場
所
を
見
つ
け
、
そ
こ
に

移
住
す
る
こ
と
で
身
の
安
全
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
集
落
が
土
砂
崩
れ
に
飲
み
込
ま
れ
た

後
、
傾
斜
の
緩
や
か
な
場
所
に
移
住
し
た
縄

文
人
た
ち
の
対
応
が
そ
の
一
例
で
す
。
先
人

た
ち
が
災
害
に
備
え
対
応
し
て
い
た
例
は
他

に
も
あ
り
ま
す
。
菅
湖
（
図
１
）
の
畔
で

は
、
三
方
五
湖
の
水
位
が
今
よ
り
も
高
か
っ

た
江
戸
時
代
の
初
期
に
は
、
現
在
よ
り
三
m

以
上
も
高
い
位
置
に
居
住
地
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
当
時
の
湖
の
水
位
と
集
落
の
位
置

が
、
三
〇
〇
年
以
上
を
経
た
今
日
ま
で
口
伝

で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
こ
の

よ
う
に
、
先
人
た
ち
が
災
害
を
避
け
生
き
残

る
た
め
の
知
恵
を
長
年
に
わ
た
り
積
み
上
げ

て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
今
日
に
洪
水
が
発
生

し
て
も
、
居
住
地
が
浸
水
被
害
を
受
け
る
こ

と
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
す（
図
４
）。一
方
、
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洪
水
の
時
に
浸
水
す
る
場
所
の
多
く
は
、
水

田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
（
図
４
）。

浸
水
し
や
す
い
低
地
に
あ
り
湖
と
の
つ
な
が

り
が
あ
る
水
田
や
水
路
は
、
フ
ナ
や
コ
イ
な

ど
の
魚
類
や
多
く
の
水
生
生
物
に
と
っ
て
重

要
な
生
息
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
人
た
ち
の
知
恵
は
、
災
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災

害
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
極
端
な
自
然
現
象

を
生
活
に
活
か
そ
う
と
す
る
、
し
た
た
か
な

知
恵
と
技
術
も
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
大
雨
に
よ
り
洪
水
が
発
生
す
る
と
、
大

量
の
土
砂
が
川
の
上
流
か
ら
湖
へ
と
運
ば
れ

ま
す
（
写
真
４
）。
こ
の
土
砂
を
、
湖
辺
で

の
田
地
拡
大
に
利
用
し
新
田
開
発
を
進
め
る

知
恵
と
技
術
が
、
遅
く
と
も
今
か
ら
三
〇
〇

年
ほ
ど
前
（
江
戸
時
代
中
期
）
に
は
存
在
し

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
減
反
政
策
が
始
ま

る
昭
和
時
代
の
中
頃
ま
で
、
こ
の
知
恵
と
技

術
は
農
業
者
の
間
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
の

で
す
。
平
成
時
代
に
入
る
と
、
こ
の
知
恵
と

技
術
は
漁
業
者
に
よ
っ
て
シ
ジ
ミ
漁
場
と
な

る
砂
浜
の
再
生
に
応
用
さ
れ
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ

ミ
を
増
や
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

伝
統
知
・
地
域
知
の
活
用
の
場
：
三
方
五
湖

自
然
再
生
協
議
会

　
自
然
の
恵
み
と
災
い
に
向
き
合
う
地
域
の

知
恵
や
技
術
は
、
伝
統
知
や
地
域
知
と
い
う

か
た
ち
で
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
こ
う
し
た
伝

統
知
・
地
域
知
の
価
値
が
見
直
さ
れ
、
自
然

再
生
や
災
害
対
応
の
実
践
で
活
用
さ
れ
る
よ

図 3　口伝で伝えられる江戸時代初期の水位、および、現在の水位（菅湖）

図 4　浸水災害を避ける集落の立地（2013 年 9 月の洪水発生時）
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う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
三
方
五
湖
で
も
、

自
然
再
生
協
議
会
が
伝
統
知
・
地
域
知
を
活

用
し
た
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
三
方
五
湖
自
然
再
生
協
議
会
は
、
三
方
五

湖
と
そ
の
周
辺
地
域
で
自
然
再
生
を
実
施
す

る
た
め
の
推
進
母
体
と
し
て
、
二
〇
一
一
年

五
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。「
湖
と
里
を
と

り
ま
く
自
然
と
人
の
つ
な
が
り
の
再
生
」
を

目
標
に
掲
げ
、
六
つ
の
部
会
が
自
然
再
生
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
部
会
活

動
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
知
・
地
域
知

が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
湖
の

近
く
に
あ
り
洪
水
の
時
に
浸
水
し
や
す
い
水

田
や
水
路
が
、
フ
ナ
や
コ
イ
な
ど
の
魚
類
の

産
卵
や
仔
魚
の
生
育
に
重
要
な
場
所
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
知
識
は
、
水
田
で
耕
作
す
る

農
業
者
だ
け
で
な
く
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
者
の
間
で
、
世
代
を
超
え
て
広
く
共
有
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
伝
統
知
・
地
域
知
は
、

水
田
と
水
路
を
つ
な
ぐ
水
田
魚
道
の
設
置
と

そ
の
管
理
、
シ
ュ
ロ
を
使
っ
た
水
路
で
の
採

卵
と
水
田
で
の
仔
魚
育
成
な
ど
の
形
で
、
魚

類
の
繁
殖
や
生
育
を
再
生
す
る
取
組
み
に
活

か
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
５
）。

　
ま
た
、
ヨ
シ
な
ど
の
水
生
植
物
が
繁
茂
す

る
湖
岸
は
、
魚
介
類
の
棲
み
処
や
ゆ
り
か
ご

で
あ
る
と
同
時
に
、
陸
地
の
浸
食
や
高
潮
に

よ
る
浸
水
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
て
く
れ
る
自 図 5　産卵のために用水路へ遡上したコイ（上）と採卵用のシュロへ産卵するコイ（下）

写真 4　洪水発生時（2017 年 10 月）に河川が湖に運んだ土砂。こうした
土砂が湖辺の新田開発に用いられた

然
の
護
岸
で
も
あ
り
ま
す
（
写
真
５
）。
三

方
五
湖
自
然
再
生
協
議
会
で
は
、
こ
の
「
自

然
護
岸
」
の
再
生
に
取
り
組
む
自
然
護
岸
再

生
部
会
が
設
け
ら
れ
、
二
〇
一
六
年
よ
り
自

然
護
岸
を
再
生
す
る
た
め
の
検
討
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
三
方
五
湖
で
は
江
戸
時
代
よ
り

干
拓
と
埋
立
て
に
よ
っ
て
湖
岸
の
多
く
が
陸

地
化
さ
れ
、
昭
和
時
代
の
後
期
に
は
、
わ
ず

か
に
残
っ
た
自
然
の
湖
岸
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト

護
岸
に
置
き
換
え
ら
れ
ま
し
た
。
自
然
護
岸

を
再
生
す
る
た
め
に
は
、
湖
岸
の
本
来
の
姿

を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
三
方
五
湖
で

は
そ
の
た
め
の
科
学
的
知
見
が
非
常
に
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
か
つ
て
の
湖
岸

の
姿
を
知
る
た
め
の
聞
取
り
調
査
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
三
方
五
湖
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
護
岸
が
導
入
さ
れ
る
よ
り
前
と
な
る

一
九
七
五
年
以
前
の
湖
岸
の
風
景
と
往
時

の
生
物
相
を
知
る
漁
業
者
と
湖
岸
に
出
か

け
、
現
地
を
見
な
が
ら
聞
取
り
を
行
い
ま
し

た
（
写
真
６
）。
こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
い

て
、
今
後
行
う
自
然
護
岸
の
再
生
方
針
に

関
す
る
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果

は
「
久
々
子
湖
、
水
月
湖
、
菅
湖
、
三
方
湖

お
よ
び
は
す
川
等
の
自
然
護
岸
再
生
の
手
引

き
」（
以
下
、手
引
き
書
）と
し
て
整
理
さ
れ
、

二
〇
二
〇
年
三
月
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
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伝
統
知
・
地
域
知
を
活
用
し
た
自
然
護
岸
の

再
生

　
手
引
き
書
を
踏
ま
え
た
自
然
護
岸
の
再
生

が
二
〇
二
〇
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
新
田
を

開
発
す
る
に
あ
た
り
、
洪
水
時
に
湖
へ
流
下

し
た
土
砂
を
活
用
す
る
伝
統
知
・
地
域
知
を

先
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
自
然
護
岸

の
再
生
に
応
用
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
の
河
川

で
は
、
上
流
部
に
は
砂
防
堰
堤
が
築
か
れ
、

土
砂
が
溜
ま
り
や
す
い
中
～
下
流
域
で
は
定

期
的
な
土
砂
の
浚
渫
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

（
写
真
７
）。
そ
の
結
果
、
土
砂
が
湖
に
流
下

す
る
機
会
が
著
し
く
減
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
一
方
、
浚
渫
さ
れ
た
土
砂
の
処
分

が
（
写
真
７
下
）、
河
川
管
理
者
に
と
っ
て

少
な
か
ら
ぬ
負
担
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
流
入
河
川
で
浚
渫
さ
れ
た
土
砂
を
、

本
来
で
あ
れ
ば
流
入
す
る
は
ず
の
湖
に
お
い

て
自
然
護
岸
再
生
の
資
材
に
利
用
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
防
災
・

減
災（
河
道
浚
渫
と
湖
で
の
自
然
護
岸
再
生
）

と
自
然
再
生
（
自
然
護
岸
再
生
に
よ
る
生
息

場
所
の
再
生
）の
両
立
を
目
指
し
た
の
で
す
。

こ
の
方
針
に
従
い
、
二
〇
二
〇
～
二
〇
二
一

年
度
に
は
、
三
方
五
湖
内
の
三
か
所
で
自
然

護
岸
が
再
生
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
に
最
も
近
い
久
々
子
湖
は
（
図
１
）、

も
と
も
と
砂
浜
が
多
い
湖
で
し
た
。
こ
の
湖

の
漁
業
者
の
間
に
は
「
河
川
が
湖
に
運
ん
だ

土
砂
は
冬
の
北
風
で
拡
が
っ
て
砂
浜
に
な

る
」
と
い
う
口
伝
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
知
識

を
応
用
し
た
自
然
護
岸
再
生
の
試
み
が
久
々

子
湖
で
始
ま
り
ま
し
た
。
季
節
風
が
強
く
吹

く
冬
が
始
ま
る
頃
、
風
下
に
あ
た
る
湖
の
南

岸
（
か
つ
て
砂
浜
が
広
が
っ
て
い
た
場
所
）

の
一
ヶ
所
に
、
流
入
河
川
で
浚
渫
し
た
土
砂

を
搬
入
し
、
そ
の
後
は
、
風
ま
か
せ
・
波
ま

か
せ
で
砂
浜
を
拡
げ
ま
し
た
（
図
６
）。
こ

の
よ
う
な
、
自
然
の
力
を
頼
り
に
自
然
再
生

を
進
め
る
方
法
は
「
自
然
を
活
か
し
た
工

法
：Building with nature

」
と
呼
ば
れ
、

オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
巨
大
養
浜
事
業
に
前
例

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
法
で
は
、
砂
浜
を
整

地
す
る
際
に
工
事
車
両
を
使
わ
ず
、
代
わ
り

に
風
や
波
と
い
っ
た
自
然
の
力
を
利
用
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
事
業
に
係
る
出
費
を
抑
制

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
二
酸
化
炭
素
排
出
の

抑
制
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。
こ
う
し
て
自

然
の
力
を
借
り
て
再
生
し
た
砂
浜
で
は
、
砂

浜
に
な
ら
な
か
っ
た
場
所
に
比
べ
て
、
手
引

き
書
で
保
全
・
再
生
の
対
象
と
し
た
ゴ
カ
イ

の
仲
間
や
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
な
ど
の
生
物
の
密

度
が
、
著
し
く
増
え
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
伝
統
知
・
地
域
知
を

写真 6　かつての湖岸の姿を知るための聞取り調査（提供：関岡裕
明）

写真 7　流入河川の上流部に築かれた砂防堰堤（上）と下流部で浚渫された土
砂（下）

写真 5　ヨシが繁茂する湖岸
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踏
ま
え
た
自
然
護
岸
の
再
生
活
動
は
、
今
、

三
方
五
湖
地
域
で
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま

す
。

地
域
文
化
の
継
承
と
課
題

　
三
方
五
湖
地
域
で
は
、
昭
和
時
代
の
中
頃

写真 9　現代風にアレンジされた湖魚料理

写真 8　神事で奉納される三方五湖で捕れたフナ（提供：関岡裕明）

ま
で
漁
業
を
中
心
と
し
た
生
活
が
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。
湖
で
獲
れ
た
魚
介
類
は
生

活
の
糧
に
用
い
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
祭
礼

に
も
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
神
社
で

は
、
中
世
か
ら
伝
わ
る
五
穀
豊
穣
祈
願
の
神

事
の
中
で
、
湖
で
漁
獲
さ
れ
た
フ
ナ
が
神
饌

と
し
て
、
定
め
ら
れ
た
作
法
で
奉
納
さ
れ
て

き
ま
し
た
（
写
真
８
）。
ま
た
、
他
の
神
社

で
は
湖
で
獲
れ
た
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
が
供
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長

期
が
訪
れ
る
と
と
も
に
漁
業
離
れ
が
進
み
、

近
年
で
は
漁
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足

が
進
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
神
事

の
作
法
が
簡
素
化
さ
れ
た
ほ
か
、
湖
魚
料
理

を
食
べ
る
機
会
も
著
し
く
減
り
ま
し
た
。今
、

長
き
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
湖
の
漁

業
と
、
そ
れ
に
根
差
し
た
地
域
文
化
の
継
承

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
福
井
県
と
三
方

五
湖
が
立
地
す
る
若
狭
町
・
美
浜
町
は
、
湖

の
伝
統
漁
法
と
そ
れ
に
根
差
し
た
地
域
文
化

を
継
承
し
て
い
く
た
め
の
新
た
な
取
組
み
を

開
始
し
、
二
〇
一
九
年
二
月
に
「
三
方
五
湖

の
汽
水
湖
沼
群
漁
業
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
日

本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
認

定
に
あ
た
っ
て
は
、
塩
分
濃
度
が
異
な
る
五

つ
の
湖
で
、
四
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ

獲
り
す
ぎ
な
い
伝
統
漁
法
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
漁

獲
量
や
漁
期
の
申
合
せ
・
相
互
監
視
な
ど
に

よ
っ
て
生
物
多
様
性
の
保
全
が
図
ら
れ
て
い

る
点
や
、
湖
辺
の
集
落
に
点
在
す
る
神
社
や

図 6　自然の力を利用して再生した砂浜（白線内に囲まれた部分）
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ベ
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環
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・
自
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資
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・
資
源
利

用
に
つ
い
てver1

・
福
井
県
里
山
里
海
湖
研
究
所
、

福
井

M
iyam
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, Yoshida T 

　

二
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二
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m
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ethods in cadastrally squeezed 

coasts in a brackish lagoon. Ecological 
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宮
本
康
・
西
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正
男
・
関
岡
裕
明
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人

二
〇
二
二
年
、「
福
井
県
三
方
五
湖
に
お
け
る
自
然

護
岸
の
再
生
：
手
引
き
書
の
作
成
と
実
践
」『
保
全

生
態
学
研
究 27

』107–118.

祭
礼
が
地
域
の
絆
を
生
み
、
漁
業
を
中
心
に

地
域
的
な
ま
と
ま
り
を
形
成
し
て
い
る
点
な

ど
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う

し
た
情
報
を
今
に
伝
え
て
く
れ
る
伝
統
知
・

地
域
知
が
し
っ
か
り
と
地
域
に
保
全
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の

認
定
を
主
導
し
た
三
方
五
湖
世
界
農
業
遺
産

推
進
協
議
会
を
中
心
と
し
て
、
伝
統
漁
法
を

継
承
す
る
た
め
の
技
術
講
習
会
や
、
湖
魚
料

理
の
啓
発
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
写

真
９
）。
こ
う
し
た
生
活
の
中
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
地
域
文
化
の
継
承
は
、
三
方
五
湖

自
然
再
生
協
議
会
の
全
体
構
想
に
も
位
置
付

け
ら
れ
た
目
標
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
自

然
再
生
協
議
会
や
農
業
遺
産
の
取
組
み
に
よ

り
、
三
方
五
湖
の
伝
統
知
・
地
域
知
が
次
の

世
代
に
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
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滋
賀
県
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健
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県
立
大
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田
原　
大
輔

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所　
　

吉
田　
丈
人

滋
賀
県
河
川
と
福
井
県
北
川
の

　
　
　
霞
堤
と
霞
堤
遊
水
地

霞
堤
は
、
堤
防
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
不

連
続
な
場
所
を
残
し
つ
つ
、
堤
防
を
二
重
・

三
重
に
築
く
河
川
工
法
で
、
日
本
で
古
く
か

ら
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
重
な
っ
た
堤
防
に
挟

ま
れ
た
土
地
（
霞
堤
遊
水
地
）
に
洪
水
を
穏

や
か
に
遊
水
さ
せ
る
こ
と
で
、
河
川
に
洪
水

が
集
中
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。ま
た
、

川
と
周
囲
の
水
田
な
ど
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
霞
堤
遊
水
地
は
、
川
と
水
田

の
水
路
を
行
き
来
す
る
生
き
物
で
賑
わ
い
ま

す
。
大
洪
水
の
と
き
は
、
河
川
の
激
流
を
避

け
た
魚
た
ち
が
霞
堤
遊
水
地
を
避
難
場
所
に

使
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
霞
堤
は
、
生
態
系

の
し
く
み
を
活
か
し
た
伝
統
的
な
防
災
減
災

イ
ン
フ
ラ
の
ひ
と
つ
で
す
。

霞
堤
と
は

霞
堤
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
河
川
工
法
の

ひ
と
つ
で
、
そ
の
起
源
や
定
義
に
は
諸
説
が

あ
り
ま
す
（
戦
国
武
将
武
田
信
玄
が
考
案
し

た
と
も
言
わ
れ
る
）。
こ
こ
で
は
、
図
１
の

よ
う
に
不
連
続
な
部
分
が
あ
る
多
重
の
堤
防

シ
ス
テ
ム
を
「
霞
堤
」
と
し
、
多
重
の
堤
防

で
挟
ま
れ
た
土
地
を
「
霞
堤
遊
水
地
」
と
呼

び
ま
す
。
霞
堤
は
、
国
が
管
理
す
る
一
〇
九

の
一
級
水
系
の
う
ち
五
四
水
系
で
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
初
期
ま
で
は
、
霞
堤
が
新

し
く
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
都
道
府
県
が

管
理
す
る
中
小
河
川
も
加
え
る
と
、
霞
堤

は
、
現
在
も
数
多
く
存
在
し
て
い
る
と
言
え

ま
す
。

大
熊
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
れ
ば
、
霞
堤
の

機
能
は
お
お
む
ね
、
①
氾
濫
流
・
内
水
排
除

機
能
（
河
川
か
ら
溢
れ
た
洪
水
を
河
川
に
戻

し
た
り
、
周
辺
水
路
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
洪

水
を
河
川
に
流
し
た
り
す
る
機
能
）、
②
貯

留
機
能
（
河
川
の
洪
水
を
一
時
的
に
貯
め
る

機
能
）
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
一
般
的
に
は
、

急
勾
配
の
扇
状
地
を
流
れ
る
河
川
で
は
①
氾

濫
流
・
内
水
排
除
機
能
が
大
き
く
、
緩
勾
配

の
平
地
を
流
れ
る
河
川
で
は
②
貯
留
機
能
が

大
き
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、図
２
の
よ
う
に
、

霞
堤
遊
水
地
に
は
、
周
辺
か
ら
集
ま
る
洪
水

を
排
水
す
る
た
め
、小
河
川
（
ま
た
は
水
路
）

が
流
れ
本
川
に
接
続
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

一
般
的
な
遊
水
地
と
異
な
る
特
徴
と
し

て
、
遊
水
地
の
最
下
流
部
と
最
上
流
部
に
堤

防
が
な
い
こ
と
（
無
堤
で
あ
る
こ
と
）
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
控
堤
自
体
は
河
川
区

タ
イ
プ

A
(控堤の重複あり)

B
(控堤の重複なし)

D
(⽀川流⼊)

E
(⽀川合流部無堤)

概
念
図

摘
要 霞堤の形態として分類される

⽀川合流点処理の
ため無堤部(本来の
霞堤ではない事例
が多い)

概
念
図

C
(控堤はなく⼭付き堤)

控堤

本堤

控堤
本堤 本堤 本川堤

本川堤
無堤部

⽔路 ⽔路 ⽔路 ⽔路 ⽀川堤
(控堤の

役割)

⼭(がけ)など ⽀川

開⼝部には、⽔路
のあるものとない
ものがある

開⼝部には、⽔路
のあるものとない
ものがある

開⼝部には、⽔路
のあるものとない
ものがある

下流側本堤と連結す
る⽀川堤防のみある

本川
本川

図2  霞堤の分類（浜⼝ほか 1987）。堤防の不連続部分から⼩河川や⽔路が本川に流れ込む。作画：泉野珠穂

図 1　霞堤とその防災減災の機能

図 2 　霞堤の分類（浜口ほか 1987）堤防の不連続部分から小河川や水路が本川に流れ込む（作画：泉野珠穂）
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域
に
指
定
さ
れ
て
い
て
改
変
が
規
制
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
遊
水
地
の
場
所
は
民
有
地
で
あ

る
こ
と
が
多
く
、
堤
内
遊
水
地
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
霞
堤
遊
水
地
は
、
上
流
部
も
無
堤
の

た
め
、
こ
こ
か
ら
溢
水
し
て
も
、
氾
濫
は
広

が
る
も
の
の
決
壊
の
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

河
川
の
水
位
が
上
昇
す
る
と
、
霞
堤
遊
水
地

は
下
流
側
か
ら
緩
や
か
に
冠
水
し
ま
す
。
た

と
え
霞
堤
遊
水
地
が
満
水
に
な
っ
て
も
、
溢

水
箇
所
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

避
難
判
断
な
ど
の
危
機
管
理
が
し
や
す
い
の

で
す
。堤
防
が
決
壊
す
る
こ
と
に
比
べ
る
と
、

氾
濫
流
の
破
壊
力
も
弱
い
で
す
。
こ
の
よ
う

に
、
霞
堤
は
、
河
川
か
ら
洪
水
が
溢
れ
る
場

合
の
対
策
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
災
減
災
の
機
能

北
川
は
、
流
域
面
積
二
一
〇
．
二
km 2

、
流

路
延
長
三
〇
．
三
km
の
河
川
で
、
源
流
を
滋

賀
県
高
島
市
に
持
ち
福
井
県
小
浜
市
か
ら
日

本
海
に
注
ぎ
こ
み
ま
す
。
中
下
流
部
の
氾
濫

平
野
に
一
一
の
霞
堤
が
連
続
し
て
い
ま
す

(

河
床
勾
配
が
一
╱
七
五
〇
～
一
╱
三
九
〇

の
区
間
、
図
３)

。
た
だ
、
氾
濫
平
野
は
狭

く
両
側
に
山
が
せ
ま
り
谷
底
平
野
の
様
相
を

呈
し
て
い
ま
す
。
浜
口
ら
の
分
類(

図
２)

で
は
、
支
川
合
流
部
に
形
成
さ
れ
た
タ
イ
プ

Ｅ
の
霞
堤
が
多
い
で
す
。
一
方
、安
曇
川
は
、

流
域
面
積
（
幹
川
流
域
面
積
）
三
〇
〇
．
〇

位
を
低
下
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、
霞
堤
が
あ
る
現
状
の
方
が
、
内

外
水
位
差
（
本
川
と
遊
水
地
の
水
位
差
）
が

小
さ
い
で
す
。
内
外
水
位
差
が
小
さ
い
と
、

堤
防
を
そ
の
両
側
か
ら
水
が
支
え
る
こ
と
に

な
る
ほ
か
、
堤
防
の
内
部
を
浸
透
す
る
流
れ

が
抑
え
ら
れ
る
の
で
、
堤
防
の
決
壊
が
起
こ

り
に
く
く
な
り
ま
す
（
破
堤
回
避
）。
ま
た
、

霞
堤
が
あ
る
こ
と
で
、
内
水
・
氾
濫
水
排
除

に
要
す
る
時
間
が
約
二
〇
時
間
も
短
く
な
る

こ
と
や
、
霞
堤
遊
水
地
が
約
一
，〇
〇
〇
，

〇
〇
〇
㎥ 
の
洪
水
を
貯
め
る
こ
と
も
分
か
り

ま
す
。

㎢  
、
流
路
延
長
五
七
．
九
km
の
河
川
で
琵
琶

湖
に
流
入
し
て
い
ま
す
。
霞
堤
は
、
中
流
部

の
谷
底
平
野
や
下
流
部
の
扇
状
地
に
連
続
し

て
い
ま
す(

河
床
勾
配
が
一
╱
四
〇
〇
～
一

╱
二
五
の
区
間
、
図
４)

。
中
流
部
は
タ
イ

プ
Ｃ
、
下
流
部
は
タ
イ
プ
Ａ
が
多
い
で
す
。

表
１
に
、
大
洪
水
（
洪
水
規
模
は
四
〇
〇

年
確
率
降
雨
）
を
想
定
し
た
場
合
を
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
結
果
を

示
し
ま
す
（
瀧
ほ
か
二
〇
二
一
）。
比
較
的

緩
や
か
な
流
れ
で
あ
る
北
川
で
は
、
霞
堤
が

あ
る
現
状
の
方
が
、
霞
堤
を
閉
じ
た
場
合
と

比
較
し
て
、
下
流
（
高
塚
地
点
）
の
河
川
水

一
方
、
比
較
的
急
な
流
れ
で
あ
る
安
曇
川

で
は
、
霞
堤
群
が
下
流
（
常
安
橋
地
点
）
の

河
川
水
位
を
低
下
さ
せ
る
と
と
も
に
、内
水・

氾
濫
水
排
除
に
効
果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
内
外
水
位
差
に
つ
い
て
は
、
霞
堤
を

閉
じ
て
連
続
堤
防
に
し
た
方
が
緩
和
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
堤
内
地
（
川
の
外
）
か

機能 ( 上段 )
指標 ( 下段 )

北川 安曇川
現状 閉鎖 増分 現状 閉鎖 増分

河川水位低減
最大水位 (m)

9.48 9.80 0.32 103.85 104.19 0.34

破堤回避
内外水位差 (m)

1.16 2.23 1.07 1.29 1.04 -0.25

内水・氾濫水排除
湛水時間 (h)

19.67 38.83 19.16 14.67 44.17 29.50

貯留
総貯留量 ( 千 m3)

7,869 8,954 1,085 571 599 28

図 3　北川氾濫域　霞堤の位置と最大水深（10 年確率降雨による洪水）

図 4　安曇川氾濫域。霞堤の位置と最大水深（10 年確率降雨による洪水）

表 1　霞堤と霞堤遊水地の減災機能（外力規模 400 年確率降雨 )

※破堤回避機能と内水・氾濫水排除機能の評価は、霞堤 K–3（北川）、A–3（安曇川）のものです。
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ら
氾
濫
流
・
内
水
が
排
除
さ
れ
ず
留
ま
り
や

す
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
霞
堤
と
霞
堤
遊
水
地
が

発
揮
す
る
防
災
減
災
の
機
能
は
、
そ
れ
ら
が

配
置
さ
れ
て
い
る
場
所
や
雨
の
降
り
方
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
ま
す
。
た
と
え

ば
、内
水
が
と
て
も
多
い
場
合（
周
辺
に
降
っ

た
雨
が
霞
堤
に
集
ま
る
場
合
）
に
は
、
下
流

の
水
位
を
上
昇
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
、
一
概
に
下
流
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
洪
水
の
時
に
周

辺
の
堤
防
決
壊
の
危
険
性
を
減
ら
し
た
り
、

速
や
か
に
排
水
し
た
り
す
る
機
能
は
、
ど
の

霞
堤
で
も
必
ず
発
揮
さ
れ
ま
す
。

生
物
多
様
性
保
全
の
機
能

河
道
内
氾
濫
原
や
河
川
の
合
流
部
は
、
洪

水
時
に
魚
類
な
ど
の
一
時
的
な
避
難
場
所
に

な
る
と
い
う
生
態
的
な
機
能
を
も
っ
て
い
ま

す
（
図
５
）。
河
川
と
接
続
し
穏
や
か
に
湛

水
す
る
霞
堤
遊
水
地
は
、
河
道
内
氾
濫
原
と

同
様
の
生
態
的
機
能
を
も
っ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。
霞
堤
の
開
口
部
は
無
堤
で
、
多
く
の

場
合
、
支
川
や
水
路
が
流
入
す
る
の
で
、
平

常
時
に
も
水
の
流

れ
の
連
続
性
が
分

断
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
水
生

生
物
の
移
動
が
保

障
さ
れ
、
河
川
生

態
系
を
隣
接
す
る

農
地
生
態
系
や
森

林
生
態
系
と
つ
な

ぐ
役
割
を
発
揮
し

ま
す
。
例
え
ば
、

滋
賀
県
Ａ
川
・
Ｋ

川
の
合
流
部
に
あ

る
霞
堤
遊
水
地
に

は
農
業
用
排
水

路
（
Ｉ
川
及
び
流

入
水
路
）
が
流
れ

て
い
て
、
そ
こ
に

は
流
水
性
の
魚
類

（
カ
ワ
ム
ツ
、
ア

ユ
な
ど
）
と
止
水

性
の
魚
類
（
タ
ナ

ゴ
類
な
ど
）
が
混

在
し
て
見
ら
れ
ま

す
（
図
６
）。
農

業
用
排
水
路
（
Ｉ

川
）
に
は
、
水
生

生
物
の
移
動
を
阻

害
す
る
樋
門
や
大

き
な
落
差
は
な

図 5　洪水時に、霞堤遊水地に連続した水域が拡大する様子

図 6　霞堤周辺の農業排水路で確認された魚種（2020 年 8 月）（作画：泉野珠穂）
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く
、
平
常
時
で
も
本
川
（
Ａ
川
・
Ｋ
川
）
と

の
水
の
つ
な
が
り
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
霞
堤
遊
水
地
を
流
れ
る
支

川
や
水
田
の
水
路
が
霞
堤
に
よ
っ
て
本
川
と

つ
な
が
っ
て
い
る
と
、
生
息
地
の
つ
な
が
り

が
で
き
ま
す
。霞
堤
遊
水
地
の
水
田
水
路
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
魚
類
の
大
切
な
生
息
場
所
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
北
川
で
は
、
雨
の
比
較
的

少
な
い
春
や
秋
の
時
期
に
は
、
水
路
を
流
れ

る
水
量
が
減
り
、
本
川
と
の
水
の
つ
な
が
り

が
弱
く
な
り
ま
す
。
一
方
、
雨
の
比
較
的
多

い
夏
の
時
期
に
は
、
水
路
を
流
れ
る
水
量
も

増
え
、
本
川
と
の
水
の
つ
な
が
り
が
強
く
な

り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
多
く
の
魚
類
が
本

川
か
ら
支
川
を
通
っ
て
水
田
水
路
に
も
移
動

し
、
環
境
条
件
の
良
い
水
路
に
は
多
く
の
魚

類
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
雨
量

が
多
く
て
洪
水
が
起
き
る
時
に
は
、
水
田
と

水
路
と
の
つ
な
が
り
も
増
え
、
水
田
の
な
か

で
生
活
し
て
い
た
ド
ジ
ョ
ウ
が
水
路
に
も
た

く
さ
ん
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
水
田

水
路
は
、
か
つ
て
そ
の
場
所
が
自
然
の
氾
濫

原
だ
っ
た
と
き
に
存
在
し
た
自
然
の
水
路
に

環
境
条
件
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
洪
水
時

の
一
時
的
な
避
難
場
所
や
産
卵
や
仔
魚
の
成

長
の
場
所
と
し
て
大
事
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
霞
堤
に
よ
っ
て
本
川
と
水
路
が
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
役
割
が
発
揮

で
き
る
の
で
す
。

北
川
で
は
、
本
川
と
支
川
や
水
田
水
路
が

霞
堤
に
よ
っ
て
つ
な
が
る
こ
と
を
象
徴
す
る

生
物
群
集
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
タ
ナ

ゴ
類
の
ア
ブ
ラ
ボ
テ
、
カ
ワ
ム
ツ
な
ど
の
魚

類
、マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
な
ど
の
イ
シ
ガ
イ
類
で
、

こ
れ
ら
三
者
の
間
に
は
興
味
深
い
関
係
が
あ

り
ま
す
（
図
７
）。

ア
ブ
ラ
ボ
テ
に
と
っ
て
北
川
流
域
を
含
む

福
井
県
嶺
南
地
方
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る

日
本
海
側
の
分
布
の
北
限
・
東
限
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
福
井
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
で
は
、
ア
ブ
ラ
ボ
テ
は
絶
滅
危
惧
Ⅱ

類
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ボ
テ
な

ど
の
タ
ナ
ゴ
類
は
、
淡
水
生
二
枚
貝
の
エ
ラ

に
産
卵
す
る
と
い
う
特
徴
的
な
繁
殖
を
す
る

の
で
、
淡
水
生
二
枚
貝
が
い
る
場
所
に
し
か

生
息
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
、
ア
ブ
ラ
ボ
テ
が

産
卵
母
貝
と
し
て
好
む
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
も
、

北
川
流
域
に
生
息
し
て
お
り
、
福
井
県
版

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
な
ど
の
イ

シ
ガ
イ
類
は
、
貝
の
幼
生
が
浮
遊
し
た
の
ち

さ
ま
ざ
ま
な
魚
類
の
エ
ラ
や
ヒ
レ
な
ど
に
付

着
し
て
、
一
定
の
期
間
だ
け
寄
生
す
る
と
い

う
生
活
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

二
枚
貝
類
に
と
っ
て
寄
生
の
宿
主
と
な
る
魚

類
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ブ
ラ
ボ
テ
、
マ
ツ
カ
サ
ガ

イ
、
カ
ワ
ム
ツ
な
ど
の
淡
水
魚
類
と
二
枚
貝

類
は
、
密
接
な
関
係
を
も
ち
な
が
ら
、
北
川

の
流
域
で
生
き
て
い
ま
す
。

霞
堤
に
よ
っ
て
霞
堤
遊
水
地
を
流
れ
る
支

川
や
水
田
水
路
と
本
川
に
水
の
つ
な
が
り
が

で
き
る
こ
と
で
、カ
ワ
ム
ツ
な
ど
の
魚
類
が
、

支
川
や
水
田
水
路
に
も
す
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
魚
類
を
宿
主

と
し
て
利
用
す
る
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
が
、
支
川

や
水
田
水
路
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
逆
に
、
霞
堤
が
な
く
支
川
や
水
田
水
路

と
本
川
と
の
接
続
が
分
断
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
が
生
き
て
い
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
実
際
、
北
川
流
域
に
数
多

く
あ
る
水
田
水
路
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う

な
違
い
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
ア
ブ
ラ
ボ
テ
は
小
型
の
魚
で
遊
泳

力
が
乏
し
く
、
支
川
や
水
田
水
路
の
な
か
で

も
流
れ
が
ゆ
る
や
か
な
場
所
を
好
み
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
所
に
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
が
生
息

し
て
い
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
産
卵
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
世
代
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
霞
堤
に
よ
っ
て
水
の
つ
な
が

り
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
マ
ツ
カ
サ

ガ
イ
と
ア
ブ
ラ
ボ
テ
が
生
き
て
い
く
こ
と
に

必
要
な
の
で
す
。
逆
の
見
方
を
す
れ
ば
、
マ

ツ
カ
サ
ガ
イ
や
ア
ブ
ラ
ボ
テ
が
生
息
し
て
い

る
支
川
や
水
田
水
路
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
本
川
と
の
つ
な
が
り
が
確
保
さ
れ
て
い

る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

霞
堤
遊
水
地
を
流
れ
る
支
川
や
水
田
水
路

に
魚
類
を
は
じ
め
と
す
る
水
生
生
物
が
多
く

す
め
る
環
境
は
、
ま
た
別
の
生
物
が
生
き
て

い
く
こ
と
を
支
え
て
い
ま
す
。
最
近
の
北
川

流
域
で
は
、
水
田
や
水
辺
を
代
表
す
る
大
型

の
鳥
で
、
国
の
天
然
記
念
物
で
あ
り
環
境
省

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧
Ｉ
Ａ
類
に
分
類

さ
れ
て
い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
し
ば
し
ば
見

ら
れ
ま
す
。
実
は
、
北
川
流
域
に
は
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
国
内
で
野
生
絶
滅
す
る
前
の

一
九
六
一
年
に
、
国
内
最
後
の
巣
立
ち
を

し
た
場
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
日
本

の
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
野
生
絶
滅
し
ま
し
た
が
、

保
護
と
人
工
繁
殖
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
、

二
〇
〇
五
年
に
野
外
放
鳥
が
実
現
し
ま
し

た
。
最
近
は
野
外
で
生
き
る
個
体
数
が
増
え

つ
つ
あ
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
日
本
の
空
を
再

マツカサガイなどの⼆枚⾙

アブラボテ

カワムツなどの⿂類

⾙に産卵

⾙の
幼⽣
が付
着間

接
的
な
正
の
関
係

図7 アブラボテ、マツカサガイなどのイシガイ類、カワムツなどの⿂類の関係
（写真提供：岩本英之）

図 7　アブラボテ、マツカサガイなどのイシガイ類、カワムツなど
の魚類の関係（写真提供：岩本英之）
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び
舞
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
北
川
流
域
を

繁
殖
の
場
所
と
し
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
再
び

選
ぶ
日
が
や
っ
て
き
た
の
で
す
。

二
〇
二
一
年
に
は
、
霞
堤
遊
水
地
の
す
ぐ

そ
ば
に
立
つ
人
工
巣
塔
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

ペ
ア
が
巣
を
つ
く
り
産
卵
を
し
て
、
三
羽
の

ヒ
ナ
が
巣
立
ち
ま
し
た
（
図
８
）。
翌
年
の

二
〇
二
二
年
に
は
、
同
じ
ペ
ア
が
同
じ
巣
塔

で
繁
殖
し
、
今
度
は
四
羽
の
ヒ
ナ
が
巣
立
ち

ま
し
た
。
三
～
四
羽
の
ヒ
ナ
が
無
事
に
巣
立

つ
と
い
う
繁
殖
の
成
績
は
、
国
内
の
他
の
場

所
と
比
較
し
て
も
優
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ

れ
を
支
え
る
十
分
な
量
の
餌
が
こ
の
地
に
あ

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
霞
堤

遊
水
地
の
な
か
で
、
親
鳥
が
子
育
て
の
た
め

に
餌
を
と
る
様
子
が
頻
繁
に
観
察
さ
れ
て
い

ま
す
。
霞
堤
と
霞
堤
遊
水
地
が
あ
る
こ
と
で

魚
類
や
水
田
周
辺
に
生
き
る
水
生
生
物
が
豊

富
に
生
息
し
て
い
な
け
れ
ば
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
こ
の
地
を
繁
殖
場
所
と
し
て
選
ぶ
こ
と
は

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
豊
か
な
生
物
多
様
性

が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
大
事
な
こ
と
を
教

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
北
川
流
域
で
無
事
に
繁
殖

し
ヒ
ナ
が
巣
立
っ
た
理
由
に
は
、
霞
堤
と
霞

堤
遊
水
地
に
支
え
ら
れ
た
豊
か
な
生
物
多
様

性
に
加
え
て
、
地
域
の
多
く
の
人
々
に
よ
る

支
え
が
あ
り
ま
す
。
一
九
六
〇
年
代
の
野
生

絶
滅
の
前
に
は
、
こ
の
地
域
に
あ
る
国
富
小

学
校
に
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
観
察
ク
ラ
ブ
」
が
で

き
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
保
護
活
動
が
地

域
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
っ

た
ん
は
野
生
絶
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

一
九
六
〇
年
代
の
記
憶
が
地
域
の
人
々
に
残

る
な
か
、
二
〇
一
一
年
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛

来
が
確
認
さ
れ
た
の
を
機
に
、
地
域
住
民
に

よ
る「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
づ
く
り
推
進
会（
通

称
：
コ
ウ
の
会
）」
が
設
立
さ
れ
、
保
護
活

動
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域

で
の
取
組
み
の
成
果
と
し
て
、
二
〇
二
一
年

の
六
〇
年
ぶ
り
の
巣
立
ち
が
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
で
す
。

現
代
的
な
活
用
と
霞
堤
の
未
来

霞
堤
遊
水
地
の
多
く
は
、
現
在
も
農
地
と

し
て
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
に
は
、

流
作
場
と
し
て
通
常
の
農
地
と
分
類
し
、
耕

作
者
の
諸
役
を
免
ず
る
な
ど
、
流
作
場
を
保

全
す
る
し
く
み
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
滋
賀
県
米
原
市
を
流
れ
る
天
野
川
の
中

流
域
に
位
置
す
る
Ｍ
集
落
と
Ｓ
集
落
で
は
、

洪
水
時
に
集
落
内
に
氾
濫
水
が
流
れ
込
ま
な

い
よ
う
、
集
落
の
上
流
と
集
落
の
対
岸
に
あ

る
霞
堤
を
残
し
て
い
ま
す
。
霞
堤
遊
水
地
の

水
田
は
共
有
財
産
と
し
、
周
辺
集
落
（
Ｉ
集

落
）
と
共
同
耕
作
を
し
て
開
発
を
防
ぎ
維
持

し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
歴
史
的
に
保
存
さ
れ
て
き
た

霞
堤
遊
水
地
で
す
が
、
高
度
経
済
成
長
時
代

に
は
、
住
宅
開
発
さ
れ
た
り
、
福
祉
施
設
、

教
育
施
設
、
廃
棄
物
処
理
施
設
な
ど
が
設
置

さ
れ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
る
例
も
見
ら

れ
ま
す
。
霞
堤
の
開
口
部
が
閉
鎖
さ
れ
た

り
、
霞
堤
遊
水
地
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
り
す

る
と
、
長
年
守
ら
れ
て
き
た
防
災
減
災
の
機

能
や
生
物
多
様
性
保
全
の
機
能
が
失
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

霞
堤
を
政
策
的
に
保
全
・
整
備
す
る
方
法

は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
河
川
下
流
部
（
計

画
基
準
点
）
で
計
画
洪
水
に
対
す
る
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
（
河
川
水
位
の
低
減
）
が
見
込
め
る

場
合
は
、
河
川
法
に
基
づ
く
河
川
の
洪
水
防

御
計
画
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
霞
堤
の
多
く
は
、
内
水
・
氾
濫
水

排
除
機
能
が
卓
越
し
て
お
り
、
河
川
下
流
部

の
洪
水
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
す
る
機
能
は
小

さ
い
た
め
、
河
川
の
洪
水
防
御
計
画
に
位
置

付
け
ら
れ
る
霞
堤
は
ご
く
一
部
に
留
ま
り
ま

す
。そ

の
他
の
方
法
と
し
て
は
、
農
業
振
興
地

域
農
用
地
区
域
（
農
振
農
用
地
：
農
振
法
六

条
）
に
指
定
し
て
優
良
農
地
と
し
て
保
全
す

る
方
法
や
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
市
街
化

調
整
区
域
（
都
市
計
画
法
七
条
）
に
指
定
し

て
開
発
を
抑
制
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
農

用
地
で
あ
れ
ば
農
業
共
済
の
対
象
と
な
り
冠

水
時
に
も
経
済
的
な
救
済
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
最
近
で
は
、
立
地
適
正
化
計
画
で

住
居
誘
導
区
域
に
入
れ
な
い
と
い
う
選
択
肢

も
あ
り
ま
す
（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
八
一

条
）。
加
え
て
、
著
し
い
浸
水
被
害
が
生
じ

た
地
域
を
災
害
危
険
区
域
（
建
築
基
準
法

三
九
条
）
に
指
定
し
て
開
発
を
規
制
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。

二
〇
二
一
年
に
施
行
さ
れ
た
改
正
特
定
都

市
河
川
法
で
は
、
築
堤
河
川
の
合
流
部
や
狭

窄
部
の
上
流
域
を
計
画
対
象
地
域
と
し
て
、

遊
水
機
能
（
浸
水
リ
ス
ク
）
が
あ
る
土
地

を
「
貯
留
機
能
保
全
区
域
」
や
「
浸
水
被
害

防
止
区
域
」
に
指
定
し
て
、
遊
水
機
能
の
確

保
や
浸
水
リ
ス
ク
の
回
避
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
霞
堤
遊
水

写真 1　北川流域の霞堤遊水地のすぐそばで子育てするコウノトリ
( 写真提供 : コウノトリの郷づくり推進会 )
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域
以
外
で
生
物
多
様
性
保
全
に
資
す
る
地

域
）
の
制
度
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

里
地
里
山
な
ど
の
民
間
利
用
地
に
対
し
て

も
、
生
物
多
様
性
の
保
全
が
図
ら
れ
て
い
る

区
域
を
認
定
し
、
一
定
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
与
え
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
仕
組
み
で

す
。
こ
の
制
度
も
、
生
物
多
様
性
保
全
の
機

能
が
あ
る
霞
堤
遊
水
地
を
維
持
し
て
い
く
方

法
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

霞
堤
と
霞
堤
遊
水
地
が
、
内
水
・
氾
濫
水

排
除
、
河
川
水
位
の
低
減
、
破
堤
回
避
の
機

能
を
発
揮
し
被
害
を
最
小
化
し
た
と
し
て

も
、
霞
堤
遊
水
地
の
な
か
に
あ
る
農
地
は
冠

水
し
ま
す
。
洪
水
後
に
は
、
農
家
は
、
農
地

の
消
毒
や
ご
み
と
土
砂
の
撤
去
に
追
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
農
業
共
済
（
収
量
保
険
）
に
よ

る
補
償
は
、
損
失
の
一
〇
〇
％
補
償
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
最
近
で
は
、
土
砂
の
撤

去
等
に
災
害
復
旧
制
度
が
適
用
さ
れ
る
な

ど
、
農
家
の
負
担
を
低
減
す
る
仕
組
み
が
充

実
し
て
き
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
既
存
の
霞
堤
と
霞
堤
遊

水
地
を
保
全
す
る
方
法
は
い
く
つ
も
あ
り
ま

す
。
霞
堤
と
霞
堤
遊
水
地
を
今
後
も
活
用
し

て
い
く
た
め
に
、
治
水
・
防
災
や
環
境
政
策

に
携
わ
る
担
当
者
に
は
、
ど
の
方
法
を
ど
の

よ
う
に
組
み
合
わ
せ
適
用
す
る
こ
と
が
最
良

か
を
、
広
い
視
野
か
ら
見
極
め
る
手
腕
が
求

め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
い
て
、
先
人
が
つ
く
り
活
か
し
て

き
た
霞
堤
と
霞
堤
遊
水
地
が
発
揮
す
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
役
割
を
し
っ
か
り
理
解
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
（
図
10
）。
地
域
の
暮
ら
し
と

自
然
を
ま
も
る
知
恵
と
し
て
、
霞
堤
と
霞
堤

遊
水
地
を
将
来
に
わ
た
っ
て
活
用
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
は
、
こ
れ
ら
の
候
補
地
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
区
域
の
指
定
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
判
断

さ
れ
ま
す
が
、
霞
堤
遊
水
地
の
配
置
場
所
や

内
水
・
外
水
の
タ
イ
ミ
ン
グ
・
規
模
に
よ
っ

て
、
遊
水
範
囲
や
防
災
減
災
の
効
果
が
異
な

る
（
時
に
は
下
流
の
水
位
を
上
昇
さ
せ
る
場

合
も
あ
り
）
ほ
か
、
負
担
と
受
益
の
関
係
が

複
雑
で
も
あ
り
、
一
定
の
指
定
基
準
を
定
め

る
の
が
難
し
い
で
す
。

こ
の
他
、
環
境
省
がO

ECM

（
保
護
地

図9 霞堤と霞堤遊⽔地の役割を解説したリーフレット（総合地球環境学研究所
Eco-DRRプロジェクト）

東
海
道
新
幹
線

東
海
道
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線

北
陸
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線

上
流
側

下
流
側

湛水

湛水

A川

市街地・集落
⼭
堤防
樹林帯

集落の共有地と集落の共有地として霞堤遊して霞堤遊⽔地を⽔地を保全。集落の共有地と
（
集落の共有地と集落の共有地として霞堤遊して霞堤遊して霞堤遊⽔地を⽔地を⽔地を保全。保全。集落の共有地と
（下流を守るためではなく）⾃分たちの集落・下流を守るためではなく）⾃分たちの集落・農地を守（（下流を守るためではなく）⾃分たちの集落・下流を守るためではなく）⾃分たちの集落・下流を守るためではなく）⾃分たちの集落・下流を守るためではなく）⾃分たちの集落・
るための伝統的な防災減災インフラ
下流を守るためではなく）⾃分たちの集落・下流を守るためではなく）⾃分たちの集落・下流を守るためではなく）⾃分たちの集落・

伝統的な防災減災インフラ伝統的な防災減災インフラと
下流を守るためではなく）⾃分たちの集落・下流を守るためではなく）⾃分たちの集落・下流を守るためではなく）⾃分たちの集落・農地を守農地を守下流を守るためではなく）⾃分たちの集落・下流を守るためではなく）⾃分たちの集落・

ととして、霞堤が維持るためのるためのるためのるための伝統的な防災減災インフラ伝統的な防災減災インフラ伝統的な防災減災インフラ伝統的な防災減災インフラ
されている。

図８ 霞堤遊⽔地が成⽴する条件。作画：泉野珠穂図 8　霞堤遊水地が成立する条件（作画：泉野珠穂）

図 9　霞堤と霞堤遊水地の役割を解説したリーフレット（総合地球環境学研究所
Eco–DRR プロジェクト）
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京
都
府
立
大
学　
　
　

三
好　
岩
生

比
良
山
麓
の
自
然
環
境
と
災
害

は
じ
め
に

　
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
の
西
側
に
位
置
す
る
比

良
山
麓
地
域
で
は
、
昔
か
ら
多
く
の
自
然
災

害
を
経
験
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
と
共
存
し
た

生
活
文
化
や
豊
か
な
自
然
環
境
が
育
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
本
章
か
ら
は
、
比
良
山
麓
地
域

で
の
自
然
災
害
へ
の
対
処
の
歴
史
を
振
り
返

り
な
が
ら
、そ
こ
に
生
み
出
さ
れ
た
伝
統
知・

地
域
知
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か
ら
考
え
て

い
き
ま
す
。

自
然
環
境
と
災
害
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
基
盤

　
琵
琶
湖
の
西
側
に
は
、
湖
岸
に
つ
づ
く
狭

い
平
地
か
ら
山
裾
の
緩
い
傾
斜
地
ま
で
農
地

が
連
な
り
、
そ
の
中
に
い
く
つ
も
の
集
落
が

営
ま
れ
て
い
ま
す
。
集
落
の
立
地
は
、
水
害

を
避
け
る
た
め
に
、
琵
琶
湖
の
水
面
よ
り
標

高
が
少
し
高
く
、
土
砂
災
害
の
直
撃
を
受
け

な
い
よ
う
に
谷
の
出
口
や
急
斜
面
の
下
を
避

け
た
と
こ
ろ
が
選
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
集
落

か
ら
西
に
向
か
う
と
、
土
石
流
扇
状
地
と
し

て
発
達
し
た
急
斜
面
上
に
広
葉
樹
を
中
心
と

し
た
い
わ
ゆ
る
里
山
林
が
広
が
り
ま
す
。
さ

ら
に
比
良
山
系
の
山
稜
に
向
か
っ
て
斜
面
は

急
勾
配
と
な
り
、
標
高
一
，〇
〇
〇
ｍ
を
超

え
る
山
々
が
並
ん
で
い
ま
す
。
山
稜
近
く
で

は
ブ
ナ
な
ど
の
冷
温
帯
の
樹
林
や
草
地
等
、

近
畿
地
方
に
は
少
な
い
植
生
帯
が
み
ら
れ
、

源
頭
部
に
崩
壊
の
あ
る
急
流
河
川
に
は
イ
ワ

ナ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
こ
の
山
稜
か
ら
琵

琶
湖
ま
で
の
水
平
距
離
は
四
，〇
〇
〇
ｍ
ほ

ど
し
か
な
く
、
山
と
湖
に
挟
ま
れ
た
狭
い
範

囲
に
多
様
な
景
観
要
素
が
帯
状
あ
る
い
は

パ
ッ
チ
状
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
集
落
と
集

落
の
間
に
は
、
多
く
の
小
河
川
が
山
稜
か
ら

琵
琶
湖
へ
と
並
行
し
て
流
れ
て
い
ま
す
。
比

良
山
麓
地
域
の
自
然
環
境
と
自
然
災
害
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
、
こ
の
よ
う
に
狭
い
範
囲
に
多

様
な
地
形
や
景
観
要
素
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
ま
す
。

自
然
の
脅
威
と
恵

　
こ
の
地
域
で
は
、
山
の
近
く
で
は
土
砂
災

害
が
頻
発
し
、
南
郷
の
洗
堰
が
整
備
さ
れ
る

ま
で
は
琵
琶
湖
に
続
く
低
平
地
で
水
害
が
多

く
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
比
良
山
系
か
ら

は
比
良
お
ろ
し
と
呼
ば
れ
る
強
風
が
吹
き
、

風
害
も
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。
自
然
災
害

か
ら
安
全
と
い
え
る
場
所
は
非
常
に
少
な

く
、自
然
災
害
の
危
険
性
だ
け
を
考
え
れ
ば
、

写真 3　渓流に生息するイワナ

写真 1　琵琶湖から比良山を臨む

写真 2　山稜の源頭部崩壊
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比
良
山
麓
地
域
は
決
し
て
住
み
良
い
場
所
で

は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
に
多
く
の
自
然
災
害
を
も
た
ら
す

環
境
は
、
同
時
に
多
く
の
自
然
の
恵
み
を
与

え
て
く
れ
る
環
境
で
も
あ
り
ま
し
た
。
土
石

流
を
起
こ
し
や
す
い
地
質
で
あ
る
花
崗
岩
か

ら
は
、
良
質
の
石
材
が
産
出
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
土
石
流
と
し
て
こ
の
地
域
の
山
か
ら
里

に
移
動
し
て
き
た
チ
ャ
ー
ト（
守
山
石
）は
、

庭
石
と
し
て
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。山
か
ら
里
、

そ
し
て
湖
ま
で
の
距
離
が
近
い
こ
と
は
、
山

か
ら
得
ら
れ
る
自
然
の
恵
み
を
、
琵
琶
湖
の

舟
運
を
用
い
て
容
易
に
消
費
地
に
輸
送
す
る

こ
と
を
可
能
と
し
ま
す
。
石
材
だ
け
で
は
な

く
、
薪
や
炭
な
ど
の
木
質
資
源
も
生
業
を
支

え
る
重
要
な
自
然
の
恵
み
で
あ
り
、
湖
東
な

ど
の
消
費
地
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
生
業
を
支

え
る
資
源
だ
け
で
は
な
く
、
土
砂
災
害
や
水

害
と
い
う
撹
乱
を
た
び
た
び
受
け
る
場
所
に

は
、
撹
乱
を
受
け
た
土
地
特
有
の
動
植
物
が

生
息
し
、
生
物
多
様
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

と
き
に
災
害
の
原
因
と
な
る
山
か
ら
の
土
砂

流
出
は
、
湿
地
や
内
湖
、
美
し
い
砂
浜
な
ど

を
形
成
し
、
そ
こ
に
は
ノ
ウ
ル
シ
や
松
露
な

ど
の
貴
重
な
生
物
が
み
ら
れ
ま
す
。

災
害
対
応
の
自
然
と
文
化

　
歴
史
的
に
み
る
と
、
こ
の
地
域
の
自
然
災

害
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
絵
図
や
文
書
に
残

さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
江
戸
時
代
以
降
に
は

多
く
の
災
害
記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域

は
地
政
学
的
に
見
て
も
、
京
都
と
北
陸
を
結

ぶ
重
要
な
街
道
で
も
あ
り
、
比
較
的
早
く
か

ら
文
化
の
開
け
た
地
域
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
い
頻
度
で
災
害
が
繰
り
返
さ
れ
る
地
点
に

は
、
石
垣
や
堤
防
が
高
く
積
ま
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
度
々
氾
濫
す
る
場
所
は
、
高
度
な

土
地
利
用
を
行
わ
ず
、
災
害
の
緩
衝
帯
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
と
そ
の
対
策
が

繰
り
返
さ
れ
る
中
で
、
経
験
的
に
合
理
的
な

防
災
の
知
恵
を
得
る
と
同
時
に
、
自
然
資
源

の
効
率
的
な
利
用
技
術
も
高
め
ら
れ
ま
し

た
。
四
ツ
子
川
や
大
谷
川
付
近
に
残
る
江
戸

時
代
の
石
組
み
堰
堤
な
ど
は
、
往
時
の
労
苦

を
偲
ば
せ
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
土
木
遺

産
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
明
治
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
砂
防
堰
堤
や

南
郷
洗
堰
の
建
設
な
ど
、
近
代
的
な
災
害
対

策
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
期
に

は
、
多
く
の
砂
防
事
業
や
河
川
改
修
、
琵
琶

湖
の
湖
岸
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
、
自
然
災
害

の
頻
度
は
急
激
に
減
少
し
ま
し
た
。
災
害
の

減
少
自
体
は
良
い
こ
と
で
す
が
、
災
害
の
経

験
を
持
た
な
い
住
民
が
増
加
す
る
中
で
、
住

民
レ
ベ
ル
で
の
防
災
の
知
恵
が
失
わ
れ
、
ひ

い
て
は
地
域
の
自
然
環
境
全
般
に
対
す
る
理

解
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
幸
い
、
比
良

山
麓
地
域
に
は
災
害
対
策
や
自
然
資
源
利
用

に
関
す
る
多
く
の
物
証
が
残
っ
て
い
ま
す
。

社
会
条
件
や
環
境
の
急
激
な
変
化
が
予
測
さ

れ
て
い
る
中
で
、
今
一
度
、
災
害
や
自
然
資

源
と
の
伝
統
的
な
付
き
合
い
方
を
吟
味
し
、

そ
の
意
味
合
い
や
現
代
的
な
応
用
に
つ
い
て

考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

写真 4　花崗岩で作
られた石灯篭

写真 5　守山石の庭石と敷石

写真 6　湿原に咲くノウルシ

写真 7　近江舞子の白砂青松

写真 8　野離子川の砂防施設
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比
良
山
麓
の
地
形
と
地
質

は
じ
め
に

良
山
麓
地
域
の
美
し
い
景
観
は
，
太
古
よ

り
の
自
然
災
害
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
災
害
の
形
態
は

こ
の
地
域
の
地
形
・
地
質
的
特
徴
に
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
比
良
山
麓
地
域

の
伝
統
的
・
地
域
的
な
災
害
対
策
に
み
ら
れ

る
数
々
の
英
知
を
生
み
出
し
た
基
礎
条
件
と

し
て
の
大
ま
か
な
地
形
と
地
質
的
特
性
を
見

て
い
き
ま
す
。

地
形
特
性

こ
の
地
域
の
地
形
的
特
性
は
、
南
北
方
向

に
連
な
る
比
良
山
系
の
標
高
一
，〇
〇
〇
ｍ

を
超
え
る
稜
線
か
ら
、
急
峻
な
斜
面
が
東
方

向
へ
と
続
き
、
そ
の
下
に
土
石
流
扇
状
地
が

発
達
し
て
お
り
、
さ
ら
に
狭
い
平
地
を
挟
ん

で
標
高
約
八
四
ｍ
の
琵
琶
湖
へ
と
続
く
と
い

う
、
山
か
ら
湖
に
か
け
て
の
連
続
性
に
代
表

さ
れ
ま
す
（
図
１
）。
急
峻
な
斜
面
は
土
砂

の
生
産
源
と
な
り
，
山
麓
部
に
お
い
て
は
幾

多
の
土
砂
災
害
を
被
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
，

冬
の
西
か
ら
の
季
節
風
は
比
良
お
ろ
し
と
呼

ば
れ
る
強
風
と
な
り
、
風
害
も
た
び
た
び
発

生
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
明
治
期
や
昭
和
期

の
南
郷
洗
堰
の
整
備
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
，

琵
琶
湖
の
水
位
は
不
安
定
で
，
沿
岸
部
は
い

く
ど
も
琵
琶
湖
の
増
水
に
よ
る
水

害
に
遭
っ
て
き
ま
し
た
。

図
２
は
、
比
良
山
麓
地
域
の
土

砂
災
害
と
水
害
の
警
戒
区
域
を
示

し
た
も
の
で
す
。
比
良
山
系
か
ら

は
琵
琶
湖
に
向
か
っ
て
多
く
の
河

川
が
並
行
し
て
流
れ
て
お
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
の
河
川
が
土
石
流
危

険
渓
流
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
河
川
の
中
・
下
流
域
に
は
土
砂

災
害
警
戒
区
域
が
隣
接
の
警
戒
区

域
と
重
な
り
合
う
よ
う
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
，
平
地
に
は

今
で
も
水
害
時
の
浸
水
想
定
区
域

が
あ
り
ま
す
が
，
歴
史
的
に
見
れ

ば
南
郷
洗
堰
の
整
備
以
前
に
は
浸

水
危
険
区
域
が
も
っ
と
広
く
、
土

砂
災
害
と
水
害
の
両
方
を
避
け
ら

れ
る
土
地
は
非
常
に
限
ら
れ
た
部

分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
防
災
構
造
物
の
整

備
に
よ
る
災
害
危
険
区
域
の
縮
小

は
、
土
砂
災
害
に
つ
い
て
も
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
期
以
降
、
ほ
と
ん
ど
の
河
川

で
砂
防
事
業
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
土
砂
災

害
警
戒
区
域
は
か
な
り
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
気

候
変
動
に
伴
う
災
害
現
象
の
大
規
模
化
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
昨
今
で
は
、
既
設
の
防
災
構
造
物
の
み
で
必
ず
し

も
す
べ
て
の
災
害
を
防
止
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

大
規
模
な
災
害
現
象
が
発
生
し
た
際
に
は
、
土
地
利
用

京
都
府
立
大
学　
　
　

三
好　
岩
生

図 1　比良山系から琵琶湖にかけての代表的な地形（守山付近）

図 2　比良山麓の土砂災害と水害の危険地域
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等
を
含
め
た
総
合
的
な
対
策
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
を
起
こ
し
や
す
い

地
形
特
性
は
、
必
ず
し
も
住
民
の
生
活
に
不

利
な
条
件
と
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
有
利

な
条
件
と
し
て
働
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

集
落
に
近
い
山
か
ら
は
豊
富
な
森
林
資
源
や

石
材
の
採
取
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
資

源
を
短
距
離
の
陸
路
輸
送
の
み
を
介
し
て
琵

琶
湖
の
舟
運
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
多
く

の
生
業
が
成
立
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
比

良
山
系
か
ら
多
く
の
河
川
が
並
行
し
て
流
れ

る
と
い
う
水
系
の
あ
り
方
は
、
い
た
る
と
こ

ろ
に
水
源
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
、
一
つ
の
大
河
川
に
多
く
の
集
落
が
水

源
を
求
め
る
よ
う
な
形
態
と
比
べ
て
、
水
利

に
自
由
度
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
，
山
麓

の
土
石
流
扇
状
地
で
は
、
流
水
が
伏
流
す
る

こ
と
も
多
く
、
平
野
部
に
お
い
て
い
く
つ
も

の
湧
水
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
こ
の
地
域
の
特

徴
で
す
。
こ
れ
ら
の
河
川
水
や
湧
水
は
、
生

活
用
水
や
農
業
用
水
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

地
質
的
特
性

比
良
山
系
の
中
で
も
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
地

質
が
異
な
り
，
地
質
の
違
い
に
応
じ
て
地
形

に
も
異
な
っ
た
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
（
図

３
）。
北
寄
り
の
花
崗
岩
地
帯
で
は
小
さ
く

鋭
い
谷
地
形
が
発
達
し
，
頻
繁
な
土
石
流
に

悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
南
寄
り
の
堆
積
岩

地
帯
で
は
大
規
模
な
深
層
崩
壊
に
よ
る
甚
大

な
災
害
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
花

崗
岩
は
風
化
速
度
が
速
く
、
基
岩
か
ら
直
接

的
に
マ
サ
土
と
呼
ば
れ
る
土
砂
に
変
わ
り
ま

す
。
マ
サ
土
は
水
を
含
む
と
流
動
化
し
や
す

く
、
土
石
流
の
頻
発
要
因
と
な
り
ま
す
。
流

動
性
の
高
い
マ
サ
土
は
、
比
較
的
勾
配
の
小

さ
い
土
石
流
扇
状
地
を
形
成
し
た
あ
と
、
琵

琶
湖
岸
に
お
い
て
湿
地
や
砂
浜
を
形
成
し
ま

す
。
河
川
か
ら
琵
琶
湖
に
供
給
さ
れ
た
砂
質

の
マ
サ
土
は
、
湖
岸
流
に
乗
っ
て
内
湖
と
い

う
特
徴
的
な
地
形
を
作
り
出
し
、
そ
の
周
囲

に
は
豊
か
な
生
物
多
様
性
の
あ
る
湿
地
が
形

成
さ
れ
ま
す
。
花
崗
岩
そ
の
も
の
は
石
材
と

し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
花
崗

岩
は
十
分
な
硬
度
を
も
ち
な
が
ら
加
工
が
容

易
で
あ
る
と
い
う
特
色
を
持
っ
て
お
り
、
比

良
山
系
の
中
腹
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
石
材

は
、
浜
へ
と
輸
送
さ
れ
、
加
工
さ
れ
た
上
で

湖
東
や
京
都
な
ど
へ
と
琵
琶
湖
を
経
由
し
て

輸
送
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
花
崗
岩
で
も
、
産

地
に
よ
っ
て
石
材
の
特
性
が
少
し
ず
つ
異
な

り
、
算
出
す
る
場
所
に
よ
っ
て
変
わ
る
色
や

大
き
さ
を
踏
ま
え
て
様
々
な
製
品
が
作
ら
れ

ま
し
た
。

南
部
の
堆
積
岩
地
帯
で
は
、
基
岩
と
し
て

メ
ラ
ン
ジ
ュ
か
ら
成
る
付
加
体
構
成
物
や

チ
ャ
ー
ト
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

堆
積
岩
は
、
風
化
に
よ
る
細
粒
化
速
度
が
比

較
的
遅
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
頻
度
は
小
さ
い
な
が
ら

規
模
の
大
き
い
土
砂
災
害
を
起
こ

し
や
す
い
と
い
う
災
害
特
性
が
あ

り
ま
す
。
実
際
に
、
付
加
体
下
部

の
守
山
集
落
で
は
、
元
禄
年
間
に

集
落
全
体
が
流
さ
れ
る
よ
う
な
土

砂
災
害
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
そ
の
地
か
ら
産
出
さ

れ
る
チ
ャ
ー
ト
は
、
守
山
石
と
い

う
名
で
庭
石
や
敷
石
等
と
し
て
珍

重
さ
れ
、
京
都
な
ど
の
庭
園
で
用

い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
守
山
石
な

ど
の
堆
積
岩
は
、
加
工
せ
ず
に
自

然
の
形
を
生
か
し
た
ま
ま
使
用
す

る
こ
と
が
多
く
、
長
年
使
用
さ
れ

て
い
る
石
組
み
の
水
路
な
ど
に
は

自
然
石
な
ら
で
は
の
風
合
い
が
あ

り
、
地
域
の
景
観
を
彩
っ
て
い
ま

す
。こ

こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う

に
，
比
良
山
麓
地
域
特
有
の
地
形

と
地
質
特
性
は
、
多
く
の
自
然
災

害
を
も
た
ら
す
厄
介
も
の
で
あ
り

な
が
ら
、
地
域
の
豊
か
な
自
然
環

境
や
産
業
・
文
化
な
ど
を
醸
成
す

る
基
礎
と
し
て
役
立
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
の
地
域
づ
く
り
に
お
い

て
も
こ
の
よ
う
な
基
礎
的
な
自
然

条
件
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重

引
用
・
参
考
資
料

三
好
岩
生
「
土
砂
災
害
危
険
地
に
お
け
る
住
民
の
防
災
意
識
と

自
主
防
災
活
動
の
課
題
」、
砂
防
学
会
誌
、
七
二
巻
、
一
号
、

二
〇
一
九

　
滋
賀
県
「
滋
賀
県
防
災
情
報
マ
ッ
プ
」
滋
賀
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

二
〇
二
二

産
総
研
地
質
調
査
総
合
セ
ン
タ
ー
「
二
〇
万
分
の
一
日
本
シ
ー
ム
レ

ス
地
質
図
」
二
〇
二
二

要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

図 3　比良山系から琵琶湖沿岸までの地質
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深
町　
加
津
枝

王　
聞

比
良
山
麓
の
植
生
と
自
然
資
源
の
利
用

は
じ
め
に

　
大
津
市
に
位
置
す
る
比
良
山
麓
は
瀬
戸
内
海
型
気
候

と
日
本
海
型
気
候
の
接
点
に
位
置
し
、
大
小
様
々
な
河

川
が
扇
状
地
を
ぬ
け
て
東
側
に
あ
る
琵
琶
湖
に
流
れ
込

み
ま
す
。
今
日
の
比
良
山
麓
の
里
山
景
観
を
み
る
と
、

琵
琶
湖
に
近
い
低
地
に
は
水
田
を
中
心
と
す
る
農
地
が
分
布

し
、
集
落
の
背
後
に
大
面
積
の
森
林
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
（
写
真
１
）。
北
国
街
道
沿
い
の
伝
統
的
な
集
落
に

は
、
ア
カ
マ
ツ
、
ス
ギ
、
ヨ
シ
な
ど
地
元
の
自
然
資
源
が
多
く

使
わ
れ
た
民
家
（
写
真
２
）
が
あ
り
、
社
寺
に
は
カ
ツ
ラ
や
ス

京
都
大
学　

写真 1　比良山麓の里山景観（松井公明氏提供）

写真 2　比良山麓のヨシ葺き民家（2003 年 )

写真 3　木戸地区の樹下神社（2018 年）
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ダ
ジ
イ
な
ど
の
大
木
を
含
む
樹
林
地
が
あ
り

ま
す
（
写
真
３
）。
一
九
七
〇
年
以
降
、
琵

琶
湖
湖
岸
や
中
腹
な
ど
に
新
し
い
住
宅
地
な

ど
が
増
え
て
い
ま
す
。
集
落
周
辺
な
ど
に
里

山
林
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
ア
カ
マ
ツ
林

（
写
真
４
）
や
ア
ベ
マ
キ
・ 

コ
ナ
ラ
林
（
写

真
５
）
な
ど
の
里
山
二
次
林
が
分
布
し
ま
す

が
、
中
腹
は
大
面
積
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
植

林
地
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
標
高
が
高
く
な

る
と
、
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉

樹
林
（
写
真
６
）
が
分
布
し
、
蓬
莱
山
（
標

高
一
，一
七
四
ｍ
）
の
山
頂
付
近
（
写
真
７
）

は
小
女
郎
ヶ
池
や
イ
ブ
キ
ザ
サ
な
ど
が
分
布

す
る
草
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
比
良
山
麓
で
は
、
自
然
環
境
や
社
会
環
境

が
変
化
す
る
中
で
里
山
景
観
が
大
き
く
変
化

し
て
き
ま
し
た
。
大
津
市
八
屋
戸
の
守
山
地

区
を
事
例
に
、
地
域
の
暮
ら
し
や
生
業
が
周

囲
の
自
然
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
江
戸
か

ら
明
治
期
の
植
生
や
自
然
資
源
の
利
用
の
特

徴
を
み
て
い
き
ま
す
。

明
治
期
の
植
生
と
土
地
利
用

　

明
治
後
期
の
（
明
治
期
の
国
土
地
理
院

二
万
分
の
一
旧
版
地
形
図
「
小
松
村
」「
葛

川
」「
和
邇
村
」「
伊
香
立
村
」
一
／
二
〇
，

〇
〇
〇
）
に
基
づ
き
、
守
山
地
区
周
辺
の
地

形
や
土
地
被
覆
の
特
徴
を
み
て
い
き
ま
す
。

集
落
は
標
高
約
九
五
～
一
三
五
ｍ
の
範
囲
に

ま
と
ま
っ
て
お
り
、
湖
岸
周
辺
に
家
屋
が
点

在
し
て
い
ま
す
。
標
高
八
五
ｍ
程
の
琵
琶
湖

湖
岸
か
ら
一
，一
七
四
ｍ
の
蓬
莱
山
山
頂
ま

で
の
総
面
積
は
約
三
六
〇
ha
（
山
林
面
積
が

全
体
の
約
八
割
）
で
す
。
集
落
は
京
都
と
北

陸
な
ど
を
結
ぶ
街
道
筋
に
位
置
し
、
こ
の
頃

の
戸
数
は
約
七
〇
戸
、
林
業
、
農
業
、
石
材

生
産
が
主
要
な
産
業
で
し
た
。
農
地
は
水
田

が
中
心
で
あ
り
、
江
戸
期
と
ほ
ぼ
同
様
に
集

落
か
ら
湖
岸
付
近
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
集

落
や
水
田
、
河
川
周
辺
に
は
広
葉
樹
林
が
あ

り
、
標
高
約
一
三
五
～
二
六
〇
ｍ
に
は
針
葉

樹
林
（
主
に
ア
カ
マ
ツ
林
）
が
ま
と
ま
っ
て

い
ま
す
。
中
腹
か
ら
蓬
莱
山
山
頂
ま
で
の
範

囲
は
広
葉
樹
林
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
山
頂

の
尾
根
周
辺
は
草
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
守
山
地
区
で
は
湖
岸
を
「
ハ
マ
」、
水
田

を
「
タ
」、
野
菜
や
茶
な
ど
の
畑
を
「
ハ
タ

ケ
」、
集
落
を
「
ザ
イ
シ
ョ
」
と
呼
ん
で
い

ま
し
た
。「
ハ
マ
」は
集
落
の
共
有
地
と
な
り
、

入
り
江
に
は
船
着
き
場
と
な
る
「
シ
マ
」
が

あ
り
ま
し
た
。
湖
や
湖
岸
、
そ
れ
ら
に
つ
な

が
る
河
川
や
水
田
、あ
る
い
は
生
水
（「
し
ょ

う
ず
」
と
呼
ば
れ
る
湧
水
）
で
は
シ
ジ
ミ
や

ア
ユ
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
魚
介
類
が
採
取
さ
れ

ま
し
た
。
標
高
三
〇
〇
ｍ
付
近
ま
で
の
私
有

林
を
中
心
と
す
る
扇
状
地
の
山
林
は
「
ジ
ヤ

マ
」、
そ
こ
か
ら
標
高
五
〇
〇
ｍ
付
近
の
金

比
羅
神
社
ま
で
の
共
有
林
を
中
心
と
す
る
急

峻
な
森
林
は
「
ヘ
ラ
ヤ
マ
」
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。
金
比
羅
神
社
か
ら
山
頂
付
近
ま
で
の
共

写真 4　比良山麓のアカマツ林（2003 年）写真 5　比良山麓のアべマキ・コナラ林（2020 年）

写真 6　蓬莱山山頂周辺の里山二次林（2020 年）写真 7　蓬莱山山頂付近の草地と小女郎ヶ池（2019 年）

73



有
林
は「
サ
ン
ナ
イ
」、山
頂
付
近
は「
ダ
ケ
」

呼
ば
れ
、「
サ
ン
ナ
イ
」
で
は
薪
や
土
壁
用

の
赤
土
な
ど
の
採
取
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
金
比
羅
神
社
付
近
を
流
れ
る
野
離
子

川
の
水
は
集
落
や
水
田
で
利
用
さ
れ
、
琵
琶

湖
に
流
れ
ま
し
た
。
守
山
で
産
出
さ
れ
縞
模

様
が
特
徴
の
守
山
石（
チ
ャ
ー
ト
）な
ど
は
、

水
田
の
石
垣
，
水
路
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
守
山
地
区
で
は
、
集
落
か
ら
山
頂
ま
で
の

谷
筋
を
中
心
に
幅
約
一
ｍ
の
「
ダ
イ
ド
ウ
ミ

チ
」
と
い
う
幹
線
が
あ
り
、
森
林
資
源
や
石

材
な
ど
が
人
力
あ
る
い
は
木
製
の
ク
ル
マ
に

よ
っ
て
運
び
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
道
の

所
々
に
溝
が
掘
ら
れ
そ
の
上
に
柴
な
ど
が
置

か
れ
、
雨
水
に
よ
っ
て
土
砂
が
削
り
流
さ
れ

る
こ
と
を
防
い
で
い
ま
し
た
。
金
比
羅
神
社

よ
り
上
に
は
「
ユ
リ
」
と
い
う
傾
斜
が
急
で

曲
が
り
く
ね
っ
た
道
が
続
き
、
道
の
崩
壊
や

人
が
転
落
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
の
「
ユ

リ
ギ
」
が
要
所
に
あ
り
ま
し
た
。「
ユ
リ
ギ
」

は
ミ
ズ
ナ
ラ
や
イ
ヌ
ブ
ナ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な

ど
の
自
生
す
る
落
葉
樹
の
大
木
で
あ
り
、
伐

採
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
図
２
は
、
守
山
集
落
周
辺
の
明
治
後
期
の

土
地
利
用
の
模
式
図
で
す
。
扇
状
地
周
辺
に

は
定
期
的
に
薪
や
柴
な
ど
を
採
取
す
る
ク
ヌ

ギ
や
ア
ベ
マ
キ
、
コ
ナ
ラ
、
ア
カ
マ
ツ
が
優

占
す
る
山
林
が
あ
り
、
山
麓
部
に
は
用
材
用

の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
植
林
地
や
竹
林
が
点
在
し

ま
し
た
。
ア
カ
マ
ツ
林
か
ら
の
マ
ツ
割
木

（
薪
）
や
柴
は
、
湖
東
の
瓦
産
地
な
ど
に
販

売
さ
れ
、
大
径
材
は
用
材
や
運
搬
具
の
材
料

な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
落
葉
は
着

火
材
料
に
な
り
、
根
か
ら
は
松
根
油
が
採
取

さ
れ
る
な
ど
、
葉
、
枝
、
幹
、
根
な
ど
様
々

な
部
分
が
自
然
資
源
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し

た
。
マ
ツ
タ
ケ
や
地
元
で
ア
ブ
ラ
ボ
ン
と
呼

ば
れ
る
キ
ノ
コ
（
チ
ャ
ナ
メ
ツ
ム
タ
ケ
）
も

豊
富
に
採
れ
、
食
卓
を
に
ぎ
わ
せ
ま
し
た
。

中
腹
に
は
コ
ナ
ラ
、
シ
デ
類
（
ア
カ
シ
デ
な

ど
）
を
中
心
と
す
る
落
葉
広
葉
樹
林
が
、
山

頂
付
近
に
は
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ブ
ナ
な
ど
が
優
占

す
る
森
林
や
サ
サ
原
な
ど
が
分
布
し
ま
し

た
。
川
沿
い
な
ど
に
は
、
有
機
肥
料
や
牛
の

飼
料
、
屋
根
材
な
ど
と
な
る
イ
タ
ド
リ
や
ス

ス
キ
な
ど
の
草
本
植
物
や
萌
芽
直
後
の
里
山

二
次
林
が
あ
る
草
地
が
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
期
の
山
林
の
植
生
と
土
地
利
用

次
に
、
明
治
期
の
地
形
図
か
ら
わ
か
る
地
形

や
土
地
被
覆
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
地
元

で
保
存
さ
れ
て
い
る
「
守
山
村
・
北
船
路
村

周
辺
図
（
江
戸
時
代
前
～
中
期
）」（
図
３
）

を
み
て
い
き
ま
す
。
琵
琶
湖
湖
岸
側
や
集
落

周
辺
に
田
畑
が
広
が
り
、
守
山
村
の
背
後
に

は
シ
シ
垣
が
あ
り
ま
す
。
集
落
周
辺
の
山
林

は
、「
野
」（
採
草
地
）と
い
う
文
字
や
立
木（
主

に
ア
カ
マ
ツ
）
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ア
カ

マ
ツ
林
は
、「
守
山
村
持
林
」
や
「
て
っ
ぽ

図 1　明治期の守山地区周辺の地形（国土地理院地形図より）
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う
山
」
な
ど
と
書
か
れ
た
範
囲
に
集
中
し
、

低
木
（
広
葉
樹
）
が
主
体
と
な
っ
た
山
林
は

集
落
周
辺
か
ら
シ
シ
垣
の
範
囲
に
が
ま
と

ま
っ
て
分
布
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

シ
シ
垣
よ
り
下
流
の
「
ぬ
る
こ
川
（
現
在
は

野
離
子
川
）」
左
岸
沿
い
は
、
ア
カ
マ
ツ
と

低
木
（
広
葉
樹
）
が
混
交
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
植
生
は
、
地
形
な
ど
の
自
然
環
境
だ

け
で
な
く
、
所
有
形
態
や
土
地
利
用
な
ど
地

域
に
暮
ら
す
人
々
の
関
わ
り
を
反
映
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
図
４
は
、「
守
山
村
山
林
絵
図
」（
江
戸
時

代
中
～
後
期
）
の
一
部
拡
大
図
で
す
。
こ
の

図
か
ら
も
地
形
や
位
置
、求
め
ら
れ
る
機
能
、

所
有
形
態
な
ど
に
よ
っ
て
植
生
が
異
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
守
山
集
落
の
上

流
側
の
「
村
林
」
な
ど
の
範
囲
に
は
ア
カ
マ

ツ
の
高
木
が
優
占
す
る
山
林
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
写
真
８
は
、
図
４
で
ア
カ
マ
ツ
の
高

木
が
分
布
し
た
山
林
の
今
日
の
様
子
で
あ

り
、防
災
施
設
の
あ
り
ま
す
。マ
ツ
枯
に
よ
っ

て
大
部
分
の
ア
カ
マ
ツ
が
枯
死
し
た
た
め
、

コ
ナ
ラ
や
ア
ベ
マ
キ 

が
優
占
す
る
里
山
二

次
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
木
の
ア
カ
マ
ツ

が
分
布
す
る
の
は
、
集
落
が
位
置
す
る
「
ぬ

る
こ
川
」
右
岸
上
流
や
扇
状
地
の
扇
頂
部
な

ど
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
い
山
林
が
中
心

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
山
林
は
、
砂

防
林
と
し
て
集
落
や
農
地
に
大
量
の
土
砂
が

一
気
に
移
動
す
る
の
を
阻
止
す
る
た
め
に
土

図 2　守山地区の明治後期の土地利用
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砂
の
移
動
を
緩
め
た
り
、
受
け
止
め
る
土
砂

災
害
防
止
林
と
し
て
の
機
能
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
中
～
低
木
、
キ
ノ
コ
、

石
材
な
ど
の
資
源
利
用
が
行
わ
れ
た
一
方
、

高
木
の
ア
カ
マ
ツ
の
分
布
を
面
的
に
維
持
す

る
た
め
の
伐
採
制
限
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

ま
す
。

　
シ
シ
垣
よ
り
下
流
側
の
集
落
や
「
ぬ
る
こ

川
」
左
岸
で
は
部
分
的
に
ア
カ
マ
ツ
が
あ
る

も
の
の
、
描
か
れ
て
い
る
樹
木
は
コ
ナ
ラ
な

ど
の
広
葉
樹
や
ツ
ツ
ジ
類
な
ど
の
低
木
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
農
地
は
集
落
よ

り
下
流
側
か
ら
琵
琶
湖
湖
岸
付
近
に
ま
と

ま
っ
て
分
布
し
て
い
ま
し
た
。
琵
琶
湖
付
近

の
「
ぬ
る
こ
川
」
左
岸
側
は
、
農
地
と
し
て

の
利
用
で
は
な
く
落
葉
樹
や
低
木
が
分
布
す

る
樹
林
帯
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
場
所
は
、
上
流
か
ら
の
土
砂
が
高
い
頻

度
で
堆
積
し
や
す
く
、
災
害
対
応
も
含
め
、

農
地
と
し
て
の
利
用
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

明
治
後
期
の
自
然
資
源
の
利
用

　
表
１
～
３
は
、
守
山
集
落
の
住
民
に
よ
る

明
治
後
期
の
日
記
に
基
づ
き
把
握
さ
れ
た
山

林
を
対
象
と
し
た
自
然
資
源
の
利
用
に
関
す

る
作
業
で
す
。
日
記
の
一
つ
は
山
林
か
ら
木

を
切
り
出
し
て
用
材
や
割
木
な
ど
を
生
産
し

図 4　「守山村絵図」（江戸時代中～後期）の一部拡大図

図 3　守山村・北船路村周辺図（江戸時代前～中期）
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て
い
た
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
生
ま
れ
の

山
人
（
I
家
）
が
記
録
（
明
治
四
〇
～
四
二

年
）
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
農
業

と
鍛
冶
屋
を
主
な
生
業
と
し
て
い
た
明
治

一
四
（
一
八
八
一
）
年
生
ま
れ
の
農
家
（
T

家
）
が
記
録
（
明
治
二
三
～
三
八
年
）
し
た

も
の
で
す
。
山
人
と
農
家
の
日
記
か
ら
山
林

資
源
の
利
用
に
関
す
る
二
七
二
種
類
の
作
業

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
表
１
は
、
マ
ツ
（
主
に
ア
カ
マ
ツ
）
に
関

す
る
四
五
種
類
の
作
業
を
示
し
て
い
ま
す
。

「
松
材
」「
松
輪
木
」「
松
割
木
」
に
す
る
以

外
に
は
、「
松
枝
」
や
松
の
葉
が
つ
い
た
ま

ま
の
枝
で
あ
る「
松
葉
」、「
松
か
さ
」「
松
根
」

「
松
皮
」な
ど
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
松

材
」
に
関
す
る
作
業
は
合
計
一
八
種
類
が
あ

り
、作
業
内
容
は
「
伐
採
ま
で
」
と
「
加
工
」

作
業
に
区
分
で
き
ま
分
類
で
き
ま
す
。
伐
採

ま
で
に
は
「
松
間
引
」「
松
杭
間
引
」
と
い
っ

た
手
入
れ
・
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
松
墨
掛
け
」
と
は
伐
採
予
定
の
樹
木
に
墨

で
印
を
つ
け
る
こ
と
、「
松
根
切
」
は
根
元

か
ら
切
り
倒
す
こ
と
で
す
。「
松
輪
木
」
は

運
搬
具
の
車
輪
に
す
る
直
径
四
〇
cm
以
上
の

マ
ツ
材
、「
松
木
皮
」
は
製
材
し
た
後
に
残

る
皮
の
つ
い
た
部
分
で
し
た
。

　
明
治
期
生
ま
れ
の
T
家
の
子
孫
の
方
へ
の

聞
き
取
り
調
査
か
ら
、
ア
カ
マ
ツ
と
「
か
な

ぎ
」
に
関
し
て
以
下
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
ア
カ
マ
ツ
に
つ
い
て
：
「
昔
は
山
で
松
や

ら
を
玉
に
し
よ
う
と
思
う
と
，
松
を
残
す
よ

う
に
し
て
他
の
草
を
み
ん
な
刈
っ
て
し
ま

う
。
今
こ
そ
松
は
生
え
ん
よ
う
に
な
っ
た
け

ど
，
昔
は
松
が
よ
く
生
え
た
も
ん
で
す
。
小

さ
い
時
は
い
い
け
ど
，
背
く
ら
い
に
な
る
と

山
入
っ
て
も
松
で
し
ょ
う
が
な
い
ほ
ど
で

す
。
す
る
と
松
を
間
引
い
て
伐
っ
た
り
大
き

く
な
る
と
枝
を
伐
っ
た
り
し
と
き
ま
す
わ
。

そ
れ
を
く
く
っ
た
も
の
で
す
。
束
に
し
て
松

葉
く
く
り
。」

　
表
２
に
里
山
二
次
林
の
主
な
樹
木
の
利
用

に
関
す
る
作
業
五
一
種
類
を
示
し
て
い
ま

す
。
樹
種
は
、ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
、ケ
ヤ
キ
、

ネ
ズ
、
カ
シ
、
サ
ク
ラ
、
ツ
バ
キ
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。コ
ナ
ラ
と
ク
ヌ
ギ
は
苗
を
育
て
、

山
林
へ
植
え
た
記
述
が
あ
り
、
積
極
的
に
育

て
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ネ
ズ
は
腐

り
に
く
い
の
で
木
材
と
し
て
好
ま
れ
、
根
の

部
分
は
蚊
除
け
剤
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ク
リ
は
杭
な
ど
に
、
シ
キ
ミ
は
仏
前

に
供
え
る
た
め
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。「
か

な
ぎ（
雑
木
）」は
で
主
に
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
，

ア
ベ
マ
キ
を
示
し
て
い
ま
す
。
守
山
地
区
で

は
、
割
木
と
は
薪
の
こ
と
で
、
こ
の
地
域
の

最
も
上
等
な
薪
は
ク
ヌ
ギ
（
メ
ク
ヌ
ギ
と
呼

ば
れ
る
）、次
い
で
ア
ベ
マ
キ
（
オ
ク
ヌ
ギ
）、

コ
ナ
ラ
（
ホ
ス
）
で
し
た
。
冬
の
間
は
自
分

の
山
や
共
有
林
で
あ
る
「
サ
ン
ナ
イ
」
で
の

薪
採
集
は
地
域
の
人
の
暮
ら
し
の
中
で
な
く

図 5　明治期のマツと「よくさ」に関わる作業の空間分布（「守山村・北船路村周辺図」のトレース（島内梨佐作成）に作業箇所を重ねた）
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た
後
の
用
途
も
異
な
っ
て
お
り
、「
ほ
と
ら
」
は
直
接
田
ん
ぼ

の
肥
料
に
利
用
さ
れ
、「
よ
く
さ
」
は
牛
の
敷
き
草
や
飼
料
に

し
た
後
に
田
ん
ぼ
の
肥
料
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。「
ほ
と
ろ
草

ニ
ョ
ス
ル
」
は
山
草
を
積
ん
で
お
く
こ
と
で
す
。
山
草
を
山
の

中
で
乾
燥
さ
せ
る
作
業
の
「
刈
干
」
は
一
〇
～
一
二
月
に
干
草

に
し
て
山
か
ら
運
び
出
し
ま
し
た
。「
刈
干
ゆ
い
」
は
乾
燥
さ

せ
た
刈
干
を
運
べ
る
よ
う
に
束
ね
る
こ
と
で
す
。
写
真
９
は
か

つ
て
採
草
地
と
し
て
利
用
し
て
い
た
場
所
で
「
よ
く
さ
刈
」
を

し
て
い
る
様
子
を
再
現
し
て
い
る
写
真
で
す
。

明
治
期
の
資
源
利
用
の
特
徴

　
図
５
は
、
図
３
の
絵
図
の
ト
レ
ー
ス
図
に
日
記
に
記
さ
れ
た

山
人
と
農
家
に
よ
る
マ
ツ
及
び
「
よ
く
さ
」
の
利
用
に
関
す
る

作
業
の
頻
度
を
重
ね
た
図
で
す
。
図
中
の
円
の
位
置
は
作
業
が

行
わ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
大
き
さ
は
そ
こ
で
行
わ
れ
た
作
業
の

合
計
日
数
の
値
で
す
。マ
ツ
は
山
麓
の
広
い
地
域
で
利
用
さ
れ
、

山
人
に
よ
る
作
業
箇
所
は
二
八
、
農
家
は
六
で
し
た
。
一
箇
所

で
の
作
業
日
数
を
み
る
と
、
山
人
は
一
～
一
〇
日
間
以
上
と

な
っ
て
お
り
、
農
家
は
二
～
三
日
間
程
で
し
た
。
利
用
対
象
と

な
っ
た
マ
ツ
林
の
範
囲
を
み
る
と
、
山
人
と
農
家
と
も
に
マ
ツ

の
利
用
が
集
中
し
て
い
た
の
は
、
集
落
の
背
後
の
標
高
一
五
〇

～
三
〇
〇
ｍ
の
傾
斜
が
緩
や
か
な
山
麓
の
「
ジ
ヤ
マ
」
で
し

た
。
山
人
は
標
高
約
一
〇
〇
～
六
〇
〇
ｍ
の
山
林
で
も
作
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
農
家
は
集
落
背
後
の
標
高
約
一
六
〇
～

三
〇
〇
ｍ
の
マ
ツ
林
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
山
草
に
関
す
る
作
業
の
中
で
は
、「
よ
く
さ
」
の
利
用
場
所

の
範
囲
が
最
も
広
く
、
箇
所
数
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
山
人

の
作
業
場
所
は
二
箇
所
、
農
家
は
一
二
箇
所
で
し
た
。
一
箇
所

で
の
作
業
日
数
を
み
る
と
、
山
人
は
一
日
程
度
で
し
た
が
、
農

家
は
一
～
一
〇
日
間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
よ
く
さ
」
を
利

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。「
サ
ン
ナ
イ
」

の
ミ
ズ
ナ
ラ
や
イ
ヌ
シ
デ
な
ど
は
、
高
標
高
域

に
あ
っ
て
成
長
が
遅
く
、
目
が
詰
ま
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
良
質
な
薪
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
一
部
の
割
木
や
柴
は
、
湖
岸
か
ら
船
で

対
岸
と
な
る
近
江
八
幡
な
ど
に
運
ば
れ
、
貴
重

な
現
金
収
入
と
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
表
３
に
山
草
に
関
す
る
作
業
一
五
種
類
を
示

し
ま
す
。
山
草
と
は
主
に
ス
ス

キ
や
イ
タ
ド
リ
な
ど
の
草
や
コ

ナ
ラ
な
ど
の
樹
木
の
若
芽
で

す
。
作
業
の
時
期
に
よ
っ
て
異

な
る
名
称
が
あ
り
、
六
月
一
日

前
後
の
田
植
え
時
期
の
作
業
は

「
ほ
と
ら
刈
」、
七
～
八
月
の
作

業
は
「
よ
く
さ
刈
」、
八
～
九

月
の
作
業
は
「
刈
干
」
と
呼
び

分
け
て
い
ま
し
た
。
刈
り
取
っ

表 1　マツ（アカマツ、クロマツ）の利用に関する作業

表 2　里山二次林の主な樹木の利用に関する作業

表 3　山草の利用に関する作業
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用
す
る
場
所
は
、
標
高
二
〇
〇
～
六
〇
〇
ｍ

程
の
急
傾
斜
地
と
江
戸
期
の
絵
図
（
図
３
）

の
「
野
」
が
分
布
す
る
場
所
に
集
中
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
は
「
ヘ
ラ
ヤ
マ
」
と

い
う
共
有
林
が
多
い
急
傾
斜
と
な
り
、
集
落

か
ら
も
近
い
こ
と
か
ら
、
山
草
を
利
用
を
す

る
場
所
と
し
て
適
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
一
部
で
す
が
「
よ
く
さ
」
と
マ
ツ
を
利

用
す
る
場
所
が
重
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
。 

今
後
に
向
け
て

　
江
戸
期
か
ら
明
治
期
の
比
良
山
麓
の
植
生

や
自
然
資
源
の
利
用
を
み
る
と
、
今
日
と
は

異
な
る
自
然
環
境
、
そ
し
て
人
と
身
近
な
自

然
と
の
か
か
わ
り
が
見
え
て
き
ま
す
。
土
地

利
用
は
当
時
の
暮
ら
し
や
生
業
に
寄
り
添
っ

た
形
で
行
わ
れ
、
里
山
の
様
々
な
場
所
で
多

様
な
自
然
資
源
が
高
い
頻
度
利
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
先
人
た
ち

は
地
域
全
体
で
土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災
害

に
対
処
す
る
た
め
の
工
夫
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で
ど
の

よ
う
な
土
地
利
用
を
す
る
か
、
あ
る
い
は
要

所
と
な
る
場
所
を
共
有
林
に
し
た
り
、
神
社

を
配
置
す
る
な
ど
、
地
域
全
体
で
の
空
間
の

配
置
や
所
有
形
態
の
工
夫
で
す
。
ア
カ
マ
ツ

の
高
木
を
意
図
的
に
残
し
、
育
て
る
と
い
っ

た
植
生
管
理
や
災
害
を
防
ぐ
上
で
要
所
と
場

所
や
道
の
管
理
の
た
め
の
知
恵
や
技
術
も
重

要
で
し
た
。
防
災
・
減
災
に
関
す
る
場
は
自

然
資
源
を
利
用
す
る
場
と
も
重
な
り
、
水
路

や
森
林
な
ど
と
の
多
様
な
関
わ
り
を
通
し
て

地
域
の
文
化
が
培
わ
れ
、
災
害
の
危
険
性
や

対
処
法
を
理
解
、
実
践
す
る
機
会
と
も
な
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
日
で
は
、
か
つ
て
災
害
対
応
と
し
て
重

要
な
土
地
で
あ
っ
た
調
査
対
象
と
し
た
マ
ツ

林
の
大
部
分
が
松
枯
れ
や
宅
地
開
発
な
ど
に

よ
り
消
失
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
九
六
〇
年

代
以
降
に
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
の
面
積

が
急
速
に
増
加
し
、
そ
の
多
く
の
管
理
は
不

十
分
な
状
況
で
す
。
一
方
、
地
域
全
体
で
災

害
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
自
然
か
ら
の
恵
み
を

得
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
伝
統
知
・
地
域
知

は
、
部
分
的
で
は
あ
り
ま
す
が
地
元
の
自
治

会
や
伝
統
的
な
組
織
な
ど
に
よ
り
現
代
も
活

か
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
10
）。
最
近
で
は
、

移
住
者
も
含
め
、
自
主
防
災
や
教
育
に
関
す

る
取
り
組
み
、
里
山
を
対
象
と
し
た
市
民
活

動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

さ
ら
に
地
域
固
有
の
生
態
系
や
文
化
に
根
ざ

し
た
植
生
を
活
か
し
た
土
地
利
用
、
管
理
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
社
会
実
装
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
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三
好　
岩
生

藤
尾　
郁
登

比
良
山
麓
に
お
け
る
土
地
利
用
の
変
遷

は
じ
め
に

昭
和
三
〇
年
代
以
降
、
燃
料
革
命
や
産
業

構
造
の
転
換
な
ど
を
背
景
に
地
域
住
民
に
よ

る
資
源
利
用
の
シ
ス
テ
ム
が
変
化
し
、
里
山

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
構
成
す
る
空
間
要
素
も

量
、
質
と
も
に
急
速
に
変
化
し
た
（
堀
内
、

二
〇
〇
六
）。
そ
れ
に
伴
い
宅
地
も
標
高
が

高
い
と
こ
ろ
や
災
害
リ
ス
ク
が
高
い
と
こ
ろ

へ
拡
大
し
た
。
そ
の
結
果
災
害
警
戒
区
域
内

で
の
被
災
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成

三
〇
年
七
月
豪
雨
で
は
、
土
砂
災
害
に
よ
る

死
者
の
方
の
八
八
%
の
被
災
位
置
は
土
砂
災

害
警
戒
区
域
内
で
あ
っ
た
（
国
土
交
通
省
、

二
〇
一
八
年
九
月
）。
こ
う
い
っ
た
現
状
が

あ
る
な
か
で
、
今
一
度
過
去
の
土
地
利
用
を

顧
み
、
将
来
の
土
地
利
用
計
画
を
立
て
て
い

く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

生
態
系
を
活
用
し
た
防
災
・
減
災
に
対
す

る
考
え
方(

二
〇
一
六
、
環
境
省
自
然
環
境

局)

に
よ
る
と
、暴
露
の
回
避
に
つ
い
て「
わ

が
国
は
、
多
様
な
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
に
晒

さ
れ
て
い
る
中
、
国
土
面
積
の
う
ち
僅
か

を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
洪
水
氾
濫
区
域(

低

地)

に
人
命
・
財
産
が
集
積
し
て
い
る
。
ま

た
、
津
波
や
高
潮
の
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ

の
あ
る
沿
岸
域
や
、
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の

あ
る
山
麓
部
に
も
市
街
地
が
拡
大
し
て
い

る
。
今
後
の
人
口
減
少
や
土
地
利
用
の
変
化

等
を
踏
ま
え
て
都
市
や
中
山
間
地
に
お
い
て

地
域
の
再
編
が
進
め
ら
れ
て
い
く
機
会
を
と

ら
え
、
暴
露
を
回
避
す
る
観
点
か
ら
、
気
候

変
動
の
影
響
や
災
害
リ
ス
ク
を
念
頭
に
置
い

た
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
や
土

地
利
用
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。」
と
あ
り
、
ま
た
「
土
地
利

用
を
考
え
る
際
に
重
要
な
の
は
、
地
域
の
地

形
や
生
態
系
、
災
害
の
履
歴
、
地
域
の
伝
承

な
ど
か
ら
、
本
来
自
然
災
害
に
対
し
て
脆
弱

な
土
地
を
読
み
取
る
こ
と
で
あ
る
。」
と
も

記
載
さ
れ
て
い
る
。
脆
弱
性
の
低
減
に
つ
い

て
は
、「
土
地
利
用
、
生
態
学
的
手
法
、
工

学
的
手
法
、
社
会
的
、
制
度
的
手
法
等
を
、

地
域
特
性
に
応
じ
て
統
合
的
に
組
合
わ
せ

て
、
災
害
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
文

で
は
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
比
良
山
麓

で
の
土
地
利
用
の
変
遷
を
分
析
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
地
域
の
特
性
と
脆
弱
な
土
地
を
読
み

取
り
、
今
後
の
土
地
利
用
の
参
考
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
災
害
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
一

助
と
な
る
こ
と
で
暴
露
を
回
避
し
、
脆
弱
性

を
低
減
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
災
害
へ
の
リ
ス

ク
の
低
減
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
も
の
で
あ

る
。<

対
象
地>

対
象
地
は
、
滋
賀
県
大
津
市
北
部
の
北

船
路
、
守
山
、
木
戸
、
大
物
、
荒
川
、
南

比
良
、
北
比
良
、
南
小
松
、
北
小
松
地
区

で
あ
る
。こ
の
地
域
は
西
側
に
比
良
山
系
、

東
側
に
琵
琶
湖
が
あ
る
。
標
高
は
最
高
部

で
一
，一
八
一
ｍ
、
最
低
部
で
八
三
ｍ
で

あ
り
、
西
側
か
ら
東
側
へ
標
高
が
低
く

な
っ
て
い
る
。
西
側
の
山
側
か
ら
東
側
の

琵
琶
湖
ま
で
複
数
の
川
が
流
れ
て
お
り
、

そ
の
川
沿
い
を
主
と
し
て
滋
賀
県
が
多
く

の
土
石
流
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
定
め

て
い
る
。

土
地
利
用
の
変
遷

図
１
か
ら
４
は
、
一
八
九
三
年
か
ら

二
〇
一
六
年
ま
で
の
約
四
〇
年
毎
の
土
地
利

用
を
示
し
て
い
る
。

一
八
九
三
年
の
土
地
利
用
で
は
、
湖
に
近

い
低
地
で
は
水
田
が
多
く
の
面
積
を
占
め
て

い
た
。
河
川
の
側
方
で
は
針
葉
樹
林
や
広
葉

樹
林
が
分
布
し
て
お
り
、
沿
岸
に
針
葉
樹
林

が
分
布
す
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
た
。
標
高
が

上
が
り
低
地
と
山
奥
の
間
の
と
こ
ろ
に
は
針

葉
樹
林
の
分
布
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
奥
の
よ

京
都
府
立
大
学　
　
　

図 1　解析対象地
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り
標
高
が
高
い
と
こ
ろ
で
は
広
葉
樹
林
が
み

ら
れ
、
低
地
に
も
い
く
つ
か
の
広
葉
樹
林
が

み
ら
れ
た
。
こ
の
頃
の
守
山
集
落
で
は
、
宅

地
か
ら
の
距
離
や
標
高
に
応
じ
て
、
宅
地

（
標
高
一
〇
〇
ｍ
～
一
五
〇
ｍ)–

マ
ツ
、
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ナ
ラ
類
利
用
（
一
五
〇
ｍ

～
三
〇
〇
ｍ
）–

山
草
利
用
（
三
〇
〇
ｍ
～

五
〇
〇
ｍ
）–

柴
利
用
（
五
〇
〇
ｍ
以
上
）

と
い
う
山
林
資
源
利
用
の
パ
タ
ー
ン
が
み
ら

れ
、
こ
れ
ら
が
山
麓
地
及
び
扇
状
地
性
低
地

–

山
地
と
い
う
地
形
や
、
私
有
地–

家
山
く

じ–

共
有
林
と
い
う
山
林
所
有
に
も
対
応
し

て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
堀
内
ら

二
〇
〇
六
）。

一
九
三
二
年
の
土
地
利
用
で
は
、

一
八
九
三
年
と
同
様
に
低
地
に
水
田
が
多
く

み
ら
れ
、
低
地
と
山
奥
の
間
の
と
こ
ろ
に
針

葉
樹
林
が
、
そ
の
奥
に
広
葉
樹
林
が
み
ら
れ

た
。
一
八
九
三
年
と
比
べ
て
、
針
葉
樹
林
が

よ
り
標
高
の
高
い
山
奥
ま
で
拡
大
し
て
い

た
。
一
八
九
三
年
に
低
地
で
み
ら
れ
た
広
葉

樹
林
が
少
し
減
少
し
て
い
た
が
、
広
葉
樹
林

と
針
葉
樹
林
を
足
し
合
わ
せ
た
全
森
林
面
積

は
、
あ
ま
り
大
き
な
変
化
で
は
な
か
っ
た
。

建
物
の
分
布
域
は
一
八
九
三
年
と
大
き
な
違

い
は
な
か
っ
た
。
桑
畑
と
果
樹
の
地
図
記
号

は
み
ら
れ
な
く
な
り
、
荒
地
の
地
図
記
号
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
頃
の
守
山
地
域
で
の
広
葉
樹
は
、
扇

状
地
に
ク
ヌ
ギ
や
ア
ベ
マ
キ
林
が
分
布
し
、

山
林
の
標
高
五
〇
〇
ｍ
付
近
か
ら
山
頂
ま
で

は
ミ
ズ
ナ
ラ
林
が
分
布
し
て
い
た
。
針
葉
樹

は
、
ア
カ
マ
ツ
林
の
面
積
の
割
合
が
多
く
を

占
め
、
こ
の
頃
か
ら
植
林
が
少
し
ず
つ
行
わ

れ
山
麓
部
の
河
川
付
近
に
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

の
人
工
林
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る(

堀
内
ら
、
二
〇
〇
四)

。

一
九
七
五
年
の
土
地
利
用
で
は
、

一
八
九
三
年
と
同
様
に
低
地
に
水
田
が
多

く
み
ら
れ
、
低
地
と
山
奥
の
間
の
と
こ
ろ

に
針
葉
樹
林
が
み
ら
れ
、
そ
の
奥
に
広
葉
樹

林
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
年
代
の
地
形
図
で

は
、
一
部
の
森
林
が
針
・
広
混
交
林
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
正
確
な
針
葉
樹
林
・
広
葉
樹

林
の
面
積
の
増
減
は
追
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
足
し
合
わ
せ
た
全
森

林
の
面
積
は
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
低

地
で
の
建
物
区
域
の
面
積
が
増
加
し
、
低

地
の
水
田
の
面
積
が
減
少
し
て
い
た
。
こ

れ
は
一
九
六
三
年
に
国
道
一
六
一
号
線
が
、

一
九
六
四
年
に
琵
琶
湖
大
橋
が
、
一
九
七
四

年
に
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
が
開
通
し
、
人
口
が
増
え

た
た
め
建
物
が
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
六
年
の
土
地
利
用
で
は
、
前
年
代

と
同
様
に
低
地
に
水
田
と
建
物
区
域
、
低
地

と
山
奥
の
間
に
針
葉
樹
林
、
そ
の
奥
地
で
は

広
葉
樹
林
ま
た
は
針
・
広
混
交
林
が
み
ら
れ

た
。
し
か
し
、
一
九
七
五
年
の
土
地
利
用
と

比
べ
て
低
地
で
の
建
物
区
域
の
増
加
が
顕
著

で
、
水
田
の
面
積
が
減
少
し
て
お
り
、
標
高

が
高
い
と
こ
ろ
へ
の
建
物
区
域
の
拡
大
が
み

ら
れ
、
全
森
林
面
積
が
減
少
し
て
い
た
。

一
九
七
五
年
の
土
地
利
用
と
比
べ
て
針
葉

樹
が
か
な
り
減
少
し
て
い
た
。
南
小
松
地
域

の
家
棟
川
で
は
、
マ
ツ
林
は
多
く
が
松
枯
れ

や
宅
地
開
発
な
ど
に
よ
り
消
失
し
、
林
地
が

残
る
範
囲
で
は
、
一
部
で
ア
カ
マ
ツ
が
更
新

さ
れ
る
様
子
を
確
認
で
き
た
が
、
多
く
は
放

置
に
よ
り
遷
移
が
進
み
、
他
の
陽
樹
や
陰
樹

が
優
占
す
る
林
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
る(

安
藤
ら
、
二
〇
二
〇)

。

こ
の
こ
と
は
、
他
の
地
域
で
も
当
て
は
ま
る

図 2　1893 年の土地利

図 3　1932 年の土地利用

図 4　1975 年の土地利用

図 5　2016 年の土地利用
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可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

守
山
地
と
南
小
松
地
域

守
山
地
域
の
建
物
は
、
一
九
六
一
年
時
点

で
は
低
地
で
傾
斜
が
比
較
的
緩
い
地
域
と
、

湖
岸
域
に
分
布
し
て
い
た
が
、
一
九
七
五
年

以
降
で
は
標
高
が
高
い
と
こ
ろ
に
宅
地
が
造

ら
れ
次
々
と
家
が
建
っ
て
い
っ
た
。
加
え
て

一
九
七
五
年
以
降
に
地
荒
谷
川
の
河
道
が
整

備
さ
れ
、
そ
の
河
道
沿
い
に
宅
地
が
増
え
て

い
っ
た
。
こ
の
ニ
箇
所
は
ど
ち
ら
も
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
属
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人

口
増
加
に
伴
い
、
宅
地
が
造
成
さ
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
造
成
地
を
決
め
る
際

に
災
害
危
険
性
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
特
に
地
荒
谷
川
に
つ
い

て
、
河
道
整
備
に
よ
っ
て
ハ
ー
ド
面
で
の
災

害
対
策
は
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
が
今
度
は
土

砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
宅
地
を
誘
導
す
る
結

果
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
はEco–D

RR

の

考
え
方
に
の
っ
と
る
と
暴
露
を
増
大
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
河
道
の
整
備
が
行
わ
れ
る

前
は
こ
の
土
地
は
針
葉
樹
林
で
あ
っ
た
こ
と

が
土
地
利
用
の
変
遷
の
調
査
か
ら
わ
か
っ
て

お
り
、
そ
の
時
に
は
針
葉
樹
林
帯
が
土
石
流

が
宅
地
に
届
く
ま
で
の
緩
衝
帯
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
こ
の
緩
衝
帯
は
脆
弱
性
を
小
さ

く
し
て
い
た
。
ま
た
、
宅
地
も
少
な
く
暴
露

が
少
な
か
っ
た
。
従
っ
て
ハ
ー
ド
対
策
が
行

わ
れ
る
前
も
脆
弱
性
が
小
さ
く
暴
露
が
小
さ

か
っ
た
の
で
災
害
に
対
す
る
リ
ス
ク
は
小
さ

か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
河
道
が
整
備

さ
れ
た
現
在
で
は
暴
露
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
り
災
害
に
対
す
る
リ
ス
ク
は
大
き
く
な
っ

た
。
こ
の
土
地
は
災
害
が
起
き
た
と
き
に
危

険
な
地
域
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
識
し

な
が
ら
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

南
小
松
地
域
の
建
物
は
、
一
九
六
一
年
時

点
で
は
ほ
と
ん
ど
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
一
九
七
五

年
以
降
標
高
が
高
い
地
域
と
南
小
松
の
低
地

の
南
側
の
北
比
良
地
区
に
隣
接
す
る
地
域
と

河
川
沿
い
の
樹
林
帯
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
宅

地
が
造
成
さ
れ
、
建
物
が
増
え
て
い
っ
た
こ

と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
低
地
で
の
宅
地
造

成
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
全
く
か
ぶ
っ

て
お
ら
ず
安
全
性
が
高
い
と
い
え
る
。
し
か

し
、
そ
の
宅
地
で
は
お
さ
ま
ら
ず
脆
弱
性
の

強
い
標
高
が
高
い
地
域
や
河
川
沿
い
に
宅

地
が
造
成
さ
れ
、
そ
の
結
果
脆
弱
性
が
大
き

く
暴
露
が
大
き
い
災
害
リ
ス
ク
が
大
き
い
土

地
に
建
物
が
増
え
た
。
南
小
松
地
域
は
守
山

地
域
に
比
べ
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
少
な

く
、
傾
斜
も
緩
い
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
安
全

性
の
高
い
住
み
や
す
い
地
域
と
い
え
る
が
、

そ
の
結
果
人
口
が
増
加
し
、
災
害
リ
ス
ク
の

高
い
地
域
ま
で
宅
地
が
拡
大
し
て
し
ま
っ

た
。
今
後
の
人
口
の
増
減
に
伴
い
、
宅
地
の

変
動
が
お
き
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
際
は
過
去
の
土
地
利
用
を
見
返
し
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
を
考
慮
に
入
れ
て
、
将
来
は

ど
の
土
地
で
安
全
性
の
高
い
宅
地
を
構
え
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

増
加
し
た
建
物
区
域
の
土
地
利
用
の
割
合

一
九
七
五
年
か
ら
二
〇
一
六
年
で
増
加
し

た
建
物
区
域
の
土
地
利
用
の
割
合
を
表
か
ら

見
て
み
る
と
、
低
地
で
の
増
加
で
は
、
水
田

か
ら
建
物
へ
と
転
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

標
高
が
高
い
と
こ
ろ
で
の
増
加
で
は
、
針
葉

樹
林
か
ら
建
物
へ
と
転
用
さ
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
標
高
が
高
い
と
こ
ろ

で
の
建
物
の
増
加
が
多
か
っ
た
一
九
七
五
年

か
ら
二
〇
一
六
年
で
は
、
針
葉
樹
林
か
ら
建

物
へ
と
転
用
さ
れ
る
割
合
が
大
き
か
っ
た
。

ま
た
、
沿
岸
沿
い
の
森
林
・
荒
地
が
建
物
に

転
用
さ
れ
て
い
る
地
域
も
多
か
っ
た
。

建
物
の
分
布
と
土
砂
災
害
警
戒
区
域

図
５
か
ら
８
は
、
一
八
九
三
年
か
ら

二
〇
一
六
年
ま
で
の
約
四
〇
年
毎
の
建
物
の

分
布
と
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
示
し
て
い

る
。一

八
九
三
年
か
ら
一
九
三
二
年
に
か
け

て
、
建
物
区
域
の
面
積
と
標
高
分
布
に
大
き

な
変
化
は
な
く
、
八
四
ｍ
か
ら
一
五
三
ｍ
に

分
布
し
て
い
た
。

一
九
三
二
年
か
ら
一
九
七
五
年
に
か
け

て
、
建
物
区
域
の
面
積
は
二
．
四
一
七

倍
に
増
加
し
、
標
高
分
布
も
八
四
ｍ
か
ら

三
三
一
ｍ
に
拡
大
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、

一
五
三
ｍ
か
ら
三
三
一
ｍ
の
標
高
の
と
こ
ろ

に
新
た
に
建
物
区
域
が
出
現
し
て
い
た
。
そ

の
建
物
区
域
は
一
九
七
五
年
で
は
図
か
ら
わ

か
る
と
お
り
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
区
域
の
面
積

は
大
き
く
な
く
点
在
し
て
い
た
。

一
九
七
五
年
か
ら
二
〇
一
六
年
に
か
け

て
、
建
物
区
域
の
面
積
は
二
．
六
四
倍
に
増

加
し
て
い
た
。
標
高
分
布

は
八
四
ｍ
か
ら
三
二
八
ｍ

で
あ
り
、
標
高
が
高
い
と

こ
ろ
へ
の
拡
大
は
み
ら
れ

な
い
が
、
標
高
が
高
い
と

こ
ろ
の
建
物
区
域
の
面
積

の
拡
大
が
み
ら
れ
る
。
標

高
が
低
い
と
こ
ろ
の
建
物

区
域
の
面
積
も
拡
大
し
て

い
る
。
一
九
七
五
年
で
点

土地利用 割合 (%)

水田 27.41

針葉樹 58.081

広葉樹 1.923

混交林 0.676

荒地 4.355

畑 7.515

沿岸沿い 0.039

表 1　1975 年から 2016 年で増加した
建物区域の元の土地利用
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源
の
利
用
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
、
人
が
山
を

管
理
し
て
い
た
。
し
か
し
現
在
で
は
山
に
人

の
手
が
あ
ま
り
入
ら
ず
、
例
え
ば
ア
カ
マ
ツ

に
着
目
す
る
と
、
多
く
は
放
置
に
よ
り
遷
移

が
進
み
、
他
の
陽
樹
や
陰
樹
が
優
占
す
る
林

に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。　
　
　
　

一
九
三
二
頃
年
ま
で
は
、
低
地
に
水
田
が

多
く
見
ら
れ
た
が
、
一
九
七
五
年
頃
に
な
る

と
人
口
増
加
に
伴
い
、
低
地
の
水
田
や
河
川

周
辺
の
針
葉
樹
に
お
い
て
建
物
が
拡
大
し

た
。
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇
一
六
年
の
変
遷

を
た
ど
る
と
標
高
が
高
い
と
こ
ろ
で
の
建
物

区
域
の
拡
大
が
み
ら
れ
、
針
葉
樹
林
か
ら
建

物
へ
の
転
用
が
多
く
み
ら
れ
た
。
転
用
さ
れ

る
前
の
針
葉
樹
林
な
ど
の
樹
林
帯
は
、
山
地

で
土
石
流
な
ど
の
災
害
が
起
き
た
時
に
建
物

区
域
に
到
達
す
る
ま
で
の
緩
衝
帯
で
あ
る
の

で
、
樹
林
帯
か
ら
建
物
へ
の
転
用
は
こ
の
緩

衝
帯
が
消
失
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
脆
弱
性
を
大
き
く
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
森
林
を

減
災
の
観
点
か
ら
重
要
視
し
、
保
全
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

建
物
区
域
と
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
関
係

性
に
つ
い
て
は
、
昔
か
ら
存
在
し
た
建
物
区

域
は
大
部
分
が
九
〇
ｍ
か
ら
一
三
〇
ｍ
の
低

地
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
低
地
で

の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
割
合
は
少
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
昔
か

ら
建
物
区
域
と
し
て
機
能
し
て
い
る
土
地
は

安
全
性
が
高
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一

方
、
一
九
七
五
年
以
降
で
は
一
三
〇
ｍ
か
ら

二
〇
〇
ｍ
の
標
高
が
高
い
と
こ
ろ
に
建
物
区

域
が
出
現
し
拡
大
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
標

高
で
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
割
合
が
高
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
一
三
〇

ｍ
か
ら
二
〇
〇
ｍ
と
い
う
標
高
の
地
域
に
お

い
て
建
物
区
域
の
割
合
は
ま
だ
小
さ
い
た

め
、
今
後
建
物
区
域
が
こ
の
標
高
の
と
こ
ろ

に
拡
大
し
て
い
く
余
地
が
あ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
近
年
増
加
し
て
い

る
標
高
が
高
い
地
域
の
建
物
区
域
と
し
て
機

能
し
て
い
る
土
地
は
安
全
性
が
低
い
こ
と
、

そ
の
土
地
に
今
後
建
物
区
域
が
拡
大
し
て
い

く
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
今

後
の
人
口
変
動
に
伴
い
、
建
物
区
域
が
変
化

し
て
い
く
で
あ
ろ
う
が
、
今
一
度
災
害
危
険

性
を
考
慮
し
た
土
地
利
用
に
つ
い
て
考
え
、

こ
の
地
域
に
お
け
る
将
来
の
在
り
方
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

在
し
て
出
現
し
て
い
た
建
物
区
域
が
拡
大

し
、
大
き
な
建
物
区
域
に
な
っ
て
い
る
地
域

も
み
ら
れ
た
。
標
高
が
高
い
と
こ
ろ
の
建
物

区
域
の
面
積
は
低
い
と
こ
ろ
に
比
べ
て
大
き

く
は
な
い
が
、
標
高
一
三
〇
ｍ
か
ら
二
〇
〇

ｍ
の
地
域
で
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
含
ま

れ
る
確
率
が
高
く
な
る
。
比
良
山
麓
地
域
で

は
、
一
九
七
五
年
以
降
土
砂
災
害
警
戒
区
域

内
で
の
建
物
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。
標
高
が

高
い
と
こ
ろ
で
の
建
物
区
域
の
拡
大
に
は
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

ま
と
め

明
治
後
期
の
比
良
山
麓
地
域
で
は
山
林
資

図 6　1893 年の建物分布と土砂災害警戒図 7　1932 年の建物分布と土砂災害警戒

図 8　1975 年の建物分布と土砂災害警戒図 9　2016 年の建物分布と土砂災害警戒
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滋
賀
県
立
大
学　
　
　

東　
幸
代

江
戸
時
代
の
比
良
山
麓
に
お
け
る
土
砂
災
害
対
応

比
良
山
麓
地
域
の
災
害

　
江
戸
時
代
の
比
良
山
麓
地
域
は
、
ど
の
よ

う
な
災
害
に
直
面
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。『
志
賀
町
史
』
に
は
、
当
該
地
域
の
江

戸
時
代
の
災
害
と
し
て
、
①
日
照
り
に
よ
る

用
水
不
足
、
②
琵
琶
湖
の
増
水
に
よ
る
田
地

の
水
損
、
③
大
雨
に
よ
る
川
の
決
壊
、
④
猪

鹿
に
よ
る
被
害
、
の
四
項
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。　
　

　
い
ず
れ
も
こ
の
地
に
暮
ら
す
人
び
と
の
暮

ら
し
を
大
き
く
脅
か
す
災
害
で
す
が
、
こ
こ

で
は
、
③
に
関
係
す
る
土
砂
災
害
に
つ
い
て

み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
該
地
域
の

諸
河
川
は
、
古
文
書
に
「
石
川
」
な
ど
と
表

現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
石
や
土
砂

を
押
し
流
す
こ
と
が
恒
常
化
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
河
川
の
決
壊
が
土
砂
の
大

量
流
出
を
招
く
こ
と
が
ま
ま
あ
っ
た
の
で

す
。

　
現
在
で
も
、
比
良
山
麓
を
流
れ
る
河
川
の

ほ
と
ん
ど
は
、
土
石
流
危
険
渓
流
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
近
代
以
降
、
砂
防
工

事
や
河
川
改
修
が
進
み
、
災
害
の
危
険
性
は

軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
防
災
・
減
災

用
の
構
造
物
と
し
て
自
然
材
し
か
利
用
で
き

な
か
っ
た
時
代
の
人
び
と
は
、
一
体
ど
の
よ

う
に
し
て
土
砂
災
害
に
対
応
し
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。
木
戸
村
（
木
戸
地
区
）
を
例
に

み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

木
の
根
掘
り
取
り
禁
止
と
植
栽
奨
励

　
ま
ず
、
行
政
に
携
わ
る
領
主
層
の
動
き
を

み
ま
す
。

　
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）、
大
津
代
官
小

野
半
之
助
は
、
木
戸
村
・
荒
川
村
（
荒
川
地

区
）・
大
物
村
（
大
物
地
区
）
に
対
し
て
、

次
の
よ
う
に
触
れ
ま
し
た
。

百
姓
惣
山
や
持
山
、
持
林
か
ら
土
砂
が

馳
せ
出
し
、
田
地
の
障
が
い
に
な
る
の

で
、
以
前
か
ら
木
の
根
を
堀
り
取
る
こ

と
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
の
旨
を
守
る

よ
う
に
。

　
ま
た
、
続
け
て
、

竹
木
を
植
え
る
こ
と
で
砂
留
に
な
る
と

こ
ろ
は
、
農
作
の
手
透
き
の
際
に
村
で

土
地
に
合
っ
た
木
苗
を
植
え
付
け
、
土

砂
が
馳
せ
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
。

と
も
命
じ
て
い
ま
す
。
領
主
は
、
木
の
根
や

木
苗
と
い
っ
た
植
物
に
よ
る
崩
壊
防
止
機
能

に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
の
で
す
。

土
地
利
用
の
改
変

　
こ
う
し
た
予
防
的
対
応
以
外
に
も
、
領
主

層
が
対
症
療
法
的
に
土
地
利
用
の
改
変
を

村
々
に
命
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
延
宝

二
年
（
一
六
七
四
）
に
木
戸
村
と
荒
川
・
大

物
村
と
の
間
で
発
生
し
た
、
草
場
を
め
ぐ
る

争
論
の
古
文
書
か
ら
、
そ
れ
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
三
カ
村
は
、立
会（
入
会
）の
草
場
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
、「
す
す
み
」

と
い
う
場
所
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
は
も

と
も
と
木
戸
村
と
荒
川
村
の
用
水
の
井
口
で

し
た
。
四
、五
〇
年
前
、
こ
の
井
口
が
大
水

で
切
れ
、
木
戸
村
の
田
地
が
被
害
に
あ
っ
た

時
、当
時
の
領
主
は「
す
す
み
」を「
永
代
林
」

に
し
、
草
は
三
カ
村
入
り
会
い
で
刈
り
取
っ

て
も
よ
い
が
、「
川
除
林
」
の
木
柴
は
一
切

刈
っ
て
は
な
ら
な
い
、と
命
じ
ま
し
た
。「
川

除
林
」
と
は
、
水
防
林
の
こ
と
で
す
。
被
害

田
地
を
水
防
林
に
改
変
し
、
防
・
減
災
機
能

を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

一
七
世
紀
後
期
の
環
境

　
田
地
を
守
る
こ
と
は
百
姓
の
暮
ら
し
を
成

り
立
た
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
領
主

に
よ
る
上
述
の
諸
対
応
は
、
木
戸
村
の
人
び

と
の
暮
ら
し
を
保
障
す
る
も
の
で
し
た
。

　
た
だ
、
こ
の
背
景
に
は
、
一
七
世
紀
後
期

に
お
け
る
広
域
的
な
山
地
荒
廃
と
い
う
お
お

き
な
環
境
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
畿
内
・
近
国
（
具
体
的
に
は
山
城

国
・
大
和
国
・
河
内
国
・
摂
津
国
・
近
江
国
）

で
は
山
地
荒
廃
が
す
す
み
、
淀
川
・
大
和
川

水
系
の
土
砂
流
出
が
進
行
し
て
い
た
の
で

す
。
土
砂
は
水
行
を
妨
げ
、
各
地
に
被
害
を

お
よ
ぼ
し
ま
し
た
。
江
戸
幕
府
は
、
こ
う
し

た
被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）
か
ら
数
度
に
わ
た
っ
て
、
木

84



図 1　打見谷山から流れる打見谷川（現在の木戸川）

の
根
掘
り
取
り
禁
止
と
植
栽
奨
励
、
土
地
利

用
の
改
変
を
命
じ
て
い
ま
す
。
比
良
山
麓
地

域
に
対
し
て
み
ら
れ
た
領
主
層
の
動
き
も
、

江
戸
幕
府
の
方
針
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
と
い
え
ま
す
。

「
御
普
請
」
の
実
施

　
も
う
一
つ
、
領
主
層
が
防
・
減
災
の
た
め

に
実
施
し
た
の
が
、川
除
普
請
、す
な
わ
ち
、

水
防
の
た
め
の
河
川
の
普
請
（
土
木
工
事
）

で
し
た
。
こ
れ
に
は
、
川
浚
え
や
堤
の
修
復

な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
木
戸
村

に
武
士
た
ち
が
や
っ
て
き
て
普
請
を
お
こ
な

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
領
主
は
、
村
の

人
び
と
が
お
こ
な
う
普
請
の
費
用
を
負
担
す

る
の
で
す
。

　
木
戸
村
の
南
側（
図
１
で
は
左
側
）に
は
、

打
見
谷
山
を
水
源
と
す
る
打
見
谷
川
（
現
在

の
木
戸
川
）
が
流
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

こ
の
川
は
、「
荒
石
川
」
や
「
石
川
」
と
表

現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
川
で
、
大
雨
の
際
に

は
土
砂
流
出
が
み
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

木
戸
村
に
は
宝
永
四
年（
一
七
〇
七
）の「
木

戸
村
亥
春
御
普
請
帳
」
な
ど
、
川
除
普
請
関

係
の
古
文
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

は
、打
見
谷
川
の
川
浚
え
に
必
要
な
人
足
一
，

五
五
六
人
分
の
経
費
が
記
さ
れ
て
お
り
、
領

主
が
普
請
費
用
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
領
主
主
体
の
普
請

を
「
御
普
請
」
と
呼
び
ま
す
。
一
方
、
費
用

を
村
で
調
達
す
る
場
合
の
普
請
を「
自
普
請
」

と
い
い
ま
す
が
、木
戸
村
は
後
年
に
な
っ
て
、

川
浚
え
を
自
普
請
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
木
戸
村
に
と
っ
て
は
不
本
意
で
あ
っ

た
よ
う
で
、延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
は
、

自
普
請
で
は
川
浚
え
が
不
十
分
で
あ
り
、
御

普
請
を
命
じ
て
ほ
し
い
と
の
旨
を
領
主
に
訴

え
て
い
ま
す
。

　
水
害
や
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め

普
請
を
お
こ
な
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
費
用

が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
は
、

木
戸
村
の
み
な
ら
ず
、
比
良
山
麓
地
域
の
村

む
ら
共
通
の
状
況
で
し
た
。
ま
た
、
河
川
の

普
請
は
災
害
対
策
の
み
な
ら
ず
、
村
の
生
産

力
を
維
持
し
て
い
く
上
で
も
必
要
不
可
欠
な

の
で
す
が
、
普
請
費
用
を
誰
が
負
担
す
る
か

は
、
全
国
的
に
も
多
く
の
村
む
ら
で
問
題
と

さ
れ
ま
し
た
。

生
業
と
の
せ
め
ぎ
あ
い

　
領
主
に
よ
る
防
・
減
災
対
策
が
進
め
ら
れ

る
一
方
で
、
木
戸
村
の
側
で
も
対
策
が
と
ら

れ
ま
し
た
。
前
述
の
「
す
す
み
」
の
川
除
林

の
維
持
や
、
川
除
普
請
の
実
施
な
ど
で
す
。

た
だ
、
村
に
よ
る
防
・
減
災
対
策
は
、
大
雨

な
ど
自
然
環
境
の
影
響
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
的
圧
力
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。「
す
す
み
」
の
争
論
も
、

木
戸
村
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
防
災
機
能
減
退

の
た
め
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
木
柴
刈
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り
を
、
荒
川
村
が
故
意
に
お
こ
な
っ
た
こ
と

が
発
端
で
す
。

　
木
戸
村
の
場
合
、
と
り
わ
け
配
慮
が
必
要

だ
っ
た
の
は
、
山
か
ら
石
を
と
っ
て
暮
ら
し

を
成
り
立
た
せ
て
い
る
村
人
の
存
在
で
し

た
。

　

江
戸
時
代
前
期
に
あ
た
る
寛
永
期

（
一
六
二
四
～
四
五
年
）
に
成
立
し
た
俳
諧

書
『
毛
吹
草
』
に
は
、

　
　
木
戸
石　

 

切
石
に
こ
れ
を
用
う
。

と
い
う
記
載
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
享
保

一
九
年
（
一
七
三
四
）
に
完
成
し
た
『
近
江

輿
地
志
略
』
に
は
、

庭
石　
こ
れ
も
木
戸
村
の
出
す
と
こ
ろ

を
佳
と
す
。
仮
山
泉
水
を
好
む
も
の
甚

だ
愛
す
。

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
初
頭
か

ら
木
戸
村
の
石
は
良
石
と
さ
れ
、「
木
戸
石
」

は
一
種
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
、
採
石
と
い
う
生
業
と
防
・
減
災

対
策
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
が
生
起
す
る
の
で

す
。

比
良
山
麓
の
石
材

　
比
良
山
麓
地
域
に
は
、
木
戸
村
以
外
に
も

石
材
生
産
に
か
か
わ
る
人
び
と
が
多
数
存
在

し
ま
し
た
。
我
々
調
査
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
は
、
聞
き
と
り
調
査
を
通
し
て
、
昭
和

期
の
石
材
業
に
関
す
る
種
々
の
情
報
を
得
て

き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
の
一
つ
に
、
対
象
と

す
る
石
材
そ
の
も
の
に
村
ご
と
の
特
徴
が
あ

る
こ
と
や
、
石
材
業
へ
の
従
事
の
仕
方
が
異

な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
う
し
た
例
を
あ
げ
る
と
、

・
北
比
良
地
区
…
長な

が
い
し石

が
多
く
、
延
石
や
敷

石
、
鳥
居
な
ど
に
加
工
す
る
。

・
南
小
松
地
区
…
丸
石
が
多
く
、
灯
籠
な
ど

の
細
工
物
、
水
鉢
、
石
臼
な
ど
を
得
意
と
す

る
石
工
が
多
い
。

・守
山
地
区
…
石
造
加
工
品
を
作
る
よ
り
も
、

守
山
石
を
山
か
ら
運
び
出
し
て
加
工
せ
ず
に

石
垣
や
、
庭
石
と
し
て
利
用
す
る
石
工
が
多

い
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
昭
和
期
の
情
報
で

す
が
、
木
戸
村
の
江
戸
時
代
の
古
文
書
に
み

ら
れ
る
の
は
、
北
比
良
地
区
と
同
じ
く
「
長

石
」
で
す
。
大
も
の
を
切
り
出
し
て
生
業
と

し
て
い
る
人
び
と
が
存
在
し
た
の
で
す
。

木
戸
村
の
採
石
場

　
正
徳
三
年（
一
七
一
三
）の
古
文
書
に
は
、

木
戸
村
で
石
の
切
り
出
し
を
家
業
に
し
て
い

た
人
び
と
は
、「
惣
村
山
」
を
石
切
場
に
し

図 2　採石場跡（中央に点在する白色楕円部分）
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て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
は
、「
前
々
は

川
筋
や
山
稼
ぎ
の
差
し
支
え
に
な
ら
な
い
場

所
」が
石
切
場
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
図
２
）
は
、
作
成
年
が
未
詳
で
す
が
、
表

現
等
か
ら
み
て
江
戸
時
代
の
作
成
と
考
え
ら

れ
る
絵
図
で
す
。
木
戸
村
を
流
れ
る
打
見
谷

川
と
守
山
村
（
守
山
地
区
）
を
流
れ
る
「
ぬ

り
川
（
現
在
の
野
離
子
川
）」
と
の
間
に
、

白
色
の
楕
円
が
点
在
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

が
「
往
古
よ
り
石
取
り
そ
う
ろ
う
跡
」
を
示

し
て
い
る
こ
と
が
、
絵
図
の
凡
例
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
確
か
に
、
川
筋
や
山
稼
ぎ
を
妨

げ
な
い
、
琵
琶
湖
に
比
較
的
近
い
場
所
で
採

石
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
天
保
二
年
二
月
に
、
百
姓
と

石
職
が
採
石
の
場
所
を
め
ぐ
っ
て
争
い
に
な

り
ま
す
。
百
姓
が
領
主
に
対
し
て
提
出
し
た

願
書
で
は
、
当
時
、
だ
ん
だ
ん
石
職
が
多
人

数
と
な
り
、
最
近
で
は
「
打
見
谷
」
へ
入
れ

込
み
、
掘
り
崩
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
の
で
す
。「
打
見
谷
」
と
は
、
打
見
谷
川

の
上
流
に
位
置
す
る
「
打
見
谷
山
」
の
谷
を

差
す
の
で
し
ょ
う
。
石
職
ら
が
、
石
を
求
め

て
川
へ
入
り
込
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え

ま
す
。

農
業
へ
の
影
響

　
打
見
谷
川
は
、前
述
の
よ
う
に
「
荒
石
川
」

や
「
石
川
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
川
で

参
考
資
料

木
戸
地
区
文
書
（
図
１
・
図
２
と
も
。
た
だ
し
、
図
に

つ
い
て
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
あ
り
。）

『
志
賀
町
史　
第
二
巻
』
志
賀
町
、
１
９
９
９
年

『
志
賀
町
史　
第
五
巻
』
志
賀
町
、
２
０
０
５
年

水
本
邦
彦
『
土
砂
留
め
奉
行
ー
河
川
災
害
か
ら
地
域
を

守
る
ー
』
吉
川
弘
文
館
、
２
０
２
２
年

す
。
こ
の
よ
う
な
川
の
流
域
で
採
石
を
お
こ

な
う
と
何
が
起
こ
る
の
か
、
読
者
の
み
な
さ

ん
に
は
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。「
雨
水
毎
に

川
筋
が
赤
き
濁
水
」
と
な
り
、飲
み
水
も
四
、

五
日
濁
り
ま
す
。
花
崗
岩
に
含
ま
れ
る
鉄
分

が
流
出
し
て
赤
水
が
流
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
大
雨
の
時
に
は
「
御
田
地
つ
ぶ

れ
」
る
恐
れ
が
出
て
き
ま
す
。
大
雨
で
な
く

と
も
、
赤
水
が
田
地
に
入
る
こ
と
で
稲
草
が

実
ら
な
く
な
り
、
土
砂
堆
積
の
た
め
に
川
筋

が
高
く
な
り
ま
す
。　

　

百
姓
ら
が
言
う
に
は
、
打
見
谷
川
筋
で

の
採
石
は
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
～

一
八
〇
一
年
）
に
領
主
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ

た
と
の
こ
と
。
そ
の
後
の
石
職
は
、
場
所
を

変
え
て
下
流
に
影
響
が
な
い
よ
う
に
採
石
し

て
い
た
が
、「
浮
き
石
」
を
取
り
尽
く
し
た

た
め
さ
ら
に
場
所
を
変
え
た
。
そ
こ
で
の
採

石
に
よ
っ
て
、「
毎
夏
雨
水
ご
と
に
土
砂
を

押
し
出
す
」
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
つ
い
て

は
、
石
職
た
ち
に
、
百
姓
の
指
示
に
従
う
よ

う
に
命
じ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
の
が
領
主
に

対
す
る
百
姓
の
願
い
で
し
た
。

石
職
の
反
論

　
百
姓
の
願
書
を
受
け
て
、
石
職
の
採
石
は

禁
止
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
た
め
、「
石

屋
惣
代
」
が
同
月
に
嘆
願
書
を
提
出
し
て
い

ま
す
。
自
分
た
ち
は
、「
石
業
」
の
他
に
生

業
を
持
た
な
い
し
、
今
ま
で
採
石
し
て
き
た

「
長
石
」
が
採
れ
な
く
て
は
、
商
売
に
差
し

支
え
る
と
の
旨
を
主
張
し
ま
す
。

　
こ
の
争
論
を
通
し
て
、
石
職
が
自
由
な
操

業
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が

判
明
し
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
争
論
の
数
年
前

ま
で
は
、「
御
田
地
用
水
の
節
は
春
秋
に
際

限
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
農

業
用
水
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の

で
す
。
ま
た
、
村
に
対
す
る
過
料
と
し
て
、

「
槌
一
丁
に
三
匁
」、「
浜
役
と
し
て
一
匁
二

分
」
を
納
め
、
加
え
て
、「
山
荒
は
一
坪
に

つ
き
四
分
五
厘
の
と
こ
ろ
と
五
分
」
と
が
あ

り
、
場
所
に
応
じ
て
山
荒
料
を
支
払
っ
て
い

ま
す
。「
槌
」
へ
の
賦
課
は
石
材
を
切
り
出

す
こ
と
へ
の
対
価
な
の
で
し
ょ
う
。「
浜
役
」

は
石
材
を
琵
琶
湖
岸
ま
で
搬
出
し
、
加
工
し

出
荷
す
る
た
め
の
場
所
を
利
用
す
る
こ
と
へ

の
対
価
、
ま
た
、「
山
荒
料
」
は
文
字
通
り

山
を
荒
ら
す
こ
と
に
対
す
る
詫
び
銀
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
、
石
職
は
言
い
ま
す
。
必
要
な
ら

ば
、「
御
普
請
所
」
の
手
伝
い
も
す
る
し
、

従
来
か
ら
支
払
っ
て
き
た
「
山
荒
料
」
も
増

額
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
百
姓
の
指
図
次
第
に

す
る
の
で
、採
石
の
継
続
を
認
め
て
ほ
し
い
、

と
。
採
石
を
や
め
る
と
い
う
選
択
肢
は
、
彼

ら
に
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

争
論
の
結
末

　

こ
の
争
論
は
、
結
果
的
に
木
戸
村
内
で

「
事
済
（
内
済
）」
と
な
り
、
双
方
が
領
主
に

対
す
る
願
書
を
取
り
下
げ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
現
段
階
で
は
具

体
的
な
解
決
方
法
を
示
す
古
文
書
が
確
認
で

き
ま
せ
ん
。

　
村
人
た
ち
が
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
、
農

業
と
採
石
業
と
い
う
両
生
業
の
バ
ラ
ン
ス

や
、
防
・
減
災
と
生
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
は

か
っ
た
の
か
、
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
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京
都
先
端
科
学
大
学　
　
　
　

  　
　
　
　
　

 

渡
部　
圭
一

京
都
大
学
地
球
環
境
学
堂　
　
　
　
　
　
　
　

落
合　
知
帆

比
良
山
麓
の
石
工
の
仕
事
と
資
源
管
理

は
じ
め
に

　
滋
賀
県
大
津
市
の
北
部
に
位
置
す
る
比
良

山
系
は
、「
木
戸
石
」（
志
賀
町
史
編
集
委
員

会
編　
一
九
九
九)

と
よ
ば
れ
る
白
色
の
花

崗
岩
の
産
地
で
あ
り
、
京
都
の
白
川
石
に
次

ぐ
銘
石
と
し
て
知
ら
れ
、
神
社
の
鳥
居
や
燈

籠
、
建
築
石
材
、
石
垣
や
庭
石
な
ど
に
広
く

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
ま
と
め
ら
れ

た
「
滋
賀
郡
木
戸
村
誌
」
に
は
、
木
戸
村
の

産
物
と
し
て
御
影
石
が
あ
げ
ら
れ
「
質
美
ニ

シ
テ
燈
籠
・
嗽
盤
・
其
他
石
工
ニ
用
ユ
」（
志

賀
町
史
編
集
委
員
会
編　
一
九
九
九)

と
あ

り
、
製
作
さ
れ
た
燈
籠
な
ど
の
質
が
良
か
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
明
治
一
三

年
（
一
八
八
〇
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
滋
賀

県
物
産
誌
」
の
木
戸
村
の
項
に
は
物
産
と
し

て
「
石
燈
籠
」
や
「
石
塔
」
が
挙
げ
ら
れ
、

「
工
」（
工
業
を
示
す
）
の
割
合
も
大
き
く
、

石
材
業
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
（
滋
賀
県
市
町
村
沿
革
史
編
さ
ん
委
員
会

編　

一
九
六
二)

。
田
井
中
は
「
木
戸
村
・

北
比
良
村
で
は
集
落
に
お
い
て
「
工
」
の
占

め
る
比
率
も
高
く
、 

明
治
時
代
初
め
の
滋
賀

県
下
で
、 

こ
の
地
域
に
お
け
る
石
工
の
分
布

密
度
は
群
を
抜
い
て
い
る
。」（
田
井
中
洋
介　

二
〇
〇
七
）
と
書
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
生
業
を
支
え
た
比
良
山
地
の
石

材
は
、
地
質
上
は
全
て
同
じ
花
崗
岩
に
分
類

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
場
所
に
よ
っ
て
石
の
特

質
が
異
な
り
ま
す
。
南
小
松
の
一
部
か
ら
は

細
粒
の
「
赤
石
」
や
「
ぬ
か
め
」
と
よ
ば
れ

る
石
材
が
産
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
北
比
良

で
も
同
様
で
、
山
の
一
部
で
は
肌
理
の
細
か

い
花
崗
岩
の
石
材
が
と
れ
る
場
所
が
あ
り
、

ま
た
地
下
に
埋
も
れ
て
い
る
石
の
な
か
に
は

「
ア
テ
」
と
よ
ば
れ
る
茶
色
が
か
っ
た
良
質

な
石
材
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
地
元
の
人
々
の
間
で
知
ら
れ
て

い
る
石
材
の
特
性
の
差
と
し
て
、
採
取
で
き

る
石
の
大
き
さ
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
谷
が

深
く
と
く
に
大
き
い
石
が
と
れ
た
の
が
北
比

良
と
南
比
良
で
、
家
屋
の
基
礎
石
や
神
社
の

鳥
居
な
ど
「
長な

が
い
し石

」
の
産
地
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
比
較
的
小
型
の
石
材

を
と
っ
て
い
た
南
小
松
で
は
、
燈
籠
や
手
水

鉢
の
よ
う
な
加
工
物
が
盛
ん
に
製
作
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
木
戸
よ
り
南
側
の
守
山
に
い
く

と
、
と
れ
る
石
は
花
崗
岩
で
は
な
く
、
黒
味

が
か
っ
た
「
守
山
石
」
と
呼
ば
れ
る
チ
ャ
ー

ト
石
に
変
わ
り
ま
す
。
固
く
て
割
れ
な
い
の

で
加
工
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
外
観
の
美
し
さ

か
ら
、
主
に
庭
石
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。こ
の
よ
う
に
比
良
山
麓
の
村
々
で
は
、

採
取
で
き
る
石
材
の
特
性
に
あ
わ
せ
た
山
の

資
源
の
利
用
が
発
達
し
て
い
た
の
で
す
。

北
比
良
地
区
で
の
道
具
と
作
業
工
程

　
北
比
良
の
石
工
の
操
業
形
態
に
は
二
通
り

が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
親
方
に
属
し
て

山
の
石
材
の
切
り
出
し
、
搬
出
、
加
工
に
従

事
す
る
職
人
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
独
立
し
て

「
細
工
も
の
」（
加
工
品
の
こ
と
）
作
り
に
従

事
す
る
職
人
で
す
。
北
比
良
で
多
数
派
だ
っ

た
の
は
前
者
の
ほ
う
で
、
特
定
の
親
方
に
つ

き
、
月
ご
と
の
作
業
日
数
に
応
じ
て
金
銭
を

受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
親
方
は
北
比
良
に

主
に
二
軒
、南
比
良
に
も
二
軒
あ
り
ま
し
た
。

　
北
比
良
の
「
親
方
」
の
ひ
と
り
、
比
良
岡

家
の
経
営
を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
比
良

岡
家
で
は
昭
和
戦
前
期
に
は
一
五
～
二
〇

名
ほ
ど
の
職
人
を
雇
っ
て
操
業
し
て
い
ま

し
た
。
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
生
ま

れ
の
比
良
岡
七
郎
さ
ん
は
、
昭
和
一
六
年

（
一
九
四
一
）
三
月
に
高
等
小
学
校
を
卒
業

し
、
す
ぐ
に
家
業
の
石
材
業
に
従
事
し
た
経

歴
の
持
ち
主
で
、
戦
前
期
の
北
比
良
の
石
工

の
盛
ん
な
仕
事
ぶ
り
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い

ま
す
。「
そ
の
時
分
（
大
正
～
昭
和
戦
前
期
）

は
石
屋
（
石
工
）
の
全
盛
期
や
っ
た
や
ろ
、

そ
の
時
分
に
は
こ
の
在
所
は
石
関
係
の
お
金

が
ど
い
ど
い
入
っ
た
や
ろ
」
と
い
い
ま
す
。

　
比
良
川
の
本
流
の
「
正
面
谷
（
南
の
谷
）」

を
さ
か
の
ぼ
り
、
大
山
口
か
ら
尾
根
伝
い
に

山
道
を
登
っ
た
あ
た
り
の
通
称
「
白
岩
」
が

昭
和
一
〇
年
代
の
比
良
岡
家
の
丁ち

ょ
う
ば場
で
し

た
。
標
高
に
す
る
と
四
五
〇
ｍ
～
六
五
〇
ｍ

の
地
点
で
す
。
北
比
良
の
採
石
方
法
と
は
、

斜
面
上
に
あ
る
巨
大
な
石
を
、
斜
面
下
の
比

良
川
の
河
原
に
向
け
て
一
気
に
落
石
さ
せ
る

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
石
を
数
年
か
け
て
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少
し
ず
つ
割
り
、
徐
々
に
搬
出
し
て
い
く
の

で
す
。
一
つ
の
石
を
落
と
し
て
割
り
終
え
る

ま
で
が
丁
場
の
サ
イ
ク
ル
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
職
人
は
、
朝
八
時
に
は
集
落
を
出
て
、
お

よ
そ
一
時
間
～
一
時
間
半
か
け
て
丁
場
に
向

か
い
、
夕
暮
れ
ま
で
仕
事
を
し
ま
す
。
ヒ
ル

ゲ
と
い
う
弁
当
箱
に
ご
は
ん
を
茶
碗
五
～
六

杯
分
も
詰
め
込
み
、
な
す
の
漬
物
を
二
本
ほ

ど
お
か
ず
に
添
え
た
も
の
を
銘
々
が
持
参
し

ま
す
。

　
巨
大
な
石
は
、
は
じ
め
に
火
薬
を
使
っ
て

「
大
割
」
し
ま
す
（
図
１
）。
火
薬
を
詰
め
る

穴
を
あ
け
る
に
は
最
大
三
ｍ
も
あ
る
長
い

テ
ッ
ポ
ー
ノ
ミ
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
は
じ

め
は
マ
ル
ノ
ミ
で
浅
め
に
穴
を
掘
り
、
つ
ぎ

に
徐
々
に
長
い
テ
ッ
ポ
ー
ノ
ミ
に
持
ち
変
え

な
が
ら
穴
を
深
く
し
て
い
き
ま
す
。
途
中
か

ら
は
二
人
が
か
り
で
、
ひ
と
り
は
立
っ
て
両

手
で
重
い
ゲ
ン
ノ
ウ
を
打
ち
下
ろ
し
、
ひ
と

り
は
腰
を
下
ろ
し
て
ノ
ミ
を
支
え
、
打
つ
た

び
に
ノ
ミ
を
少
し
回
転
さ
せ
な
が
ら
掘
り
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
比
良
岡
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
一
本
の
穴
を
完

成
さ
せ
る
の
に
二
〇
～
三
〇
日
も
か
か
っ
た

仕
事
で
、「
ま
あ
ま
あ
、
気
の
長
い
、
銭
の

高
い
穴
や
っ
た
な
」
と
い
い
ま
す
。
北
比
良

の
山
中
で
は
、
テ
ッ
ポ
ー
ノ
ミ
の
痕
の
あ
る

石
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
い

ち
ど
割
ら
れ
た
も
の
の
、
な
ん
ら
か
の
理
由

写真 2　矢穴の痕の残る石材 写真 1　テッポーノミの穴の痕がある石   

図 1 　テッポーノミで石を大割する図 2　 トンボグルマで石を運ぶ

図 3 　出荷できる状態に仕上げる図 4 　製品を船へ運び込む
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で
搬
出
さ
れ
な
か
っ
た
石
材
の
一
部
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
（
写
真
１
）。
こ
う
し
て
大

割
さ
れ
た
石
は
、
さ
ら
に
ノ
ミ
と
矢
を
使
っ

て
所
定
の
サ
イ
ズ
に
整
え
ら
れ
、
ク
ル
マ
を

使
っ
て
山
道
を
搬
出
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
山
か
ら
浜
へ
の「
石
出
し
」（
運
搬
）

に
使
わ
れ
た
の
が
ト
ン
ボ
グ
ル
マ
で
す
（
図

２
）。
こ
れ
は
頑
丈
な
台
木
に
金
属
の
車
軸

を
通
し
、
タ
マ
と
よ
ば
れ
る
車
輪
を
取
り
付

け
た
二
輪
車
で
す
。
長
い
梶
棒
を
、
腕
で
抱

き
か
か
え
る
よ
う
に
し
て
操
り
、
曲
が
り
く

ね
る
急
斜
面
の
道
を
下
っ
て
い
き
ま
す
。
坂

道
で
は
重
心
が
前
に
傾
く
と
下
敷
き
に
な
っ

て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
た
め
、
カ
ニ
の
よ
う

に
身
体
を
横
に
向
け
、
石
の
後
尾
に
は
子
ど

も
を
重
石
代
わ
り
に
乗
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
平
坦
地
ま
で
下
り
て
く
る
と
、
タ
マ

カ
エ
バ
（
車
輪
を
交
換
す
る
地
点
）
で
直
径

の
大
き
い
タ
マ
に
変
え
て
効
率
よ
く
運
ぶ
工

夫
も
あ
り
ま
し
た
。

　
北
比
良
の
石
工
に
と
っ
て
、
山
の
丁
場
と

並
ぶ
も
う
ひ
と
つ
の
作
業
拠
点
が
「
浜
」
で

し
た
。
浜
で
の
主
な
作
業
は
、
石
を
細
長
い

基
礎
石
の
形
に
整
え
、
出
荷
で
き
る
状
態
に

仕
上
げ
る
こ
と
で
す
（
図
３
）。
石
の
表
面

に
ノ
ミ
と
ツ
チ
で
一
列
に
穴
を
あ
け
、
こ
こ

に
楔
状
の
「
矢
」
を
差
し
込
み
、
こ
れ
を
重

い
ゲ
ン
ノ
ウ
で
叩
い
て
い
き
ま
す
。「
目
」

と
よ
ば
れ
る
花
崗
岩
の
節
理
を
見
極
め
る
の

が
重
要
で
す
。
石
が
ひ
び
割
れ
る
か
す
か
な

音
を
聞
き
な
が
ら
少
し
ず
つ
叩
い
て
い
く
の

で
す
。
い
ま
で
も
北
比
良
の
集
落
で
は
、
矢

穴
の
痕
の
残
る
石
材
を
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真
２
）。

以
上
の
工
程
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
石
屋

の
仕
事
で
は
石
に
穴
を
あ
け
る
ノ
ミ
が
活
躍

し
ま
す
。
一
口
に
ノ
ミ
と
い
っ
て
も
種
類
は

多
く
、
は
じ
め
は
マ
ル
ノ
ミ
で
石
の
表
面
に

穴
の
形
状
を
描
き
、
次
に
大
ま
か
な
穴
の
形

を
通
常
の
ノ
ミ
で
掘
り
進
め
ま
す
。
底
に
近

づ
く
と
テ
ッ
カ
ノ
ミ
を
使
っ
て
穴
を
完
成
さ

せ
、
さ
ら
に
丁
寧
に
穴
を
整
え
る
場
合
は
先

端
の
尖
っ
た
ソ
コ
ヅ
キ
を
用
い
ま
す
。
ノ
ミ

の
先
は
す
ぐ
鈍
く
な
る
の
で
、
昼
休
み
に
は

小
屋
の
一
画
に
設
け
た
フ
イ
ゴ
で
火
を
起
こ

し
、
道
具
を
叩
い
て
整
え
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
石
屋
は
鍛
冶
屋
の
仕
事
も
兼

ね
て
い
た
わ
け
で
す
。

　
さ
い
ご
は
積
み
出
し
で
す
。
搬
出
に
従
事

す
る
の
は
丸
子
船
を
所
有
す
る「
船
頭
」で
、

石
を
運
ぶ
の
は
と
く
に「
が
ん
こ
」な
船（
丈

夫
な
材
料
で
で
き
た
船
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

小
屋
が
建
て
込
ん
で
い
る
あ
た
り
の
す
ぐ
近

く
の
砂
浜
に
は
丸
子
船
を
横
付
け
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
足
場
板
を
二
枚
か
け
、

途
中
は
ウ
マ
と
い
う
台
で
支
え
、
コ
ロ
（
丸

太
）
を
並
べ
て
石
を
押
し
て
船
へ
運
び
込
み

ま
し
た
（
図
４
）。
広
い
砂
浜
の
地
形
を
生

か
し
た
出
荷
方
法
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
石
を
落
と
す
、
石
を
運

搬
す
る
、
浜
の
小
屋
で
仕
上
げ
る
、
と
い
う

一
連
の
作
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
に
特

化
し
た
職
人
の
分
業
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
「
石
出
し
」
と
よ
ば

れ
る
運
搬
は
、
こ
れ
に
熟
練
し
た
職
人
が
午

前
と
午
後
で
二
往
復
し
て
盛
ん
に
石
を
運
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
親
方
の
側
で
は
、
作
業

日
数
に
あ
わ
せ
て
、
ひ
と
月
分
の
賃
金
を
計

算
し
、
現
金
で
渡
し
て
い
ま
し
た
。
大
振
り

の
そ
ろ
ば
ん
を
使
い
、
派
手
な
音
を
立
て
て

玉
を
は
じ
き
な
が
ら
勘
定
を
す
る
父
親
の
姿

を
、今
も
比
良
岡
さ
ん
は
記
憶
し
て
い
ま
す
。

南
小
松
地
区
で
の
採
石
と
作
業
工
程

　
詳
細
調
査
を
行
っ
た
南
小
松
地
区
で
は
江

戸
時
代
か
ら
採
石
・
加
工
・
販
売
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
明
治

期
の
滋
賀
県
物
産
誌
に
は
南
小
松
の
石
工
の

存
在
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
は
小
松
村
南
小

松
に
七
一
人
の
石
工
が
住
ん
で
い
た
と
の
記

述
が
あ
り
、
小
松
村
の
中
で
は
石
工
の
数
が

最
も
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す

（
志
賀
町
史
編
集
委
員
会
編　
一
九
九
九
）。

南
小
松
内
の
八
幡
神
社
に
は
、
明
治
時
代
の

名
工
が
製
作
し
た
狛
犬
や
燈
籠
が
奉
納
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
野
面
石
で
作
ら
れ
た
高
さ

三
m
程
の
巨
大
な
化
燈
籠
、
巨
石
を
用
い
た

石
垣
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
集

落
内
の
住
宅
に
は
石
の
基
礎
が
用
い
ら
れ
、

一
部
の
庭
に
は
燈
籠
が
置
か
れ
、
漬
物
石
や

石
臼
な
ど
の
民
具
が
今
は
使
わ
れ
ず
積
み
重

ね
ら
れ
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
二
六
年（
一
九
五
一
）ま
で
に
採
石・

石
の
搬
出
経
験
の
あ
る
地
域
住
民
（
男
性
、

八
〇
～
九
〇
歳
代
）
の
方
々
に
よ
る
と
、
川

の
上
流
の
大
き
な
岩
が
露
出
し
て
い
る
場
所

が
採
石
場
と
呼
ば
れ
る
花
崗
岩
を
掘
り
出
す

作
業
場
と
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
掘
り
出

し
作
業
に
は
「
石
落
と
し
」
と
「
石
割
り
」

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
分
業
で
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
掘
り
出
さ
れ
た
石
は
、
北
比
良
と
同

じ
よ
う
に
、
ト
ン
ボ
グ
ル
マ
と
呼
ば
れ
る
荷

車
を
使
い
山
か
ら
運
び
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
小
松
で
は
一
般
的
に
、
第
二
次
世
界
大

写真 3　灯籠製作に用いられた道具
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戦
以
前
は
私
有
地
だ
け
で
な
く
、
部
落
有
地

で
採
石
が
行
わ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
戦

後
は
主
に
私
有
地
の
山
で
採
石
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
そ
の
後
も
限
定
さ
れ

た
場
所
か
ら
の
採
石
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
採
石
に
関
す
る
法
規
制
、
石
材
需
要

の
低
下
や
戦
争
に
よ
る
働
き
手
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
昭
和
後
期
に
な
る
と
採
石
は
行
わ

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
南
小
松
で
は
、
小
ぶ
り
の
花
崗
岩
か
ら
燈

籠
、
水
鉢
や
石
臼
な
ど
が
盛
ん
に
造
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
現
地
で
の
調
査
か
ら
、
製
作
さ

れ
た
燈
籠
の
多
く
は
、
そ
の
種
類
に
も
よ
り

ま
す
が
、
大
き
さ
が
異
な
っ
て
い
て
も
笠
や

竿
な
ど
の
割
合
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
燈
籠
を
製
作

す
る
際
に
は
木
枠
な
ど
を
用
い
、
笠
の
婉
曲

し
て
い
る
部
分
に
墨
で
印し

る
しを

付
け
、
加
工
作

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
燈
籠
製
作
に
用
い
ら
れ
る
道
具
に
も
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
燈
籠
の
笠
の
蕨
手
や

火
袋
や
中
台
に
施
さ
れ
た
詳
細
な
柄
を
彫
る

た
め
に
、
よ
り
細
く
長
い
ノ
ミ
が
多
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
巨
石
を
割
る
た
め
の
テ
ッ

ポ
ー
ノ
ミ
な
ど
が
発
達
し
た
北
比
良
と
は
対

照
的
で
す
。
さ
ら
に
燈
籠
の
製
作
時
に
石
材

を
挟
む
の
に
使
っ
た
木
枠
や
、
燈
籠
の
竿
の

部
分
の
加
工
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
木
製
の
コ
ン
パ
ス
な
ど
も
南
小
松
の
石

材
業
者
の
倉
庫
か
ら
見
つ
か
り
ま
し
た
。
長

図 5　嘉兵衛燈籠の分布

石
を
主
に
生
産
し
て
い
た
北
比
良
の
道
具
と

は
異
な
る
特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
写
真
３
）。

　
燈
籠
を
は
じ
め
と
す
る
繊
細
な
加
工
品
の

生
産
に
特
化
し
て
い
た
南
小
松
を
代
表
す
る

職
人
に
、
西
村
嘉
兵
衛
が
い
ま
す
。
嘉
兵
衛

は
南
小
松
で
最
も
知
ら
れ
た
石
工
で
、
彼
の

作
り
だ
す
石
燈
籠
は
出
来
栄
え
が
よ
く
「
嘉

兵
衛
燈
籠
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
は

滋
賀
県
内
だ
け
で
な
く
京
都
や
三
重
ま
で
と

ど
ろ
き
、
近
江
商
人
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
注
文

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
村
家
で

は
三
世
代
に
わ
た
っ
て
嘉
兵
衛
を
名
乗
り
、

特
に
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し

ま
し
た
。

　
嘉
兵
衛
の
燈
籠
に
は
、
大
き
く
分
け
て
三

つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
（
写
真
４
）。
そ
の

一
つ
目
は
石
質
で
、糠
目（
細
粒
）の
硬
い「
赤

石
」
で
一
般
的
な
白
色
粗
目
花
崗
岩
に
比
べ

て
雲
母
も
少
な
く
硬
質
で
す
。
二
つ
目
は
形

態
的
特
徴
と
技
術
で
、
嘉
兵
衛
に
よ
っ
て
造

ら
れ
た
燈
籠
は
宝
珠
の
尖
端
や
笠
の
蕨
手
の

細
工
が
緻
密
で
、
さ
ら
に
火
袋
の
草
花
や
仙

人
の
細
か
い
細
工
、
中
台
に
彫
ら
れ
た
十
二

支
の
文
様
も
細
か
く
美
し
い
も
の
で
す
。
そ

し
て
三
つ
目
が
、高
い
デ
ザ
イ
ン
性
で
あ
り
、

奥
の
院
燈
籠
の
中
台
に
施
さ
れ
て
い
る
十
二

支
の
彫
刻
に
は
数
匹
の
ネ
ズ
ミ
が
遊
ん
で
い

る
よ
う
な
も
の
、
一
匹
の
ネ
ズ
ミ
と
米
俵
が

描
か
れ
た
も
の
、
母
犬
が
子
犬
に
乳
を
あ
げ

て
い
る
も
の
な
ど
嘉
兵
衛
の
高
い
デ
ザ
イ
ン

性
と
遊
び
心
が
覗
え
ま
す
。

　
西
村
家
に
残
る
大
正
元
年
か
ら
昭
和
三
五

年
に
か
け
付
け
ら
れ
た
石
材
売
上
帳
を
も
と

に
製
作
さ
れ
た
燈
籠
の
種
類
や
納
品
先
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
蓮
華
寺
燈
籠
、
春
日
燈
籠
ま

た
は
奥
の
院
燈
籠
、
利
休
燈
籠
や
雪
見
燈
籠

な
ど
様
々
な
形
の
燈
籠
が
つ
く
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
当
地
の
石
材
業
者
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る

と
、
こ
の
方
の
家
に
も
江
戸
時
代
に
印
刷
さ

れ
た
花
鳥
図
や
仙
人
た
ち
が
描
か
れ
た
絵
本

が
残
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
あ
る
石
材
業

者
の
父
親
は
、
い
つ
も
布
団
の
枕
元
に
は
メ

モ
帳
を
お
い
て
、
思
い
つ
い
た
絵
柄
を
常
に

ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
売
上
帳
の
分
析
か
ら
、
彦
根
、
能
登
川
お

よ
び
湖
西
地
域（
旧
志
賀
町
お
よ
び
高
島
市
）
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を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
八
日
市
、
近
江
八
幡
、
五
箇
荘
、

蒲
生
、
甲
南
町
、
甲
賀
町
、
守
山
、
京
都
な
ど
広
い
範
囲
に

嘉
兵
衛
燈
籠
が
納
品
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
時
代
に
よ
っ
て

納
品
先
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
（
図

５
）。

　
燈
籠
の
運
搬
方
法
も
場
所
や
時
代
に
応
じ
て
船
、
汽
車
、

自
動
車
な
ど
多
様
な
方
法
が
使
わ
れ
変
化
し
て
い
ま
し
た
。

燈
籠
は
宝
珠
、
笠
、
火
袋
、
中
台
、
竿
と
い
っ
た
各
部
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
部
位
を
そ
れ
ぞ
れ
固

定
し
、
慎
重
に
輸
送
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

職
人
と
「
小
屋
」

　
こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
石
工
の
職
人
の
仕
事
の
場
と

な
っ
て
い
た
の
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
小
屋
で
す
。
一
般
に

比
良
山
麓
地
域
で
は
、自
宅
で
燃
料
を
保
管
す
る「
柴
小
屋
」、

肥
料
に
す
る
貝
灰
を
焼
く
「
貝
小
屋
」、
水
田
の
ま
わ
り
で

道
具
を
仮
置
き
す
る
の
に
用
い
る
小
屋
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

小
屋
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
石
工
の
作
業
小

屋
に
は
特
徴
的
な
も
の
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
北
比
良
を
例
に
と
る
と
、
石
工
の
作
業
小
屋
は
「
山
の
小

屋
」
と
「
浜
の
小
屋
」
に
わ
か
れ
ま
す
。「
山
の
小
屋
」
は
、

山
に
設
け
た
丁
場
の
近
く
に
建
て
、
昼
食
や
休
憩
を
と
る
の

に
用
い
ま
す
。
三
ｍ
×
四
ｍ
程
度
の
大
き
さ
で
、
柱
や
屋
根

は
粗
末
な
造
り
で
し
た
。
丁
場
に
通
う
数
年
間
し
か
使
用
し

な
い
た
め
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
浜
辺
で
の
石
材
の
加
工

に
用
い
ら
れ
た
の
が
「
浜
の
小
屋
」
で
す
。
琵
琶
湖
に
面
し

た
北
比
良
の
砂
浜
に
は
、
一
〇
以
上
の
石
工
の
小
屋
が
建
ち

並
び
、
そ
の
う
ち
四
～
五
棟
は
比
良
岡
家
、
残
り
は
別
の
親

方
や
他
の
個
人
で
持
っ
て
い
ま
し
た
。
カ
ー
ン
カ
ー
ン
と
石

を
叩
く
高
い
音
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
山
の
小
屋

写真 4　嘉兵衛燈籠
 奥の院燈籠の彫刻（京都市）

宝珠 宝珠

笠

笠

蕨手 蕨手
屋号の印とサイン 蓮華寺燈籠 奥の院燈籠
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図 6　小屋の配置図

よ
り
も
頑
丈
な
柱
と
本
格
的
な
壁
・
屋
根
材

を
用
い
た
造
り
で
、
そ
れ
だ
け
長
期
間
に
わ

た
っ
て
使
用
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
ま

し
た
。

　
比
良
山
麓
の
各
地
区
の
聞
き
取
り
調
査
お

よ
び
写
真
の
収
集
な
ど
か
ら
、
南
小
松
か
ら

木
戸
地
区
に
か
け
て
の
広
い
地
域
で
、
北
比

良
の
「
浜
の
小
屋
」
と
同
様
の
構
造
を
し
た

石
工
の
作
業
小
屋
が
か
つ
て
は
存
在
し
た
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
（
図
６
）。
こ
れ

ら
の
小
屋
は
、
藁
葺
き
屋
根
で
前
面
が
開
い

て
お
り
、
石
工
た
ち
が
雨
風
を
防
ぎ
な
が
ら

作
業
が
で
き
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

南
小
松
地
区
の
石
工
小
屋

　
南
小
松
の
文
書
や
現
存
す
る
建
物
を
も
と

に
し
て
、
石
工
小
屋
の
様
子
を
詳
し
く
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
明
治
二
〇
年
の
間
取
り
図
史
料
か
ら
、
当

時
南
小
松
村
に
は
二
二
九
戸
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
三
五
戸
に「
職
小
屋
」

と
い
う
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
聞
き
取
り
調

査
か
ら
こ
れ
ら
の
職
小
屋
は
、
石
工
の
作
業

小
屋
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
資
料
の
読
み
取
り
か

ら
、
職
小
屋
だ
け
が
独
立
し
て
建
て
ら
れ
て

い
る
の
が
一
七
戸
に
対
し
、
敷
地
内
に
母
屋

と
職
小
屋
が
併
設
さ
れ
て
い
る
も
の
が
一
八

戸
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
職
小
屋
の
大
き
さ
は
一
坪
か
ら
二
二
坪
と

様
々
で
し
た
が
、
四
～
七
坪
の
大
き
さ
の
も

の
が
約
七
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
職
小
屋

写真 5　明治 41 年頃の小屋（南小松）（木村　1997）写真 6　昭和中期頃の小屋（木戸）　（木戸氏提供）

写真 7　 現存する小屋（南小松）

93



の
み
が
建
て
ら
れ
た
も
の
の
多
く
が
四
～
六

坪
だ
っ
た
の
に
対
し
、
母
屋
と
併
設
さ
れ
て

い
る
場
合
は
平
均
六
坪
あ
り
、
一
〇
坪
を
超

え
る
も
の
も
い
く
つ
か
あ
り
、
単
体
の
も
の

に
比
べ
て
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
屋
根
材
は
藁
葺
き
が
ほ
と
ん
ど
で
、
一
部

で
瓦
葺
き
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

よ
り
恒
久
的
な
小
屋
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
職
小
屋
は
石
出

し
道
に
沿
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
分

か
り
ま
し
た
。
特
に
、
家
棟
川
に
沿
っ
て
続

く
道
や
八
幡
神
社
か
ら
集
落
の
中
心
部
、
そ

し
て
琵
琶
湖
に
向
か
っ
て
延
び
る
道
沿
い
に

多
く
の
職
小
屋
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　
南
小
松
の
集
落
内
に
は
職
小
屋
が
現
在
で

も
倉
庫・車
庫
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

屋
根
は
瓦
葺
で
外
壁
は
ト
タ
ン
で
覆
わ
れ
て

い
ま
す
が
土
壁
で
、
構
造
材
は
木
材
が
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。建
築
年
代
は
不
明
で
す
が
、

昭
和
二
五
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
そ

う
で
す
。
持
ち
主
の
方
に
よ
る
と
、
当
時
の

石
工
は
燈
籠
製
作
が
主
な
仕
事
で
、
三
人
の

職
人
が
石
出
し
道
の
方
を
向
い
て
横
並
び
に

な
っ
て
作
業
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
石
工

の
仕
事
は
道
具
の
手
入
れ
、
鍛
冶
仕
事
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
作
業
小
屋
に
も
鍛
冶

仕
事
を
行
う
た
め
に
ふ
い
ご
部
屋
が
併
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
ふ
い
ご
部
屋
の
広
さ
は
一
．

八
ｍ
×
三
ｍ
で
、
高
さ
は
最
も
高
い
部
分
で

一
．
八
ｍ
し
か
な
い
小
部
屋
で
、
耐
火
性
を

上
げ
る
た
め
天
井
や
側
壁
に
は
赤
土
が
塗
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
赤
土
の
上
に
煤す

す
が
付

い
て
い
る
の
で
真
っ
黒
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
側
壁
に
は
煙
を
出
す
た
め
の
小
窓
も

取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
７
）。

山
を
荒
ら
す
、
山
を
ま
も
る

　
石
工
の
人
々
は
、
山
か
ら
浜
ま
で
集
落
を

と
り
ま
く
環
境
を
最
大
限
生
か
し
て
石
材
業

を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
が
つ
ね

に
安
定
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
山
か
ら
大
量
の
石
を
切
り
出
し
て
く
る

活
動
は
、
そ
れ
だ
け
山
の
環
境
を
改
変
す
る

も
の
で
す
。
過
剰
な
石
材
の
採
取
は
山
か
ら

河
川
へ
の
土
砂
の
流
出
を
招
き
、
そ
の
土
砂

は
た
だ
ち
に
下
流
の
集
落
に
影
響
を
与
え
る

可
能
性
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
南
小
松
の
文
書
の
な
か
に
、「
山
荒
道
覚

帳
」
と
題
さ
れ
た
明
治
期
の
帳
簿
が
数
点
残

さ
れ
て
い
ま
す（
写
真
８
）。
作
成
者
は「
南

小
松
邨
石
連
中
」
と
あ
り
、内
容
を
み
る
と
、

石
の
採
石
に
関
連
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

地
域
住
民
ら
の
氏
名
、
対
象
と
す
る
山
ま
た

は
石
出
し
道
の
場
所
と
金
額
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
治
時
代
に
は
石
工
た

ち
が
組
合
を
作
り
、
石
の
採
掘
や
運
搬
に

よ
っ
て
山
や
石
出
し
道
が
荒
れ
る
の
に
対
し

て
、
そ
れ
ら
を
修
復
す
る
た
め
の
代
金
を
組

合
に
支
払
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
山

か
ら
石
を
切
り
出
す
際
に
は
同
時
に
多
く
の

土
や
砂
が
出
た
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら

は
災
害
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
石
と
い

う
恵
み
を
得
る
と
同
時
に
、
そ
の
維
持
管
理

を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
た
こ
と
が
こ
れ
ら
の

資
料
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。

　

山
を
人
為
的
に
改
変
す
る
と
い
う
点
で

は
、
北
比
良
の
採
石
方
法
に
も
同
じ
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
北
比
良
の

「
石
落
と
し
」
は
、
斜
面
の
上
方
か
ら
巨
石

を
転
が
り
落
と
す
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

も
の
で
し
た
。
石
の
大
き
さ
は
自
宅
の
母
屋

を
は
る
か
に
超
え
て
い
ま
し
た
（
写
真
９
）。

こ
れ
に
従
事
す
る
の
は
「
石
落
と
し
」
作
業

写真 8　南小松の山荒道覚帳（南小松自治会蔵）

写真 9 　かつて落石させていたのと同規模の石

専
門
の
職
人
で
、
斜
面
上
に
わ
ず
か
に
顔
を

出
し
て
い
る
石
を
見
極
め
る
と
、
数
か
月
か

ら
一
年
も
か
け
て
そ
の
周
囲
の
土
砂
を
取
り

除
い
て
露
出
さ
せ
、
火
薬
で
爆
破
し
て
斜
面

の
下
に
落
石
さ
せ
た
と
い
い
ま
す
。「
ゴ
ロ

ゴ
ロ
ー
と
、
お
そ
ろ
し
落
ち
よ
っ
た
ゆ
う
こ

と
や
ろ
。
落
ち
と
っ
た
と
き
は
地
震
み
た
い

な
も
ん
や
っ
た
や
ろ
な
」
と
い
う
よ
う
に
、

「
石
落
と
し
」
は
山
の
斜
面
の
植
生
や
地
形

を
大
き
く
改
変
す
る
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
回
顧
し
て
比
良
岡
さ
ん
は
、

「
山
を
荒
ら
し
て
、
い
か
い
石
を
と
っ
た
」

と
言
い
切
り
ま
す
。
石
が
転
が
り
落
ち
る
斜

面
に
は
樹
木
が
生
え
ず
、
土
砂
が
流
れ
出
し
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引
用
・
参
考
資
料

木
村
裕
樹
一
九
九
七
年
、「
滋
賀
県
志
賀
町
に
お
け
る

石
材
加
工
業
に
か
か
わ
る
村
落
空
間
と
運
搬
具
」

『
近
畿
民
具
』
第
二
一
号

滋
賀
県
市
町
村
沿
革
史
編
さ
ん
委
員
会
編
一
九
六
二

年
、『
滋
賀
県
市
町
村
沿
革
史
五　
資
料
編
一　
滋

賀
県
物
産
誌
』
滋
賀
県
市
町
村
沿
革
史
編
さ
ん
委

員
会

志
賀
町
史
編
集
委
員
会
編
一
九
九
九
年
、『
志
賀
町
史　

第
二
巻
』
志
賀
町

田
井
中
洋
介
二
〇
〇
七
年
、「
近
江
の
石
工
た
ち
―
江

戸
期
代
後
期
を
中
心
に
」『
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古

博
物
館
紀
要
』
第
一
五
号

平
出
直
厚
二
〇
一
二
年
、「
嘉
兵
衛
灯
籠
」『
近
江
か
ら
』

第
二
号
（「
石
」
動
か
ぬ
歴
史
・
風
土
）、
た
ね
や

近
江
文
庫

写真 10　北比良の石工の契約書（北比良財産管理会蔵）

や
す
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

そ
の
た
め
丁
場
の
作
業
の
完
了
時
に
は
、
石

工
み
ず
か
ら
が
山
の
斜
面
に
数
段
の
石
垣
を

積
み
、
そ
こ
に
ミ
ズ
シ
デ
と
い
う
成
長
の
早

い
樹
木
を
植
栽
し
て
土
砂
留
め
を
は
か
る
と

い
う
対
策
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
比
良
岡
さ
ん
の
記
憶
の
中
に
は
、
砂
が
多

か
っ
た
時
代
の
思
い
出
が
い
く
つ
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
す
こ
し
の
大
雨
で
も
比
良
川
の

河
口
に
は
砂
が
た
ま
る
の
で
、
昭
和
二
〇
年

代
ま
で
は
、
毎
年
八
～
九
月
に
全
戸
参
加
の

共
同
作
業
で
川
の
流
路
の
砂
を
掻
き
出
す

「
砂
流
し
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

北
比
良
に
あ
っ
た
船
だ
ま
り
は
護
岸
で
砂
除

け
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
台
風
後

な
ど
は
入
り
口
の
底
に
砂
が
た
ま
る
の
で
、

船
頭
た
ち
は
共
同
作
業
で
掻
き
出
し
て
水
深

を
確
保
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
中
に
は
シ
マ
ツ
の
「
砂
流
し
」
の
よ
う

に
、現
在
に
も
続
く
共
同
作
業
も
あ
り
ま
す
。

　
聞
き
取
り
を
し
て
い
て
気
づ
か
さ
れ
る
の

は
、
地
元
に
暮
ら
す
人
々
が
砂
の
問
題
に
と

て
も
敏
感
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
石

屋
の
仕
事
は
、
あ
く
ま
で
山
を
「
荒
ら
す
」

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
必
然
的
に
土
砂
の
流

出
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地

域
の
暮
ら
し
の
な
か
に
は
、
砂
の
影
響
を
最

小
限
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
共
同
労
働
が
組

み
込
ま
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
、
石

屋
に
よ
る
山
を
「
荒
ら
す
」
仕
事
は
無
制
限

に
進
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
過
剰
な
採
石
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
り

決
め
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
明
治
期
の
北
比
良
地
区
の
文
書
の
な
か
に

は
、
石
工
と
北
比
良
地
区
が
共
有
山
で
の
石

材
の
採
取
を
め
ぐ
り
契
約
を
交
わ
し
た
文
書

が
散
見
さ
れ
ま
す
（
写
真
10
）。
そ
の
な
か

に
は
、
採
石
作
業
の
過
程
で
土
砂
が
流
出
し

た
場
合
に
は
た
だ
ち
に
採
石
を
停
止
す
る
こ

と
や
、
土
砂
の
流
出
防
止
策
を
と
る
こ
と
な

ど
を
申
し
合
わ
せ
た
事
項
が
み
ら
れ
ま
す
。

行
政
の
直
接
の
指
導
に
よ
る
わ
け
で
は
な

く
、
下
流
の
自
ら
の
集
落
へ
の
土
砂
被
害
を

押
さ
え
よ
う
と
す
る
自
治
的
な
砂
防
と
し
て

注
目
に
値
す
る
も
の
で
す
。

お
わ
り
に

　
昭
和
に
入
る
と
す
で
に
石
材
の
枯
渇
が
始

ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
生
産
量
は
減
っ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
一
四
年
か
ら
は
第
二

次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
働
き
手
が
軍
隊
に
取

ら
れ
た
り
、
燈
籠
の
買
い
手
も
減
少
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
昭
和
一
六
年
以
降
は
燈
籠
の
生

産
が
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
戦
後
は
土
木

工
事
の
た
め
の
間
知
石
（
四
角
錐
の
形
に
加

工
さ
れ
、
主
に
石
積
み
に
用
い
ら
れ
る
石

材
）
の
製
作
な
ど
に
当
地
の
多
く
の
石
工
が

携
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
石
工
の
作
業
内
容

も
時
代
背
景
に
よ
り
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
北
比
良
で
も
、
終
戦
後
の
昭
和
二
五
年
前

後
か
ら
比
良
川
の
砂
防
堰
堤
の
設
置
が
盛
ん

に
な
り
、
石
工
に
よ
る
採
石
は
制
限
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
堰
堤
な
ど

の
施
工
に
必
要
な
間
知
石
を
つ
く
る
作
業
は

地
元
の
石
工
に
任
さ
れ
た
た
め
、
皮
肉
な
こ

と
に
、
山
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
石
工
た
ち
は

ま
さ
に
そ
の
砂
防
事
業
に
よ
っ
て
一
種
の
失

業
救
済
を
受
け
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
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絵
図
・
地
図
か
ら
さ
ぐ
る
比
良
山
麓
の
村
々
の

土
砂
移
動
対
応

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館　
　
　
　

島
本　
多
敬

は
じ
め
に

　
比
良
山
麓
地
域
の
各
地
区（
か
つ
て
の
村
）

に
は
、
地
域
を
描
い
た
絵
図
・
地
図
が
多
数

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
半
は
一
七
世
紀

中
期
以
降
に
作
製
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の

支
配
者
や
行
政
機
関
が
、
村
の
境
界
や
水
利

権
、徴
税
、土
木
工
事
や
災
害
に
関
連
し
て
、

田
畑
や
山
林
、
河
川
な
ど
の
状
況
を
知
る
た

め
、村
か
ら
提
出
さ
せ
た
も
の
の
写
し
で
す
。

　
そ
う
し
た
絵
図
・
地
図
は
基
本
的
に
主
題

図
で
、
地
域
に
あ
る
す
べ
て
の
要
素
を
あ
り

の
ま
ま
描
い
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
主
題
を
見
極
め
、
現
存
す
る
そ
の

図
が
提
出
さ
れ
た
原
本
な
の
か
、そ
の
控
え
、

あ
る
い
は
下
描
き
な
の
か
な
ど
を
推
定
す
る

こ
と
で
、
集
落
・
田
畑
な
ど
の
空
間
的
な
広

が
り
、
山
や
河
原
の
植
生
、
災
害
の
状
況
な

ど
、
土
地
の
歴
史
を
よ
り
正
確
に
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

本
書
で
す
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
比
良
山
麓
地
域
の
村
々
は
花
崗
岩
地
質

が
卓
越
す
る
急
峻
な
山
地
を
背
後
に
控
え
、

川
は
山
地
か
ら
平
地
へ
土
砂
を
大
量
に
運
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
章
で
は
そ

う
し
た
土
砂
へ
の
対
応
の
歴

史
を
、
絵
図
・
地
図
か
ら
さ

ぐ
り
ま
す
。

荒
地
と
起
返

　
比
良
山
麓
地
域
に
は
複
数

の
村
を
広
域
的
に
描
い
た
近

世
の
絵
図
が
残
さ
れ
て
お

り
、
土
地
利
用
な
ど
村
の
情

報
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
資
料
の
詳
細
は
高
橋

（
二
〇
一
九
）
に
拠
り
つ
つ
、

こ
こ
で
は
洪
水
や
耕
地
に
流

入
し
た
土
砂
の
影
響
を
み
て

い
き
ま
す
。

　

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）

七
月
に
作
製
さ
れ
た
「
北
小

松
・
南
小
松
・
北
比
良
村
絵

図
」（
北
比
良
財
産
管
理
会

蔵
、
図
１––

１
）
に
は
凡
例

に
「
荒
色
」
と
あ
り
、
赤
色

で
荒
地
が
描
か
れ
て
い
ま

図 1–1　 寛文 9 年（1669）「北小松・南小松・北比良村絵図」（北
比良財産管理会蔵）

図 1–2　 北比良付近　比良川沿いの
赤い塗り＝荒地と、比良川から分岐す
る「古川」

す
。
荒
地
は
、
比
良
川
や
大
谷
川
（
現
在
の

家
棟
川
）
な
ど
の
河
川
の
沿
岸
部
に
沿
っ
て

帯
状
に
分
布
す
る
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い

ま
す
（
図
１––

２
）。
こ
れ
ら
は
川
べ
り
の

土
地
を
田
畑
と
し
て
開
発
し
た
も
の
の
、
洪

水
や
そ
れ
に
よ
っ
て
押
し
寄
せ
る
土
砂
を

被
っ
て
収
穫
を
十
分
得
ら
れ
ず
年
貢
が
減
免

さ
れ
た
場
所
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

比
良
川
沿
い
に
は
「
古
川
」
と
記
載
さ
れ
た

細
長
い
赤
色
の
曲
線
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

比
良
川
が
か
つ
て
北
比
良
集
落
に
近
い
箇
所

を
流
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
表
現
で
、

旧
河
道
は
砂
地
で
開
発
に
適
さ
な
い
土
地
で
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図 2–1　寛文 9 年（1669）「荒川村他四ヶ村絵図写」（荒川共有地管理組合蔵）

図 2–2　 大谷川周辺の永荒（向かって左が荒川村、右が
大物村）

あ
っ
た
た
め
か
、
当
時
は
荒
地
と
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
同
じ
く
寛
文
九
年
に
作
ら
れ
た
「
荒

川
村
他
四
ヶ
村
絵
図
写
」（
荒
川
共
有
地
管
理

組
合
蔵
、
図
２––

１
）
で
は
、
黄
色
で
「
永
荒
」

が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。「
永
荒
」
は
山
麓
付
近

や
浜
辺
以
外
で
は
、
河
川
の
そ
ば
に
帯
状
に
分

布
し
て
お
り（
図
２––

２
）、「
北
小
松・南
小
松・

北
比
良
村
絵
図
」
と
同
じ
く
洪
水
や
土
砂
の
影

響
を
受
け
た
耕
地
を
示
す
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
一
七
世
紀
の
絵
図
か
ら
、
比
良
山
麓
地
域

の
村
々
が
山
麓
部
や
河
川
沿
い
で
耕
地
を
拡
大

し
て
い
っ
た
も
の
の
、
山
地
の
谷
筋
や
河
川
沿

岸
で
は
収
穫
が
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
次
に
、
二
〇
〇
年
ほ
ど
下
っ
た
時
代
の
状
況

を
、
一
村
単
位
で
描
か
れ
た
地
図
か
ら
探
り
ま

す
。「
荒
川
村
地
籍
図
」（
荒
川
共
有
地
管
理
組

合
蔵
、図
３––

１
）
は
、明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

一
月
付
で
荒
川
村
の
戸
長
・
副
戸
長
・
村
惣
代

ら
の
署
名
押
印
が
あ
り
、
同
年
八
月
、
県
令
松

田
道
之
の
名
前
で
村
方
の
控
え
と
し
て
授
付
さ

れ
た
旨
が
裏
書
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
図
の
凡

例
で
は
、
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
場
所
は
「
起
返
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３––

２
）。

　
起

お
こ
し
か
え
し

返
と
は
、
荒
地
と
さ
れ
た
耕
地
で
年
数
を

限
っ
て
年
貢
が
減
免
さ
れ
、
復
旧
過
程
に
あ
る

場
所
を
指
し
ま
す
。水
害
か
ら
の
起
返
の
場
合
、

流
れ
込
ん
だ
土
砂
の
除
去
や
畦
畔
の
再
構
築
な

ど
の
作
業
が
と
も
な
い
ま
す
が
、
東
海
地
方
の

事
例
で
は
、
村
が
等
級
の
高
い
耕
地
か
ら
先
に

作
業
す
る
、
当
初
の
年
貢
減
免
の
期
限
か
ら
延

長
を
願
い
出
る
、
元
は
水
田
だ
っ
た
場
所
を
畑

へ
と
地
目
替
え
す
る
な
ど
し
て
、
限
ら
れ
た
労

働
力
や
時
間
を
調
整
し
な
が
ら
耕
地
を
復
旧
さ

せ
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
山
下

二
〇
一
五
）。
比
良
山
麓
地
域
の
場
合
、
南
小

松
村
で
耕
地
へ
「
砂
入
」
が
生
じ
た
場
所
や
そ

こ
か
ら
の
「
起
返
リ
」
の
状
況
が
、
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
頃
の
絵
図
か
ら
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
（
安
藤
・
深
町
二
〇
一
九
）。
ま
た
、
荒

川
村
で
も
明
治
四
年
に
作
製
さ
れ
た
「
荒
地
起

返
書
上
帳
」
に
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の

洪
水
以
後
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）、
万
延

元
年
（
一
八
六
〇
）、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

と
分
け
て
、
復
旧
で
き
た
面
積
の
耕
地
に
改
め
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図 4　明治 6 年（1873）「大物村地積図」（大物共有財産管理組合蔵）

図 3–1　 明治 6 年（1873）「荒川村地籍図」（荒川共有地管理組合蔵）図 3–3　大谷川右岸の北国海道付近。右端の川から順に、
石堤、山林、茶畑・藪地、起返、田地、屋敷が分布する

図 3–2　凡例。向かって右から 5 つ目が「起返」

て
年
貢
が
課
せ
ら
れ
た
状
況
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
さ
て
、「
荒
川
村
地
籍
図
」
で
は
、
大
谷
川
右
岸

沿
い
の
山
林
を
表
す
緑
色
に
隣
接
し
て
、
集
落
の
北

端
付
近
か
ら
大
谷
川
河
口
部
の
浜
辺
ま
で
起
返
の
場

所
が
広
が
っ
て
い
ま
す
（
図
３––

３
）。
凡
例
に
は

こ
れ
と
は
別
に
「
荒
地
」
の
項
目
が
あ
る
の
で
、
起

返
の
一
帯
は
、
単
な
る
荒
地
で
は
な
く
、
洪
水
や
土

砂
を
被
っ
て
も
な
お
、
耕
地
と
し
て
維
持
復
旧
が
図

ら
れ
る
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
大
谷
川
を
挟
ん
で
隣
接
す
る
大
物
村
の
状
況
を
見

て
み
ま
す
。
同
様
に
明
治
六
年
八
月
の
裏
書
を
も
つ

地
籍
図
「
大
物
村
地
積
図
」（
大
物
共
有
財
産
管
理

組
合
蔵
、図
４
）
に
は
、集
落
の
北
側
の
耕
地
が
「
見

取
」
と
し
て
紫
色
で
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
般
に
近

世
に
見
取
場
と
呼
ば
れ
た
土
地
は
、
面
積
だ
け
が
把

握
さ
れ
年
貢
高
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
土
地
で
し

た
。
こ
の
地
図
に
描
か
れ
て
い
る
「
見
取
」
は
、
四

ツ
子
川
が
図
の
右
上
か
ら
左
に
向
か
っ
て
逆
「
く
」

の
字
形
に
屈
曲
す
る
地
点
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
四
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図 5–1　明治 7 年（1874）「滋賀郡大物村、絵図」（滋賀県立公文書館蔵、
明へ 1–1、編次 18）

図 5–2　四ツ子川筋に設けられ
た「砂留池」

図 5–3　薬師谷筋に設けら
れた「砂留池」

ツ
子
川
か
ら
洪
水
や
土
石
流
が
屈
曲
部
を

超
え
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
が
流
れ
下
る

可
能
性
が
あ
る
範
囲
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

実
際
、
嘉
永
五
年
に
は
、
四
ツ
子
川
の
屈

曲
部
に
あ
っ
た
石
堤
が
決
壊
す
る
水
害
が

起
き
て
い
ま
す
。「
見
取
」
の
耕
地
は
、

集
落
が
立
地
す
る
付
近
に
比
べ
て
、
水
害

リ
ス
ク
の
高
い
場
所
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

　
絵
図
・
地
図
に
描
か
れ
た
荒
地
や
起
返

は
、
洪
水
や
流
れ
下
る
土
砂
に
さ
ら
さ
れ

た
土
地
を
示
す
表
現
で
す
。
そ
の
位
置
や

広
が
り
、
形
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
過
去

の
被
災
状
況
や
、
災
害
リ
ス
ク
が
考
慮
さ

れ
た
様
子
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

絵
図
に
描
か
れ
る
沈
砂
池

　
今
度
は
、
平
時
の
山
地
か
ら
の
砂
の
流

出
・
堆
積
に
つ
い
て
、
絵
図
・
地
図
か
ら

と
ら
え
て
み
ま
す
。

　

図
５––

１
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

に
滋
賀
郡
大
物
村
か
ら
滋
賀
県
庁
に
提
出

さ
れ
た
絵
図
で
す
。
県
庁
は
前
年
一
二
月

に
県
内
各
村
に
布
達
を
出
し
、
翌
月
を
期

限
と
し
て
絵
図
を
作
り
、
図
中
に
村
内
の

土
木
施
設
の
規
模
や
工
事
費
用
の
官
費

図 6–1　明治 7 年（1874）「滋賀郡第 16 区、南比良村、絵図」（滋賀県立
公文書館蔵、明へ 1–1、編次 14）

図 6–2　南比良村の絵図に描かれた「砂溜」（左：
四ツ子川筋の水路、右：比良川筋の水路に 2 つ
の砂溜が連続する）99



図 8　荒川村、現在の湯島神社付近。大谷川への放水路を備える池（滋
賀県立公文書館蔵、明へ 1–1、編次 10）

図 7　 北 比 良 村 の「 砂 待 」
（滋賀県立公文書館蔵、明へ
1–1、編次 3）

（
御
普
請
）・
村
費
（
自
普
請
）
の
負
担
区
分

な
ど
を
書
き
上
げ
て
提
出
さ
せ
ま
し
た
。
こ

の
と
き
提
出
さ
れ
た
絵
図
の
正
本
は
、
現

在
、
滋
賀
県
立
公
文
書
館
に
収
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
で
は
「
砂
留
池
」
と
呼
ば
れ
る
円
形

の
池
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
大
物
村
の

図
に
は
、
集
落
や
耕
地
に
送
水
す
る
用
水
路

上
に
計
四
箇
所
描
か
れ
て
お
り（
図
５––

２・

５––

３
）、
う
ち
一
箇
所
は
四
ツ
子
川
か
ら

分
水
し
た
用
水
路
上
の
大
物
・
南
比
良
両
村

の
境
界
付
近
に
あ
っ
て
、
南
比
良
村
の
砂
留

池
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
布

達
に
基
づ
い
て
県
庁
へ
提
出
さ
れ
た
南
比
良

村
の
絵
図
（
図
６––

１
）
を
見
る
と
、
大
物

村
の
図
と
同
じ
地
点
に「
砂
溜
」が
描
か
れ
、

比
良
川
か
ら
取
水
す
る
用
水
路
上
と
合
わ
せ

て
合
計
三
箇
所
の
「
砂
溜
」
が
見
出
せ
ま
す

（
図
６––

２
）。
呼
称
は
若
干
異
な
り
ま
す
が
、

用
水
路
上
に
砂
を
留
め
る
目
的
で
池
が
設
け

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
同
様
の

池
は
、
同
じ
く
県
庁
に
提
出
さ
れ
た
北
比
良

（
図
７
）・
荒
川
（
図
８
）
の
村
絵
図
で
も
確

認
で
き
ま
す
。

　
大
物
・
南
比
良
両
村
の
境
界
付
近
に
あ
る

砂
留
池
は
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）「
大

物
村
・
南
比
良
村
境
絵
図
」（
大
物
共
有
財

産
管
理
会
蔵
、
図
９––

１
）
に
は
、
争
論
の

結
果
定
め
ら
れ
た
村
境
の
目
印
と
し
て
「
砂

待
」
が
二
箇
所
描
か
れ
て
い
ま
す
（
図
９––

２・９––

３
）。
現
在
確
認
で
き
た
範
囲
で
は
、

比
良
山
麓
地
域
で
、
年
代
が
明
確
で
呼
称
か

ら
沈
砂
池
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
最
も
古
い

例
で
す
。少
な
く
と
も
一
八
世
紀
初
頭
に
は
、

山
地
か
ら
の
水
を
利
用
す
る
際
、
そ
こ
に
含

ま
れ
る
砂
を
除
く
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
な
お
、『
志
賀
町
史　
第
四
巻
』
に
収
録

さ
れ
て
い
る
「
明
細
帳　
志
賀
郡
大
物
村
」

と
い
う
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
提
出
の

明
細
帳
の
控
え
に
、
次
の
記
述
が
あ
り
ま
す

（
志
賀
町
史
編
集
委
員
会
編
二
〇
〇
四
、
近

世
編
Ⅰ
一
〇
一
）。

一
、
用
水
川　
砂
留
弐
ツ　
薬
師
谷
筋

一
、
用
水
川
、
砂
留
弐
ツ　
四
ツ
川
谷
川
筋

　
「
薬
師
谷
」
と
「
四
ツ
川
」（
四
ツ
子
川
）

は
現
在
の
大
物
地
区
で
も
主
な
二
つ
の
用
水

源
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
谷
筋
に
二
か
所
の

「
砂
留
」
が
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、こ
の
史
料
に
は
「
水
溜
池
沼
」
は
「
無

御
座
候
」
と
あ
る
の
で
、「
砂
留
」
が
溜
池

と
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

現
在
の
地
域
に
残
る
「
シ
マ
ツ
」

　
さ
て
、
比
良
山
麓
の
複
数
の
地
区
で
、
山

地
か
ら
流
れ
出
た
砂
が
下
流
部
に
堆
積
し
な

い
よ
う
砂
を
溜
め
る
池
が
あ
り
、こ
れ
を「
シ

マ
ツ
」
と
呼
ぶ
、
と
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
シ
マ
ツ
が
絵
図
に
描
か
れ

た
「
砂
待
」
や
「
砂
留
池
」
と
関
係
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
現
地
を
歩
い
て

確
認
し
て
み
ま
し
た
。
筆
者
が
調
査
し
た
木

戸
・
荒
川
・
大
物
・
南
比
良
・
北
比
良
・
南

小
松
で
は
、
図
10
の
通
り
シ
マ
ツ
を
確
認

で
き
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
絵
図
の
沈
砂

池
と
場
所
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
河
川
と
の
関
係
に
注
目
し
て
シ
マ
ツ
の

立
地
を
検
討
し
て
み
る
と
、Ａ
（
大
谷
川・

四
ツ
子
川
・
比
良
川
・
家
棟
川
な
ど
の
）

河
川
本
流
か
ら
の
取
水
口
付
近
に
設
け
ら

れ
た
も
の
（
図
10
の
Ｎ
ｏ
．
２・６・８
・

11
）、
Ｂ
河
川
か
ら
の
取
水
口
か
ら
離
れ

て
い
る
か
山
間
の
谷
筋
に
あ
っ
て
、
河
川

の
本
流
に
近
い
位
置
に
設
け
ら
れ
た
も
の

（
Ｎ
ｏ
．
１・４・９
）、
Ｃ
河
川
本
流
か
ら

離
れ
た
位
置
（
集
落
付
近
な
ど
）
に
設
け

ら
れ
た
も
の
（
Ｎ
ｏ
．
３・５・７
・
10
）、

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
Ａ
・
Ｂ
は
放
流
用
水

門
を
開
放
す
る
と
掘
り
割
り
を
経
て
本
流

へ
水
と
砂
が
流
れ
出
る
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。
溜
ま
っ
た
砂
を
河
川
本
流
に
戻
す

の
に
適
し
た
立
地
で
す
。
Ａ
の
よ
う
に
河

川
の
取
水
口
に
近
い
場
所
に
設
け
た
ほ
う

が
、
用
水
路
の
土
砂
が
溜
ま
る
場
所
が
少

し
で
も
減
り
ま
す
が
、
谷
筋
で
築
造
が
難

し
い
場
合
に
は
、
Ｂ
の
よ
う
に
や
や
下
流

の
緩
斜
面
で
開
け
た
場
所
が
選
ば
れ
た
と

推
測
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
Ｃ
は
河
川
か
ら

離
れ
た
場
所
で
あ
っ
て
も
流
れ
下
る
土
砂

を
留
め
る
必
要
が
あ
る
場
所
を
選
び
、
敷

設
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
護
岸
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
比
較
的
新
し
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図 9–3　北国海道沿いに位置する「大物村砂待」
（現存せず）

図 9–2　大物村・南比良村の境界付近に位置する
「砂待」（現存せず）

図 9–1　宝永 6 年（1709）「大物村・南比良村境絵図」（大物共有財産管理組合蔵）

い
時
代
の
石
積
み
で
整
備
さ
れ
た
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
、
形
状
も
直
線
的
な
多
角
形
や
き

れ
い
な
楕
円
形
を
な
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。

水
の
勢
い
が
強
い
用
水
路
で
は
、
シ
マ
ツ
の

導
入
部
に
石
が
積
ま
れ
、
水
を
ぶ
つ
け
て
勢

い
を
削
ぐ
工
夫
も
み
ら
れ
ま
す
（
図
11
）。

　
大
物
・
南
比
良
な
ど
で
地
元
の
方
に
話
を

聞
く
と
、
シ
マ
ツ
は
水
を
池
に
一
旦
入
れ
る

こ
と
で
流
速
を
弱
め
て
砂
を
底
に
溜
め
る
も

の
で
、
年
に
一
回
（
南
比
良
で
は
三
月
、
大

物
で
は
四
月
）、用
水
路
と
合
わ
せ
て
溜
ま
っ

た
砂
を
除
去
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
砂
の

除
去
は
、
河
川
に
近
い
シ
マ
ツ
で
は
放
流
用

の
水
門
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
を
開
け
て
水
の

流
れ
を
利
用
し
て
砂
を
河
川
に
放
出
し
、
そ

れ
が
で
き
な
い
シ
マ
ツ
で
は
、
底
を
浚
え
て

外
に
出
す
よ
う
で
す
。
四
ツ
子
川
か
ら
取
水

し
た
水
を
溜
め
る
百
間
堤
付
近
の
シ
マ
ツ
で

は
、
砂
で
一
杯
に
な
っ
た
場
合
に
、
夏
頃
に

も
水
門
を
開
け
て
砂
を
四
ツ
子
川
へ
放
出
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
森
林
資
源
が
燃
料
な

ど
に
利
用
さ
れ
な
く
な
り
、
砂
防
・
治
山
工

事
が
進
ん
で
植
生
が
回
復
し
た
現
在
で
も
、

平
時
の
山
地
か
ら
の
砂
の
流
出
が
相
当
で
あ

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
洪
水
が

予
想
さ
れ
る
際
は
、
シ
マ
ツ
の
手
前
で
水
門

を
閉
じ
て
水
や
砂
が
流
れ
こ
ま
な
い
よ
う
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
機
能
は
、
非
常

時
に
押
し
寄
せ
る
土
砂
の
抑
止
で
は
な
く
、

平
時
か
ら
流
出
す
る
砂
の
除
去
に
あ
り
ま

す
。

　
な
お
、
聞
き
取
り
や
実
地
の
踏
査
で
、
宝

永
六
年
の
絵
図
に
描
か
れ
た
「
砂
待
」
は
い

ず
れ
も
後
世
に
廃
さ
れ
た
こ
と
、
洪
水
で
用

水
路
の
道
筋
が
変
わ
っ
た
際
に
は
改
め
て
シ

マ
ツ
が
築
造
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
今
回
、
図
10
に
挙
げ
た
個
々
の
シ
マ
ツ

の
築
造
・
改
修
年
代
を
正
確
に
特
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
絵
図
に
沈
砂
池

が
描
か
れ
て
い
て
も
現
存
し
な
い
例
や
、
絵
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図 10　木戸地区から南小松地区におけるシマツの分布（国土地理院「地理院地図」に加筆）

No. 地区 形状 寸法（m）
立地の
タイプ

放流用 
水門

絵図・地図
の記載

記載資料 備考

1 木戸 長方形 6.0 × 6.0 B ○ ○
「近江国滋賀郡第 16 区木戸村・荒川村
絵図」（木戸共有者会蔵）

2 荒川 楕円形 9.7 × 8.0 A ○ ○
「滋賀郡第 16 区、荒川村、絵図」（滋
賀県立公文書館蔵、明へ 1–1、編次
10）

大谷川取水口付近、
湯島神社境内。

3 荒川 長方形 6.8 × 4.0 C × × 集落の北西部

4 大物 八角形 6.8 × 6.5 B ○ ○
「滋賀郡大物村、絵図」（滋賀県立公文
書館蔵、明へ 1–1、編次 18）

薬師谷の水路。

5 大物 長方形 4.1 × 3.8 C × ○
「滋賀郡大物村、絵図」（滋賀県立公文
書館蔵、明へ 1–1、編次 18）

樹下神社遥拝所前。

6
大物・
南比良

楕円形 10.0 × 5.8 A ○ ×
四ツ子川取水口付
近、百間堤のやや上
流。

7 南比良 長方形 8.2 × 2.1 C × × 地区内水路。

8
南比良・
北比良

楕円形 12.7 × 11.2 A ○ ○
「滋賀郡第 16 区、南比良村、絵図」（滋
賀県立公文書館蔵、明へ 1–1、編次
14）

比良川取水口付近。

9 北比良 楕円形
23.0 × 8.0
※

B ○ ○
「滋賀郡第 16 区、北比良村、絵図」（滋
賀県立公文書館蔵、明へ 1–1、編次 3）

比良川から取水した
用水路。

10 南小松 三角形 14.3 × 10.9 C ○ × 仏生寺野の東側。
11 南小松 三角形 3.1 × 6.0 A ○ × 家棟川取水口付近。
寸法は長軸・短軸方向で最も距離が長い箇所を測定し、四捨五入して 0.1 ｍ単位まで示した。実地の状況で困難な場合はそれに最も近い
場所に測定機材を配置して実測している。
※は国土地理院「地理院地図」を用いて図上計測した値。
立地のタイプ Ａ：河川本流からの取水口付近に設けられたもの。Ｂ：河川からの取水口から離れているか山間の谷筋にあって、河川の
本流に近い位置に設けられたもの。Ｃ：河川本流から離れた位置に設けられたもの。
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No.1（木戸）2022 年 2 月 25 日No.2（荒川）2022 年 4 月 2 日

No.5（大物）2022 年 7 月 20 日No.6（大物・南比良）2022 年 3 月 8 日

No.9（北比良）2021 年 2 月 18 日No.11（南小松）2022 年 8 月 4 日

図 11　各地のシマツ（全て筆者撮影）

図
と
ほ
ぼ
同
位
置
に
現
在
シ
マ
ツ
が

あ
る
が
、
後
世
に
場
所
を
移
さ
れ
た

例
も
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ

の
立
地
と
役
割
か
ら
推
測
す
れ
ば
、

近
世
の
沈
砂
池
も
、
現
在
の
シ
マ
ツ

と
同
様
に
平
時
に
流
出
す
る
砂
対
策

と
し
て
の
機
能
が
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
ま
す
。

湖
岸
に
堆
積
す
る
土
砂
を
利
用
す
る

　
こ
の
よ
う
に
比
良
山
麓
地
域
の
急

峻
な
山
地
を
源
流
と
す
る
川
は
、
非

常
時
だ
け
で
な
く
平
時
に
も
、
山
地

の
土
砂
を
下
流
へ
も
た
ら
し
、
長
い

時
間
を
か
け
て
扇
状
地
や
湖
岸
の
土

地
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
大

谷
川
や
比
良
川
な
ど
で
は
背
後
の
山

地
が
花
崗
岩
を
主
と
す
る
地
質
で
あ

る
た
め
、
風
化
し
た
白
色
の
砂
が
大

量
に
流
れ
下
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

明
治
期
の
地
形
図
が
示
す
よ
う
に
、

河
口
部
で
は
湖
に
向
か
っ
て
大
き
く

砂
州
が
突
き
出
し
、
そ
の
周
辺
で
は

比
較
的
幅
の
広
い
砂
浜
が
広
が
っ
て

い
ま
す
（
図
12
）。
こ
れ
は
、
蓬
莱

浜
が
中
古
生
層
地
帯
に
あ
っ
て
小
石

か
ら
な
る
「
礫
浜
」
を
な
し
、
和
邇

浜
が
粘
土
質
の
古
琵
琶
湖
層
群
を
経

て
和
邇
川
河
口
部
に
形
成
さ
れ
「
泥

浜
」
と
な
っ
て
い
る
の
と
は
異
な
る
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図 13　荒川村湖辺新田絵図（荒川共有地管理組合蔵）

図 12　明治 26 年（1893）頃の大谷川と比良川周辺（陸軍陸地測量部 2 万分 1 地形図「小松村」「和邇村」（明治 26 年測図、明治 28 年製版、
地図資料編纂会編『正式二万分地形図集成 関西』柏書房、2001 年より））

特
徴
で
す
（
志
賀
町
史
編
集
委

員
会
編
一
九
九
六
）。

　
図
３––

１
の
「
荒
川
村
地
籍

図
」
で
は
、
湖
岸
の
際
ま
で
田

地
ま
た
は
起
返
が
広
が
り
、
耕

地
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
図
１––

１・
２––

１
や
図
４
な
ど
を
み
る
と
、
湖

岸
に
沿
っ
て
伸
び
る
道
筋
に
耕

地
や
家
屋
が
な
ら
び
、
そ
の
外

側
に
は
耕
地
や
家
屋
が
な
い
帯

状
の
土
地
が
描
か
れ
て
い
て
、

湖
岸
に
浜
が
広
が
っ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
大
谷
川
河
口
部
で
は
、
右
岸
側
（
荒
川
村
、
図

13
）
と
左
岸
側
（
大
物
村
、
図
14
）
で
、
新
田
開

発
地
を
共
通
の
表
現
方
法
で
描
い
た
図
が
存
在
し

て
い
ま
す
。図
13
で
は
茶
色
と
桃
色
の
二
色
で「
附

洲
」
が
塗
り
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
附つ

き
す洲
と
は
河

川
の
沿
岸
や
河
口
部
に
堆
積
し
た
土
砂
を
指
す
表

現
で
、
こ
れ
も
近
世
史
料
に
し
ば
し
ば
登
場
し
ま

す
。
図
13
に
よ
れ
ば
河
口
部
に
近
い
茶
色
の
「
附

洲　
八
反
九
畝
拾
九
歩
」
が
「
雑
木
林
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
は
現
在
も
宿
泊
施
設
が
点

在
す
る
周
り
に
森
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、
隣
接
す
る
桃
色
の
「
附
洲
開　
五
反

三
畝
五
歩
」
は
、「
開
」
と
あ
る
よ
う
に
新
田
開

発
さ
れ
た
場
所
で
す
。
同
じ
く
荒
川
共
有
地
管
理

組
合
が
所
蔵
す
る
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
三
月

の「
荒
川
村
地
先
大
久
保
新
田
内
割
田
地
引
絵
図
」

と
い
う
題
が
付
け
ら
れ
た
絵
図
に
は
、
図
13
で
桃

色
に
塗
ら
れ
た
場
所
と
同
じ
箇
所
が
描
か
れ
て
い

て
「
一
」
か
ら
「
五
」
の
数
字
が
割
り
振
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
桃
色
の
場
所
が
、
天
保

二
年
（
一
八
三
一
）
に
実
施
さ
れ
た
瀬
田
川
浚
え

の
後
に
琵
琶
湖
岸
の
複
数
の
村
で
開
発
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
大
久
保
新
田
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
図
13
の
図
の
裏
面
に
は
「
表
面
の

絵
図
は
差
し
上
げ
た
図
の
通
り
相
違
無
い
」
と
荒

川
村
庄
屋
・
年
寄
・
百
姓
代
が
押
印
し
て
い
ま
す
。

正
確
な
年
代
は
不
明
で
す
が
、
大
久
保
新
田
の
開

発
に
関
わ
っ
て
、
支
配
者
の
求
め
で
大
谷
川
周
辺

の
湖
岸
を
把
握
す
る
目
的
で
提
出
さ
れ
た
絵
図
の

控
え
の
よ
う
で
す
。
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図 14　大谷川新田絵図（大物共有財産管理組合蔵）

　
図
14
も
表
現
や
凡
例
が
似
て
お
り
、
図
13
と
同
じ
目
的
で
作
ら
れ
た

と
推
定
さ
れ
ま
す
。
同
図
に
よ
れ
ば
、大
谷
川
河
口
部
の
左
岸
側
に「
附

洲
雑
木
立　
六
反
八
畝
七
歩
」
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
青
柳
浜

キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
の
河
畔
林
付
近
に
は
、
当
時
か
ら
雑
木
林
が
広
が
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
二
つ
の
絵
図
か
ら
、
土
砂
堆
積
地
の
う
ち
、
河
口
に
近
く
古
く

か
ら
堆
積
し
て
い
た
場
所
で
は
雑
木
が
生
い
茂
り
、
河

口
か
ら
離
れ
て
集
落
に
近
づ
く
に
つ
れ
耕
地
開
発
の
対

象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
附
洲
の
外
側
に

は
、
砂
質
の
河
床
を
な
す
大
谷
川
と
同
じ
白
色
で
描
か

れ
た
、
砂
地
の
浜
が
広
が
っ
て
い
た
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
湖
岸
の
砂
の
堆
積
状
況
を
示
す
絵
図
は
他
の
地
区
で

も
み
ら
れ
ま
す
。
南
比
良
村
に
は
、「
御
見
分
様
」
へ

提
出
し
た
、
万
延
元
年
五
月
一
一
日
付
の
図
の
控
え
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
15––

１
）。
こ
の
図
は
、
南
比

良
村
の
湖
岸
の
耕
地
と
屋
敷
地
を
中
央
付
近
で
折
り
返
し

て
模
式
的
に
描
き
、「
大
水
大
浪
」
の
た
め
湖
岸
の
土
地

で
生
じ
た
「
浪
欠
砂
入
」
を
表
し
て
い
ま
す
。
琵
琶
湖
の

波
に
洗
わ
れ
砂
を
被
る
か
欠
損
し
た
土
地
を
見
分
に
や
っ

て
き
た
領
主
役
人
に
示
し
て
、
年
貢
の
減
免
を
求
め
た
際

の
絵
図
の
控
え
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
湖
岸
に
黄
色
で
描
か

れ
た
「
御
料
」（
幕
府
領
）
に
は
、
隣
接
す
る
大
物
村
・

北
比
良
村
の
境
界
に
近
い
田
地
が
「
砂
入
」、
逆
に
中
央

付
近
の
屋
敷
地
が
「
浪
欠
」
と
注
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

15––

２
）。
大
物
ま
た
は
北
比
良
に
近
い
側
に
砂
が
堆
積

図 15–1　万延元年（1860）湖辺土地絵図（南比良共有財産管理会蔵）

図 15–2　北比良村との境界付近。図の下段、最も左の区画は「浪欠」、それより右の
区画は「砂入」。
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図 16–1　慶安 3 年（1650）仏生寺野論所色絵図（南小松自治会蔵）

図 16–2　近江舞子沼の砂嘴上の
「よし原」とマツタイプの樹木の
表現

謝
辞資

料
の
利
用
お
よ
び
現
地
調
査
に
お
い
て
は
、
左

記
の
個
人
・
団
体
か
ら
ご
教
示
と
ご
高
配
を
賜
り
ま
し

た
（
敬
称
略
）。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

北
村
和
夫
、
北
村
正
樹
、
高
橋
大
樹
、
谷
口
晴
彦
、

中
村
正
、
中
村
利
男
、
中
村
友
美
、
中
村
征
紀
、
比
良

岡
七
郎

荒
川
共
有
地
管
理
組
合
、
北
比
良
財
産
管
理
会
、

木
戸
共
有
者
会
、
滋
賀
県
立
公
文
書
館
、
大
物
共
有
財

産
管
理
組
合
、
南
小
松
自
治
会
、
南
比
良
共
有
財
産
管

理
会本

研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
（
課

題
番
号21K13163

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
す
。

す
る
傾
向
は
、
こ
ん
に
ち
の
大
谷
川
以
北
の
砂
浜
の
広
が
り
と
概

ね
一
致
し
て
い
ま
す
。

　
雄
松
崎
の
白
砂
青
松
が
名
高
い
南
小
松
村
で
は
、
慶
安
三
年

（
一
六
五
〇
）
年
の
記
載
を
も
つ
裁
許
絵
図
の
写
し
（
図
16––

１
）

に
「
よ
し
原
」（
南
小
松
沼
）
横
の
マ
ツ
タ
イ
プ
の
樹
木
表
現
が

見
出
せ
ま
す
（
図
16––
２
）。
南
小
松
沼
と
琵
琶
湖
を
区
切
る
砂

嘴
に
松
が
生
え
る
様
子
は
、
後
年
の
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の

用
水
に
含
ま
れ
る
土
砂
へ
の
対
策
を
施
し
な
が
ら
、
生
活
・
生
業

を
営
ん
で
き
た
こ
と
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。シ
マ
ツ
の
存
在
は
、

平
時
か
ら
の
土
砂
移
動
へ
の
対
応
が
現
在
も
継
承
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
示
す
景
観
で
す
。
さ
ら
に
は
、湖
岸
の
土
砂
堆
積
地
で
あ
り
、

こ
ん
に
ち
景
勝
地・レ
ジ
ャ
ー
の
場
と
さ
れ
て
い
る
砂
浜
湖
岸
が
、

少
な
く
と
も
一
七
世
紀
中
期
に
は
形
成
さ
れ
て
お
り
、
村
々
の
生

活・生
業
の
場
に
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

　
洪
水
・
土
石
流
が
発
生
し
た
非
常
時
だ
け
で
な
く
、
平
時
の
土

砂
移
動
に
も
対
応
し
、
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
少
な
く
と

も
近
世
か
ら
こ
う
し
た
発
想
で
土
地
を
利
用
し
て
き
た
こ
と
が
、

度
々
の
災
害
に
関
わ
ら
ず
現
在
の
立
地
で
集
落
が
永
続
で
き
た
要

因
の
一
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
原
動
力
は
、
扇
端
部
に
集
落
を

設
け
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
豊
か
な
水
や
、
河
畔
林
や
背
後
の
山
林

か
ら
得
ら
れ
る
自
然
資
源
、
砂
浜
湖
岸
な
ど
、
比
良
山
麓
地
域
の

地
理
的
条
件
に
由
来
す
る「
恵
み
」に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

村
絵
図
（
図
17
）
に
も
、
砂
嘴
上
に
連
な
る
松
林
と

し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
一
七
世
紀
中

期
に
は
、
比
良
川
や
周
辺
の
河
川
に
よ
っ
て
山
地
か

ら
運
ば
れ
た
土
砂
が
堆
積
す
る
こ
と
で
、
砂
浜
湖
岸

が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
比
良
山
麓
地
域
の
人
々
は
、
河
川
が
も
た
ら
す
土

砂
が
つ
く
り
出
し
た
土
地
を
、
生
活
・
生
業
の
場
に

利
用
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
砂
浜
は
写
真
絵
は

が
き
の
被
写
体
と
な
る
景
勝
地
、
水
泳
場
な
ど
の
レ

ジ
ャ
ー
の
場
と
し
て
も
認
識
さ
れ
、
現
在
も
多
様
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
砂
に
対
応
し
、
水
の
恵
み
を
得
る

　
比
良
山
麓
地
域
の
村
で
は
、
近
世
に
扇
状
地
急
斜

面
に
開
発
さ
れ
た
耕
地
が
土
砂
災
害
で
放
棄
さ
れ
つ

つ
、
等
高
線
に
沿
っ
た
土
地
利
用
が
形
成
さ
れ
、
そ

の
結
果
、集
落
の
周
囲
に
残
さ
れ
た
森
林
が
、洪
水・

土
石
流
に
対
す
る
防
備
林
の
機
能
を
果
た
し
得
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
（
松
田
二
〇
〇
〇
）。
本
章
で
は

絵
図
・
地
図
を
も
と
に
、
一
七
～
一
九
世
紀
の
地
域

の
人
々
が
、
防
備
林
の
よ
う
な
非
常
時
の
対
策
だ
け

で
な
く
、
荒
地
と
な
っ
た
耕
地
を
復
旧
し
、
平
時
の
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図 17　天保 8 年（1837）江州滋賀郡南小松村色絵図（南小松自治会蔵）
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高
島
市
教
育
委
員
会　
　
　

山
本　
晃
子

滋
賀
県
湖
西
地
域
の
波
除
石

湖
岸
に
築
か
れ
た
石
積
み

比
良
山
麓
の
北
端
か
ら
さ
ら
に
北
へ
続
く

湖
西
北
部
地
域
の
湖
岸
に
は
、
現
在
も
海
津

浜
・
今
津
浜
を
始
め
と
し
た
数
カ
所
に
自
然

石
で
築
か
れ
た
高
さ
二
、三
ｍ
の
石
積
み
が

存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
江
戸
時

代
中
・
後
期
に
波
除
け
の
た
め
に
築
か
れ
た

も
の
で
、
内
陸
の
湖
沿
い
に
あ
る
石
積
み
と

し
て
は
、
規
模
の
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

現
在
は
、
琵
琶
湖
の
水
位
が
管
理
調
整
さ

れ
て
い
る
た
め
、
湖
の
波
が
湖
岸
の
家
々
や

人
々
の
生
活
に
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
は
ほ

ぼ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
雨
や
大
風
の
た
び
に

琵
琶
湖
の
水
位
が
上
昇
し
た
時
代
に
は
、
湖

岸
に
築
か
れ
た
石
積
み
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

海
津
・
西
浜
の
石
積
み

高
島
市
マ
キ
ノ
町
海
津
・
西
浜
の
湖
岸
に

続
く
高
さ
約
三
ｍ
、
長
さ
約
一
．
二
ｋｍ
の
石

積
み
は
、
元
禄
年
間
に
当
時
の
高
島
郡
西
浜

村
の
代
官
で
あ
っ
た
西
与
市
左
衛
門
が
、
海

写真 1　海津・西浜の石積み（切石が多く使われる部分）

津
東
浜
の
代
官
金
丸
又
左
衛
門
と
協
議
し
、
築
い
た
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
来
、
こ
の
石
積
み
は
湖
岸
の

宅
地
を
風
波
か
ら
守
っ
て
き
ま
し
た
が
、
破
損
の
た
び
に

修
復
を
重
ね
て
い
る
た
め
、
現
在
で
は
構
築
年
代
の
異
な

る
石
積
み
が
連
な
っ
て
残
さ
れ
る
形
状
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
、
石
の
大
き
さ
や
積
み
方
は
場
所
に
よ
っ
て

随
分
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
多
く
は
乱
層
積
み
で
、
大

小
様
々
な
大
き
さ
の
石
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。石
材
は
、

花
崗
岩
系
が
大
半
で
、
部
分
的
に
流
紋
岩
系
、
チ
ャ
ー
ト

系
、黒
色
堆
積
岩
系
、石
灰
岩
系
の
も
の
が
混
在
し
ま
す
。

石
材
の
加
工
方
法
と
し
て
は
、
矢
を
用
い
て
母
岩
か
ら

切
り
取
り
、
部
分
的
に
成
形
し
た
も
の
が
主
体
で
、
石
材

面
に
細
か
な
加
工
を
施
し
た
切
石
が
混
在
し
ま
す
。
自
然

石
は
、
基
底
部
付
近
に
比
較
的
大
振
り
な
石
材
が
用
い
ら

れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
も
の
の
、
補
修
部
に
小
石
材
が
用

い
ら
れ
る
程
度
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
直
方
体
に
近
い
形
状

に
加
工
さ
れ
て
い
る
た
め
、
石
材
間
の
隙
間
に
充
填
さ
れ

る
間
詰
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

矢
穴
の
大
き
さ
は
、
幅
四
cm
程
度
の
小
型
の
も
の
か
ら

九
cm
を
超
え
る
大
型
の
も
の
ま
で
が
混
在
し
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
矢
穴
の
幅
が
広
く
、
底
の
部
分
が
湾
曲
し
て
い

る
も
の
が
石
材
加
工
の
技
術
が
古
い
こ
と
を
示
し
、
小
型
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た
は
そ
れ
に
準
じ
た
「
落
と
し
積
み
」「
乱
積
み
」
の
技

法
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
の
石
積
み
は
区

画
ご
と
に
途
切
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
隅
石
積
み

が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
隅
に
は
面
の
石
材
よ
り
大
き
な
石

材
を
用
い
る
傾
向
が
強
く
、
ま
た
加
工
の
度
合
い
が
強
い

石
材
を
多
く
用
い
て
い
ま
す
。
隅
の
石
積
み
技
法
は
基
本

的
に
「
算
木
積
み
」
で
す
が
、
長
辺
と
短
辺
の
長
さ
に
差

異
の
な
い
石
材
を
積
み
上
げ
た
「
イ
モ
積
み
」
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
高
さ
を
必
要
と
し
な
い
石
積
み
の

た
め
、
完
全
な
算
木
積
み
を
構
成
す
る
必
要
が
な
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
住
居
側
は
琵
琶

湖
側
以
上
に
高
さ
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、
二
、三
個
の

石
を
積
み
重
ね
た
だ
け
の
隅
処
理
も
多
く
見
か
け
ま
す
。

石
積
み
の
築
造
年
代

海
津
・
西
浜
の
石
積
み
築
造
の
記
録
は
、
地
域
で
作
成

さ
れ
た
複
数
の
古
文
書
に
登
場
し
ま
す
。『
西
浜
区
有
文

書
』
内
の
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
五
月
「
江
州
高
島
郡

西
浜
村
普
請
所
明
細
帳
」
に
は
、
西
浜
の
石
積
み
の
普
請

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
、
湖
水
浜
側
石
垣
御
普
請
所
長
弐
百
七
拾
弐
間
是
ハ

元
禄
拾
五
年
午
大
波
度
々
仕
、
百
姓
家
居
並
ニ
往
還

筋
等
波
打
掛
往
来
成
候
ニ
付
、
御
訴
訟
申
上
、
御
代

官
西
与
一
左
衛
門
様
御
支
配
之
時
分
翌
拾
六
未
年
三

月
ニ
被
為
仰
付
御
入
用
銀
被
下
石
垣
築
申
候,

、
其

後
者
百
姓
共
安
穏
ニ
居
住
仕
、
往
還
筋
人
馬
通
路
心

易
く
罷
成
難
有
奉
存
候

　
　
但　
根
台　
九
尺

　
　
　
　
高
サ　
九
尺

写真 2　海津・西浜の石積み（湖上から）

写真 3　西浜での地曳き網漁（大正末頃）撮影：石井田勘二　提供：高島市教育委員会

で
方
形
の
も
の
が
新
し
い
技
術
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

海
津
・
西
浜
の
石
積
み
に
は
新
旧
の
石
材
加

工
技
術
が
混
在
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
湖
岸
面
の
一
部
に
は
、
直
方
体
に

近
い
形
状
の
石
材
を
用
い
た
「
布
積
み
」
ま
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高
踏　
六
尺

こ
れ
に
よ
る
と
、
石
積
み
の
築
造
は
、
元

禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
た
び
た
び
大
波

が
あ
り
、
家
屋
や
街
道
に
波
が
か
か
り
住
民

が
困
っ
た
こ
と
が
契
機
で
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
当
時
の
幕
領
代
官
西
与
一

左
衛
門
に
普
請
を
請
願
し
、
翌
元
禄
一
六
年

に
普
請
費
用
の
下
付
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
完
成
し
た
石
積
み
は
、
全
長

約
五
〇
〇
ｍ
、
根
台
が
約
二
．
七
ｍ
、
高
さ

が
約
二
．
七
ｍ
、
上
面
の
幅
が
約
一
．
八
ｍ

で
し
た
。

一
方
、
海
津
の
石
積
み
の
築
造
年
代
を
明

確
に
記
し
た
記
録
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
の
年
紀
を
も

つ
『
大
崎
寺
文
書
』
の
中
に

通
り
浜
か
わ
私
と
も
居
屋
敷
一
三
軒
波

除
石
垣
崩
、
少
々
風
浪
ニ
家
江
水
入
難

儀
仕
候

と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
考

え
る
と
、
海
津
の
石
積
み
は
天
和
年
間
に
は

す
で
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
後
何
度
か
の

修
理
を
経
て
、
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

今
津
浜
の
石
積
み

海
津
・
西
浜
の
石
積
み
か
ら
約
一
〇
km
南

方
の
今
津
の
湖
岸
に
も
、
江
戸
時
代
に
波
除

け
の
た
め
に
築
か
れ
た
と
さ
れ
る
石
積
み
が

残
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
、代
官
屋
敷
が
あ
っ

た
さ
れ
る
付
近
を
中
心
と
し
て
一
部
が
残
っ

て
い
る
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
記
録
に

よ
る
と
築
造
当
時
は
、
一
ｋｍ
弱
の
石
積
み
で

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

比
良
山
地
北
端
か
ら
東
へ
突
出
し
た
明
神

崎
の
北
側
に
位
置
す
る
打
下
集
落
に
伝
わ
る

「
打
下
村
旧
記
録
」
に
は
、
今
津
浜
の
石
積

み
の
築
造
に
関
す
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
に
よ
る
と
、宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）

春
に
、
今
津
村
を
領
有
す
る
金
沢
藩
か
ら
、

巡
検
使
の
巡
国
に
備
え
て
今
津
浜
に
五
〇
〇

間
の
石
積
み
を
築
く
た
め
、
打
下
に
隣
接
す

る
鵜
川
領
か
ら
石
を
運
ぶ
よ
う
に
と
い
う
命

が
あ
り
、
打
下
村
の
長
兵
衛
が
船
に
石
を
積

ん
で
今
津
村
ま
で
運
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
と
き
、
鵜
川
領
の
石
を
運
ぶ
こ
と

に
つ
い
て
、
隣
接
す
る
志
賀
郡
小
松
村
か
ら

意
見
が
あ
り
、
大
津
の
舟
奉
行
を
巻
き
込
む

相
論
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
結
果
と
し
て
石

は
鵜
川
領
か
ら
今
津
浜
へ
運
ば
れ
、
延
長

四
九
二
間
（
約
八
九
〇
ｍ
）
の
石
積
み
が
築

か
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
津
村
の
旧
家
に
伝
わ
っ
た
庄
屋

記
録
に
は
、
こ
の
と
き
の
巡
検
の
さ
ら
に

一
三
年
前
の
元
禄
一
〇
年（
一
六
九
七
）に
、

す
で
に
今
津
村
に
は
間
の「
浜
が
き
」が
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
今
津
の
湖
岸
に

は
海
津
・
西
浜
よ
り
も
早
い
時
期
か
ら
石
積

み
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。若

狭
国
か
ら
運
ば
れ
る
荷
物
を
独
占
的
に

集
め
る
今
津
湊
は
、
海
津
・
塩
津
・
大
浦
と

と
も
に
「
湖
北
四
カ
浦
」
と
呼
ば
れ
、
江
戸

時
代
を
通
じ
て
日
本
海
地
域
か
ら
の
荷
物
を

上
方
へ
運
ぶ
湖
上
交
通
の
拠
点
の
一
つ
と
し

て
繁
栄
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る

と
、
湖
岸
の
石
積
み
は
、
波
除
の
役
割
に
加

え
て
、
多
く
の
船
が
発
着
す
る
湊
の
石
垣
と

し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

打
下
の
石
積
み

現
在
、
高
島
市
勝
野
の
打
下
集
落
を
通
る

旧
国
道
一
六
一
号
の
琵
琶
湖
側
に
は
、
部
分

的
に
石
積
み
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
海
津
・
西
浜
や
今
津
の
石
積
み
と
同
じ

よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
波
除
け
と
し
て
築
か

れ
た
も
の
で
、
当
初
は
湖
岸
に
沿
っ
て
連

続
す
る
石
積
み
で
し
た
が
、
昭
和
五
三
年

（
一
九
七
八
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
湖
北
バ
イ

パ
ス
の
建
設
に
よ
り
、
取
り
壊
さ
れ
た
り
埋

め
ら
れ
た
り
し
、
現
在
は
一
部
だ
け
が
見
え

て
い
た
り
、
駐
車
場
や
畑
の
境
界
に
使
わ
れ

て
い
た
り
す
る
状
態
で
す
。

写真 5　今津浜の石積み

写真 4　矢穴が残る石
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引
用
・
参
考
資
料

今
津
町
史
編
集
委
員
会
編
一
九
九
九
年
、『
今
津
町
史　

第
二
巻
』
今
津
町

『
高
島
町
史
』
一
九
八
三
年
、
高
島
町

高
島
市
海
津
・
西
浜
・
知
内
地
区
文
化
的
景
観
保
存
活

用
委
員
会
編
二
〇
〇
八
年
、『
海
津
・
西
浜
・
知
内

の
水
辺
景
観
保
存
活
用
事
業
報
告
書
』
高
島
市

大
溝
地
域
の
水
辺
景
観
保
存
活
用
委
員
会
編
二
〇
一
四

年
、『
大
溝
の
水
辺
景
観
保
存
活
用
事
業
報
告
書
』

高
島
市

森
田
吉
則
一
九
九
五
年
、『
今
津
葦
海
村
小
史
扣
』

高
島
町
民
具
ク
ラ
ブ
編
一
九
九
三
年
、『
高
島
町
歴
史

写
真
館
』

石
積
み
は
、
基
本
的
に
湖
岸

沿
い
の
各
家
の
間
口
幅
に
合
わ

せ
て
築
か
れ
、
敷
地
境
で
途
切

れ
て
い
ま
す
。
石
積
み
の
間
は

琵
琶
湖
へ
降
り
る
通
路
と
な
っ

て
い
て
、
こ
れ
は
海
津
・
西
浜

や
今
津
で
も
共
通
し
た
造
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

石
の
大
き
さ
や
積
み
方
は
場

所
に
よ
っ
て
異
な
り
、
直
方
体

に
加
工
し
た
石
を
布
積
み
と
し

た
部
分
や
、
荒
く
成
形
し
た
石

を
乱
積
み
と
し
た
部
分
が
混
在

し
ま
す
。
ま
た
近
年
に
な
っ
て

新
た
に
積
ま
れ
た
個
所
や
、
積

み
直
さ
れ
た
個
所
も
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

打
下
の
石
積
み
の
建
築
年
代

は
、
は
っ
き
り
と
は
し
て
い
ま

せ
ん
。『
打
下
区
有
文
書
』
の

中
に
、文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

に
「
旅
所
浜
」
の
石
垣
三
〇
間

を
庄
次
郎
他
二
名
が
一
間
に
つ

き
六
五
匁
で
請
け
負
っ
た
記
録

が
あ
り
、
や
は
り
こ
こ
で
も
波

除
や
浸
水
を
防
ぐ
た
め
に
一
定

の
規
模
の
石
積
み
が
築
か
れ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

な
お
打
下
集
落
は
、
今
津
浜

の
石
材
を
切
り
出
し
た
鵜
川
に

ほ
ど
近
く
、
石
材
は
豊
富
に
入
手
で
き
た
こ

と
が
想
像
で
き
ま
す
。
実
際
近
年
ま
で
石
工

を
生
業
と
す
る
家
が
複
数
存
在
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

ま
た
付
近
で
は
、
洪
水
を
防
ぐ
た
め
の
堰

堤
構
築
に
石
材
が
使
わ
れ
た
り
、
石
橋
が
架

設
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
石
材
の
利
用
が
盛

ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

人
々
は
身
近
に
あ
る
良
質
の
石
材
を
防
災

と
減
災
に
う
ま
く
役
立
て
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

写真 6　打下の石積み

写真 7　打下の石積みとハシ

写真 8　石積みの一部が残る現在の打下集落
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比
良
山
麓
に
お
け
る
伝
統
的
水
防
対
策
と

　
　
地
域
住
民
に
よ
る
防
災
活
動　

京
都
大
学
地
球
環
境
学
堂　
　
　

落
合　
知
帆

京
都
先
端
科
学
大
学　
　
　
　
　

渡
部　
圭
一

大
津
市
歴
史
博
物
館　
　
　
　
　

高
橋　
大
樹

は
じ
め
に

比
良
山
麓
地
域
は
、
花
崗
岩
の
産
地
と
し

て
知
ら
れ
、
大
津
や
高
島
な
ど
の
湖
西
地
域

の
み
な
ら
ず
か
つ
て
は
湖
東
の
近
江
八
幡
、

長
浜
や
彦
根
な
ど
へ
、
神
社
の
鳥
居
、
住
宅

や
蔵
の
基
礎
石
、
庭
の
燈
籠
な
ど
多
く
の
加

工
品
が
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

こ
で
産
出
さ
れ
る
花
崗
岩
は
、
水
害
、
土
砂

災
害
、
そ
し
て
獣
害
対
策
と
し
て
も
活
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
大
物
や
荒
川

に
残
る
伝
統
的
な
堤
を
紹
介
し
、
北
比
良
も

加
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
行
わ
れ
て
き
た

地
域
住
民
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
み
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
現
地
に
足
を
運
び
、
ぜ
ひ
自
身

の
目
で
見
て
、当
時
の
人
々
の
苦
労
や
知
恵
、

今
に
残
る
堤
の
重
要
さ
を
実
感
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

大
物
地
区
の
百
間
堤

比
良
山
麓
か
ら
流
れ
る
四
ツ
子
川
は
中
流

部
で
南
に
大
き
く
曲
が
っ
て
い
ま
す
。
大
物

地
区
で
保
管
さ
れ
て
い
る
古
文
書
や
古
地
図

を
確
認
す
る
と
、
左
岸
の
下
流
に
位
置
す
る

大
物
集
落
が
何
度
も
水
害
の
被
害
を
受
け
て

き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
図
１
は
、
大
物

地
区
に
保
管
さ
れ
て
い
る
一
六
七
七
年
（
延

宝
五
）
に
描
か
れ
た
古
絵
図
で
す
。
河
川
が

氾
濫
し
、
後
に
石
堤
（
通
称
百
間
堤
）
が
造

ら
れ
る
場
所
に
「
流
口
」
と
あ
り
、
琵
琶
湖

の
湖
岸
近
く
に
ま
で
達
す
る
広
い
範
囲
の
田

畑
が
被
害
を
う
け
た
様
子
が
「
流
田
」
の
記

述
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
河
川
沿
い
に

は
堤
の
長
さ
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
時
点
で
既
に
堤
（
砂
堤
）
が
築
か
れ
て
い

た
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。
一
六
八
一
年

（
天
和
元
）
の
修
繕
記
録
に
よ
る
と
、
延
長

四
一
〇
間
（
約
七
五
〇
ｍ
）
の
石
堤
と
二
，

四
一
〇
間
（
約
三
，九
〇
〇
ｍ
）
に
も
お
よ

ぶ
砂
堤
が
あ
り
、
毎
年
の
よ
う
に
普
請
（
修

繕
）の
嘆
願
書
が
大
物
村
庄
屋
か
ら
領
主（
当

時
は
幕
領
）
へ
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
八
五
二
年
（
嘉
永
五
）
の
暴
風
雨
に
よ

り
大
規
模
な
氾
濫
が
起
き
、
下
流
の
田
畑
や

大
物
集
落
の
人
家
数
戸
が
流

出
す
る
大
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
水
害
に
よ
り
、
三

分
の
二
に
あ
た
る
住
民
が
農

業
か
ら
石
工
へ
と
変
わ
っ

た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
村
人
た
ち
の
陳
情
に
対

し
て
、
宮
川
藩
主
堀
田
正

誠
（
当
時
の
領
主
）
は
、
水

害
防
止
の
た
め
に
一
大
修
繕

工
事
を
行
う
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
村
人
た
ち
は
、
五
年

八
カ
月
も
の
歳
月
を
か
け

延
長
九
一
四
間
六
分
六
厘

（
約
一
八
〇
ｍ
）、
天
端
の
幅

一
〇
間
（
約
一
八
ｍ
）、
高

さ
が
川
に
面
し
た
箇
所
五
間

（
約
九
ｍ
）、裏
面
が
三
間（
約

五
．
五
ｍ
）
の
「
百
間
堤
」

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。『
志

賀
の
む
か
し
話
』
の
「
大
物

の
百
間
堤
」
に
は
「
石
積
み

写真 1　百間堤（左：堤を横断する水路）（右：天端（上部））
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の
棟
梁
は
若
狭
の
国
（
福
井
県
）
か
ら
石
積

の
名
人
「
佐
吉
」
と
い
う
人
を
呼
び
よ
せ
、

人
夫
は
近
郷
の
百
姓
の
男
女
で
、
男
は
日
当

米
一
升
、
女
は
日
当
米
五
合
で
出
仕
さ
せ
ま

し
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

百
間
堤
は
、
四
ツ
子
川
の
本
流
に
沿
っ
て

築
か
れ
、
堤
を
構
成
す
る
石
は
大
き
な
も
の

で
高
さ
三
ｍ
、
幅
五
ｍ
を
超
え
、
各
所
に
石

を
割
っ
た
矢
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
百
間

堤
に
は
、
地
元
の
花
崗
岩
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
典
型
的
な
白
色
か
ら
薄
い
ピ
ン
ク
色

の
も
の
に
加
え
、
硬
く
て
加
工
が
し
づ
ら
い

青
み
が
か
っ
た
「
青
ガ
レ
」
と
呼
ば
れ
る
石

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
石
積
み
は
三
分
か
ら

五
分
程
度
の
法
勾
配
で
作
ら
れ
、
現
在
で
も

完
全
な
形
を
保
っ
て
い
て
当
時
の
技
術
の
高

さ
が
伺
え
ま
す
（
写
真
１
）。

ま
た
、
百
間
堤
（
石
堤
）
の
下
流
に
は

女お
な
ご
づ
つ
み
堤
と
呼
ば
れ
る
女
性
で
も
運
べ
る
程
度

の
石
を
用
い
た
堤
が
あ
り
、
さ
ら
に
砂
堤
と

呼
ば
れ
る
土
塁
が
続
い
て
い
ま
す
（
写
真

２
）。
こ
れ
ら
の
違
い
は
、
土
地
の
勾
配
、

河
川
の
幅
や
流
速
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
砂
堤
の
数
カ
所
に
は
「
ひ
」
と
呼
ば

れ
る
樋
門
が
あ
り
、
溝
が
掘
っ
て
あ
る
石
柱

が
建
て
ら
れ
て
い
て
、
山
仕
事
を
終
え
て
帰

る
際
や
大
雨
が
降
る
時
に
は
、
こ
の
「
ひ
」

に
板
を
差
し
込
む
こ
と
で
水
や
獣
が
入
る
の

を
防
い
で
い
ま
し
た
。

百
間
堤
の
上
部
に
は
「
し
ま
つ
」
と
呼
ば

れ
る
沈
砂
池
・
分
水
池
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

大
物
地
区
と
南
比
良
地
区
に
流
れ
る
水
路
が

築
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
沈
砂
池
に
た
ま
っ

図 1　大物村延宝検地図（大物共有財産管理組合蔵）

写真 2　女堤
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た
砂
は
定
期
的
に
河
川
に
流
す
よ
う
清
掃
が

行
わ
れ
、
現
在
で
も
利
水
施
設
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。

大
物
地
区
住
民
に
よ
る
対
策

当
地
に
住
む
古
老
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に

よ
る
と
、
戦
後
ま
で
は
砂
堤
の
上
に
松
を
植

え
、
雨
が
強
く
降
り
そ
う
に
な
る
と
集
落
の

大
人
た
ち
が
そ
の
松
の
木
を
数
本
切
り
、
川

に
向
け
て
倒
す
こ
と
で
、
砂
堤
が
削
ら
れ
る

の
を
防
ぐ
流
木
工
法
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
切
り
倒
し
た
松
の
根
は
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、「
松
や
に
」
が
固
ま
り
、「
ジ
ン
」 図 2　荒川地区の石堤とシシ垣 （荒川村地籍図・荒川共有地管理組合蔵）

と
呼
ば
れ
る
多
少
の
雨
で
は
消
え
な
い
燃
料

と
な
り
ま
し
た
。
公
民
館
や
個
人
宅
に
は
こ

の
「
ジ
ン
」
を
載
せ
て
運
ぶ
鉄
製
の
約
三
ｍ

の
棒
と
皿
で
で
き
た
「
タ
イ
マ
ツ
」
と
呼
ば

れ
る
道
具
と
と
も
に
、「
ジ
ン
」
を
保
管
し
、

水
害
時
に
備
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
大
物
集
落
の
西
近
江
路
（
北
国

海
道
）
か
ら
湖
岸
に
向
け
て
延
び
る
道

沿
い
の
住
宅
は
、
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
土

地
で
あ
る
た
め
、
水
や
土
砂
が
流
れ
て
く

る
山
側
と
道
路
面
に
は
、
石
垣
が
造
ら

れ
て
い
た
家
屋
が
多
く
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
は
個
人
に
よ
る
水
害
対
策
で
あ
っ

た
こ
と
が
『
木
戸
の
里
―
歴
史
め
ぐ
り
』
に

も
記
さ
れ
て
お
り
、
集
落
住
民
の
知
恵
や
工

夫
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
き
に
わ
た
り
こ
の
地
域
を
守
っ
て
き
た

百
間
堤
で
し
た
が
、
河
川
工
事
が
進
ん
だ
こ

と
で
人
々
か
ら
見
向
き
も
さ
れ
な
い
時
期
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
元
の
小
学
校
に

赴
任
し
た
音
楽
教
師
が
百
間
堤
の
こ
と
を
知

り
、
こ
れ
を
題
材
に
歌
を
作
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
現
在
で
は
、
小
学
四
年
生
の

地
域
教
育
の
授
業
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
自
治
会
も
定
期
的
に
草
む

し
り
な
ど
の
清
掃
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
地

域
の
水
害
の
歴
史
を
伝
え
る
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

荒
川
地
区
に
残
る
大
谷
川
の
石
堤

百
間
堤
を
有
す
る
大
物
地
区
の
南
に
位
置

す
る
の
が
荒
川
地
区
で
す
。
荒
川
集
落
の
北

西
に
は
四
ツ
子
川
と
合
流
す
る
大
谷
川
が
流

れ
て
お
り
、
こ
の
川
も
か
つ
て
は
多
く
の

被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。
荒
川
地

区
に
保
管
さ
れ
て
い
る
古
文
書
に
よ
る
と
、

一
六
一
五
年
（
元
和
元
）、一
六
四
三
年
（
寛

永
一
九
）、
一
六
九
五
年
（
元
禄
八
）
と
、

少
な
く
と
も
一
六
〇
〇
年
代
に
三
度
の
「
荒

川
出
水
」
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
古
文
書
や
古
絵
図
に
よ
る
と
、
大
谷

川
沿
い
に
は
二
列
ま
た
は
三
列
の
堤
が
造
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
堤
が

い
つ
築
造
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
も
古
い
記
録
と
し
て

一
六
九
四
年
（
元
禄
七
）
に
、
荒
川
村
か
ら

幕
府
代
官
（
大
津
代
官
）
の
小
野
宗
清
宛
て

に
出
し
た
石
堤
普
請
に
関
す
る
願
書
の
控
え

が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
の
古
文
書
の
調

査
に
お
い
て
も
、
こ
の
堤
が
た
び
た
び
水
害

の
被
害
を
受
け
破
損
し
、
そ
の
度
に
修
復
や

増
築
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ

ま
す
。

荒
川
地
区
に
保
管
さ
れ
て
い
る
古
絵
図
の

中
に
は
、
堤
や
シ
シ
垣
の
詳
細
が
描
か
れ
た

も
の
が
い
く
つ
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
２

は
、
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
の
荒
川
村
地

籍
図
で
、
集
落
の
北
側
に
位
置
す
る
大
谷

川
に
沿
っ
て
い
く
つ
も
の
堤
が
描
か
れ
て

写真 3　百間堤のしまつ
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写真 4　荒川地区の石堤

い
ま
す
。
例
え
ば
、
大
石
堤 

八
八
間
（
約

一
六
〇
ｍ
）、
石
堤 

二
〇
間
（
約
三
六
ｍ
）

や
砂
堤
六
〇
間
（
約
一
〇
九
ｍ
）
な
ど
が
並

ん
で
い
ま
す
。

当
地
に
残
る
石
堤
を
確
認
す
る
と
ほ
と
ん

ど
乱
積
み
や
野
面
積
み
と
い
っ
た
工
法
に

よ
っ
て
積
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
造
ら
れ
た
年

代
に
よ
っ
て
石
積
み
の
方
法
や
形
態
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。
現
状
確
認
で
き
る
の
は
、

主
に
湖
西
道
路
（
湖
西
バ
イ
パ
ス
）
よ
り
山

側
か
ら
大
谷
川
沿
い
に
約
八
六
〇
ｍ
（
前
述

二
八
〇
ｍ
含
む
）
に
渡
っ
て
湯
島
神
社
の
近

く
ま
で
つ
な
が
る
石
垣
で
す
。
さ
ら
に
、
南

側
に
も
「
受
け
堤
」
と
呼
ば
れ
る
堤
が
残
っ

て
お
り
、
バ
イ
パ
ス
の
側
道
か
ら
高
く
積
ま

れ
た
石
垣
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
古
い
石
堤
は
、
場
所
に
よ
っ
て
二

段
や
三
段
に
な
っ
て
い
て
、
高
さ
は
二
ｍ
～

八
ｍ
、
幅
は
一
ｍ
～
五
ｍ
と
場
所
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
（
写
真
４
）。

一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
に
当
地
域
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
水
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
そ
の
際
、
こ
の
堤
の
一
部
が
破
損

し
下
流
の
集
落
ま
で
土
砂
が
流
れ
出
し
、
荒

川
集
落
を
囲
む
シ
シ
垣
を
破
壊
し
、
田
畑
は

土
砂
が
流
れ
込
む
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。
同

写真 5　昭和 10 年修復の堤（荒川地区）

年
に
は
集
落
住
民
七
五
名
が
参
加
し
て
堤
の

修
復
を
行
っ
て
お
り
、
荒
川
公
民
館
に
は
当

時
の
様
子
を
写
し
た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
九
三
五
年
に
修
復
さ
れ
た
堤
は
、
そ

の
他
の
場
所
と
は
形
状
が
異
な
り
、
丸
み
を

帯
び
た
「
か
ま
ぼ
こ
」
型
で
高
さ
六
ｍ
を
超

え
る
石
積
み
が
約
二
八
〇
ｍ
に
渡
っ
て
続
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
明
治
以
降
に
導
入
さ

れ
た
工
法
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
（
写
真
５
）。

大
谷
川
の
上
流
に
は
、
一
八
五
五
～

一
八
六
〇
年
間
の
洪
水
氾
濫
で
大
き
な
被
害

が
出
た
こ
と
、
ま
た
、
井
堰
の
守
護
と
し
て

写真 6　湯島神社
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写真 7　荒川のシシ垣

写真 8　もっこを使い石を運ぶ再現の様子

ま
つ
ら
れ
て
い
た
神
木
が
流
出
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
そ
の
場
所
に
竹
生
島
宝
嚴
弁

財
天
か
ら
分
祀
さ
れ
た
弁
財
天
を
祭
る
湯
島

神
社
が
一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
に
建
立
さ

れ
、
年
に
一
度
お
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

（
写
真
６
）。

こ
の
神
社
の
敷
地
内
に
も
「
し
ま
つ
」
と

呼
ば
れ
る
沈
砂
池
・
分
水
地
が
あ
り
、
現
在

で
も
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、大
雨
が
予
想
さ
れ
る
際
に
は
、

「
し
ま
つ
」
や
河
川
に
設
け
ら
れ
た
数
カ
所

の
樋
門
を
閉
め
て
回
る
水
番
と
い
う
当
番
が

現
在
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
に
備
え
た
シ
シ
垣

荒
川
地
区
に
は
集
落
を
囲
う
シ
シ
垣
と
い

う
猪
・
鹿
除
け
の
石
垣
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で

残
っ
て
い
ま
す
。
上
記
の
一
九
三
五
年
の
水

害
に
よ
る
シ
シ
垣
の
損
壊
を
受
け
、
堤
の
工

事
と
同
時
期
に
、
シ
シ
垣
を
土
砂
災
害
に
も

耐
え
得
る
よ
う
に
高
い
所
で
約
二
ｍ
、
ま
た

幅
も
一
ｍ
～
一
．
五
ｍ
と
強
固
な
も
の
に
作

り
直
す
工
事
が
流
れ
て
き
た
石
な
ど
を
利
用

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
７
）。

か
つ
て
、
こ
の
地
域
で
は
山
と
集
落
を
シ

シ
垣
が
隔
て
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
道
路
の
拡
張
工
事
や
住
宅
開
発
に
よ
っ

て
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
山
林
の
中
に

ひ
っ
そ
り
と
う
ず
も
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。

一
方
で
、
荒
川
地
区
で
は
現
在
で
も
し
っ
か

り
と
集
落
を
囲
い
、
そ
の
上
に
は
金
網
の

フ
ェ
ン
ス
が
設
け
ら
れ
、現
代
の
イ
ノ
シ
シ
、

鹿
よ
け
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
荒
川
地
区
の
シ
シ
垣
は
他
地
区
の
住

民
か
ら
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
谷
川
沿
い
の
石
堤
と
シ
シ
垣
の
間
に

は
、
水
害
防
備
保
安
林
が
広
が
っ
て
お
り
、

松
や
ヒ
メ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
な
ど
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

荒
川
地
区
の
住
民
に
よ
る
伝
統
的
な
対
策

当
地
に
住
む
古
老
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に

よ
る
と
、
か
つ
て
は
大
き
な
雨
が
降
っ
た
時

に
は
、「
川
原
行
き
」
と
い
っ
て
男
性
は
川

原
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。
女
性

や
子
供
は
、
北
西
側
の
大
谷
川
が
氾
濫
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
北
側
に
住
居
が
あ

る
住
民
は
何
を
置
い
て
で
も
南
側
に
す
ぐ
に

逃
げ
る
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
寺
院
に
あ
る
鐘
撞
堂
に
は
、
水
害
時
の

鐘
の
鳴
ら
し
方
を
示
し
た
板
が
残
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
水
害
の
危
険
を
集
落
住

民
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
当
地
で
は
「
石
も
っ
こ
」
ま
た

は
「
砂
も
っ
こ
」
と
い
う
わ
ら
な
ど
で
作
ら

れ
た
平
面
の
四
隅
に
つ
り
綱
を
二
本
付
け
た

運
搬
用
具
を
集
落
の
小
字
ご
と
に
作
り
、
必

ず
正
月
の
三
日
に
そ
の
状
態
や
総
数
を
確
認

す
る
「
も
っ
こ
し
」
と
呼
ば
れ
る
習
慣
が
あ

り
ま
し
た
。
災
害
後
に
石
や
砂
を
運
ぶ
た
め

の
備
え
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
（
写
真
８
）。

長
年
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
堤
の
上
に

は
木
々
が
生
い
茂
っ
て
い
た
が
、こ
の
数
年
、

荒
川
地
区
の
自
治
会
に
よ
る
伐
採
が
段
階
的

に
行
わ
れ
、
大
谷
川
沿
い
を
歩
い
て
こ
れ
ら

の
堤
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
重
層
的
な
防
御
の
仕
組
み

大
物
・
荒
川
地
区
で
は
、
水
害
や
土
砂
災

害
か
ら
集
落
を
守
る
た
め
、
河
川
沿
い
に
造

ら
れ
た
堤
、
保
安
林
、
シ
シ
垣
や
住
宅
周
り
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図 3　 伝統的な堤、シシ垣と保安林の関係図（落合作成）

の
石
垣
な
ど
、
多
重
防
御
の
仕
組
み
が
構
築

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
に
よ
っ
て
そ
れ

ら
の
記
録
が
残
さ
れ
、地
域
の
地
理
、地
質
、

社
会
の
特
性
を
反
映
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ

ト
対
策
も
採
ら
れ
、
重
層
的
な
防
御
の
仕
組

み
が
築
か
れ
て
き
ま
し
た
（
図
３
）。

二
つ
の
集
落
で
対
策
が
異
な
る
の
は
、
河

川
と
集
落
の
地
理
的
関
係
、
採
取
で
き
た
石

材
の
大
き
さ
や
加
工
技
術
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
一
二
月
に
大
物
と
荒
川
地
区

で
実
施
し
た
石
文
化
お
よ
び
水
害
・
土
砂
対

策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、

百
間
堤
は
九
四
％
、
荒
川
の
堤
は
七
〇
％
が

地
域
住
民
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
両
河
川
に
は
砂
防
施
設
お
よ
び
護
岸
整

備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
想
定
外

の
降
雨
量
が
あ
っ
た
場
合
に
、こ
れ
ら
の「
伝

統
的
な
構
造
物
が
何
ら
か
の
役
目
を
果
た
す

の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
堤
が

防
災
お
よ
び
防
災
教
育
の
役
割
を
果
た
す
も

の
だ
と
い
う
共
通
認
識
が
高
い
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
近
年
、
住
宅
開
発
が

進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
住
民
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
彼
ら
は
過
去
の
災
害
経
験
や

伝
統
的
な
防
災
対
策
を
知
ら
な
い
と
い
う
課

題
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。　

北
比
良
と
比
良
川

比
良
川
の
源
流
は
、
比
良
山
地
の
金
糞
峠

の
麓
付
近
に
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
北
比
良
と

南
比
良
を
区
切
る
正
面
谷
（
南
の
谷
）
の
急

こ
う
配
を
流
れ
て
お
り
て
き
ま
す
。
途
中
で

釈
迦
岳
（
一
，〇
六
〇
ｍ
）
付
近
に
源
を
発

す
る
イ
ン
谷
（
北
の
谷
）
を
合
流
し
、
や
や

北
に
向
き
を
変
え
て
、
北
比
良
水
泳
場
の
あ

た
り
で
琵
琶
湖
に
注
い
で
い
ま
す
。
琵
琶
湖

西
岸
の
流
入
河
川
の
な
か
で
は
比
較
的
大
き

い
扇
状
地
を
形
成
し
て
い
る
河
川
の
ひ
と
つ

で
す
。
ま
た
比
良
山
麓
の
他
の
河
川
と
同
じ

よ
う
に
、
北
比
良
と
い
う
一
つ
の
村
落
の
範

囲
で
、
源
流
か
ら
河
口
ま
で
の
流
れ
が
完
結

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

今
の
地
形
図
を
み
る
と
、
比
良
川
の
下
流

は
ま
る
で
北
比
良
の
集
落
を
避
け
る
か
の
よ

う
に
、
南
小
松
と
の
境
付
近
を
流
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
地
元
の
北
比
良
で

は
、
フ
ル
ガ
ワ
ラ
（
古
川
原
）
と
シ
ン
ガ
ワ

ラ
（
新
川
原
）
と
い
う
言
葉
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
比
良
川
の
流
路
に
あ
た
る
の

が
「
新
川
原
」
で
、
い
ま
の
集
落
の
あ
る
場

所
こ
そ
が
「
古
川
原
」、
つ
ま
り
も
と
は
川

が
流
れ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
と
い
う
の
で
す
。

江
戸
時
代
の
古
地
図
で
川
の
記
載
を
探
し

て
み
る
と
、
た
と
え
ば
一
六
五
〇
年(

慶
安

三)

の
年
紀
の
あ
る
北
比
良
村
絵
図
に
は

「
新
川
」
と
「
古
川
」
の
記
載
が
あ
り
、
の

ち
の
一
六
七
七
年
（
延
宝
五
）
四
月
の
同
村

絵
図
（
図
４
）
に
も
「
古
川
」
の
語
が
み
え

て
い
ま
す
（
こ
の
古
川
と
交
錯
す
る
よ
う
に

用
水
路
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
）。
江
戸
時

代
の
前
期
に
は
す
で
に
現
在
の
流
路
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
当
時
の
言

い
伝
え
と
し
て
、
も
と
も
と
比
良
川
は
集
落

の
あ
た
り
に
も
流
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
も
と
は
分

流
し
て
い
た
比
良
川
の
流
れ
を
徐
々
に
北

側
、
つ
ま
り
現
在
の
南
小
松
と
の
境
界
付
近

へ
と
移
動
さ
せ
て
集
落
の
安
全
性
を
高
め
、

一
方
で
旧
来
の
南
流
の
河
道
は
用
水
路
に
作

り
変
え
て
利
用
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
な

構
図
が
思
い
描
け
ま
す
が
、
こ
れ
は
ま
だ
推

測
の
域
を
出
て
い
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
い

ま
の
地
形
図
で
も
「
古
川
原
」
の
先
に
は
砂

州
状
の
地
形
が
み
ら
れ
る
の
で
、
か
つ
て
こ

こ
に
か
な
り
の
規
模
の
流
れ
が
あ
っ
た
こ
と
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図 4　北比良村絵図（北比良財産管理会蔵）
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は
確
か
で
す
。ま
た
明
治
期
の
地
籍
図
で
は
、

「
古
川
原
」
の
流
路
に
「
川
崎
町
」
と
い
う

河
川
を
思
わ
せ
る
地
名
も
あ
り
ま
す
。

比
良
山
麓
の
村
々
の
な
か
で
、
北
比
良
の

集
落
は
山
に
続
く
傾
斜
地
や
街
道
沿
い
で
は

な
く
、
湖
岸
近
く
の
平
地
に
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。
家
並
み
は
「
古
川
原
」
付
近
だ
け
で

な
く
、
湖
岸
沿
い
に
南
西
方
向
に
広
が
り
、

北
比
良
に
あ
る
浄
土
真
宗
の
二
寺
院
、
西
福

寺
と
福
田
寺
も
こ
こ
に
並
ん
で
所
在
し
て
い

ま
す
。
こ
の
寺
の
付
近
は
「
古
川
原
」
よ
り

低
く
、
水
が
た
ま
り
や
す
い
一
帯
で
あ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
当
然
、
す
ぐ
目
と
鼻
の
先
の

琵
琶
湖
か
ら
あ
ふ
れ
て
く
る
水
に
も
影
響
を

受
け
る
地
形
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

比
良
川
の
堤
防
と
水
害

北
比
良
の
古
老
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、

比
良
川
の
特
徴
の
一
つ
は
流
れ
が
急
で
あ
っ

た
こ
と
で
す
。
山
の
源
流
か
ら
集
落
付
近
の

下
流
ま
で
が
あ
ま
り
に
近
く
、「
ば
ー
っ
と

く
る
。
水
の
流
れ
が
速
い
。
一
気
に
水
が
く

る
」
と
い
う
わ
け
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
山

か
ら
出
た
砂
が
堆
積
し
、
河
床
の
高
い
天
井

川
の
地
形
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。「
こ

こ
は
か
な
わ
ん
、
目
の
前
の
あ
の
高
い
と
こ

ろ
か
ら
水
が
く
ん
の
や
」
な
ど
と
回
顧
さ
れ

る
よ
う
に
、
増
水
時
に
は
、
流
れ
る
川
の
水

の
音
が
頭
の
上
か
ら
響
い
て
く
る
よ
う
で
、

恐
ろ
し
さ
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。

本
流
沿
い
に
は
堅
固
な
堤
防
が
作
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
い
ま
も
川
に
沿
っ
て
、
堤
防
の

石
積
み
と
思
わ
れ
る
遺
構
を
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す（
写
真
９
）。
一
八
七
四
年（
明
治
七
）

の
い
わ
ゆ
る
普
請
所
調
査
絵
図
（
滋
賀
県
立

公
文
書
館
所
蔵
）
に
よ
る
と
、
堤
防
の
規
模

は
右
岸
（
集
落
側
）
で
長
さ
六
一
七
間
半
、

左
岸
（
南
小
松
側
）
で
長
さ
五
一
七
間
。
堤

敷
は
三
間
で
、
馬
踏
二
間
半
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
堤
防
（
右
岸
）
の
高
さ
は
、
堤
高
さ

（
河
床
か
ら
の
高
さ
）
八
尺
、堤
裏
高
さ
（
地

面
か
ら
の
高
さ
）
五
間
と
あ
っ
て
、
や
は
り

著
し
い
天
井
川
の
形
状
を
呈
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

明
治
期
の
地
籍
図
（
図
５
）
を
み
る
と
、

比
良
川
の
下
流
部
に
は
、
本

流
と
並
走
す
る
よ
う
に
二
本

の
川
（
市
兵
衛
川
・
モ
ロ
コ

川
）
が
流
れ
、
さ
ら
に
最
下

流
に
は
た
く
さ
ん
の
細
い
川

が
櫛
の
歯
の
よ
う
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。
古
老
は
こ
れ

を
「
予
備
堤
防
」
と
よ
び
、

普
段
の
水
流
は
な
い
も
の

の
、
万
一
の
際
に
本
流
か
ら

あ
ふ
れ
た
水
を
流
す
役
割
を

も
つ
と
い
い
ま
す
。
い
ま
で

も
か
ろ
う
じ
て
川
の
跡
を
み

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真

１
０
）。
こ
の
歴
史
も
古
く
、

前
述
し
た
延
宝
五
年
の
村
絵

図
に
は
、比
良
川
左
岸
の「
北

堤
」、
右
岸
の
「
南
堤
」
の

ほ
か
に
、
河
口
付
近
に 

は

「
除
堤
」
が
二
列
に
わ
た
っ

て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

洪
水
の
被
害
と
し
て
い
ま

で
も
地
元
で
記
憶
さ
れ
て
い

る
の
が
、
戦
前
期
の
昭
和

一
〇
年
代
の
比
良
川
の
堤
防

の
決
壊
で
す
。
水
と
と
も
に

大
量
の
土
砂
が
耕
地
に
流
れ

込
み
、
深
い
と
こ
ろ
で
は
田

が
一
m
も
砂
に
埋
ま
っ
た
と

い
い
ま
す
。
取
り
除
い
た
砂

写真 9　堤防の石積みと思われる遺構

図 5 　北比良村地籍図（北比良財産管理会蔵）

119



写真 11　福田寺への入り口にある増水時の印

は
、
比
良
川
の
堤
防
（
い
ま
の
成
蹊
学
園
の

あ
た
り
）
ま
で
運
ぶ
か
、
一
部
の
田
に
う
ず

高
く
積
み
上
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。「
田
が
五
枚
い
た
む
と
一
枚
を
犠
牲
に

し
て
、
そ
こ
へ
高
さ
六
～
七
m
に
盛
ら
っ
た

わ
」
と
い
い
、
耕
地
整
理
ま
で
は
、
こ
の
と

き
つ
ぶ
し
た
田
が
ど
こ
か
も
わ
か
っ
た
そ
う

で
す
。

堤
防
を
ま
も
る
人
々

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
大
雨
が
多
く
、
と

く
に
九
月
の
オ
オ
カ
ゼ
（
台
風
）
は
脅
威
で

し
た
。
雨
天
が
続
く
と
、「
川
の
番
」
を
任

さ
れ
た
地
元
の
人
が
数
名
で
分
担
し
て
堤
防

を
歩
き
、
見
回
り
を
し
た
と
い
い
ま
す
。
さ

ら
に
堤
防
が
危
な
い
と
な
る
と
、
北
比
良
で

組
織
さ
れ
て
い
た
消
防
団
の
出
番
。
北
比
良

に
は
義
勇
消
防
組
（
学
校
卒
業
の
一
四
～

一
五
歳
か
ら
二
〇
歳
ま
で
）と
消
防
組（
二
〇

歳
か
ら
三
四
～
三
五
歳
ま
で
）
が
あ
り
、
そ

の
団
員
が
出
て
堤
防
を
激
流
か
ら
守
ろ
う
と

し
ま
し
た
。
と
く
に
激
流
が
堤
防
に
あ
た
り

護
岸
の
底
の
方
を
え
ぐ
る
の
で
、
こ
れ
を
防

ぐ
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
方
法
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

①
堤
防
に
生
え
て
い
る
ア
カ
マ
ツ
の
枝
（
三

～
五
ｍ
ほ
ど
も
あ
る
長
い
枝
）
を
幹
か
ら
切

り
落
と
す
。
②
持
参
し
た
縄
の
先
に
こ
の
枝

を
結
び
付
け
る
。
③
縄
の
端
は
ア
カ
マ
ツ
の

根
に
結
び
付
け
る
。
④
水
流
が
と
く
に
強
く

当
た
っ
て
い
る
箇
所
の
す
こ
し
上
流
か
ら
、

縄
を
つ
け
た
枝
を
水
中
に
垂
ら
す
。
こ
う
す

る
こ
と
で
堤
防
へ
の
水
の
当
た
り
を
弱
め
る

効
果
を
期
待
し
た
も
の
で
し
た
。
堤
防
に
た

く
さ
ん
生
え
て
い
た
ア
カ
マ
ツ
は
枝
が
長

く
、
葉
も
び
っ
し
り
と
つ
い
て
い
る
の
で
、

こ
の
作
業
に
向
い
て
い
ま
し
た
。

と
く
に
急
を
要
す
る
と
き
は
、
消
防
組
だ

け
で
な
く
、
全
戸
か
ら
一
人
ず
つ
が
出
て
こ

の
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
と
き

は
集
落
の
お
寺
の
鐘
を
サ
イ
レ
ン
代
わ
り
に

連
打
し
、
同
じ
く
寺
の
本
堂
に
吊
っ
て
あ
る

写真 10　かつての小河川の跡

太
鼓
を
絶
え
ず
叩
い
て
、
人
々
に
出
動
を
求

め
ま
し
た
（
戦
前
の
北
比
良
に
は
ま
だ
半
鐘

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）。
こ
の
話
を
聞
か

せ
て
く
れ
た
北
比
良
の
古
老
、
比
良
岡
七
郎

さ
ん
（
大
正
一
五
年
生
ま
れ
）
は
、
義
勇
消

防
組
に
入
っ
て
い
た
頃
に
一
～
二
度
、
比
良

川
の
作
業
に
出
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

「
ド
ド
（
太
鼓
）
が
絶
え
ず
鳴
っ
た
ら
、
い

や
ら
し
こ
っ
ち
ゃ
」
と
い
う
異
様
な
響
き
、

そ
し
て
「
あ
ん
な
も
ん
が
鳴
る
と
じ
っ
と
し

て
ら
れ
ん
」
と
い
う
危
機
感
を
覚
え
て
い
る

人
は
、
い
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
ま

し
た
。

写真 12　1868 年（明治元）の水位の印
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・
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大
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市
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史
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企
画
展
冊
子
二
〇
一
七
年
、『
村

の
古
地
図
―
志
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地
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を
歩
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』

滋
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育
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会
一
九
六
八
年
、『
国
道
一
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線
バ
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パ
ス
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湖
西
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遺
跡
調
査
報
告
書
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木
戸
・
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川
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こ
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遺
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』

滋
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大
津
市
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事
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九
九
五
年
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先
人
た

ち
の
築
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を
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Ｎ
ｏ
・
１
志
賀

町
大
物
地
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四
ツ
子
川
の
「
百
間
堤
』

志
賀
町
立
木
戸
小
学
校
編
一
九
七
四
年
、『
木
戸
の
里

―
歴
史
め
ぐ
り
』

一
九
八
五
年
、『
志
賀
の
む
か
し
話
』、「
大
物
の
百
間
堤
」

大
津
市
歴
史
博
物
館
ミ
ニ
企
画
展
解
説
シ
ー
ト

二
〇
一
八
年
、「
百
間
堤
」

高
橋
春
成
編
二
〇
一
〇
年
、『
日
本
の
シ
シ
垣
』
古
今

書
院
、

最
高
水
位
の
記
憶

古
川
原
沿
い
の
微
高
地
に
あ
っ
た
集
落
の

中
心
部
に
対
し
て
、
そ
の
南
側
は
や
や
低
い

地
形
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
ま
し

た
。
な
か
で
も
西
福
寺
と
福
田
寺
の
あ
る
一

帯
は
集
落
の
な
か
で
も
土
地
が
低
く
、
比
良

岡
さ
ん
の
記
憶
で
も
、
戦
前
に
は
五
〇
cm
ほ

ど
水
が
た
ま
っ
て
外
の
便
所
が
水
没
し
て
し

ま
う
と
い
っ
た
で
き
ご
と
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
お
そ
ら
く
雨
水
が
用
水
路
な
ど
を
経
て

こ
れ
ら
の
低
地
に
集
ま
り
、
う
ま
く
排
水
が

で
き
ず
家
屋
に
被
害
が
出
る
ほ
ど
に
な
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

福
田
寺
へ
の
入
り
口
、
地
元
比
良
の
み
ご

と
な
長
尺
石
を
使
っ
た
石
段
の
す
ぐ
左
脇
の

石
垣
に
、
過
去
の
増
水
時
に
ど
こ
ま
で
水
が

き
た
か
の
印
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
（
写
真

１
１・１
２
）。
首
の
高
さ
の
あ
た
り
に
水
平

に
刻
ま
れ
た
線
に
は
、「
明
治
元 
辰
年
水
」

の
銘（
そ
の
下
に
も
う
一
本
の
線
が
あ
っ
て
、

銘
文
を
刻
む
た
め
に
額
状
に
整
形
さ
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
銘
文
は
あ

り
ま
せ
ん
）。
そ
れ
よ
り
わ
ず
か
に
低
い
位

置
に
一
本
の
線
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
「
万
延

元 

申
年
水
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
西
福
寺
の
鐘
撞
堂
の
石
垣
の
一

部
に
も
、
銘
文
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
写
真

１
３
に
示
す
よ
う
な
水
位
の
印
が
刻
ま
れ
て

い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
だ
れ
の
目
に
も
止

ま
る
寺
の
石
垣
を
、
水
の
被
害
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
に
仕
立
て
て
い
る
の
で
す
。
幕
末
～
明

治
期
の
北
比
良
に
お
け
る
洪
水
の
過
程
は
十

分
に
明
ら
か
に
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
お
そ

ら
く
琵
琶
湖
か
ら
あ
ふ
れ
て
き
た
水
も
加

わ
っ
て
、
集
落
内
の
微
低
地
に
滞
留
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

保
全
に
向
け
て

昔
は
い
ろ
り
を
囲
ん
で
お
じ
い
さ
ん
ら
か

ら
水
害
や
地
域
の
生
活
に
関
す
る
こ
と
を
何

度
も
繰
り
返
し
聞
か
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

近
年
は
生
活
や
居
住
形
態
が
変
わ
り
、
次
世

代
に
こ
れ
ら
の
話
を
伝
え
た
く
て
も
伝
え
る

機
会
を
作
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
現
状
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
集
落
に
残
る
遺
構

と
伝
統
知
・
地
域
知
を
保
存
、
活
用
す
る
こ

と
で
、水
害
を
経
験
し
て
い
な
い
世
代
で
も
、

地
域
の
水
害
履
歴
を
知
る
と
と
も
に
、
目
に

見
え
る
形
で
体
験
的
に
水
害
に
対
す
る
伝
統

的
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
仕
組
み
を
作
っ
て

行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

写真 13　西福寺の鐘撞堂の石垣にある増水時の印（矢印部分）
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落
合　
知
帆

　
　
　

ジ
ン
イ
ン
・
ワ
ン

比
良
山
麓
に
残
る
シ
シ
垣
の
多
様
性

は
じ
め
に

比
良
山
麓
の
集
落
で
は
古
来
か
ら
、
地
元

の
山
か
ら
産
出
さ
れ
た
石
を
利
用
し
、
災
害

や
獣
害
な
ど
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
比
良
山
麓
地
域
の
各
地
区
に
残
る
シ

シ
垣
を
調
査
し
た
結
果
を
も
と
に
、
地
区
に

よ
る
違
い
や
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。
当
地
に
は
、
多
く
の
シ
シ

垣
が
今
で
も
現
存
し
て
い
ま
す
。

シ
シ
垣
と
は
、
か
つ
て
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ

が
集
落
内
に
入
り
田
畑
を
荒
ら
す
の
を
防
ぐ

た
め
に
地
域
住
民
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
垣
で

す
。
シ
シ
垣
は
歴
史
資
料
を
紐
解
け
ば
、
猪

垣
、
鹿
垣
、
猪
鹿
垣
、
さ
ら
に
は
獅
子
垣
と

様
々
に
表
記
さ
れ
ま
す
。
そ
の
形
状
は
、
集

落
と
山
林
の
境
に
ほ
ぼ
ま
っ
直
ぐ
に
垣
を
構

築
す
る
分
界
型
（
長
城
型
）
と
、
集
落
を
囲

う
よ
う
に
垣
を
構
築
す
る
囲
繞
型（
城
郭
型
）

の
二
つ
に
大
き
く
分
類
さ
れ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
（
高
橋
二
〇
一
〇
）。
そ
の
構
造
物
は

石
垣
、
土
塁
、
土
壁
、
竹
ま
た
は
木
柵
な
ど

で
あ
り
、
高
さ
は
一
ｍ
～
一
．
五
ｍ
ほ
ど
が

多
く
、
神
社
な
ど
の
周
辺
で
は
二
ｍ
近
く
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
石
垣
の
場
合
、
そ

の
高
さ
は
案
外
低
く
、そ
の
理
由
と
し
て
は
、

イ
ノ
シ
シ
は
飛
び
上
が
る
力
が
弱
い
の
で
低

い
垣
で
十
分
だ
っ
た
（
高
橋
二
〇
一
〇
）
か

ら
で
、
鹿
対
策
と
し
て
石
垣
の
上
に
竹
な
ど

を
用
い
て
柵
を
付
け
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
（
矢
ケ
崎
二
〇
〇
一
）。

シ
シ
垣
の
歴
史

比
良
山
麓
地
域
に
は
古
文
書
や
古
地
図
が

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
シ

シ
垣
の
築
造
や
修
復
に
関
す
る
も
の
や
、
集

落
の
境
界
に
シ
シ
垣
を
描
い
た
古
地
図
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
シ
シ
垣
が
い
つ
頃
か
ら
造
り

始
め
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
滋
賀
県
で
は
江
戸
時
代
中

期
か
ら
後
期
に
か
け
て
い
く
つ
か
の
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。
当
地
域
に
お
け
る
シ
シ
垣

に
関
す
る
記
録
は
、
北
小
松
を
除
く
八
地

区(

注
一)

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
も
古
い
記
録
は
、
守
山
村
の
一
七
三
五

年
（
享
保
二
〇
）
に
書
か
れ
た
シ
シ
垣
の
築

造
に
関
し
て
幕
府
へ
提
出
し
た
嘆
願
書
で

す
。
そ
の
後
、
実
際
に
は
い
つ
シ
シ
垣
が
造

ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
す
が
、
一
七
九
三
年

(

寛
政
五)

に
、
シ
シ
垣
の
割
附
帳
が
あ
る

た
め
、
こ
の
時
点
で
既
に
シ
シ
垣
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
一
方
で
こ
れ
ま
で
の

研
究
に
よ
れ
ば
、
守
山
と
木
戸
村
に
「
石
か

け
」
と
呼
ぶ
シ
シ
垣
を
連
携
し
て
修
復
す
る

こ
と
を
定
め
た
一
六
〇
四
年(

慶
長
九)

の

古
文
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
一
七
世
紀
に
は
既

に
築
造
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
と
記
し

て
い
ま
す
（
松
田
二
〇
〇
〇
）。
一
七
八
〇

年
代
後
半
か
ら
一
八
〇
〇
年
代
初
め
に
な

る
と
南
小
松
の
一
七
八
八
年(

天
明
八) 

、

北
比
良
村
の
一
七
九
一
年(

寛
政
三)

、
北

船
路
村
の
一
八
〇
一
年(

享
和
元)

、
大
物

村
の
一
八
〇
七
年(

文
化
四)

、
南
比
良
村

の
一
八
一
三
年(

文
化
一
〇)

、
荒
川
村
の

一
八
一
六
年(

文
化
一
三)

、
木
戸
村
の

一
八
七
八
年
（
明
治
一
一
）
と
ほ
ぼ
全
て
の

集
落
に
お
い
て
シ
シ
垣
築
造
ま
た
は
修
復
の

分
担
を
示
す
「
割
合
名
寄
帳
」
や
「
割
賦
帳
」

が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
図

１
に
各
地
区
に
残
さ
れ
て
い
る
古
文
書
の
事

例
を
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
古
文
か
ら
、
江

戸
時
代(

一
七
〇
〇
年
後
半
か
ら
一
八
〇
〇

年
代)

に
は
各
集
落
で
シ
シ
垣
が
造
ら
れ
、

数
度
に
わ
た
り
修
復
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
地
区
内
の
シ
シ
垣

は
必
ず
し
も
一
度
に
築
造
さ
れ
も
の
で
は
な

く
、
段
階
的
に
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み

取
れ
る
地
区
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
南
小

松
地
区
の
事
例
で
は
、
所
有
す
る
田
畑
の
規

模
に
応
じ
て
地
域
住
民
の
築
造
・
修
復
の
負

担
（
距
離
）
の
割
り
当
て
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
（
図
１
）。

古
地
図
に
描
か
れ
た
シ
シ
垣

北
小
松
地
区
を
除
く
八
地
区(

注
一)

の
古

地
図
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の
地
区

お
い
て
シ
シ
垣
が
描
か
れ
て
い
る
古
地
図
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
主
に
明
治
初
期
の
地
図

か
ら
は
、
シ
シ
垣
の
様
子
や
配
置
、
集
落
と

の
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

ら
の
古
地
図
の
中
に
は
凡
例
に
「
鹿
木
垣
」

や
「
鹿
石
垣
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ

り
、
古
地
図
を
読
み
解
く
こ
と
で
当
地
域
に

京
都
大
学
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南小松村のシシ垣に関する古文書 左（天明 8 年）、右（明治 19 年 )（南小松自治会蔵）

守山村の「鹿垣人々割附帳」（寛政 5 年）
（守山財産管理会蔵）　

木戸村の「獅子垣割賦帳」（明治 11 年）
（木戸自治会蔵）

大物村の「獅子垣相続講帳」（天保 6 年）
（大物共有財産管理組合蔵）

図 1　シシ垣に関する古文書

南比良村の「一札之事（猪鹿留垣之儀二付）」（文化 10 年）（南比良共有財産管理会蔵）

戸口が描かれている（南比
良共有財産管理会蔵）

凡例に猪垣とある（南比良共有財産管
理会蔵）

長さが示されている（荒
川共有地管理組合蔵）

木戸と荒川の境に猪鹿留石垣と描
かれている

（荒川共有地管理組合蔵）図 2　古地図に描かれたシシ垣と凡例
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は
ま
っ
直
ぐ
に
延
び
た
分
界
型
と
、
集
落
を

囲
む
よ
う
に
つ
な
が
る
囲
繞
型
の
シ
シ
垣
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
描
か

れ
方
は
集
落
に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、
木
柵

や
石
垣
が
黒
線
な
ど
で
示
さ
れ
、
集
落
に

よ
っ
て
は
街
道
と
の
境
界
に
木
戸
口
が
設
け

ら
れ
て
い
た
り
、
シ
シ
垣
の
場
所
や
長
さ
が

書
き
込
ま
れ
て
い
る
も
の
も
、
ト
ゲ
ト
ゲ
し

た
表
現
（
こ
ち
れ
は
竹
組
を
示
し
て
い
る

か
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
し

た
（
図
２
）。

図
３
と
し
て
、
各
地
区
に
保
管
さ
れ
て
い

る
古
地
図
に
描
か
れ
た
シ
シ
垣
を
一
覧
に
し

ま
し
た
。
守
山
地
区
に
は
丸
で
囲
ま
れ
た
集

落
の
山
側
に
シ
シ
垣
が
ほ
ぼ
ま
っ
直
ぐ
南
北

に
延
び
て
い
る
様
子
（
分
界
型
）
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
北
は
木
戸
地
区
お
よ
び
木
戸
川

の
手
前
、
南
は
北
船
路
と
の
境
界
近
く
ま
で

続
い
て
い
ま
す
。
木
戸
、
荒
川
、
大
物
、
南

比
良
、
北
比
良
お
よ
び
南
小
松
地
区
の
シ
シ

垣
は
、
集
落
と
山
林
の
境
を
頂
点
と
し
て
、

集
落
を
囲
む
よ
う
に
延
び
て
い
ま
す
（
囲
繞

型
）。
南
北
は
河
川
が
各
集
落
の
境
で
あ
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
二
つ
の
河
川
の
間
、
東

西
は
集
落
・
田
畑
と
山
林
の
境
か
ら
北
国
海

道
ま
た
は
湖
岸
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
集
落
単
位
で
シ
シ
垣

が
築
造
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
大
物
、
南
比

良
、
北
比
良
の
よ
う
に
三
つ
の
集
落
の
シ
シ

垣
が
つ
な
が
り
囲
繞
型
を
形
成
し
て
い
る
場

合
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
北
船
路

は
他
と
異
な
り
、
山
地
と
畑
を
分
け
る
よ
う

に
、
ま
た
二
つ
の
河
川
の
間
に
ま
っ
直
な
石

垣
が
並
ん
で
い
る
の
が
確
認
で
き
ま
す
。
後

か
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
北
船
路
に
は
シ
シ
垣

が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
確
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
石
を
利
用
し
た
対
策
や
そ
の
配

置
か
ら
、
こ
れ
が
シ
シ
垣
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

実
測
調
査
で
調
べ
た
シ
シ
垣

シ
シ
垣
の
多
く
は
戦
後
の
混
乱
期
や
昭
和

四
〇
年
代
以
降
の
住
宅
開
発
に
よ
っ
て
取
り

壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
そ

の
一
部
を
各
地
区
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
図
四
と
表
１
に
古
地
図
に
示
さ
れ
て

い
る
位
置
と
実
測
調
査
結
果
を
示
し
ま
す
。

古
地
図
を
基
に
推
定
さ
れ
る
総
延
長
は

約
一
三
ｋｍ
で
す
が
、
そ
の
う
ち
の
約
四
．

六
ｋｍ
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
保
存
状
態
が
良
好
な
北
小
松
で
約

一
，三
〇
〇
ｍ(

総
延
長
の
約
四
割)
、
木

戸
約
一
，一
〇
〇
ｍ(

約
四
割)

、
荒
川
約

七
八
〇(

約
四
割)

、
南
比
良
約
五
三
六
ｍ

(

約
四
割)

、北
比
良
約
一
八
〇
ｍ(

約
二
割)

が
残
っ
て
い
ま
す
。
一
部
の
石
垣
を
確
認
で

き
た
大
物
で
約
二
〇
〇
ｍ(

約
一
．
五
割)

、

南
小
松
は
約
三
〇
〇
ｍ
（
約
二
割
）、
守
山

は
約
七
五
ｍ(

約
一
割)

の
現
存
を
確
認
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、
守
山
に
関
し
て
は
面
に

使
用
さ
れ
る
大
き
め
の
石
材
は
ほ
と
ん
ど

残
っ
て
お
ら
ず
、
中
部
に
詰
め
ら
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
石
の
形
跡
が
確
認
で
き
る
程
度

で
し
た
。
北
船
路
で
は
残
念
な
が
ら
シ
シ
垣

を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
シ
シ
垣
に
関
す
る
資
料
が
な
か
っ
た

北
小
松
に
は
、
寺
院
の
裏
手
の
山
や
、
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
沿
っ
て
よ
い
状
態
の
シ
シ

垣
が
現
存
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

シ
シ
垣
が
現
存
す
る
場
所
の
標
高
は

一
〇
〇
ｍ
～
二
三
〇
ｍ
と
集
落
か
ら
山
地

の
急
斜
面
に
ま
で
に
広
く
分
布
し
て
い
ま

す
。
特
に
木
戸
と
北
小
松
は
そ
れ
ぞ
れ
標

高
一
八
〇
ｍ
～
二
三
〇
ｍ
と
一
二
〇
ｍ
～

一
九
四
ｍ
の
山
地
に
シ
シ
垣
が
構
築
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
住
宅
地
に
あ
っ
た
シ

シ
垣
の
多
く
が
住
宅
開
発
や
圃
場
整
備
に
当

た
り
取
り
除
か
れ
た
の
に
対
し
て
、
山
林
に

あ
っ
た
シ
シ
垣
は
そ
の
ま
ま
人
の
手
が
加
わ

り
づ
ら
か
っ
た
た
め
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る

の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す(

写
真
１)

。

現
存
す
る
シ
シ
垣
の
高
さ
は
〇
．
四
ｍ
～

一
．
九
ｍ
と
地
区
や
場
所
に
よ
っ
て
ま
ち
ま

ち
で
す
が
、
保
存
状
態
が
良
い
平
均
的
な
シ

シ
垣
の
高
さ
は
約
一
．
〇
ｍ
～
一
．
五
ｍ
で

し
た
。
ま
た
、
多
く
の
シ
シ
垣
は
底
部
（
基

礎
部
）
が
上
部
（
天
端
部
）
よ
り
広
い
台
形

を
し
て
お
り
、
底
部
の
幅
約
一
ｍ
～
二
ｍ
、

上
部
の
幅
約
〇
．
八
ｍ
～
一
．
五
ｍ
ほ
ど
で

し
た
。
ま
た
、
多
く
が
石
積
み
に
よ
っ
て
シ

写真 1　急斜面地にあるシシ垣（左：北小松、右：木戸）
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北船路「守山・北船路村周辺絵図（江戸時代）」（守山財産管理会蔵） 守山「守山村絵図（江戸時代）」（守山財産管理会蔵）

木戸「地籍図（明治 6 年）」（木戸自治会蔵）
荒川「地籍図（明治 6 年）」（荒川共有地管理組合蔵）

大物「地籍図（明治 6 年）」（大物共有財産管理組合蔵） 南比良「地券取調総下絵図（江戸時代）」（南比良共有財産管理会蔵）

北比良「絵図（明治 5 年）」（北比良財産管理会蔵） 南小松「南小松村総絵図（明治 6 年）」（南小松自治会蔵）

図 3　古地図に描かれたシシ垣
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図 4　比良山麓地域における古地図に示されたシシ垣と現存するシシ垣の配置図
 

 

2211&&2222bb  南南小小松松  

1199&&2200  北北比比良良  

2255bb  北北小小松松  

 

 

1177  南南比比良良  

1133  大大物物  1100  荒荒川川  

22  守守山山  55  木木戸戸  
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表 1　各地区における現在するシシ垣の形態、用途、石積み工法

シ
垣
を
形
成
し
て
い
た
の
に
対
し
、
北
比
良

と
南
小
松
で
は
、
こ
の
地
域
の
宅
地
の
塀
に

も
使
わ
れ
て
い
る
石
柱
（
高
さ
一
ｍ
～
一
．

四
ｍ
）
が
使
わ
れ
て
い
る
場
所
も
あ
り
ま
し

た
（
写
真
２
）。

使
用
石
材
の
特
徴
と
積
み
方

古
地
図
に
描
か
れ
た
シ
シ
垣
の
中
に

は
木
柵
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
実
測
調

査
で
確
認
で
き
た
シ
シ
垣
は
す
べ
て
石

積
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
シ
シ
垣
の
材

料
は
石
が
豊
富
に
産
出
す
る
と
こ
ろ
で

は
地
元
の
石
が
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
３・
４
）。

当
地
域
に
お
い
て
も
守
山
で
は
チ
ャ
ー

ト
石
、
そ
の
他
の
地
区
で
は
花
崗
岩
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
花
崗
岩
の
中

で
も
特
徴
的
な
白
色
や
灰
色
の
石
が
多

く
使
わ
れ
る
一
方
、
硬
く
加
工
が
難
し

い
青
み
が
か
っ
た
青
ガ
レ
と
呼
ば
れ
る

花
崗
岩
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
当
地
域
で
は
採
れ
る
石
材
を
無

駄
な
く
活
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
使
用
さ
れ
て
い
る
石
の
大
き
さ

は
高
さ
約
〇
．一
五
ｍ
～
〇
．五
ｍ
で
、

場
所
に
よ
っ
て
は
〇
．
八
ｍ
や
一
ｍ
の

石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
均
的
な
石

の
大
き
さ
は
〇
．
一
ｍ
×
〇
．
一
五
ｍ

や
〇
．
二
ｍ
×
〇
．
三
ｍ
で
し
た
。
ま

た
、
そ
の
形
状
は
自
然
の
丸
み
が
あ
る

も
の
と
、
人
工
的
に
加
工
さ
れ
た
跡
が

あ
る
四
角
張
っ
た
も
の
の
両
方
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
や
場
所
に
よ
っ
て
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

石
積
み
の
工
法
は
主
に
野
面
積
み
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。野
面
積
み
と
は
、

写真 2　石柱を使ったシシ垣（左：南小松、右：北比良）

集落 古地図 古文書 形態 用途 急傾斜地 谷積 布積 乱積 石柱

北小松 未確認 未確認 分界型 シシ垣 有り - - -

南小松 有り 有り 分界型 シシ垣 - - -

北比良 有り 有り 分界型 シシ垣 - -             140cm

南比良 有り 有り 分界型 シシ垣 -             100
cm

大物 有り 有り 囲繞型 シシ垣 - - -

荒川 有り 有り 囲繞型
シシ垣

土砂災害
- -

木戸 有り 有り 囲繞型 シシ垣 有り - -

守山 有り 有り 分界型 シシ垣 - - - - -

北船路 有り 有り 分界型 シシ垣 不明

30cm

20cm 25cm

30cm 30cm

30cm 20cm
15cm

35cm
20cm

40cm 45cm

20cm
30cm

127



自
然
の
石
を
そ
の
ま
ま
積
み
上
げ
る
方
法
で
、
も
ち

ろ
ん
、
石
積
み
が
安
定
す
る
よ
う
に
技
術
が
必
要
で

す
。
な
か
に
は
谷
積
、
布
積
や
乱
積
の
場
合
も
あ
り

ま
し
た
（
図
５
）。
谷
積
み
は
下
の
石
が
つ
く
る
谷

へ
上
の
石
を
は
め
て
ゆ
く
積
み
方
で
、
石
材
が
お
互

い
を
押
し
合
う
力
を
利
用
す
る
た
め
、
安
定
性
が
高

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
布
積
は
比
較
的
お

お
き
な
石
を
目
が
横
に
通
る
よ
う
に
積
み
上
げ
る
方

法
で
、
強
度
は
少
し
劣
り
ま
す
。
乱
積
は
大
き
さ
の

違
う
自
然
石
や
加
工
し
た
石
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に

組
み
合
わ
せ
積
み
上
げ
る
方
法
で
す
。

特
に
荒
川
と
南
比
良
で
は
、
切
り
石
や
技
術
が
必

要
な
谷
積
が
用
い
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
多
く
見
つ
か

り
ま
し
た
（
写
真
５・６
）。
地
元
の
石
材
業
者
さ
ん

へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
シ
シ
垣
は
草
木
が

生
え
る
の
を
防
ぎ
、
水
は
け
を
良
く
す
る
た
め
に
グ

リ
石
や
砕
石
を
入
れ
た
空
積
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
石
材
の
形
状
や
積
み
方
は
、
各
集
落
の
住
民
が

分
担
し
て
行
っ
て
い
た
た
め
、
数
メ
ー
ト
ル
お
き
に

積
み
方
が
少
し
ず
つ
異
な
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
個
人

の
技
量
の
差
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

土
砂
災
害
へ
の
対
応

当
地
域
に
残
る
シ
シ
垣
の
中
で
も
特
別
大
き
な
シ

シ
垣
を
有
す
る
の
が
荒
川
地
区
で
す
。
昭
和
一
〇
年

に
発
生
し
た
土
砂
災
害
に
よ
っ
て
集
落
を
囲
む
シ
シ

垣
が
破
損
し
、
土
砂
と
水
が
集
落
に
流
れ
込
む
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
荒
川
地
区
で
は
、
災
害
の
直
ぐ
後

か
ら
地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
流
れ
出
た
石
を
活
用
し

な
が
ら
シ
シ
垣
が
再
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

図 5　石積みの工法
谷積み 布積み　 乱積み

写真 3　チャートを使ったシシ垣（守山）写真 4　住宅の境にあるシシ垣（大物）

写真 5　切り石が使われている（南比良）写真 6　谷積み（荒川）
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引
用
・
参
考
資
料

【
補
注
】 

(

一) 

古
文
書
お
よ
び
古
地
図
に
つ
い
て
は
、
大
津
市

歴
史
博
物
館
が
撮
影
し
た
各
地
区
保
管
の
写
真
を

利
用
し
た
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
現
物
の
追
加
調

査
も
行
っ
て
い
る
。
な
お
、北
小
松
区
有
の
古
文
書・

古
地
図
に
は
シ
シ
垣
に
関
す
る
も
の
が
見
出
せ
ず
、

今
回
は
調
査
の
対
象
外
と
し
た
。

滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
八
年
『
国
道
一
六
一
号

線
バ
イ
パ
ス
・
湖
西
道
路
関
係
遺
跡
調
査
報
告
書

Ⅲ　
木
戸
・
荒
川
坊
遺
跡　
こ
う
も
り
穴
遺
跡
』

高
橋
春
成
編
、
二
〇
一
〇
年
『
日
本
の
シ
シ
垣
』
古
今

書
院

松
田
隆
典
二
〇
〇
二
年
「
明
治
前
期
地
籍
図
期
に
み
る

比
良
山
地
東
麓
の
村
落
空
間
と
土
砂
災
害
―
志
賀

郡
荒
川
村
の
事
例
を
中
心
に
―
」、『
地
理
と
歴
史

空
間
―
足
利
健
亮
先
生
追
悼
論
文
集
』
二
〇
〇
二

年
矢
ケ
埼
孝
雄
二
〇
〇
一
年
「
猪
垣
に
み
る
イ
ノ
シ
シ
と

の
攻
防
―
近
世
日
本
に
お
け
る
諸
相
」、
高
橋
春
成

編
『
イ
ノ
シ
シ
と
人
間
共
に
生
き
る
』
古
今
書
院

り
、
こ
の
地
区
の
シ
シ
垣
は
、
本
来
の
獣
害

対
策
だ
け
で
な
く
、
土
砂
災
害
対
策
を
併
用

す
る
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
再
築
造
さ
れ
た
シ
シ
垣
は
集
落
の
北

側
の
被
害
を
受
け
た
所
を
中
心
と
し
て
、
高

い
と
こ
ろ
で
一
．
九
ｍ
、
幅
も
底
部
が
二
ｍ

～
二
．
四
ｍ
、
上
部
が
二
ｍ
と
他
地
区
の
シ

シ
垣
に
比
べ
て
よ
り
強
固
な
造
り
と
な
っ
て

い
ま
す
（
写
真
７
）。

保
存
の
可
能
性

南
小
松
地
区
の
七
〇
歳
以
上
の
古
老
に
よ

れ
ば
、「
八
幡
神
社
の
裏
手
辺
り
に
シ
シ
垣

が
あ
る
。
子
供
の
頃
に
は
既
に
あ
っ
た
。
あ

写真 7　荒川地区の土砂災害対策を併用したシシ垣

地
域
の
人
々
が
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
生

活
の
記
録
で
あ
り
、「
地
域
の
財
産
」
と
し

て
人
々
の
認
知
度
を
上
げ
、
守
っ
て
い
く
べ

き
遺
構
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ぜ

ひ
、
そ
れ
ら
の
シ
シ
垣
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

確
認
し
、
ご
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
話
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

の
辺
り
で
よ
く
遊
ん
だ
。
当
時
、
シ
シ
垣
の

維
持
管
理
活
動
を
し
た
記
憶
は
な
い
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
南
小
松
地
区
に
残
る
明
治
時

代
か
ら
の
村
の
出
納
簿
に
は
、
昭
和
初
期
か

ら
猪
鹿
除
垣
費
の
記
載
が
な
く
な
り
ま
す
。

他
の
地
区
で
も
「
戦
中
戦
後
の
厳
し
い
時
期

に
シ
シ
垣
に
使
用
し
て
い
た
石
を
勝
手
に

売
っ
て
し
ま
っ
た
者
も
い
た
。
そ
の
く
ら
い

生
活
が
苦
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
」
な
ど

の
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

昭
和
一
〇
～
二
〇
年
頃
に
は
、
既
に
シ
シ
垣

の
維
持
管
理
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

現
在
で
は
、
か
つ
て
集
落
を
獣
害
か
ら

守
っ
て
く
れ
た
シ
シ
垣
の
存
在
は
忘
れ
去
ら

れ
、
山
林
の
中
に
崩
れ
た
シ
シ
垣
の
遺
構
が

埋
も
れ
て
い
る
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
昭
和
四
〇
年
代
以
降
に
シ
シ

垣
が
あ
る
土
地
が
村
外
の
人
の
手
に
渡
っ
た

こ
と
や
、
道
路
の
拡
張
工
事
の
た
め
に
取
り

壊
し
が
進
ん
だ
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

多
く
の
シ
シ
垣
遺
構
が
残
る
当
地
域
で
す

が
、
荒
川
地
区
の
シ
シ
垣
を
除
い
て
は
地
域

住
民
に
よ
る
認
知
度
は
低
く
、
ま
た
、
保
存

活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
地
区
も
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
シ
シ
垣
は
、
現
在
で
も
集

落
を
囲
む
形
で
現
存
す
る
場
所
も
あ
り
、
集

落
住
民
が
造
成
か
ら
維
持
管
理
ま
で
協
力
し

合
い
残
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。シ
シ
垣
は
、
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は
じ
め
に

私
た
ち
は
昔
か
ら
数
多
く
の
災
害
に
見
舞

わ
れ
、
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
時
間
が
経
ち
、
日
常
生
活

が
戻
る
と
、被
災
の
記
憶
は
薄
れ
が
ち
で
す
。

日
常
の
中
で
防
災
や
減
災
を
考
え
、
気
が
つ

く
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

来
た
る
べ
き
災
害
に
立
ち
向
か
う
に
は
、
過

去
の
教
訓
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
必
要
不
可
欠
で

す
。
そ
の
た
め
、
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

ず
、
未
来
へ
伝
え
て
い
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
様
々
な
世
代
に
合
わ
せ
た

伝
え
方
の
工
夫
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

本
稿
で
は
、
旧
志
賀
町
に
あ
る
大
津
市
立

志
賀
北
幼
稚
園
が
取
り
組
む
「
体
験
を
通
じ

て
地
域
に
伝
わ
る
自
然
災
害
や
恵
み
に
つ
い

て
発
見
し
考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
と

し
て
、
筆
者
が
先
人
の
姿
を
伝
え
る
「
紙
芝

居
」
を
作
成
し
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
び
に

つ
な
げ
た
事
例
を
報
告
し
ま
す
。

大
津
市
立
志
賀
北
幼
稚
園
の
取
り
組
み

滋
賀
県
大
津
市
の
北
部
、
旧
志
賀
町
大
物

地
区
に
あ
る
大
津
市
立
志
賀
北
幼
稚
園
。
園

の
す
ぐ
そ
ば
に
は
琵
琶
湖
松
の
浦
水
泳
場
が

あ
り
、
ま
た
、
西
側
を
見
上
げ
る
と
悠
々
と

し
た
比
良
の
山
並
み
が
間
近
に
広
が
っ
て
い

て
、
四
季
折
々
の
自
然
の
移
り
変
わ
り
を
五

感
で
感
じ
ら
れ
る
地
域
で
す
。

志
賀
北
幼
稚
園
で
は
、
そ
の
地
域
性
や
豊

か
な
自
然
を
保
育
に
生
か
す
た
め
に
独
自
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
「
ふ
る
さ
と
志
賀
」
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。「
私
た
ち
が
暮
ら
す
ま
ち

に
は
、
私
た
ち
が
大
切
に
し
た
い
風
景
と
暮

ら
し
が
あ
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
テ
ー
マ

で
、
子
ど
も
た
ち
が
体
験
を
通
し
て
、
風
景

や
暮
ら
し
を
感
じ
、
考
え
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム　

・
五
月
：
松
の
浦
水
泳
場
浜
砂
遊
び

・
六
月
：
台
風
前
の
強
風
を
感
じ
る

・
一
一
月
：
百
間
堤
散
策

・
一
二
月
：
地
元
の
方
に
百
間
堤
の
仕
組

み
を
聞
く
。
地
元
の
小
学
四
年
生
に
百
間
堤

の
話
を
聞
く

・
一
二
月
：
稚
魚
の
放
流

関
わ
り
が
は
じ
ま
る

「
ふ
る
さ
と
志
賀
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環

と
し
て
、
比
良
山
麓
に
現
存
す
る
江
戸
時
代

に
作
ら
れ
た
石
積
み
の
水
防
対
策
で
あ
る

「
百
間
堤
」
を
五
歳
児
（
年
長
組
）
の
子
ど

も
た
ち
が
見
に
行
き
、
地
域
の
人
々
が
力
を

合
わ
せ
て
災
害
か
ら
村
を
守
っ
た
歴
史
を
知

る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
百
間
堤
の

解
説
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

比
良
山
の
資
源
で
あ
る
花
崗
岩
と
そ
れ
を

活
用
し
て
作
ら
れ
た
百
間
堤
の
歴
史
、
ま

た
、
自
然
の
中
に
あ
る
災
害
と
恵
み
の
両
面

の
姿
、
利
用
・
活
用
す
る
技
術
や
自
然
と
向

か
い
合
っ
て
き
た
人
び
と
の
暮
ら
し
に
つ
い

て
、
五
歳
児
の
子
ど
も
た
ち
に
わ
か
る
よ
う

に
伝
え
る
こ
と
。私
に
は5

歳
の
娘
が
お
り
、

一
週
間
や
一
年
な
ど
の
時
間
や
、
五
ｍ
な
ど

の
単
位
を
表
す
言
語
も
、
耳
で
は
知
っ
て
い

て
も
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

言
葉
の
意
味
を
理
解
す
る
よ
う
に
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
工
夫
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
た

た
め
、
歴
史
的
な
出
来
事
に
共
感
し
イ
メ
ー

ジ
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
伝
わ
る
よ
う
に
「
紙
芝

居
」
を
制
作
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

大
物
の
百
間
堤

滋
賀
県
大
津
市
大
物
に
あ
る
、
四
ツ
子
川

上
流
に
あ
る
巨
大
な
石
堤
「
百
間
堤
」。
四

ツ
子
川
の
流
れ
が
大
物
の
集
落
の
山
側
で
蛇

行
し
て
い
る
た
め
に
、
大
雨
の
た
び
に
洪
水

を
起
こ
し
、
大
物
や
隣
村
の
南
比
良
の
集
落

や
田
畑
へ
の
被
害
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し

た
。
江
戸
時
代
後
期
よ
り
大
水
を
逃
す
た
め

に
石
堤
を
築
造
し
、
洪
水
ご
と
に
修
繕
を
行

な
い
防
災
に
努
め
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
地
元
に
残
る
言
い
伝
え
と
し
て
、
藩
主

宮
川
豊
前
守
が
若
狭
の
国
（
福
井
県
）
か

ら
石
積
み
の
名
人
で
あ
る
佐
吉
を
呼
び
よ

せ
、
近
隣
の
百
姓
も
動
員
し
、
女
性
も
普
請

に
参
加
し
た
と
い
う
。
百
間
堤
と
い
う
大
堤

を
完
成
さ
せ
長
さ
が
百
間
（
約
一
八
〇
ｍ
）

な
こ
と
か
ら
百
間
堤
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
ま

比
良
山
麓
の
伝
統
的
水
防
対
策
を

　
　
　
子
ど
も
た
ち
へ
つ
な
ぐ

京
都
大
学　
　
　

大
原　
歩
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た
、
生
活
用
水
や
水
田
の
水
源
の
確
保
の
た
め
用
水
路
が
作
ら
れ

た
、工
事
に
費
や
し
た
年
月
は
五
年
八
ヶ
月
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

（『
志
賀
町
昔
話
』『
大
物
の
百
間
堤
』）

紙
芝
居
「
大
物
の
百
間
堤
」
の
制
作

（
１
）
制
作
の
経
過

① 

情
報
を
集
め
る
（
論
文
、研
究
書
、展
覧
会
図
録
、書
籍
、

郷
土
本
、
絵
本
）

② 

対
象
者
に
向
け
て
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
計
画
す
る

対
象
は
五
歳
児
の
た
め
、
以
下
の
三
点
を
考
慮
す
る
。

・
話
に
集
中
す
る
時
間
を
考
え
る
と
一
〇
分
～
一
五
分
く
ら
い

で
終
わ
る
よ
う
に
す
る
。

・
紙
芝
居
に
興
味
や
注
目
を
も
た
せ
る
工
夫
が
必
要
に
な
る
。

・
専
門
用
語
は
使
え
な
い
た
め
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
る
言
葉

を
選
ぶ
。

③ 

「
紙
芝
居
」
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
を
選
択
す
る
。
動
き

を
つ
け
な
が
ら
物
語
り
を
展
開
で
き
る
。

④ 

ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
る

⑤ 

話
の
展
開
点
を
考
え
、
構
成
を
考
え
る
。
情
報
が
多
い

た
め
水
の
恵
み
の
部
分
は
省
き
、「
な
ぜ
つ
く
っ
た
の
か
」「
た
く

さ
ん
の
人
の
力
で
、
長
い
時
間
を
か
け
て
つ
く
っ
た
」
と
い
う
内

容
に
焦
点
を
あ
て
る
。

⑥ 

絵
コ
ン
テ
を
つ
く
る　

⑦ 

研
究
者
へ
内
容
の
確
認

⑧ 

仮
紙
芝
居
の
作
成

⑨ 

作
品
を
本
書
き
し
て
、
作
品
を
完
成
さ
せ
る

（
２
）
工
夫
し
た
ポ
イ
ン
ト

・
子
ど
も
を
登
場
さ
せ
、
自
分
ご
と
と
し
て
紙
芝
居
を
見
る
よ

う
に
物
語
へ
の
導
入
を
つ
く
る
。

紙芝居「だいもつのひゃっけんづつみ」　（対象年齢　年長５歳）　　　                          作・画：大原 歩

※（しーちゃん）は変更可。志賀北幼稚園の際は、大物に在住する
　　女児の名前にして、子どもたちをお話に引き入れる工夫をした。
※（）内は、紙芝居の操作指示内容を明記している。

線① 線②
※紙芝居の特性を活かして、段階を追って被害をみせる工夫をした。

線① 線②

紙芝居「だいもつのひゃっけんづつみ」　（対象年齢　年長５歳）　　　                          作・画：大原 歩

※（しーちゃん）は変更可。志賀北幼稚園の際は、大物に在住する
　　女児の名前にして、子どもたちをお話に引き入れる工夫をした。
※（）内は、紙芝居の操作指示内容を明記している。

線① 線②
※紙芝居の特性を活かして、段階を追って被害をみせる工夫をした。

線① 線②

線① 線② 線③

線① 線② 線③

※石積みが完成するまでの 5年８ヶ月の長さを表現するために、
春夏秋冬の季節を紙芝居で５回繰り返しみせた。３～５回目は、
子どもたちにも一緒に「春・夏・秋・冬」と言ってもらい、長さを
感じてもらう工夫をした。紙芝居ならではの表現方法だと感じた。

線① 線② 線③

線① 線② 線③

※石積みが完成するまでの 5年８ヶ月の長さを表現するために、
春夏秋冬の季節を紙芝居で５回繰り返しみせた。３～５回目は、
子どもたちにも一緒に「春・夏・秋・冬」と言ってもらい、長さを
感じてもらう工夫をした。紙芝居ならではの表現方法だと感じた。

紙芝居「だいもつのひゃっけんづつみ」　（対象年齢　年長 5 歳）　　　 作・画：大原 歩
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・
登
場
人
物
を
描
き
分
け
る
。
髪
型
、
服

の
色
な
ど
特
徴
を
作
り
、
役
割
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
。

・
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
紙
芝
居
に
す

る
。
紙
芝
居
の
台
詞
を
一
緒
に
唱
え
て
も
ら

う
場
面
を
つ
く
る
。

・
堤
を
作
る
六
年
間
の
時
間
の
表
現
を
、

紙
芝
居
特
有
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
感
じ
さ

せ
る
。

・
絵
を
指
差
し
な
が
ら
、
絵
の
内
容
を
具

体
的
に
伝
え
る
。

子
ど
も
た
ち
が
百
間
堤
を
訪
ね
る

二
〇
二
二
年
一
一
月
、
志
賀
北
幼
稚
園
五

歳
児
「
イ
ル
カ
組
」
の
子
ど
も
た
ち
と
百
間

堤
に
訪
れ
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
も
二
名
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

①

百
間
堤
を
目
指
し
て　

国
道
一
六
一
号
線
付
近
か
ら
園
児
た
ち
は

歩
い
て
百
間
堤
を
目
指
し
ま
す
。

②

百
間
堤
を
実
際
に
み
て
、
石
垣
を

さ
わ
り
、
大
き
さ
や
存
在
を
確
か
め
ま
す
。

③

百
間
堤
っ
て
何
？
―　
紙
芝
居
で

百
間
堤
が
な
ぜ
作
ら
れ
た
の
か
物
語
り
を
知

り
ま
し
た
。
紙
芝
居
は
、
子
ど
も
た
ち
が
百

間
堤
を
み
た
驚
き
を
感
じ
て
い
る
時
に
演
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
百
間
堤
を
目
の
前

に
物
語
を
聞
く
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
は
と
て

も
集
中
し
て
、
共
に
声
を
出
し
な
が
ら
、
ど

ん
ど
ん
物
語
に
入
り
込
ん
で
い
き
、
一
緒
に

百
間
堤
を
作
り
上
げ
た
よ
う
な
雰
囲
気
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

④

石
積
み
は
ど
う
や
っ
て
作
っ
た

の
？
紙
芝
居
が
終
わ
っ
た
後
、「
ど
う
や
っ

て
石
を
切
っ
た
の
？
」
と
い
う
子
ど
も
た
ち

の
問
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
問
い
を
受
け

て
保
育
士
が
「
石
は
何
で
ど
う
や
っ
て
切
っ

た
と
思
う
？
」
と
質
問
し
、
み
ん
な
で
考
え

る
時
間
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

園
長
が
小
さ
な
花
崗
岩
を
バ
ー
ル
と
カ
ナ

ヅ
チ
で
割
っ
て
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
パ

カ
ッ
と
平
た
く
割
れ
た
石
を
見
な
が
ら
、
百

間
堤
を
作
っ
て
い
る
石
が
割
れ
や
す
い
特
性

写真 2　これが百間堤？ 写真 1　 出発

写真 3　どんどん山に入っていくね。これかな？写真 4　百間堤大きい！

写真 5　百間堤の紙芝居　写真提供：志賀北幼稚園

﹁
こ
れ
が
百
間
堤
？
﹂

﹁
出
発
！
﹂

﹁
ど
ん
ど
ん
山
に
入
っ
て

い
く
ね
︒
こ
れ
か
な
？
﹂

﹁
百
間
堤
大
き
い
！
﹂
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写真 11　不法投棄場所を見る子どもたち

写真 7　重いかな？持てるかな？

写真 8　園長先生が石を割って見せてくれました写真 9　割れた石の面が平らだね！写真提供：志賀北幼稚園

写真 10　水の恵みと利用についてお話しをしました　
写真提供：志賀北幼稚園

写真 6　石はどうやって切ったのかな？

を
持
つ
花
崗
岩
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
花
崗
岩

に
は
「
石
の
目
」
が
あ
り
、
石
工
と
呼
ば
れ

る
職
人
に
は
そ
の
目
を
見
極
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
技
術
の
話
を
し
ま
し
た
。
す
る

と
子
ど
も
た
ち
が
「
石
の
目
発
見
！
」「
こ

れ
が
石
の
目
か
な
？
」
と
、「
石
の
目
探
し
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

⑤

そ
の
後
、
分
水
池
の
前
に
み
ん
な

で
集
ま
り
ま
し
た
。
雨
や
水
は
生
き
て
い
く

の
に
必
要
な
も
の
で
、
災
い
を
も
た
ら
す
だ

け
で
な
く
大
切
な
恵
み
で
も
あ
り
、
百
間
堤

に
は
水
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
安
全
に
水
を

利
用
す
る
用
水
路
が
作
ら
れ
、「
利
水
」
の

技
術
・
知
恵
が
あ
る
こ
と
話
し
ま
し
た
。
百

間
堤
の
石
は
ど
う
や
っ
て
立
っ
て
い
る
の
？

石
は
ど
こ
に
あ
る
の
？
木
は
ど
う
や
っ
て
大

き
く
な
る
の
？
川
の
水
は
ど
こ
か
ら
く
る

の
？
ど
ん
ど
ん
自
然
に
問
い
が
生
ま
れ
て
く

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

⑥

「
こ
の
水
は
ど
こ
ま
で
流
れ
て
い

く
の
か
な
？
」
百
間
堤
の
帰
り
は
、
分
水
池

か
ら
つ
な
が
る
用
水
路
を
見
つ
け
、
水
が
山

の
下
へ
流
れ
て
い
く
の
を
観
察
し
ま
し
た
。

⑦

「
山
の
中
に
ゴ
ミ
は
捨
て
て
は
い

け
な
い
よ
ね
。」
山
道
の
麓
近
く
に
不
法
投

棄
の
看
板
が
あ
り
ま
し
た
。
先
生
は
「
山
に

﹁
重
い
か
な
？
持

て
る
か
な
？
﹂

﹁
割
れ
た
石
の
面

が
平
ら
だ
ね
！
﹂

﹁
石
は
ど
う
や
っ
て

切
っ
た
の
か
な
？
﹂
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写真 12　幼稚園前の水路を発見す
る子どもたち

写真 13　松の浦水泳場

ゴ
ミ
を
捨
て
た
ら
ど
う
な
る
？
」
と
子
ど
も

た
ち
に
聞
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
足
を

止
め
、「
水
が
汚
れ
て
し
ま
う
。」「
山
が
汚

く
な
っ
て
し
ま
う
。」
と
問
題
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

⑧ 

バ
ス
で
幼
稚
園
ま
で
帰
っ
て
き
た

子
ど
も
た
ち
は
、
園
の
前
の
水
路
に
水
が
流

れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
百
間
堤
か

ら
水
が
流
れ
て
く
る
の
か
な
？
山
の
水
が
流

れ
て
き
て
い
る
の
？
と
気
が
つ
き
、
先
生
が

「
水
路
を
辿
っ
て
琵
琶
湖
ま
で
見
に
行
こ
う

か
」「
行
き
た
い
！
」

⑨ 

「
琵
琶
湖
に
つ
な
が
っ
た
！
」
用

水
路
は
琵
琶
湖
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
す
。

⑩ 

松
の
浦
水
泳
場
の
白
い
砂
浜
を
見

な
が
ら
、
こ
の
砂
浜
は
山
の
上
で
見
た
花
崗

岩
が
細
か
く
な
っ
て
堆
積
し
た
も
の
だ
と
話

し
ま
し
た
。
す
る
と
、
一
人
の
女
の
子
が
百

間
堤
の
横
で
拾
っ
た
花
崗
岩
の
石
の
粒
に

「
キ
ラ
キ
ラ
石
」「
お
米
石
」
と
名
前
を
つ
け

て
持
っ
て
帰
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な

で
一
緒
に
砂
と
石
の
粒
を
見
比
べ
な
が
ら
、

一
緒
だ
ね
！
と
、
山
と
湖
が
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
気
づ
き
・
発
見
へ

志
賀
北
幼
稚
園
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
百
間

堤
で
の
経
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
多
く

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
み
え

て
き
ま
し
た
。
①
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
の

自
然
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
「
水
」「
石
・
土
」

「
草
木
」
が
あ
る
か
ら
人
が
生
か
さ
れ
て
い

写真 14　花崗岩が流入した白砂の浜をみる

写真 15　白砂と石の粒を見比べる

る
こ
と
。
②
自
然
が
健
全
に
維
持
さ
れ
て
い

く
に
は
、
先
人
の
技
術
の
継
承
が
必
要
で
あ

る
こ
と
。
③
ま
た
自
然
の
恵
み
を
得
る
た
め

に
、ま
た
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
「
水
路
」「
石

積
み
」
な
ど
を
作
っ
て
き
た
こ
と
。
④
こ
れ

か
ら
も
自
然
豊
か
に
、
そ
し
て
人
々
が
安
全

に
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
自
分
た
ち
に
も

地
域
や
自
然
に
対
し
て
の
「
役
割
」
が
あ
る

こ
と
。
教
師
が
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
体
験
や
気
づ
き
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
発
す
る
言
葉
か
ら
「
問
い
」
を

す
く
い
取
り
、
考
え
を
巡
ら
せ
る
時
間
を
作

り
、
一
人
の
子
ど
も
が
発
見
し
た
こ
と
を
友
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一
．
一
四

達
や
教
師
と
共
有
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち

の
目
が
ど
ん
ど
ん
輝
き
、
発
言
も
多
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
体
験
や
言

葉
を
こ
れ
だ
け
吸
収
し
理
解
し
、
そ
れ
を
喜

び
と
感
じ
る
の
か
、
と
驚
く
と
同
時
に
、
教

師
に
よ
る
気
づ
き
へ
の
働
き
か
け
や
サ
ポ
ー

ト
の
姿
勢
と
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
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大
原　
歩

深
町　
加
津
枝

比
良
山
麓
に
お
け
る
水
と
暮
ら
し
ー
カ
ワ
ト
と
イ
ケ

滋
賀
県
大
津
市
の
守
山
集
落
（
標
高
約

一
二
〇
ｍ
）
は
、
比
良
山
地
東
麓
の
中
部

に
位
置
し
、
野
離
子
川
の
集
水
域
を
範
囲

と
し
ま
す
。
面
積
は
、
蓬
莱
山
（
標
高
一
，

一
四
七
ｍ
）な
ど
の
山
頂
か
ら
琵
琶
湖
岸（
標

高
約
八
〇
ｍ
）を
含
む
約
三
六
〇
ha
で
あ
り
、

山
―
里
―
湖
の
距
離
が
非
常
に
近
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。

暮
ら
し
の
中
で
使
う
多
様
な
水
利
形
態
と

そ
の
仕
組
み
を
把
握
す
る
た
め
に
水
の
利
用

方
法
出
来
事
や
共
同
管
理
に
つ
い
て
、
聞
き

取
り
調
査
や
現
地
調
査
、
祭
事
や
伝
統
行
事

な
ど
地
元
組
の
活
動
へ
の
参
与
観
察
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
守
山
集
落
に
お
け
る
山
の
水

と
湧
水
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
カ
ワ
ト
」と「
イ

ケ
」
を
通
し
て
み
て
い
き
ま
す
。

守
山
集
落
の
水
環
境
を
知
る

図
１
は
、
守
山
集
落
の
水
環
境
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
水
の
恵
み
や
信
仰
な
ど
に
関
す
る

ポ
イ
ン
ト
を
示
し
ま
す
。
守
山
集
落
に
は
、

野
離
子
川
を
上
流
、
標
高
五
〇
〇
ｍ
あ
た
り

に
取
水
口
を
持
つ
大
道
川
由
来
の
用
水
路

「
大
道
川
用
水
」
が
あ
り
ま
す
。「
大
道
川
用

水
」
に
は
一
〇
本
の
用
水
路
が
あ
り
、
全
て

に
「
皆
頭
田
川
」、「
畑
田
川
」、「
浜
道
川
」

な
ど
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。
野
離
子
川
か
ら

の
山
の
水
は
、
約
幅
三
〇
cm
の
用
水
路
は
急

な
山
道
に
沿
っ
て
流
れ
落
ち
ま
す
。
標
高

一
五
〇
m
あ
た
り
の
起
伏
山
地
か
ら
山
麓
地

へ
と
斜
面
が
緩
や
か
に
な
っ
た
集
落
手
前
か

ら
は
、
順
に
分
流
し
、
全
部
で
九
本
の
用
水

路
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

集
落
内
を
流
れ
る
用
水
路
は
、
各
家
に
あ

る
「
カ
ワ
ト
」
で
生
活
用
水
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
。
下
流
域
か
ら
は
農
業
用
水
と
し
て

使
わ
れ
、
最
後
に
琵
琶
湖
へ
と
流
れ
つ
き
ま

す
。
毎
年
春
に
は
、
大
道
川
用
水
の
水
路
掃

除
を
す
る
行
事
が
あ
り
、
夏
に
は
、
旧
集
落

の
住
民
に
よ
る
下
流
域
の
農
業
用
水
に
使
う

水
路
と
水
路
周
り
の
整
備
作
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
比
良
山
麓
の
県
道
よ
り
琵

琶
湖
側
か
ら
湖
西
線
付
近
に
は
、
比
良
山
地

の
伏
流
水
が
溢
れ
出
る
湧
水
地
帯
が
帯
状
に

あ
り
ま
す
。
五
月
～
九
月
に
は
湧
水
量
が
増

え
、
浸
み
出
し
た
湧
水
は
生
活
用
水
や
農
業

用
水
な
ど
に
使
わ
れ
、
ま
た
用
水
路
へ
流
れ

込
み
琵
琶
湖
に
注
ぎ
ま
す
。
地
元
の
方
は
、

湧
水
を
「
シ
ョ
ウ
ズ
」
と
呼
び
ま
す
。
本
稿

で
は
地
元
住
民
に
よ
る
証
言
の
中
で
の
表
記

を
「
シ
ョ
ウ
ズ
」
と
し
ま
す
。

カ
ワ
ト
の
あ
る
暮
ら
し

カ
ワ
ト
は
守
山
集
落
で
の
暮
ら
し
や
生
業

と
深
く
関
わ
っ
た
水
利
用
形
態
で
す
。
カ
ワ

ト
に
は
、
用
水
を
板
で
堰
止
め
水
位
を
高
く

京
都
大
学　

写真 1　野離子川から大道川への取水口

写真 2　山の中を流れる大道川の用水路
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図 1　守山の水環境　
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写真 4　農業用水として利用され
る用水

写真 5　田んぼへの取水口

写真 6　琵琶湖へ流れる用水

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
上
水
道
が
で
き
て

約
六
〇
年
が
経
っ
て
お
り
、
カ
ワ
ト
の
使
用

用
途
に
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
現
在
も
日
常

的
に
水
と
の
つ
な
が
り
の
あ
る
生
活
が
残
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
雨
が
続
い
た
時
に
山
か
ら
の
水
量

が
多
く
な
る
と
上
流
の
用
水
路
の
様
子
を
見

に
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
カ
ワ
ト
の
様
子
か

ら
災
害
に
対
処
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
断
す

る
目
安
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、

上
流
側
に
あ
る
カ
ワ
ト
で
増
水
し
た
分
を
隣

接
す
る
畑
の
方
に
流
す
な
ど
、
水
路
の
全
体

の
水
の
流
れ
を
制
御
す
る
工
夫
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

以
下
、
南
川
の
上
流
に
ご
自
宅
が
あ
る
石

塚
浅
嗣
さ
ん
の
川
の
水
や
カ
ワ
ト
に
つ
い
て

の
証
言
で
す
。

「
こ
こ
は
南
川
。
昔
は
石
畳
や
っ
た
が
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
Ｕ
字
溝
に
変
わ
っ
た
。
そ

れ
ま
で
は
み
な
石
畳
で
き
れ
い
だ
っ
た
。
カ

ワ
ト
は
、
板
で
水
を
止
め
て
や
る
ん
や
。
そ

う
す
る
と
水
の
深
さ
が
一
二
cm
く
ら
い
た

ま
っ
て
く
る
。
こ
れ
だ
け
あ
っ
た
ら
十
分
野

菜
で
も
洗
え
る
。
こ
こ
で
野
菜
洗
っ
た
り
、

鍋
を
洗
っ
た
り
。
昔
は
お
米
か
し
た
り
と
か

し
て
水
を
溜
め
る
装
置
や
、
湧
水
を
一
旦
溜
め
る
ツ

ボ
が
設
置
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
洗
い
場
と
し
て
の

機
能
が
あ
り
ま
す
。
守
山
集
落
の
現
存
す
る
カ
ワ
ト

は
全
部
で
三
一
箇
所
あ
り
ま
す
。
大
道
川
用
水
路
沿

い
に
あ
る
カ
ワ
ト
が
二
六
箇
所
。
そ
の
内
、
隣
家
と

向
か
い
合
わ
せ
て
共
同
で
利
用
で
き
る
カ
ワ
ト
が
二

箇
所
あ
り
、
共
同
の
水
場
と
し
て
活
用
す
る
形
も
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
県
道
沿
い
の
湧
水
が
多
く
浸
み

出
す
範
囲
に
か
か
る
民
家
二
軒
に
は
、
湧
水
の
カ

ワ
ト
が
二
箇
所
あ
り
ま
す
。
空
間
情
報
と
し
て
は
、

一
九
箇
所
の
カ
ワ
ト
に
は
、
カ
ワ
ト
上
に
民
家
の
軒

先
や
小
屋
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
、
屋
外
で
あ
り
な
が

ら
個
人
的
空
間
で
も
あ
る
半
戸
外
空

間
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
水
道

が
で
き
る
以
前
は
、
飲
水
を
始
め
と

し
て
、
お
米
を
と
ぐ
、
顔
を
洗
う
、

食
器
を
洗
う
、
野
菜
を
洗
う
、
野
菜

を
冷
や
す
、
お
風
呂
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
カ
ワ
ト
の
側
に
は
漬

物
小
屋
や
漬
物
樽
が
あ
る
事
例
も
あ

り
、
水
の
必
要
な
衣
食
住
に
関
わ
る

作
業
が
カ
ワ
ト
で
行
わ
れ
て
き
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
水
を
汚
す
行
為

は
禁
じ
ら
れ
て
い
て
、
特
に
上
流
地

域
に
住
む
家
で
は
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
水
の
扱
い
方
を
厳
し
く
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
オ
ム
ツ
な
ど
の
汚
れ
物

は
、
農
業
用
水
の
み
に
使
用
す
る
皆

頭
田
川
で
洗
う
こ
と
で
、
集
落
内
に

流
れ
る
用
水
路
に
は
流
さ
な
い
と
い

う
キ
レ
イ
な
水
を
守
る
慣
習
が
あ
り

ま
し
た
。

現
在
は
、
飲
水
と
し
て
は
使
用
す

る
こ
と
は
な
く
な
り
、
土
の
つ
い
た

野
菜
を
洗
う
、
農
機
具
・
農
具
用
品

の
洗
浄
、
手
足
な
ど
体
を
水
に
浸
か

る
こ
と
で
暑
さ
を
覚
ま
す
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
隣
接
す
る
庭
の
植

木
の
水
や
り
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
水

の
必
要
な
衣
食
住
に
関
わ
る
作
業
が

カ
ワ
ト
で
行
わ
れ
て
お
り
、
半
戸
外

空
間
が
多
い
の
は
雨
が
避
け
ら
れ
る

写真 3　用水路の分岐
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写真 7　屋外のカワト

写真 8　屋外のカワト。降りる階段・水場・お地蔵様がある

写真 9　隣家と共同利用するカワト

写真 10　隣家と共同利用するカワト（内部）

写真 11　小屋つきカワト

写真 12　小屋つきカワト（内部）。奥には漬物小屋がある
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も
し
た
。
飲
み
水
に
も
し
て
い
た
。
天
気
の

い
い
日
の
水
が
き
れ
い
な
時
に
、
炊
事
場
の

と
こ
ろ
に
大
き
い
壺
が
あ
る
ん
や
。
そ
こ
に

た
め
と
く
。そ
う
す
る
と
、雨
が
降
っ
て
濁
っ

て
い
る
時
も
き
れ
い
な
水
を
使
え
る
。
雨
が

降
る
と
、
道
の
雨
が
川
に
落
ち
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
さ
か
い
ど
う
し
て
も
濁
っ
て
く

る
。
そ
ん
で
天
気
の
い
い
日
に
水
を
汲
む
ん

や
。
風
呂
へ
汲
む
と
き
は
、
雨
降
り
は
あ
ん

ま
り
風
呂
を
沸
か
さ
な
か
っ
た
け
ど
、
バ
ケ

ツ
に
水
を
汲
ん
で
、
今
の
玄
関
あ
た
り
に
五

右
衛
門
風
呂
が
あ
っ
た
さ
け
、
窓
が
切
っ
て

あ
っ
て
そ
こ
か
ら
水
を
い
れ
て
い
た
。
食
べ

る
も
の
、
お
風
呂
は
い
る
の
も
、
炊
事
も
み

ん
な
こ
の
川
の
水
や
っ
た
。
汚
れ
た
り
し
て

い
る
も
の
は
、
向
こ
う
に
「
捨
て
川
」
っ
て

あ
っ
て
な
。
民
家
の
方
に
流
れ
て
こ
な
い
川

が
あ
ん
ね
や
わ
。
田
ん
ぼ
の
方
へ
流
れ
る
川

や
。
そ
こ
で
お
し
め
と
か
を
洗
う
洗
い
場
が

あ
っ
て
み
ん
な
汚
れ
も
の
は
分
け
て
洗
っ
て

い
た
な
。」

湧
水
（
シ
ョ
ウ
ズ
）
を
逃
す
イ
ケ
の
利

用　
ー
石
塚
吉
輝
さ
ん
の
事
例
か
ら

守
山
集
落
に
は
、
用
水
や
湧
水
を
活
用
す

る
装
置
と
な
る
イ
ケ
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

水
源
は
用
水
、
湧
水
、
雨
水
で
す
。
こ
こ
で

は
民
家
付
近
に
あ
っ
て
湧
水
に
関
わ
る
イ
ケ

を
み
て
い
き
ま
す
。
県
道
よ
り
琵
琶
湖
側
か

ら
湖
西
線
付
近
に
は
、
比
良
山
地
の
伏
流
水

が
溢
れ
出
る
湧
水
ポ
イ
ン
ト
が
帯
状
に
あ
り

ま
す
。
五
月
～
九
月
に
は
湧
水
量
が
増
え
、

湧
水
を
溜
め
る
た
め
の
イ
ケ
が
あ
り
、
生
活

用
水
に
も
利
用
す
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。守

山
集
落
の
県
道
か
ら
琵
琶
湖
ま
で
に
あ

図 2　石塚吉輝さん敷地内のショウズヌキ図
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る
湧
水
地
帯
に
暮
ら
す
石
塚
吉
輝
さ
ん
の
敷

地
内
に
は
イ
ケ
が
あ
り
、
そ
の
水
は
畑
の
養

い
水
や
農
具
の
洗
浄
、
野
菜
や
果
物
を
冷
や

し
た
り
、
お
正
月
飾
り
の
松
を
つ
け
て
お
く

場
な
ど
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
湧
水
の

水
は
だ
い
た
い
一
四
度
前
後
と
一
年
を
通
し

て
一
定
で
、
夏
は
冷
た
く
冬
は
暖
か
く
感
じ

ま
す
。
夏
の
暑
い
日
、
農
作
業
が
終
わ
っ
て

か
え
っ
て
き
て
、
裸
足
に
な
り
イ
ケ
の
水
に

足
を
ど
ぼ
ー
ん
と
つ
け
た
ら
、
い
っ
ぺ
ん
に

汗
が
ひ
く
。
と
て
も
冷
た
く
て
気
持
ち
が
い

い
そ
う
で
す
。
吉
輝
さ
ん
が
子
ど
も
の
時
ま

で
は
、
イ
ケ
の
水
で
ご
飯
炊
い
た
り
、
野
菜

を
洗
う
な
ど
の
炊
事
に
利
用
し
て
い
ま
し

た
。
庭
の
イ
ケ
に
水
が
な
い
時
に
は
、
ポ
ン

プ
で
水
を
揚
げ
て
庭
の
イ
ケ
に
水
を
入
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
下
流
域
の
田
ん
ぼ
の
農

業
用
水
と
し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

田
ん
ぼ
は
や
め
た
た
め
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

子
供
の
時
に
は
琵
琶
湖
で
魚
を
釣
っ
て
イ
ケ

で
飼
っ
て
み
た
も
の
の
、
水
が
冷
た
す
ぎ
て

魚
が
じ
っ
と
し
て
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
た

め
、
今
は
い
な
い
そ
う
で
す
。

湧
水
は
自
然
の
恵
み
で
す
が
、
そ
の
量
が

多
す
ぎ
る
と
自
然
災
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。

守
山
集
落
に
は
、
増
水
す
る
湧
水
を
逃
し
て

水
を
管
理
す
る
方
法
と
し
て
、「
シ
ョ
ウ
ズ

ヌ
キ
」
が
あ
り
ま
す
。
湧
水
は
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
溢
れ
る
た
め
、
そ
の
水
を
抜
く
た
め

の
工
夫
と
し
て
「
シ
ョ
ウ
ズ
ヌ
キ
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

石
塚
吉
輝
さ
ん
の
田
ん
ぼ
や
屋
敷
に
は
、

「
家
屋
を
守
る
た
め
の
シ
ョ
ウ
ズ
ヌ
キ
」
と

「
田
ん
ぼ
の
シ
ョ
ウ
ズ
ヌ
キ
」
が
あ
り
ま
す

（
図
２
）。
冬
に
雪
が
多
い
年
は
五
月
頃
か
ら

九
月
頃
ま
で
水
が
滲
み
出
し
始
め
ま
す
。
特

に
多
い
時
期
は
六
月
の
梅
雨
時
と
の
こ
と
で

す
。
母
家
の
山
側
に
あ
る
倉
庫
に
は
、
足
首

ま
で
水
が
溜
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
倉
庫
の

隣
に
あ
る
牛
小
屋
で
は
、
牛
の
お
腹
ま
で
水

が
溜
ま
り
、
県
道
よ
り
上
に
あ
る
家
に
お
願

い
し
て
、
水
が
引
く
ま
で
二
週
間
ほ
ど
牛
を

避
難
さ
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

稲
作
に
は
水
は
必
要
で
す
が
、
水
が
要
ら

な
い
時
に
も
多
く
の
湧
水
が
湧
き
出
す
た

め
、
湧
水
を
集
め
水
路
へ
逃
す
た
め
の
工
夫

も
あ
り
ま
す
。
田
ん
ぼ
の
上
流
部
に
そ
っ
て

溝
を
掘
り
、
そ
の
溝
か
ら
土
管
（
現
在
は
パ

イ
プ
）
で
田
ん
ぼ
の
下
に
暗
渠
を
通
し
、
下

流
の
水
路
に
水
を
流
し
て
い
ま
す
（
図
３
）。

水
路
に
流
れ
た
水
は
、
農
地
横
の
イ
ケ
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
農
地
横
の
イ
ケ
に
も
石

垣
の
隙
間
か
ら
湧
水
が
湧
き
出
し
て
お
り
、

一
年
通
し
て
水
が
溜
ま
っ
て
い
ま
す
。
母
屋

よ
り
山
側
に
あ
る
倉
庫
小
屋
で
は
、
水
が
た

ま
ら
な
い
よ
う
に
、
周
り
に
は
側
溝
、
地
面

下
に
暗
渠
を
作
り
、
家
屋
周
辺
か
ら
浸
み
出

す
湧
水
を
、
母
家
の
横
に
あ
る
庭
の
イ
ケ
に

溜
め
て
い
ま
す
。
庭
の
イ
ケ
か
ら
あ
る
一
定

の
水
量
を
超
え
る
と
パ
イ
プ
を
通
し
て
、
下

流
の
水
路
へ
落
と
し
、
農
地
に
利
用
し
、
琵

琶
湖
へ
流
れ
る
仕
組
み
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。吉

輝
さ
ん
の
母
屋
の
北
側
の
平
屋
に
も

「
シ
ョ
ウ
ズ
ヌ
キ
」
が
あ
り
ま
す
。
隣
接
す

る
家
屋
の
基
礎
で
あ
る
石
垣
か
ら
湧
き
出
し

た
湧
水
を
た
め
る
イ
ケ
が
作
ら
れ
て
お
り
、

湧
水
が
平
屋
に
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
、
イ

ケ
か
ら
暗
渠
で
水
を
水
路
に
排
水
し
て
い
ま

す
。
こ
の
水
は
と
て
も
清
ら
か
で
、
昔
か
ら

こ
こ
で
目
を
洗
う
と
目
の
病
気
が
治
る
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
湧
水
が
流
れ
出
す
水
口
の

側
に
は
お
地
蔵
さ
ま
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
目

の
お
地
蔵
さ
ん
と
し
て
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
て 図 3　田んぼのショウズヌキ（聞き取りからスケッチ）
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い
ま
す
。
い
つ
も
お
花
と
よ
だ
れ
掛
け
が
お

供
え
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
盆
に
は
近
所
の
子

供
た
ち
が
お
参
り
に
来
て
い
ま
す
。

以
下
、
吉
輝
さ
ん
の
証
言
で
す
。

「
シ
ョ
ウ
ズ
の
水
は
、
小
さ
い
頃
は
倉
庫

横
の
溝
で
顔
洗
う
く
ら
い
水
が
あ
っ
た
。
小

屋
の
中
か
ら
も
水
が
出
て
く
る
。
こ
こ
で
排

水
し
て
い
る
パ
イ
プ
が
は
い
っ
て
い
て
、
ぬ

い
て
や
ら
な
い
と
水
が
た
ま
っ
て
く
る
。
朝

起
き
た
ら
小
屋
の
置
い
て
あ
る
も
の
が
フ
ワ

フ
ワ
浮
く
く
ら
い
。
二
〇
cm
く
ら
い
は
水
に

浸
か
っ
て
い
て
、
長
靴
履
か
な
い
と
外
出
れ

な
い
く
ら
い
や
。
田
ん
ぼ
で
も
、
石
垣
の
根

元
か
ら
水
が
で
て
く
る
か
ら
、
こ
の
水
を
ど

写真 13　湖西線沿の湧水が染み出している農地写真 14　石塚吉輝さん

写真 15　ショウズヌキの暗渠がある田

写真 16　湧水の水を集め田んぼの下へ水を逃すパイプの口 0811写真 17　水路の水はイケへと集ま
る

写真 18　湧水がわくイケ、ここから下流の田や琵琶湖へ流れる写真 19　母屋の横にある庭のイケ、倉庫内や暗渠に集まった水が
池に溜まる
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こ
か
へ
捨
て
な
い
と
い
け
な
い
。
ど
ん
ど
ん

と
水
を
放
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
県
道
か
ら

上
は
何
に
も
な
い
の
に
、
こ
の
あ
た
り
か
ら

は
ど
ん
ど
ん
水
が
で
る
。
大
変
な
と
こ
ろ
。」

「
シ
ョ
ウ
ズ
ヌ
キ
、
と
い
う
の
は
こ
こ
ら

の
田
ん
ぼ
は
、
県
道
か
ら
上
の
方
か
ら
あ
ん

ま
り
シ
ョ
ウ
ズ
は
出
な
い
け
ど
、
県
道
よ
り

下
は
こ
こ
ら
辺
は
田
ん
ぼ
の
地
七
〇
～
八
〇

cm
く
ら
い
下
に
シ
ョ
ウ
ズ
の
道
と
い
う
の
が

あ
っ
て
な
。
道
と
い
う
か
、
シ
ョ
ウ
ズ
が
み

ん
な
そ
こ
へ
寄
っ
て
く
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

て
、
道
が
あ
る
。
そ
こ
の
下
に
パ
イ
プ
を
入

れ
て
。田
ん
ぼ
の
底
に
み
ん
な
入
っ
て
ん
の
。

要
は
、
雨
降
っ
た
ら
梅
雨
時
の
雨
に
な
っ
た

ら
、
も
う
ド
ド
ド
ド
と
溢
れ
て
く
る
。
シ
ョ

ウ
ズ
ヌ
キ
を
し
て
お
か
な
い
と
、
秋
に
田
ん

ぼ
を
刈
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
田
ん
ぼ
の

中
が
乾
か
へ
ん
。今
の
機
械
は
大
き
い
か
ら
、

機
械
を
入
れ
よ
う
と
思
う
と
や
っ
ぱ
り
田
ん

ぼ
の
中
を
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
か
し
て
お
か
な
い

と
、
こ
の
辺
り
の
田
ん
ぼ
は
全
部
シ
ョ
ウ
ズ

ヌ
キ
を
し
て
あ
る
。
大
き
い
田
ん
ぼ
や
と
二

本
。
ウ
チ
の
田
ん
ぼ
は
一
本
入
っ
て
い
る
。」

「
シ
ョ
ウ
ズ
の
水
が
、
梅
雨
期
に
多
い
時

は
、
上
の
小
屋
の
中
か
ら
わ
ー
っ
と
で
て
、

こ
こ
ら
母
屋
の
縁
の
下
が
水
浸
し
に
な
る
ほ

ど
出
て
く
る
。
だ
か
ら
、
小
屋
の
中
に
は
全

部
水
抜
き
の
排
水
が
は
い
っ
て
い
て
、
土
管

を
通
っ
て
、
庭
の
イ
ケ
へ
だ
ん
だ
ん
と
た
ま

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
イ
ケ
か
ら
も

排
水
パ
イ
プ
で
下
の
水
路
へ
水
が
流
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
ま
す
。
シ
ョ
ウ
ズ
が
湧
き
出
す

と
、
庭
の
イ
ケ
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
追
い

つ
か
へ
ん
さ
か
い
に
、
大
き
い
ポ
ン
プ
で
下

の
水
路
に
だ
ー
っ
と
流
し
て
放
さ
ん
こ
と
に

は
、縁
の
下
が
ド
ボ
ド
ボ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

三
～
四
日
ほ
ど
ポ
ン
プ
で
畑
に
流
し
て
、
そ

れ
で
や
っ
て
も
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
の
時
も

あ
る
。
イ
ケ
か
ら
水
が
オ
ー
バ
ー
し
た
ら
縁

の
下
ま
で
流
れ
て
き
よ
る
。
多
い
年
や
っ
た

ら
そ
こ
ま
で
く
る
。
湿
気
る
し
、
畳
も
痛
む

し
な
。
年
に
一
回
か
二
回
く
ら
い
そ
ん
な
時

が
あ
る
。
ま
た
何
に
も
な
い
年
も
あ
る
し
。

雪
や
雨
の
量
に
よ
っ
て
は
変
わ
っ
て
く
る

な
。」

「
昔
は
今
み
た
い
な
機
械
は
あ
ら
へ
ん
か

ら
、
手
で
掘
っ
て
、
土
管
を
入
れ
て
、
周
り

に
砂
利
を
つ
め
て
、
上
か
ら
掘
っ
た
土
を
上

か
ら
か
ぶ
せ
て
埋
め
て
い
た
。
泥
の
ま
ま
だ

け
だ
と
、
菅
の
中
に
泥
が
詰
ま
っ
て
し
ま
う

か
ら
、
外
の
両
側
に
砂
利
を
入
れ
て
な
。
土

管
の
つ
な
ぎ
め
の
周
り
に
も
全
部
砂
利
で
覆

う
わ
け
や
。
地
固
め
の
道
具
は
、
丸
太
に
四

本
の
枝
で
持
つ
と
こ
ろ
を
つ
け
て
、
二
人
が

ど
ん
ど
ん
ど
ん
と
打
つ
ん
で
す
。「
タ
コ
」っ

て
い
う
道
具
や
。
丸
太
の
太
さ
が
三
〇
cm
～

四
〇
cm
く
ら
い
で
。
あ
ん
ま
り
大
き
す
ぎ
る

と
重
た
い
し
、
や
っ
ぱ
り
カ
シ
・
ヒ
ノ
キ
だ

と
か
は
強
い
し
、
重
た
く
て
強
く
て
腐
ら
な

い
素
材
を
使
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。」

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
、
カ
ワ
ト
と
イ
ケ
に
は
人
と

水
と
の
身
近
で
多
様
な
関
係
を
育
ん
で
き
た

歴
史
が
あ
り
、
生
活
環
境
の
中
で
水
を
汚
さ

な
い
よ
う
扱
う
経
験
や
慣
習
、
き
め
細
や
か

な
防
災
・
減
災
の
た
め
の
知
恵
や
技
術
を
生

み
出
し
て
き
ま
し
た
。
今
日
で
も
、
清
い
水

を
恵
み
と
し
て
享
受
し
、
地
域
の
仕
組
み
や

信
仰
な
ど
に
つ
な
げ
て
き
た
工
夫
が
見
ら
れ

ま
す
。
自
然
環
境
の
変
化
を
予
測
す
る
こ
と

は
簡
単
で
は
な
く
、
家
屋
や
田
ん
ぼ
を
維
持

す
る
上
で
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
大
量
の

山
の
水
や
湧
水
が
溢
れ
出
す
こ
と
は
災
害
に

も
つ
な
が
り
、
生
活
用
水
・
農
業
用
水
と
し

て
管
理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
文
化

を
形
づ
く
る
水
利
用
形
態
や
水
に
対
し
て
の

意
識
を
大
切
に
し
つ
つ
、
暮
ら
し
に
根
ざ
し

た
災
害
対
応
を
実
践
す
る
場
と
し
て
身
近
な

水
環
境
を
見
直
し
、
こ
れ
か
ら
に
活
か
す
工

夫
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

写真 20　北側の平屋下から流れ出る湧
水

写真 21　このショウズで目を洗うと
目の病気が治ると伝わる

写真 22　湧水の水口そばにあるお地蔵
さま
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ビ
ワ
コ
ダ
ス
（
琵
琶
湖
地
域
環
境
教
育
研
究
会
）　　
　

松
井　
一
幸

京
都
大
学　
　
　

深
町　
加
津
枝

比
良
山
麓
の
比
良
お
ろ
し
と
屋
敷
林

は
じ
め
に

　
「
比
良
お
ろ
し
」
は
若
狭
湾
方
面
か
ら
の

風
が
一
，
〇
〇
〇
ｍ
級
の
比
良
山
系
か
ら
南

東
斜
面
を
駆
け
降
り
、
琵
琶
湖
側
の
比
良
山

麓
地
域
に
吹
き
お
ろ
す
強
風
で
す
。
こ
の
風

は
一
年
を
通
し
て
現
わ
れ
ま
す
が
、
三
月
は

比
良
お
ろ
し
の
発
生
頻
度
が
最
も
高
く
、
こ

の
時
期
の
強
い
「
比
良
お
ろ
し
」
は
「
三
月

ハ
ヤ
テ
」
や
「
比
良
八
荒
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
比
良
お
ろ
し
の
強
風
は
、
Ｊ
Ｒ
湖
西

線
の
運
行
や
湖
上
船
舶
の
運
航
を
中
止
さ
せ

た
り
、
農
作
物
の
生
育
や
漁
業
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貨
物
を

脱
線
さ
せ
た
り
船
を
転
覆
さ
せ
た
り
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
集
落
に
強
風
が
吹
き
付
け

る
と
家
屋
な
ど
が
風
害
を
受
け
る
た
め
、
古

来
よ
り
屋
敷
周
辺
に
「
ヤ
カ
ギ
」
と
呼
ば
れ

る
屋
敷
林
を
仕
立
て
る
な
ど
、
家
屋
を
守
り

住
み
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
工
夫
が
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
屋
敷
林
は
特
に
冬
の
卓
越
風

に
対
処
で
き
る
よ
う
風
上
側
に
仕
立
て
ら

れ
、
日
常
生
活
に
必
要
な
資
材
を
供
給
す
る

場
な
ど
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

比
良
お
ろ
し
の
発
生
と
気
圧
配
置

　
「
比
良
お
ろ
し
」
の
発
生
は
気
圧
配
置
と

深
く
関
係
し
、
比
良
山
地
周
辺
の
北
西
側
の

気
圧
が
高
く
、
地
上
等
圧
線
が
北
東
か
ら
南

西
に
流
れ
る
時
に
よ
く
発
生
し
ま
す
。「
ビ

ワ
コ
ダ
ス
」
は
琵
琶
湖
地
域
環
境
教
育
研
究

会
に
よ
る
近
江
の
局
地
風
を
探
る
た
め
の
風

観
測
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
当
初
琵
琶
湖
博
物

館
の
支
援
を
受
け
琵
琶
湖
周
辺
の
一
〇
観
測

点
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
風
観
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で

は
研
究
会
独
自
に
よ
り
一
二
観
測
点
が
設
置

さ
れ
、
継
続
し
た
デ
ー
タ
収
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ビ
ワ
コ
ダ
ス
風
観
測
か

ら
、「
比
良
お
ろ
し
」
は
、
比
良
山
麓
の
南

部
の
大
津
市
南
船
路
か
ら
北
部
の
北
小
松
ま

写真 1　 大津市北小松の景観（2020 年）

図 1　北小松の「比良おろし」月別発生頻度　

図 2　北小松の「比良おろし」の継続時間
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で
の
地
域
で
高
い
頻
度
で
発
生
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。「
比
良
お
ろ
し
」
を
「
一
〇
分
平
均
で
七

m/s
以
上

の
北
西
の
風
が
一
時
間
以
上
に
わ
た
っ
て
吹
い
た
場
合
」

と
定
義
す
る
と
、
一
九
九
七
～
二
〇
〇
〇
年
の
四
年
間
の

観
測
に
お
い
て
北
小
松
で
は
合
計
一
三
四
回
の
「
比
良
お

ろ
し
」
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
図
１
は
北
小
松
で
の
「
比

良
お
ろ
し
」
の
月
別
発
生
頻
度
示
し
ま
す
。
三
～
五
月
と

九
～
一
一
月
に
か
け
て
の
二
つ
の
山
が
見
ら
れ
、
季
節
が

安
定
す
る
真
冬
や
真
夏
は
発
生
数
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
春
や
秋
は
東
西
の
大
気
の
流
れ
が
活
発
に
な

り
、
低
気
圧
や
寒
冷
前
線
の
通
過
、
あ
る
い
は
台
風
が
多

く
な
る
と「
比
良
お
ろ
し
」が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

北
小
松
（
写
真
１
）
で
の
「
比
良
お
ろ
し
」
の
風
向
は
概

ね
北
西
で
、
対
岸
の
長
命
寺
方
面
へ
向
か
う
風
と
な
り
ま

す
。
地
域
で
は
「
比
良
お
ろ
し
」
は
生
活
の
中
に
溶
け
込

ん
だ
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
凄
ま
じ
い
風
と
な
る
の
は
年

に
何
度
か
で
す
。
図
２
は
「
比
良
お
ろ
し
」
が
一
〇
分
平

均
風
速
で
七

m/s
以
上
で
継
続
し
た
時
の
継
続
時
間
と
発
生

回
数
の
関
係
を
示
し
ま
す
。
継
続
時
間
は
三
時
間
が
ピ
ー

ク
と
な
っ
て
お
り
、一
〇
時
間
を
越
え
る
「
比
良
お
ろ
し
」

も
四
年
間
で
二
〇
回
を
数
え
ま
す
。

　
二
〇
二
二
年
四
月
二
九
日
に
最
強
ク
ラ
ス
の
強
い
「
比

良
お
ろ
し
」
が
吹
き
ま
し
た
。
写
真
２
で
示
す
よ
う
に
北

小
松
湖
岸
か
ら
の
景
色
は
、
湖
面
は
津つ

ま
き巻
や
水
し
ぶ
き
で

大
荒
れ
に
な
り
ま
し
た
。
写
真
３
で
示
す
よ
う
に
比
良
山

系
（
中
央
の
山
は
堂
満
岳
）
の
山
頂
付
近
一
帯
に
は
お
ろ

し
に
特
有
の
風か

ざ
ま
く
ら枕が
べ
っ
と
り
と
か
か
り
ま
し
た
。
若
狭

方
面
か
ら
流
れ
込
む
気
流
が
高
島
市
朽
木
方
面
か
ら
比
良

山
系
に
ぶ
つ
か
り
、
上
昇
し
て
で
き
る
雲
が
風
枕
の
正
体

で
す
。
南
東
斜
面
を
駆
け
降
り
る
と
雲
は
一
旦
消
え
ま
す

写真 2　北小松湖岸から眺める琵琶湖の様子

写真 3　強風時に比良山系山頂付近に現れる風枕と下流に浮かぶ風下波動による層積雲
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が
、
再
び
上
昇
す
る
と
風
下
に
再
び
雲
が
現

れ
、
層
積
雲
が
生
成
さ
れ
ま
す
。
写
真
左
側

上
空
に
浮
か
ぶ
雲
で
す
。昔
の
漁
師
さ
ん
は
、

山
頂
に
風
枕
が
形
成
さ
れ
始
め
る
と
強
風
を

予
測
し
て
網
を
捨
て
て
急
い
で
漁
港
へ
戻
っ

た
、
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　
図
３
は
強
い
比
良
お
ろ
し
が
発
生
し
て
い

る
時
刻
の
地
上
天
気
図
で
す
。
低
気
圧
が
発

達
し
な
が
ら
九
州
・
四
国
を
経
て
紀
伊
半
島

か
ら
東
海
へ
抜
け
る
頃
か
ら「
比
良
お
ろ
し
」

は
強
ま
り
、
午
後
六
時
頃
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
し
た
。

小
松
の
「
三
月
ハ
ヤ
テ
」

　
「
三
月
ハ
ヤ
テ
」
は
湖
西
地
方
で
は
最
も

恐
れ
ら
れ
て
い
る
「
比
良
お
ろ
し
」
で
す
。

吹
く
朝
は
晴
天
で
湖
面
は
ニ
ワ
（
日
和
）
で

凪
い
で
い
て
も
、
午
後
か
ら
特
に
予
告
な
く

急
に
突
風
と
な
っ
て
が
「
三
月
ハ
ヤ
テ
」
が

吹
き
ま
す
。
昼
ま
で
無
風
で
温
か
い
の
で
す

が
、
上
空
の
雲
の
流
れ
は
異
様
に
速
く
西
か

ら
東
に
流
れ
、
比
良
山
か
ら
離
れ
て
小
松
の

上
空
ま
で
く
る
と
消
え
る
の
で
、
こ
の
雲
を

「
鉄
砲
玉
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
次
第
に
小

松
で
は
湖
面
に
波
の
ウ
ネ
リ
が
お
き
始
め
ま

す
が
、
上か

み
か
ら
の
風
そ
の
も
の
は
ま
だ
届
い

て
い
ま
せ
ん
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
小
松

へ
風
が
伸
び
到
達
す
る
こ
ろ
、
風
向
き
が
北

西
に
変
わ
っ
て
天
候
が
急
変
し
、「
三
月
ハ

ヤ
テ
」
の
強
風
が
吹
き
出
し
ま
す
。
そ
し
て

時
雨
や
あ
る
い
は
雪
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
突
風
が
吹
い
た
と
き
に
湖
上
に
い
る
と
た

い
へ
ん
危
険
で
す
。
湖
西
で
は
船
が
風
で
沖

へ
流
さ
れ
、
大
き
く
な
る
波
を
横
か
ら
受
け

転
覆
す
る
と
、
ま
ず
命
は
助
か
り
ま
せ
ん
。

地
元
で
は
「
三
月
ハ
ヤ
テ
」
で
命
を
奪
わ
れ

た
漁
師
さ
ん
、
向
こ
う
岸
へ
奇
跡
的
に
辿
り

着
い
た
漁
師
さ
ん
も
い
ま
す
。「
三
月
ハ
ヤ

テ
」
は
地
元
で
は
最
も
恐
れ
ら
れ
て
い
る
風

で
す
。

　
以
下
、
池
田
俊
雄
さ
ん
へ
の
聞
き
取
り
調

査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
「
三
月
ハ
ヤ
テ
」
の

特
徴
を
述
べ
ま
す
。
池
田
さ
ん
は
一
九
二
六

年
二
月
に
北
小
松
で
生
ま
れ
、
北
小
松
海
運

業
「
新
二
郎
」
の
三
代
目
と
し
て
、
南
小
松

で
採
石
さ
れ
加
工
さ
れ
た
石
を
海
運
業
者
と

し
て
長
浜
方
面
へ
運
ぶ
仕
事
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
海
運
業
者
と
し
て
の
長
年
に
わ
た

る
石
や
砂
を
運
ぶ
船
乗
り
経
験
に
よ
り
、
琵

琶
湖
の
風
や
波
、
気
象
に
関
す
る
知
見
が
豊

か
で
す
。
池
田
さ
ん
の
よ
う
に
雲
の
動
き
方

な
ど
を
観
察
し
て
、
風
の
吹
き
方
を
予
想
す

る
こ
と
を
「
ケ
シ
キ
ミ
」
と
呼
び
ま
す
。

松
井
一
幸
：
池
田
さ
ん
は
海
運
業
を
や
ら

れ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
と
ん
で
も
な

い
目
に
遭
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
そ
の
と
き
の
体
験
談
を
お
願
い
し

ま
す
。

池
田
俊
雄
：
い
や
い
や
。
そ
り
ゃ
も
う
難

船
寸
前
ち
ゅ
う
目
に
は
何
回
も
、
動
力

船
に
な
っ
て
か
ら
。
私
ら
も
帆
の
時
分

の
話
は
ち
ょ
い
ち
ょ
い
聞
い
て
ま
す
わ

な
。
そ
り
ゃ
今
言
う
て
る
三
月
バ
ヤ
テ

に
遭
う
て
死
ん
で
る
人
も
あ
る
し
、
小

松
の
漁
師
で
も
死
ん
で
ま
す
。
そ
り
ゃ

私
ら
浜
で
ね
、
難
船
し
て
死
ん
だ
人
の

両
親
が
供
養
を
勤
め
た
こ
と
を
、
小
さ

い
時
分
に
う
っ
す
ら
覚
え
て
ま
す
。
今

の
お
わ
さ
の
何
代
前
か
知
ら
ん
が
、
も

ち
ろ
ん
艪
の
時
分
や
し
。
三
月
バ
ヤ
テ

で
二
人
が
死
ん
だ
。
艪
や
丸
子
船
の
帆

の
時
分
に
死
ん
だ
人
が
あ
る
し
、
そ
う

図 3　強風時の地上天気図
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い
う
話
は
聞
く
。
動
力
船
に
な
っ
て
か

ら
で
も
時
間
的
に
思
っ
て
い
た
よ
り
早

よ
う
風
が
吹
い
て
、
あ
れ
は
何
年
く
ら

い
か
な
、
長
浜
か
ら
ち
ょ
う
ど
多
景
島

の
並
び
く
ら
い
に
行
っ
た
と
き
か
ら
、

今
言
う
て
い
る
南
西
の
風
が
よ
う
吹
い

て
き
て
、
も
う
波
に
逆
ら
え
ん
で
結
局

波
を
後
ろ
に
し
て
竹
生
島
ま
で
逃
げ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
な
あ
。
そ
り
ゃ
雇
い

船
一
艘
を
引
っ
張
っ
て
た
ん
や
。
と
こ

ろ
が
そ
の
船
も
エ
ン
ジ
ン
が
つ
い
た
っ

て
、
私
は
そ
の
後
ろ
の
船
に
乗
っ
て
、

両
方
が
エ
ン
ジ
ン
か
け
て
走
っ
た
ん
や

け
ど
、
波
に
逆
ら
え
ん
で
、
竹
生
島
の

方
へ
波
を
後
ろ
に
し
て
避
難
し
た
こ
と

が
あ
る
ね
え
。
そ
の
場
合
、
陰
に
な
る

船
木
の
崎
に
逃
げ
る
よ
う
に
考
え
た
。

そ
や
け
ど
横
波
が
か
な
ん
さ
け
、
な
る

べ
く
こ
っ
ち
の
方
へ
寄
る
よ
う
に
し
ょ

う
と
思
う
け
ど
、
横
に
な
る
と
ロ
ー
リ

ン
グ
が
き
つ
い
さ
け
、
こ
っ
ち
の
方
へ

寄
る
よ
う
に
寄
る
よ
う
に
避
難
し
ま
し

た
。
風
が
き
つ
い
の
で
、
砂
浜
の
岸
へ

乗
り
上
げ
て
風
を
凌
い
だ
場
合
も
あ
り

ま
す
。
そ
や
け
ど
岩
場
や
っ
た
ら
そ
う

い
う
わ
け
に
は
い
か
ん
し
。
ほ
ん
で
砂

浜
へ
突
っ
込
ん
だ
場
合
も
あ
る
し
。

 

青
柳
智
之
：
同
じ
琵
琶
湖
で
も
陸
伝
い
に

山
が
湖
に
迫
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

し
、
船
木
や
藁
園
み
た
い
に
田
圃
が
広

が
っ
て
て
山
が
控
え
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
よ
ね
。
湖
に
い
て
、
場
所
に

よ
っ
て
風
の
当
た
り
方
が
違
う
っ
て
こ

と
あ
り
ま
す
か
。 

池
田
：
そ
り
ゃ
違
い
ま
す
。

青
柳
：
目
の
前
に
山
が
あ
っ
た
方
が
そ
ん
だ

け
強
い
で
す
か
。

池
田
：
近
い
ほ
ど
吹
き
降
ろ
し
が
き
つ
い
。

青
柳
：
逃
げ
る
と
き
に
は
山
の
あ
る
所
を
避

け
て
、
浦
伝
い
に
行
く
。 

池
田
：
波
が
な
ん
ぼ
の
う
て
も
、
風
が
き
つ

す
ぎ
て
、
と
に
か
く
横
風
に
な
っ
さ
け

ね
え
。 

青
柳
：
頭
を
横
殴
り
に
受
け
る
か
ら
で
す
ね

え
。

池
田
：
そ
の
場
合
に
は
、
こ
ら
も
う
船
が
も

た
ん
と
な
っ
た
ら
風
に
向
か
っ
て
突
っ

込
む
こ
と
も
あ
る
し
。
ま
あ
、
そ
う
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
雲
行
き
眺
め

て
、
こ
の
風
や
っ
た
ら
何
時
ご
ろ
ま
で

は
吹
か
ん
と
か
。
と
に
か
く
雲
の
流
れ

が
、
天
気
の
目
安
や
ね
。

松
井
：
三
月
ハ
ヤ
テ
を
も
う
一
度
聞
か
せ
て

く
れ
ま
せ
ん
か
。

池
田
：
朝
か
ら
、
ほ
ん
ま
の
晴
天
や
わ
ね
。

そ
や
け
ど
、
と
き
た
ま
、
鉄
砲
と
言
う

た
け
ど
、
小
さ
い
雲
が
ぱ
っ
と
出
て
は

も
の
す
ご
い
速
さ
で
流
れ
て
行
く
。
そ

れ
が
も
う
途
中
で
す
ぐ
に
ぱ
っ
と
消
え

て
行
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
時
々
初
め

の
う
ち
は
出
る
け
れ
ど
も
、
雲
の
塊
の

鉄
砲
玉
が
出
て
は
消
え
る
け
れ
ど
も
、

そ
う
い
う
前
兆
が
、
ま
あ
午
前
中
は
雲

の
増
え
方
も
少
な
い
け
れ
ど
も
、
午
後

に
な
っ
た
ら
雲
の
量
が
多
く
な
っ
て
く

る
ね
え
。
そ
し
て
、
三
時
く
ら
い
か
ら

風
も
変
わ
る
し
。
午
前
中
は
そ
ん
な
日

に
な
る
の
か
し
ら
ん
と
信
じ
ら
れ
ん
ほ

ど
良
い
天
気
や
。
ほ
ん
で
、
知
ら
ん
人

や
っ
た
ら
「
何
を
言
う
て
や
ん
の
や
今

日
ら
の
良
い
天
気
に
」
ち
ゅ
う
て
、
ほ

ん
ま
に
し
ょ
ら
ん
場
合
が
あ
る
。
今
言

う
て
る
三
七
年
に
砂
船
を
新
造
し
て
、

そ
し
て
和
邇
の
小
野
の
あ
こ
に
中
西
組

い
う
て
砂
や
っ
と
る
と
こ
へ
船
を
持
ち

込
ん
で
、
そ
こ
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
そ
こ
へ
行
っ
た
と
き
に
。
ほ
し

た
ら
そ
こ
の
社
長
が
、
今
言
う
て
る
三

月
の
、
も
う
私
ら
昔
か
ら
も
う
そ
ん
な

日
は
朝
か
ら
全
然
出
る
の
で
ん
の
、
仕

事
を
す
る
の
せ
ん
て
な
考
え
な
い
。
と

に
か
く
そ
ん
な
雲
行
き
を
み
た
ら
仕
事

て
な
船
て
な
こ
と
は
毛
頭
朝
か
ら
考
え

て
へ
ん
。
朝
行
っ
て
、「
今
日
は
こ
う

い
う
日
や
は
け
、
も
う
止
め
ま
す
わ
」

と
ち
ゅ
う
て
言
う
と
、「
何
を
言
う
て

ん
の
や
、
こ
ん
な
え
え
日
に
。
今
日
ら

の
日
に
仕
事
せ
な
ん
だ
ら
い
つ
仕
事
す

ん
に
ゃ
い
。」
と
い
う
て
、
よ
う
言
わ

れ
て
。
ほ
ん
ま
の
中
西
組
の
持
ち
船
の

図 4　明治期の南小松集落と屋敷林（「南小松村総絵図」を一
部拡大し凡例を追加，南小松自治会蔵）

写真 4　屋敷林のある南小松の景観（1955 年頃、木村喜代嗣氏蔵）
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人
は
や
っ
ぱ
り
、
自
分
ら
が
勤

め
て
ん
に
ゃ
は
け
、
親
方
が
出

ち
ゅ
い
よ
り
ゃ
出
ん
な
ん
わ
ね

え
。
一
回
ほ
ん
ま
に
船
沈
め
よ

る
と
こ
や
っ
た
ん
や
。
も
う
私

り
ゃ
そ
の
日
は
朝
か
ら
、
全
然

そ
の
日
の
仕
事
て
な
も
ん
は
毛

頭
な
い
わ
ね
。
そ
や
け
ど
、
も

う
し
よ
う
が
な
し
に
出
た
ん
や

ね
。
そ
う
し
た
ら
、「
な
ん
と
、

あ
ん
た
ら
は
昔
か
ら
琵
琶
湖
で

息
し
て
ん
に
ゃ
は
け
」、
そ
の

違
い
が
、「
今
日
ら
の
こ
ん
な

良
い
日
が
あ
ん
な
日
に
な
る
と

は
思
い
も
よ
ら
ん
」
ち
ゅ
う
て

言
う
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
わ
。

ほ
ん
ま
に
そ
ら
も
う
、
こ
の
辺

の
人
で
も
漁
師
や
船
に
関
係
の

な
い
人
や
っ
た
ら
、「
何
を
言

う
と
ん
の
や
ろ
う
。
こ
ん
な
良

い
日
に
。」
ち
ゅ
う
て
言
う
く

ら
い
や
わ
ね
。
そ
れ
も
、
雲
の

流
れ
る
雲
の
速
さ
で
変
わ
っ
て

く
ん
に
ゃ
は
け
ね
。
あ
あ
、
こ

の
速
さ
な
ら
ま
あ
今
日
一
日
は

大
丈
夫
や
。
も
う
今
日
は
昼
ま

で
し
か
も
た
ん
と
か
。
朝
雲
の

速
さ
に
よ
っ
て
判
断
す
ん
に
ゃ

わ
ね
。

青
柳
：
雲
の
速
さ
な
ん
で
す
け
ど
、

例
え
ば
こ
れ
は
夜
中
に
ケ
シ
キ
ミ

を
し
た
と
き
に
、
夜
中
の
一
二
時

ま
で
に
風
が
治
ま
れ
ば
、
そ
れ
は

ヨ
イ
オ
チ
と
言
っ
て
そ
の
翌
日
は

た
い
し
た
風
は
吹
か
な
い
ら
し
い

ん
で
す
ね
。
だ
け
ど
も
、
夜
中
の

一
二
時
過
ぎ
て
も
風
が
吹
い
て
た

ら
、
ア
カ
オ
チ
と
い
っ
て
午
後
に

な
る
と
絶
対
荒
れ
る
と
言
う
ん
で

す
よ
。

池
田
：
大
体
夜
中
ま
で
風
が
、
北
風

に
し
た
か
て
、
吹
く
と
い
う
こ
と

は
、
最
近
に
な
っ
て
か
ら
の
話
や

け
ど
、
科
学
的
な
こ
と
は
全
然
わ

か
ら
ん
の
や
が
、
夕
方
過
ぎ
て
も

北
風
で
も
吹
い
た
る
場
合
に
は
、

近
く
に
低
気
圧
が
あ
ん
に
ゃ
と
い

う
こ
と
を
天
気
予
報
で
、
ち
ょ
い

ち
ょ
い
聞
き
ま
す
わ
な
。
ほ
ん
で
、

だ
い
た
い
こ
の
辺
の
思
い
と
し
て

は
、
北
風
と
い
う
こ
と
は
日
和
の

前
兆
で
す
に
ゃ
。
そ
や
の
に
梅
雨

の
場
合
に
は
雨
の
声
で
、
北
風
が

吹
い
て
ん
の
に
明
く
る
日
雨
や
っ

た
ち
ゅ
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す

し
。
専
門
家
で
も
明
く
る
日
の
判

断
が
で
き
な
い
変
化
が
お
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
わ
な
。

比
良
山
麓
の
屋
敷
林

　
比
良
山
麓
に
残
る
江
戸
期
以
降
の
絵
図
の

中
に
は
、
屋
敷
付
近
に
小
面
積
の
樹
林
地
が

確
認
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
図
４
は

明
治
初
期
の
南
小
松
を
描
い
た
絵
図
（
近

江
国
滋
賀
郡
第
拾
六
区
南
小
松
村
総
絵
図

（
一
八
七
三
年
作
成
と
推
定)

の
一
部
拡
大
）

で
す
。
青
色
で
示
さ
れ
た
現
在
の
家
棟
川
の

近
く
に
位
置
す
る
屋
敷
（
薄
い
赤
色
に
民
家

が
描
か
れ
る
）
の
北
西
方
向
に
緑
色
で
樹
林

地
が
描
か
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
写

写真 5　家棟川沿いの屋敷林（2023 年）

写真 6　屋敷林がある守山の景観（2020 年）
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五
年
頃
の
南
小
松
の
写
真
で

あ
り
、
写
真
上
部
（
東
側
）
に
琵
琶
湖
や
内

湖
が
位
置
し
、
水
田
に
隣
接
し
て
あ
る
集
落

の
民
家
に
は
屋
敷
林
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

こ
の
頃
ま
で
は
、
多
く
の
民
家
が
防
風
な
ど

の
目
的
で
北
西
方
向
を
中
心
に
屋
敷
林
を
配

し
て
い
ま
し
た
。
家
棟
川
の
近
く
に
は
今
日

も
屋
敷
林
が
確
認
で
き
（
写
真
５
）、「
比
良

お
ろ
し
」
に
対
す
る
防
風
や
家
棟
川
か
ら
の

水
害
を
減
災
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
近
代
化
や
都
市
化

が
進
む
中
で
比
良
山
麓
の
屋
敷
林
は
減
少
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
日
で
も
一
部
の
屋
敷
林

が
残
っ
て
い
ま
す
（
写
真
６
、７
）。
屋
敷
林

を
構
成
す
る
樹
木
は
、
タ
ブ
ノ
キ
や
ア
ラ
カ

シ
、ス
ギ
な
ど
の
常
緑
樹
の
大
木
が
多
く（
写

真
８
）、
冬
季
の
「
比
良
お
ろ
し
」
に
も
防

風
効
果
が
高
い
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
屋
敷
周
り
に
は
石
垣
や
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、

カ
ヤ
、
ス
ギ
、
エ
ノ
キ
、
ア
ラ
カ
シ
、
チ
ャ

ノ
キ
な
ど
の
樹
木
が
混
在
す
る
生
垣
が
あ
る

民
家
も
多
く
あ
り
ま
す（
写
真
９
、10
）。「
比

良
お
ろ
し
」
な
ど
に
対
す
る
防
災
・
減
災
対

策
と
し
て
、
身
近
に
あ
る
在
来
種
を
中
心
と

し
た
風
土
に
適
し
た
樹
木
を
上
手
に
利
用
し

た
伝
統
知
・
地
域
知
と
い
え
ま
す
。

写真 7　北船路の民家と屋敷林（2020 年）写真 8　屋敷林を構成する常緑樹の大木（2023 年）

写真 9　屋敷林と生垣（2022 年）写真 10　冬の屋敷林と琵琶湖を望む（2023 年）
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比
良
山
麓
の
内
湖
周
辺
の
湿
地
と

　
　
　
撹
乱
依
存
種
ノ
ウ
ル
シ

京
都
先
端
科
学
大
学　
　
　

丹
羽　
英
之

は
じ
め
に

内
湖
の
周
辺
に
は
、
内
湖
の
水
位
変
動
や

流
入
河
川
の
流
水
や
流
砂
に
よ
る
撹
乱
に
よ

り
形
成
さ
れ
る
湿
地
が
み
ら
れ
ま
す
。
湿
地

で
は
水
際
か
ら
、わ
ず
か
な
高
さ
の
違
い（
微

地
形
）
に
よ
り
エ
コ
ト
ー
ン
（
移
行
帯
）
が

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
エ
コ
ト
ー
ン
に
は
、
微
地
形
や
日
照

条
件
な
ど
の
違
い
に
よ
り
、
様
々
な
植
物
が

棲
み
分
け
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が
撹
乱
依

存
種
と
呼
ば
れ
、
撹
乱
に
よ
り
エ
コ
ト
ー
ン

が
動
的
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
で
生
育
す
る
こ

と
が
で
き
る
種
で
す
。
と
こ
ろ
が
撹
乱
は
、

災
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
で
、
人
間
の
生
活

を
不
意
に
脅
か
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
河
川
を
護
岸
で
固
め
て
河
道
内
に

流
水
を
閉
じ
込
め
る
、
湖
の
水
位
変
動
を
堰

で
制
御
す
る
な
ど
、
私
た
ち
人
間
は
撹
乱
を

減
少
さ
せ
る
よ
う
に
自
然
を
制
御
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
湿
地
に
生
育
す
る
撹
乱

依
存
種
の
多
く
が
生
育
場
所
を
失
い
、
絶
滅

の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。

ノ
ウ
ル
シ

近
江
舞
子
内
湖
周
辺
の
湿
地
に
生
育
す
る

撹
乱
依
存
種
の
一
つ
と
し
て
ノ
ウ
ル
シ
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ノ
ウ
ル
シ
は
、
河
川
敷
、

池
や
沼
の
ほ
と
り
、
湿
原
な
ど
の
、
明
る

く
湿
っ
た
場
所
に
生
え
る
植
物
で
、
肥
大

し
た
根
茎
が
発
達
し
群
生
し
ま
す
（
黒
沢

二
〇
一
五
）。近
畿
地
方
で
は
、シ
ュ
ー
ト（
地

上
部
）
が
見
ら
れ
る
の
は
四
月
か
ら
六
月

で
、
こ
の
時
期
以
外
は
休
眠
す
る
春
植
物
で

す
（Yam

asaki 1999

；
黒
沢
二
〇
一
五
）。

お
も
に
生
育
環
境
の
消
失
に
よ
り
全
国
的
に

減
少
傾
向
に
あ
り
、
環
境
省
が
準
絶
滅
危
惧

種
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
近
江
舞
子
内
湖
周

辺
の
湿
地
で
は
、
み
ご
と
な
群
生
が
見
ら
れ

ま
す
（
写
真
１
）。

ノ
ウ
ル
シ
の
生
育
環
境

湿
地
に
生
育
す
る
撹
乱
依
存
種
の
多
く
が

絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
な
か
、
ど
う
し

て
近
江
舞
子
内
湖
周
辺
の
湿
地
に
は
写
真
１

の
よ
う
な
、
ノ
ウ
ル
シ
の
群
生
が
見
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

少
し
横
道
に
そ
れ
ま
す
。一
般
に
湿
地
は
、

ぬ
か
る
ん
で
い
た
り
、
草
本
植
物
が
密
に
繁

茂
し
て
い
た
り
す
る
た
め
踏
査
が
困
難
な
こ

と
が
多
い
場
所
で
す
。
そ
の
よ
う
な
場
所
を

調
査
す
る
手
段
と
し
て
近
年
ド
ロ
ー
ン
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
を
使
え
ば
湿

地
の
外
か
ら
飛
ば
し
、
様
々
な
環
境
情
報
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
人

が
立
ち
入
る
こ
と
で
環
境
を
侵
襲
す
る
こ
と

が
な
い
の
で
、
例
え
ば
、
意
図
せ
ず
外
来
種

の
種
を
持
ち
込
む
と
い
っ
た
環
境
改
変
を
調

査
者
自
ら
が
行
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
を
低
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
ド
ロ
ー
ン
に
様
々
な
セ
ン
サ
を
搭
載

し
て
約
一
年
間
内
湖
周
辺
の
湿
地
を
調
査
し

ま
し
た
（N

iwa 2022

）。
そ
の
結
果
、
近

江
舞
子
内
湖
周
辺
に
生
育
す
る
ノ
ウ
ル
シ

は
、自
然
に
分
布
す
る
個
体
群
（
以
下
、「
自

然
」）、
地
域
の
人
が
草
刈
り
（
ヨ
シ
刈
り
）

し
て
い
る
場
所
に
分
布
す
る
個
体
群（
以
下
、

「
草
刈
り
」）、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
の
開
発

に
伴
い
移
植
さ
れ
た
個
体
群
（
以
下
、「
移

植
」）、
耕
作
放
棄
地
や
水
路
沿
い
、
駐
車
場

に
分
布
す
る
個
体
群
（
以
下
、「
そ
の
他
」）

に
区
分
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
図

１
）。「
自
然
」
は
、
大
小
の
ノ
ウ
ル
シ
の
地

写真 1　 群生するノウルシ
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上
部
の
ま
と
ま
り
（
パ
ッ
チ
）
が
混

在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
齢
の
異

な
る
個
体
が
生
育
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
、
日
本
社
会
は

少
子
高
齢
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
社
会
が
持
続
し
て
い
く
た
め

に
は
、
様
々
な
年
齢
の
人
が
偏
り
な

く
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ノ
ウ
ル

シ
も
同
様
、
年
齢
が
異
な
る
個
体
が

混
在
し
て
い
る
場
所
は
、
持
続
す
る

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
草
刈
り
」
も
、
自
然
と
類
似
し
大

小
の
ノ
ウ
ル
シ
の
パ
ッ
チ
が
生
育
し

て
い
る
こ
と
か
ら
持
続
す
る
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
そ
の

他
」
は
、
小
さ
い
ノ
ウ
ル
シ
の
パ
ッ

チ
が
少
な
い
こ
と
か
ら
次
世
代
が

育
っ
て
お
ら
ず
持
続
す
る
可
能
性
が

低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

エ
コ
ト
ー
ン
で
は
、
微
地
形
が
重

要
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
微
地
形
を
ド
ロ
ー
ン
に
搭

載
し
た
レ
ー
ザ
ー
計
測
器
で
測
量
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
の

測
量
結
果
を
用
い
近
江
舞
子
内
湖
周

辺
に
生
育
す
る
ノ
ウ
ル
シ
と
標
高
と

の
関
係
を
分
析
し
ま
し
た
（
図
２
）。

「
自
然
」
は
、
最
も
標
高
の
低
い
場

所
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。「
草
刈
り
」
は
、「
自
然
」

図 1　6 タイプのノウルシ個体群

と
同
じ
よ
う
な
標
高
に
加
え
、
よ

り
標
高
の
高
い
場
所
に
も
分
布
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
移
植
」や「
そ
の
他
」は
、「
自
然
」

よ
り
標
高
の
高
い
場
所
に
分
布
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
自
然
」
の
分
布
す
る
標
高
が
ノ

ウ
ル
シ
に
最
も
適
し
て
い
る
と
考

え
る
と
、「
草
刈
り
」
は
、
そ
れ

よ
り
広
い
標
高
の
範
囲
に
生
育

し
、「
移
植
」
や
「
そ
の
他
」
は

適
し
て
い
な
い
標
高
の
高
い
場
所

と
い
え
ま
す
。

ま
と
め
る
と
、「
自
然
」
は
、

自
然
の
撹
乱
に
よ
り
持
続
し
て
い

る
個
体
群
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
草
刈
り
」
は
、
草
刈
り
と
い
う

人
為
撹
乱
に
よ
っ
て
持
続
し
て
い

る
個
体
群
で
、
草
刈
り
に
よ
っ
て

「
自
然
」
よ
り
広
い
立
地
環
境
に

生
育
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。「
移
植
」や「
そ
の
他
」

は
、
脆
弱
な
個
体
群
で
少
な
く
と

も
草
刈
り
を
継
続
し
な
い
と
持
続

し
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

近
江
舞
子
内
湖
周
辺
に
は
、
エ

コ
ト
ー
ン
が
形
成
さ
れ
た
湿
地
が

み
ら
れ
、
ノ
ウ
ル
シ
を
象
徴
と
す

る
撹
乱
依
存
種
が
生
育
し
て
い
ま

す
。
水
位
変
動
や
河
川
に
よ
る
自

151



引
用
・
参
考
資
料

黒
沢
高
秀 

二
〇
一
五
年
、「
ノ
ウ
ル
シ
」『
絶
滅
危
惧

植
物
図
鑑 

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
プ
ラ
ン
ツ　

 

増
補
改
訂

新
版
』(

矢
原
徹
一
・
藤
井
伸
二
・
伊
藤
元
己
・
海

老
原
淳
・
永
田
芳
男
編) , p. 249. 

山
と
渓
谷
社
、 

東
京

Yam
asaki, S., 1999. O

rganic m
atter econom

y of 
Euphorbia adenochlora with special reference 
to its life cycle. Ecol. Res. 14, 23–30.

N
iw

a, H
., 2022. Assessm

ent of habitat for 
disturbance–dependent species using light 
detection and ranging and m

ultispectral 
sensors m

ounted on a U
AV. Environ. M

onit. 
Assess. 194, 605. 

然
撹
乱
が
人
為
的
な
制
御
に
よ
り
減
少
す
る

な
か
、
ヨ
シ
刈
り
と
い
う
人
為
撹
乱
が
ノ
ウ

ル
シ
の
存
続
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
自
然
撹
乱
と

の
付
き
合
い
方
、
ヨ
シ
刈
り
と
い
う
伝
統
的

な
人
為
撹
乱
の
継
承
、
近
江
舞
子
内
湖
周
辺

の
湿
地
は
自
然
災
害
を
緩
和
し
、
地
域
と
生

態
系
を
つ
な
ぐ
拠
点
と
な
る
機
能
を
も
っ
て

い
る
と
言
え
ま
す
。

図 2　6 タイプのノウルシと標高の関係

写真 2　ヨシ刈りの様子

152



153



写真提供：王　聞

154



︻︻
日
本
各
地
に
つ
た
わ
る
伝
統
知
・
地
域
知
︼︼
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編
集
後
記吉

田
丈
人
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

自
然
が
も
た
ら
す
恵
み
と
災
い
は
表
裏
一
体
で
す
︒
そ

深
町
加
津
枝
　
伝
統
知
・
地
域
知
リ
ー
ダ
ー

全
国
の
様
々
な
事
例
を
見
て
い
く
中
で
︑
地
域
全

体
で
災
害
リ
ス
ク
を
減
ら
し
︑
自
然
か
ら
の
恵
み
を

得
る
た
め
の
伝
統
知
・
地
域
知
が
︑
部
分
的
で
は
あ

り
ま
す
が
地
元
の
自
治
会
や
伝
統
的
な
組
織
な
ど
に
よ
り
現
代
も
引
き
継
が
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
︒
自
主
防
災
や
教
育
に
関
す
る
取
り
組
み
︑
里

山
を
対
象
と
し
た
市
民
活
動
な
ど
で
伝
統
知
・
地
域
知
に
関
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
し
た
︒
一
方
︑
近
代
化
な
ど
に
よ
り
土
地
利
用
や

自
然
資
源
の
利
用
︑
管
理
方
法
が
大
き
く
変
化
し
︑
地
元
の
人
々
と
の
関
わ
り

が
薄
れ
︑
政
策
や
公
共
事
業
の
防
災
・
減
災
対
策
の
中
で
は
伝
統
知
・
地
域
知

が
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
︒
改
め
て
︑
地
域
固
有
の
歴
史

や
文
化
を
活
か
し
た
新
た
な
防
災
・
減
災
の
道
筋
を
検
討
し
︑
健
全
で
豊
か
な

地
域
の
自
然
︑
生
態
系
を
再
生
し
な
が
ら
活
用
す
べ
き
時
に
あ
り
ま
す
︒
伝
統

知
・
地
域
知
の
中
で
見
出
さ
れ
︑
今
日
に
も
応
用
で
き
る
防
災
・
減
災
機
能
を

組
み
合
わ
せ
た
土
地
利
用
や
防
災
計
画
の
実
現
の
た
め
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め

た
い
と
思
い
ま
す
︒

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
︑
災
い
を
し
な
や
か
に
避
け
な
が
ら
恵
み
を
賢
く
利
用
し
て
い

く
こ
と
が
︑
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
求
め
ら
れ
ま
す
︒
こ
の
と
き
︑
先
人
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
蓄
え
て
き
た
知
識
・
知
恵
・
技
術
︵
伝
統
知
・
地
域
知
︶

に
は
︑
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
が
活
用
し
継
承
す
べ
き
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
︒
し
か
し
︑
た
い
へ
ん
残
念
な
が
ら
︑
こ
れ
ら
の
伝
統
知
・
地
域
知
は
失
わ
れ

て
い
く
一
方
で
す
︒
シ
リ
ー
ズ
﹁
地
域
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
災
害
対
応
﹂
の
五
冊
の

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
に
は
︑
そ
の
よ
う
な
伝
統
知
・
地
域
知
が
数
多
く
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
︒
災
害
の
頻
発
化
と
激
甚
化
を
も
た
ら
す
気
候
変
動
が
進
む
な
か
︑
人
口
減

少
や
生
物
多
様
性
劣
化
な
ど
に
よ
る
多
く
の
課
題
を
か
か
え
る
地
域
に
お
い
て
︑

伝
統
知
・
地
域
知
の
活
用
は
地
域
課
題
の
同
時
解
決
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
︒恵
み
と
災
い
を
も
た
ら
す
自
然
と
人
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か
︑

こ
の
大
事
な
質
問
に
答
え
よ
う
と
す
る
と
き
︑
伝
統
知
・
地
域
知
が
活
か
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
︒
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寺
村
淳

伝
統
知
・
地
域
知

︵
松
浦
川
版
担
当
︶

小
林
広
英

伝
統
知
・
地
域
知
︵
砺
波
版
担
当
︶

島
田
和
久

伝
統
知
・
地
域
知

︵
三
陸
海
岸
版
担
当
︶

　
現
在
の
富
山
県
砺
波
市
は
︑
一
九
六
〇
年
代
か
ら
都
市
化

が
進
行
し
様
々
な
都
市
構
造
物
に
よ
り
従
来
の
農
村
風
景
は

著
し
く
変
容
し
て
い
ま
す
が
︑
展
望
台
か
ら
の
俯
瞰
的
な
遠

望
で
は
ま
だ
ま
だ
独
特
の
散
村
景
観
を
み
せ
て
い
ま
す
︒
そ

の
景
観
の
主
要
素
で
あ
る
伝
統
的
な
屋
敷
・
屋
敷
林
を
詳
細

に
み
て
い
く
と
︑
人
々
の
伝
統
知
・
地
域
知
に
基
づ
く
自
然

と
の
共
生
術
が
見
え
て
き
ま
す
︒
ま
た
︑
こ
れ
ら
が
地
域
の

景
観
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
︒
砺
波
平

野
の
扇
状
地
が
開
拓
さ
れ
て
い
く
過
程
で
︑
小
河
川
群
の
合

間
に
あ
る
微
高
地
に
住
居
を
造
っ
て
い
っ
た
結
果
が
散
村
を

形
成
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
し
︑
洪
水
災
害
を
防
ぐ
た
め

に
屋
敷
の
土
台
は
高
く
土
盛
り
さ
れ
て
い
ま
す
︒
屋
敷
林
は

南
西
か
ら
の
強
風
を
防
ぐ
た
め
そ
の
方
向
に
は
高
木
が
植
栽

さ
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
防
風
だ
け
で
な
く
︑
防
暑
・
防
寒

の
役
割
︑
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
︑
落
ち
葉
や
枯
れ
枝
の
燃

料
利
用
︑
そ
し
て
次
世
代
の
た
め
の
建
築
資
材
と
し
て
も
使

わ
れ
ま
す
︒
こ
れ
ら
の
伝
統
知
・
地
域
知
の
有
意
な
要
素
を

今
一
度
探
り
な
が
ら
︑
未
来
に
継
承
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く

る
こ
と
が
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
役
割
と
感
じ
ま
す
︒

　
松
浦
川
は
︑
元
々
研
究
や
私
的
な
遊
び
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
頻
繁
に
訪
れ
て
い
ま
し
た

が
︑
今
回
を
機
会
に
︑
改
め
て
松
浦
川
と
は
何
な

の
か
︑
ど
の
様
に
地
域
住
民
が
川
と
自
然
と
付
き

合
っ
て
き
た
の
か
を
理
解
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
︒
と
に
か
く
松
浦
川
の
こ
と
を
つ
ぶ
さ
に
知
ろ

う
と
︑
何
度
も
足
を
運
び
︑
流
域
内
を
隈
な
く
見

て
回
っ
た
結
果
︑
舟
形
屋
敷
や
石
造
井
堰
群
な
ど

を
発
見
し
︑
自
然
・
災
害
と
付
き
合
っ
て
き
た
松

浦
川
流
域
住
民
の
知
恵
と
履
歴
を
紐
解
く
こ
と
に

大
き
な
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
︒

　
松
浦
川
の
地
域
知
・
伝
統
知
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
︑
突
然
作
成
・
編
集
を
任
命
さ
れ
︑
編
集
等

の
経
験
の
無
い
私
は
︑
見
切
り
発
車
で
走
り
出
し

ま
し
た
︒
足
元
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
ま
ま
全
力
疾

走
し
て
い
る
か
の
様
な
心
持
ち
な
い
状
況
で
し

た
︒
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
執
筆
者
の
皆
様
︑
機

会
を
い
た
だ
い
た
深
町
先
生
・
吉
田
先
生
・
島
谷

先
生
︑
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
い
た
だ
い
た
島
内
さ
ん

他
多
く
の
協
力
者
に
よ
っ
て
何
と
か
﹁
松
浦
川
の

地
域
知
・
伝
統
知
﹂
は
完
成
し
ま
し
た
︒
皆
様
に

は
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
︒

　
三
陸
海
岸
は
入
り
組
ん
だ
い
く
つ
も
の
入
り
江

か
ら
構
成
さ
れ
て
ま
す
︒
加
え
て
︑
北
上
高
地
か

ら
急
激
に
太
平
洋
へ
と
落
ち
込
む
急
峻
な
地
形
か

ら
な
り
︑
一
つ
の
市
町
村
の
な
か
に
︑
森
・
里
・

海
が
存
在
し
︑
川
の
源
流
か
ら
河
口
ま
で
流
域
全

て
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
特
徴
で
す
︒
そ
の
た
め
︑

土
砂
崩
れ
︑
洪
水
︑
そ
し
て
津
波
と
︑
多
様
な
災

害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
︒一
方
で
海
の
恵
み
︑

山
の
恵
み
も
多
く
享
受
し
て
き
た
こ
の
地
域
で

は
︑
人
々
は
﹁
自
然
と
と
も
に
生
き
て
い
る
﹂
と

い
う
気
持
ち
を
強
く
抱
い
て
い
ま
す
︒
東
日
本
大

震
災
を
経
験
し
た
こ
の
地
域
で
は
︑
伝
統
知
・
地

域
知
が
復
興
プ
ロ
セ
ス
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

た
点
で
他
の
調
査
地
域
と
は
異
な
る
事
例
を
多
く

集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　
こ
の
地
域
で
も
人
口
減
少
の
流
れ
は
続
い
て
お

り
︑
伝
統
知
・
地
域
知
を
次
世
代
へ
の
継
承
が
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
の
な
か
︑
本
冊
子
で
紹
介
し
た

事
例
が
解
決
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
︒
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者
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五
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（
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）

　
滋
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学
人
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学
部

　
教
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学
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聞　
（
ワ
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ウ
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ン
）

　
京
都
大
学
大
学
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学
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研
究
員

大
原　
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(

お
お
は
ら 

あ
ゆ
み
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成
安
造
形
大
学
芸
術
学
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非
常
勤
講
師

　
京
都
大
学
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学
院
地
球
環
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学
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技
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員

落
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（
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あ
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ち
ほ
）

　
京
都
大
学
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学
院
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球
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学
堂

　
准
教
授　
コ
ミ
ュ
ニ
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害
社
会
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（
こ
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京
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学
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学
院
地
球
環
境
学
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世
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会
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局

　
岩
手
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島
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教
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も
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ず
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立
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市
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京
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大
学
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境
学
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大
学
生

高
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大
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（
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き
）

　
大
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市
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物
館

　
学
芸
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史
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日
本
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健
太
郎
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ー

　
水
工
学
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応
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工
学

田
原　
大
輔
（
た
は
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だ
い
す
け
）

　
福
井
県
立
大
学
海
洋
生
物
資
源
学
部　

　
教
授　
魚
類
生
理
生
態
学

寺
村　
淳　
（
て
ら
む
ら　
じ
ゅ
ん
）

　
第
一
工
科
大
学
工
学
部
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
工
学
科 

　
准
教
授　
土
木
史
・
河
川
工
学

西
廣　
淳
（
に
し
ひ
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じ
ゅ
ん
）

　
国
立
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境
研
究
所
気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー

　
室
長　
生
態
学
・
植
物
学

丹
羽　
英
之
（
に
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ひ
で
ゆ
き
）

　
京
都
先
端
科
学
大
学 
バ
イ
オ
環
境
学
部 

　
教
授

藤
尾　
郁
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（
ふ
じ
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い
く
と
）

　
京
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府
立
大
学
生
命
環
境
学
部

　
大
学
生

深
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加
津
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（
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ま
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つ
え
）

　
京
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大
学
大
学
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球
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境
学
堂

　
准
教
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造
園
学
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